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第一章★★★変転の日










１




　白の月の五日。

　その日の朝を迎むかえても、俺おれたちはべつだん異変の予兆を感じ取ることはなかった。

　四日前――白の月の一日の夜には、ドーラの親父おやじさんが野や盗とうに襲おそわれた。その翌日は、日中にミラノ＝マスの娘むすめさんが無ぶ頼らい漢かんにかどわかされそうになり、夜にはザザ家の集落に侵しん入にゆう者しやが忍しのび入いった。さらにその翌日の夜には、ファの家で赤あか髭ひげゴラムの息子むすこジーダと対面することになった。白の月に入ってわずか三日で、これだけのことが起きたのだ。

　当然のことながら、俺たちはいっそう気持ちを引ひき締しめて日々を過ごすことになった。しかし、まるでそういった心の動きを嘲あざ笑わらうかのごとく、白の月の四日は何事もなく過ぎ去っていき、そうして俺たちはいくぶん肩かた透すかしを食わされたような心地ここちでこの五日目の朝を迎えたのだった。

「決して気を抜ぬくのではないぞ、アスタよ。人間の気持ちというのは、このようなときにこそ最もゆるみやすいものであるのだからな」

　下ごしらえを済ませた料理を荷車に積み込む作業を完かん了りようさせると、アイ＝ファが厳しい面おも持もちでそのように述べてきた。アイ＝ファは一日置きに護衛役をつとめるように決めていたが、本日は家に残る日取りであったのだ。俺もせいいっぱい気持ちを引き締めながら、「了りよう解かいだよ」とうなずいてみせた。

「アイ＝ファのほうこそ、気をつけてくれよな。またこの近所ではギバの数が増えてきているんだろう？」

「うむ。月が変わってからもギバの数は増える一方だ。昨日もランの男衆が一名、深手を負ってしまったようだしな」

「そうだったのか。そいつは心配だな」

　朝の日差しと微び風ふうが心地ここち好よい、平へい穏おんきわまりない朝だった。そんな平穏な朝に相応ふさわしからぬ、殺さつ伐ばつとした話題である。

「なあ、ファの家やランの家なんかでは、ルウの家みたいに狩人かりうどの仕事を休息する期間ってのは存在しないのか？」

　ギルルの首を撫なでていたアイ＝ファが「うむ？」とけげんそうに俺を振ふり返かえる。

「以前にも説明した通り、ギバは豊かな恵めぐみを求めて定期的にねぐらを移動する習性がある。果実や木の根や小さな動物などを食くい荒あらし、北から南、南から北へと、頻ひん繁ぱんに森の中を動き回っているのだ」

「うん。その過程で人里にも下りたりして、それでジェノスの田畑を食い荒らすっていうんだろう？　よく覚えてるよ」

「うむ。それを繰くり返す内に、森の中の手ひどく食い荒らされた場所にはしばらく恵みが実らぬ時期が発生する。そうすると、その場所にはしばらくギバが寄りつかなくなるため、近在に住む狩人はその時期を休息にあてるのだ。……そのような時期が年に三みたびほど訪おとずれるというだけで、べつだんどの家がどの月に休むべしと定められているものではない」

「あ、それじゃあどの家でも年に三回ぐらいは休息の期間が発生するっていうことなんだな」

「そういうことだ。……ちょうど現在この付近では手ひどく恵みが荒らされているので、このままいけばひと月も待たぬ内に休息の期間が訪れるであろう」

「そうか。やったな」

　俺が思わず微び笑しようをこぼしてしまうと、アイ＝ファはいっそういぶかしげに小首を傾かしげた。

「何がやったのだ？　ファの家の近所であるフォウやランでもギバが狩かれなくなるのだから、その間は肉の確保が難しくなってしまうのだぞ？」

「その頃ころにはルウ家のほうが狩りの仕事を再開させているはずだから、問題はないと思うよ。もうしばらくすればサウティのほうからも肉を買えるようになるかもしれないし。……で、そういう話を抜きにすれば、アイ＝ファだって身体を休められるんだから嬉うれしいだろう？」

「休息の期間は、鍛たん錬れんに励はげむのだ。むろん狩りの仕事に比べればどうということもないが、嬉しいだの嬉しくないだのという話ではない」

　アイ＝ファは、あくまでそっけない。

「それに、休息の期間が訪れるまでに、貴族たちとの問題が片付くとも限らんからな。それでは身体を休められても気持ちまでは休められん」

「ああ、そうか……でも、その問題さえ片付けばアイ＝ファもゆっくりできるんだからさ。そう考えれば、やっぱり嬉しい話じゃないか」

　少なくとも、アイ＝ファが危険な狩人の仕事を半月も休めるというのは、俺にとって嬉しい話だった。が、何故なぜかアイ＝ファは不満そうに唇くちびるをとがらせてしまう。

「護衛など必要のない生活を送れるのならば何よりだが、そうなったらそうなったで、私が宿場町に下りる理由もなくなってしまうではないか」

「うん？　それで何か問題でも？」

「……一人で家に居残るのは、退たい屈くつだ」

　俺は心からびっくりしてしまった。まさかアイ＝ファの口からそのような台詞せりふが飛び出だすとは思っていなかったのである。

「あ、いや、だけど――俺まで半月も宿場町の仕事を休むわけにはいかないよな？」

「当たり前だ」と、アイ＝ファが自分の頭で俺の頭をぐりぐりと圧あつ迫ぱくしてきた。アイ＝ファにしてみれば、これは足を蹴けるという行こう為いの下位互ご換かんでしかないらしい。

「私はただ、私の心情もかえりみずに自分一人で悦えつに入いっているお前の言動が腹立たしかっただけだ。お前には家長を思いやる気持ちが欠けている」

「だ、だけど、俺だって十日に一度は休むんだ。休息の期間が半月ばかりも続くんなら、一回や二回は休みが重なることもあるさ。そういう日は退屈させないように努力いたしますですよ」

　ぐり、とアイ＝ファの頭が動きを止める。

　そして、アイ＝ファはその至近距きよ離りからキッと俺の顔を見つめてきた。

「そういえば、その商売を休む最初の日がもう目前に迫せまっていたはずだな、アスタよ」

「ああ、うん。白の月の七日と八日だから、明後日と明々後日しあさつてだな」

「ならば私は、その間も一日置きに森に入ろうと思う。一昨日などは二頭ものギバを狩ることになったし、若じやつ干かん疲ひ労ろうが重なってきているのだ」

「そうか。それは是ぜ非ひとも休むべきだな」

「となると、白の月の八日は私もアスタも仕事を休むことになる」

「ああ、そうなるな」

「……お前が嬉しいと言った意味がようやくわかった」

　と、息がかかるぐらいの至近距離で、アイ＝ファはにこりと微笑ほほえんだ。完全完かん璧ぺきに不意打ちの笑え顔がおである。

「お前が商売を休むのは家長会議以来であったはずだな、アスタよ」

「う、うん、たしかそうだったと思うよ」

「家長会議では日が暮れるまで行動を別にしていたし、その前後の休日ではお前も商売の下ごしらえで忙いそがしそうにしていた。しかもそれらは、どちらもルウの集落に身を置いた上でのことであったしな」

　そんな昔のことをよくもそこまで覚えているものだ、と俺は感心してしまう。

「ならば、ファの家で一日を過ごすのはそれ以上ぶり――いや、その前は私が毎日森に入っていたのだから、朝から夜までファの家でともに過ごすというのは、家の外にかまどを作った日以来なのではないだろうか」

「本当にすごい記き憶おく力りよくだな！　そいつは二ヶか月げつ以上も前の話だぞ？」

「うむ。お前を森の中で拾って十日目かそのていどの時期であったな。……だからあの頃は、今ほどお前をかけがえのない存在だとは考えていなかったと思う」

　その面に微笑をたたえたまま、今度はこつんと頭をあててくる。

「そういえば、父と二人で狩人の仕事に明け暮れていた頃も、休息の期間には心安らかに情愛を育はぐくめたものだ。そのような気持ちは、ついぞ忘れてしまっていたな……」

「へえ。そ、そうなのか」

「私にもお前にも、果たさねばならぬ仕事がある。しかし――そうであるからこそ、そのような休息の日が存在するということも、このように嬉しく感じられるのであろう」

「う、うん……」

「もっとも今は、サイクレウスという得体の知れない相手とやりあっている最中だが。願わくは、その日ぐらいは心安らかに過ごしたいものだ」

　そうしてアイ＝ファは俺から身を離はなし、その瞳ひとみには年ねん齢れい相応の女の子らしい明るい輝かがやきを、その面には家長としてのしかつめらしい表情を浮うかべながら、力のある声で言った。

「では、そろそろルド＝ルウらもやってくる頃ころ合あいであろう。決して気を抜かず、仕事に励むのだぞ、アスタ」

「ああ、おたがいにな、アイ＝ファ」

　しっちゃかめっちゃかに心をかき乱されつつ、俺もそのように答えることができた。

　かくして俺たちは、その朝もそれぞれの道を歩み始めたのである。

　今日という日にどのような試練が待ち受けているか――また、その試練によってどれほどの苦く悩のうを抱かかえ込むことになるかも知らないまま、俺たちは普ふ段だん通りに別れの挨あい拶さつを交かわしたのだった。




◇




　それから宿場町に下りると、まずは嬉しい再会が俺たちを待ち受けていた。

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で屋台を借り受け、いつもの通りに野菜を購こう入にゆうしようと露ろ店てん区域の一画に立ち寄ると、ドーラの親父さんとターラが笑顔で俺たちを迎えてくれたのである。

「親父さん！　身体のほうはもう大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「やあ、心配かけたね、アスタ。他ほかのみんなもご無ぶ沙さ汰ただ」

　ドーラの親父さんが、にっこりと笑っている。

　その変わらぬ笑顔を目にしただけで、俺は涙なみだがこぼれそうになってしまった。

「おいおい、なんて顔をしてるんだよ。そこまで心配されるほどの怪我けがじゃあなかったんだぞ？　息子から話は聞いてただろう？」

「はい、だけど……元気になられて本当に良かったです。ターラもひさしぶりだね」

「うん！」とターラも小さな顔いっぱいに笑えみをひろげる。

「そっちも元気そうで何よりだよ。野菜の数はいつもと一いつ緒しよでいいのかい？」

「はい。お願いします」

　ドーラの親父さんは、はにかむように笑いながら野菜の詰つめ込まれた袋ふくろを引っ張り出してくれた。

　以前のままの親父さんだ。しかし、その右みぎ肩かたにはまだぐるぐると灰色の布が巻きつけられている。親父さんは、強ごう盗とうに押おし入った無法者――それも、森辺の民たみと見まごう装束を纏まとった無法者たちに襲われて、三日ばかりも商売を休むことになってしまったのである。

　包帯にうっすらとにじんでいる緑色のしみは、おそらく薬草の類たぐいだろう。少しだけツンとした刺し激げき臭しゆうが感じられる。ヴィナ＝ルウが足首を痛めていたときに使用していた薬と同系統の香かおりだ。

「あの、本当にこのたびは何て言っていいか……正直なところ、言葉が見つかりません」

「だから、アスタがそんな風に気を回す話じゃないだろう？　豊かな町には不ふ埒らちな連中も集まるもんなんだ。俺たちにとっては昔から、野盗もギバと同じぐらい厄やつ介かいな存在なんだよ」

「だけど、森辺の民の格好をした野盗なんてのはそうそう現れないだろ？　とりあえず、あんたたちの無事な姿を見られて、俺もほっとしたよ」

　と、ルド＝ルウも真しん剣けんな面持ちで割り込んでくる。親父さんは、そちらにもやわらかく笑いかけた。

「どんな格好をしていても、野盗は野盗さ。そいつらをとっ捕つかまえるのは衛兵のお仕事なんだから、俺たちが気に病やむ必要なんてないんだよ」

「ああ、でもさ……」

　そのとき、おかしな具合いに辺りがざわめいた。

　たちまちルド＝ルウは、街かい道どうのほうに向きなおる。

　噂うわさをすれば影かげとはこのことか。革の鎧よろいと長ちよう槍そうで武装した数名の衛兵たちが、俺たちのほうに近づいてくるところであった。

「森辺の民、ファの家のアスタとはお前のことだな？　話があるので、詰つめ所しよまでの同行を願う」

　先頭に立っていた衛兵がそのように告げてきた。

　ずいぶん小こ柄がらで体格も貧相だが、兜かぶとにはひらひらと立派そうな房ふさ飾かざりがなびいている。その小男の背後に控ひかえた衛兵たちの数は、五名だ。

「いったいどういったご用向きでしょう？　俺はこれから仕事の準備があるのですが――」

「時間は取らせん。いくつか確かく認にんしたい事じ項こうがあるだけだ」

　態度は尊大だが、そんなに肝きもが据すわった御ご仁じんではないようだった。ルド＝ルウたち森辺の狩人を見る目には、かなりはっきりと怯おびえの光が灯ともってしまっている。

「おい、アスタにどういう用事があるってんだい？　数日前の野盗の件なら、俺の息子からしっかり話は伝わっているはずだろう？」

　と、ドーラの親父さんが怒おこった顔つきで衛兵たちの前に進み出る。

　衛兵長たる小男は、そちらを見てけげんそうに眉まゆをひそめた。

「何だお前は？　もしかしたら、野盗に襲われたという野菜売りの一人か？　だったらその話は無関係だ。余計な口をはさむのではない」

「野盗の話が無関係だってんなら、余計にアスタたちを引っ張る意味がわからないじゃないか。詰め所なんざに引っ張るなら、その理由を最初にはっきり述べるのが筋ってもんじゃないのかい？」

「いや、親父さん、お呼びがかかっているのは俺なんですから――」

　俺は慌あわてて親父さんを押しとどめようとした。

　すると今度は、横合いから何者かの声があがってきた。

「そうだよ、詰め所に引っ張るなんてまるで罪人扱あつかいじゃないか。そのにいちゃんが何か悪事でも働いたってのかい、兵士さんよ？」

　俺は驚おどろいてそちらを振り返ったが、そこに見知った顔を見み出いだすことはできなかった。見知らぬ人々が五人、十人と俺たちの周囲を囲み始めていたのである。衛兵長の小男は、それだけで顔色を失いつつあった。

「な、何だお前たちは？　そのように物ぶつ騒そうな話ではない！　ただ確認したいことがあるだけだと言っているだろうが！」

　その背後に控える五名の衛兵たちも、惑わく乱らんした顔つきで槍やりをかまえなおしていた。不ふ穏おんな空気が、ふつふつと街道を満たし始めている。

「だから、その用件ってのは何なんだよ？」

「まだあの野盗どもが森辺の民であるっていう証あかしが出たわけでもないんだろう？」

「うさんくせえなあ。理由をきっちり述べてみせなよ」

　もしかしたら、何人かは屋台で顔をあわせたことのある人たちなのかもしれない。その半数は南の民で、残りの半数が西の民だった。ただ、南の民はわりと風ふう貌ぼうや服装が似通っていたし、西の民にも常連と呼べるほど見知った姿はないように思えた。

　そして、剣けん呑のんな顔つきをしたそれらの人々の隙すき間まを埋うめるように、革のマントのフードで面相を隠かくした長身の男たちもじわじわと集まり始めていた。言うまでもなく、東の民の人々だ。

「う、うさんくさいとはどういう言い草だ！　お、俺たちは公務で動いているのだぞ？」

　衛兵長が、上ずった声をあげる。

　すると、少しは冷静さを残した衛兵の若者がそのかたわらに進み出た。

「隊長殿どの、これではむやみに騒さわぎが広まるばかりです。何も手間のかかる話ではないのですから、この場で済ませてしまったほうがよろしいのではないでしょうか？」

「いや、しかしだな――」

「この者たちを下がらせて森辺の民を詰め所まで連行するよりは、そのほうが危険も少ないでしょう。よろしければ、わたしが隊長殿に代わってその役を果たしますが……」

「うむ！　それならお主にまかせよう」

　衛兵長は、そそくさと引っ込んでしまった。若いほうの衛兵は、溜ため息いきを噛かみ殺ころしつつ、さらに進み出てくる。どうやら衛兵といってもさまざまな人間がいるようだ。

「森辺の民、ファの家のアスタよ。我らが確認したいのは、青の月の三十一日にお前たちを襲ったという野盗についてである」

「――俺たちを襲った野盗？」

　予想外の言葉を受けて、俺の心臓がはねあがった。

　衛兵の若者は「そうだ」とうなずく。

「近きん隣りんの住民から詰め所に申し出があったのだ。青の月の三十一日、お前たちが住宅区域をうろついているときに、毛皮の外がい套とうを纏った野盗が刀を抜いてお前たちを襲っていたとな。女か子供のように小さな体格で、燃えるような赤毛をした野盗であったとのことであるが、それに相そう違いはないか？」

　ジーダの一件が、衛兵の耳に入ってしまったのだ。

　俺は拳こぶしを握にぎりしめがなら「……はい」と、うなずいてみせる。

　ジーダに不利な証言はできない。しかし、虚きよ偽ぎの言葉を述べてこちらが罪人になるわけにもいかなかった。

「どうしてその日の内に申し出をしなかったのだ？　野盗を放置することは、他の民を危険にさらすことにも繋つながるのだぞ」

「申し訳ありません。彼かれは森辺の民にしか関心がないようであったので、他の人たちの危険にはならないだろうと考えてしまったんです」

　かつてサンジュラに述べたのと同じ答えになってしまった。

　ゆえに、衛兵もサンジュラと同じような言葉を述べてきた。

「しかし、それが告発をしなかった理由にはなるまい。放っておけば、また自分たちが危険にさらされることになるではないか？」

「はい。ですが、正当な理由があって森辺の民を恨うらんでいるのなら、きちんと話し合って解決したいと思ったんです。その前に彼が罪人として捕とらえられてしまったら、話し合うこともできなくなってしまいますし……」

　衛兵は、渋しぶい面持ちで黙だまり込んでしまった。

　周りを取り囲む人々は、不ふ審しんと懸け念ねんの表情で俺たちの様子を見守っている。

「――しかしそれは、お前たちの都合だな。町で刀を抜くという行為はまぎれもなく罪であるし、また、そういった罪人を告発せずに放置するというのも、ジェノスの法をないがしろにする行為に他ならない」

「はい、軽けい率そつであったなとは思っています。……でも、彼はもともと遠巻きに俺たちのことを見張っていただけなんです。それに気づいてこちらが追いかけようとしたために荒あら事ごとになってしまいましたが、そうでなければ刀までは抜かなかったのだと思います」

「だから、そのように罪を量るのは我ら護民兵団や法務官の仕事であるのだ。一いつ介かいの民に過ぎぬお前たちに罪人を赦しや免めんする権限は与あたえられていない」

　今度は俺が黙り込む番だった。

　再びドーラの親父さんが「おい、だけどそれは――」と声をあげようとして、衛兵にいっそう渋い顔をさせる。

「べつだん、それでお前たちに罰ばつを与えようと出張ってきたわけではない。ただし、今後はそのような真似まねも許されぬぞ。お前たち森辺の民とて、れっきとしたジェノスの民、西の民なのだからな。お前たちにも西方神セルヴァの子として、法を守る義務と法に守られる権利があるのだということを忘れてはならん」

「はい」と俺は慎しん重ちようにうなずいてみせる。

　衛兵のこの言葉に、ドーラの親父さんや周囲の人々はたいそう驚いている様子であったが――ルド＝ルウたちは、用心深そうに目を細めて衛兵の言葉を聞いていた。

「それで、野盗の姿については先ほど述べた通りで相違ないのだな？　もっとはっきり顔立ちなどを覚えているのなら、人相書きの手配をするが」

「申し訳ありませんが、そこまではっきりとは……ぼさぼさの髪かみが顔までかかっていたので、目鼻立ちなどはよくわからなかったんです」

　ここでは少しばかり偽ぎ証しようの罪を犯おかすことになった。

　衛兵の若者はしばらく疑わしげに俺の顔をにらんでいたが、やがて「まあいい」と首を振る。

「何にせよ、赤い髪をした西の民は珍めずらしいし、子供のように小さな体格というだけで手配書きには十分だろう。それで、その者はギバとは異なる毛皮の外套を着込んでいたのだな？」

「はい。あまりこのジェノスでは見かけない色合いの毛皮でした」

「毛皮の外套など、狩人の他には纏う人間もそうそういないはずだが――おい、そこの野菜売り」

　と、横おう柄へいな感じでドーラの親父さんを見る。

「お前を襲った野盗が纏っていたのは、本当にギバの毛皮であったのか？　この者たちを襲った野盗が纏っていたのは、もっと色が淡あわくてこまかい模様の入った毛皮であったらしいのだが」

「暗かったんで、そこまでしっかりとは覚えていないよ。……ただ、ギバの牙きばの首くび飾かざりをしていたことは間ま違ちがいない」

　と、親父さんはそれが不満でしかたがなさそうな表情で述べる。

「だけど、そのあたりのことも説明しただろう？　森辺の民がそんな野盗の真似事をするはずは――」

「わかっている。いちいちそのように声を荒あららげる必要はない」

　うるさそうに手を振って、衛兵は少し声を大きくした。

「いい機会だから、この場でお前たちにも告げておいてやろう。実は昨晩、また森辺の狩人の装束を纏った野盗どもが農園の倉を襲ったのだ」

「えっ！」と思わず俺も声をあげてしまった。

　昨日はひさびさに平穏な一日であったと思っていたのに、俺たちの知らないところでは、またそのような災さい厄やくが勃ぼつ発ぱつしていたのだ。

「人数は三名、布を巻きつけて顔を隠し、やはりギバの毛皮の外套を纏っていたという。いまだ正体は知れぬものの、それは四日前に農園を襲った連中と同じ野盗である、ということだけはまず間違いないだろう」

　周囲に集まった人々もざわついている。すでにそこには最初の十数名ばかりでなく、何の騒ぎかとうろんげに足を止めた者たちも加わって、かなりの人だかりになってしまっていた。

　それらの人々にも聞こえるように、衛兵の若者はいっそう声を張り上げる。

「四日前の事件を経へて、護民兵団による夜間の警護は強化された。そうであるにも拘かかわらず、また罪もない者たちが襲われて、大事な収しゆう穫かく物ぶつを奪うばわれてしまったのだ。これは由ゆ々ゆしき事態である。……それが森辺の民の装束を纏った野盗とあっては、なおさらな」

「おい兵士さん、だけどそいつは――」

「黙って聞け。……森辺の民とて、素す性じようを隠したいのならば、まずはその外套と首飾りこそを隠すはずだ。そうはせずに顔だけを隠すというのは、あまりに不審である。ゆえに我々も、これは森辺の民を装よそおった何者かの犯行であるという見方を強めている」

　衛兵の若者は、強い口調でそう言いきった。

　ほう……と感心したような声が人々の間からあがる。

「もちろんその野盗どもを捕らえねば真相はわからぬが、くれぐれも流言には惑まどわされぬことだ。そして、かつてのように森辺の民の処しよ遇ぐうをめぐって騒ぎを起こすこともまかりならん。証の出ない内に森辺の民を誹ひ謗ぼうすることなきように、と――これは護民兵団団長シルエル閣下の名において、本日中に宿場町にも通達される言葉である」

　その言葉で、俺の中の警けい戒かい心しんはまた激しく刺し激げきされることになった。

　サイクレウスの弟である護民兵団の団長が、人々の前ではっきり森辺の民を擁よう護ごする言葉を告げさせた――これで安あん堵どできるほど、俺は善良でも単純でもなかったのである。

　衛兵の若者は、ちょっと得意げにも見える面持ちで、ざわめく人々を睥へい睨げいしていた。自分たちは、森辺の民のような異い端たん者しやたちにも公正であり寛かん大だいであるのだ、と少しばかり上からの目線で誇ほこっているようにも見受けられる。

　それは彼自身の偽いつわりない本心であったのかもしれない。しかし、それを伝えさせた護民兵団団長とやらの本心はどこにあるのか、俺としてはそちらを勘かんぐらずにはいられなかった。

（今度はいったい何を企たくらんでやがるんだ――？）

　人々は、困こん惑わく気味の表情で衛兵の言葉を聞いている。その中には、ほっと頬ほおをゆるめる人たちもいたし、ちっと舌打ちをしてその場から離れていこうとする人たちもいた。

　その、森辺の民には非友好的な人々の反応を目にして、俺の胸に暗雲が広がる。

　もしかしたら、これがサイクレウスの狙ねらいであったのだろうか。

　森辺の民を優ゆう遇ぐうし、擁護し、宿場町の人々に不信の念を植えつけようという――それこそが、稚ち拙せつな変装をさせた野盗たちに農園を襲わせた真の目的なのだろうか。

（俺の考えすぎだっていうんなら、それでもいい。だけど――）

　これで以前にアイ＝ファが推測した通り、カミュア＝ヨシュと行動をともにしている三名の狩人たちに罪をなすりつけられてしまったらどうなるだろう。その上で、森辺の民を「不当に」擁護したらどうなるだろう。

　やはり森辺の民はどんな無法を働いても罰せられることはないのだという疑ぎ惑わくを、あらためて宿場町の人々に植えつけることが可能になるのではないだろうか。ドーラの親父さんぐらいの親交があればまだしも、今、安心しきった顔で衛兵の言葉を聞いている町の人々――義ぎ憤ふんにかられて俺たちを擁護してくれたこの人々の信しん頼らいを、森辺の民は再び失ってしまうかもしれない。

　しかし、そのような真似をしてサイクレウスに利はあるのか？

　これまでは、そこのところがわからなかった。

　だけど俺は、二日前にヤミル＝レイと言葉を交わし、一つの仮説を打ち立てることになっていた。

　すなわち、サイクレウスは森辺の民の存在をコントロールしやすいように、スン家を族長筋として再興させて、何もかもを以前の状態に引き戻もどそうとしているのではないか――という仮説をだ。

　もしもその仮説が当たっていたならば――森辺の民は貧しさにあえぎ、誰だれからの理解を得られることもなく、ただ生きるために死しに物もの狂ぐるいでギバを狩る、そういう状態こそをサイクレウスが望んでいるのならば、森辺と宿場町の縁えんを引き裂さくことにも、大きな意味が生じるのかもしれなかった。

（……これが全部俺の妄もう想そうだっていうんなら、それでもかまわないさ）

　サイクレウスが俺ほど陰いん湿しつな計略を思いつける人間ではない、というのなら、それは悪い話ではない。俺はひたすら最悪の事態までを想定し、それでも足をすくわれないように備えるだけだ。俺がどれほど妄想力の豊かな人間であるかは、この後ザッシュマやドンダ＝ルウにも伝えさせていただこうと思う。

　俺たちは、何としてもこの戦いに勝たなくてはならないのだった。
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　かくして、若じやつ干かんの遅ち延えんを見せながらも、俺たちの仕事は開始された。

　まずはいつもの通りに、屋台の商売からだ。

　今日のメンバーは、レイナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、ララ＝ルウである。気の毒なことに、リミ＝ルウの参戦はまだミーア・レイ母さんに認められていないらしい。

　護衛役がいるのだから危険は軽減されるものの、それでもやはり次の会談――白の月の十五日までは様子を見よう、というのがミーア・レイ母さんの考えであるらしかった。そこに末すえ娘むすめを溺でき愛あいしているというドンダ＝ルウの意思がどれほど介かい在ざいしているのかは、俺にはわからない。

「いっひっひ。リミには気の毒だけど、その間はあたしが存分に働かせてもらうからね！」

　とは、もちろんララ＝ルウの言である。

　何だかんだ言って、なるべくは宿場町での仕事を妹に譲ゆずりたくないらしい。みんながそこまでこの仕事に執しゆう着ちやくしてくれるというのは、ありがたい話だった。

「だけど、ターラなんかはリミ＝ルウに会いたがってるんだよね。早くリミ＝ルウにも働いてもらえるような日々がやって来てほしいものだよ」

　俺がそのように述べてみせると、ララ＝ルウは即そく座ざにむくれた。

「何だよー、アスタはあたしよりリミのほうがいいっての？　あたしだって、あのターラっていうちびっことはけっこう仲良くやってるんだよ？」

「もちろんそいつはわきまえてるよ。だけどほら、お姉さんだったら妹のことも考えてあげないとね」

「子供をあやすみたいに言わないでよ！　別にあたしがリミに意地悪をしてるわけじゃないじゃん！」

　ララ＝ルウが頬をふくらませてしまう。

　その火に、ルド＝ルウが盛大に油を注いでくれた。

「あー、要するにシン＝ルウがいる内はなるべくリミには譲りたくないってことか？　会談の日までは護衛が外されることもないだろうしなー」

「全然！　ひとつも！　そんな話はしてないでしょー！」

　ララ＝ルウが渾こん身しんの正せい拳けん突づきを放ち、ルド＝ルウはスウェーバックでそれを回かい避ひする。何とも和なごやかな兄妹きようだいの交流である。

　この少し前にザッシュマが定時連れん絡らくに来てくれたので、和やかならぬ話はそのときに済ませておいたのだった。

「森辺の民は無実であるという風潮をいったん作りあげてから、あらためてそいつをぶち壊こわす、か。……それはまたずいぶん込み入った話を考えついたもんだな、お前さんも」

　ザッシュマはそのように言っていた。

「しかしまあ、サイクレウスという御仁ならば、それぐらいのことは考えつくかもな。俺は顔をあわせたこともないが、ずいぶん陰いん険けんな爺じいさまなのだろう？」

「俺だって顔をあわせたことはありませんけどね。陰いん謀ぼう劇げきの悪役になったつもりで考えてみたのですよ」

「ふん。料理を作るばかりでなく、そのようなことにまで頭を回せるとは、なかなか大したものじゃないか」

　ザッシュマは日に焼けた頬を撫でながら、にやりと笑う。

「その調子で、用心に用心を重ねておくことだ。……実はな、お城のほうでは今日から大きな会議が執とり行おこなわれる予定なんだよ」

「はあ、大きな会議ですか？」

「ああ、そうだ。今日から白の月の九日までの五日間、国政を担になう貴族様たちは城に詰め切きりになって、あれやこれやとジェノスの行く末について語り合うらしい。だからその期間は、サイクレウスやその弟君が動けなくなる代わりに、こちらもメルフリード殿とはほぼ連絡がつけられない状態になるわけだな」

「なるほど。だからいっそうの用心が必要ということですか」

「ああ。安心するよりは用心するほうが利口だろう。……もっとも、あちらだって裏の仕事をまかせられるような手て駒ごまはそうそういくつも持ってはいないはずだがな」

　そう言って、ザッシュマは肉厚の肩かたをすくめた。

「だから、理想を言えばこの期間に《北の旋せん風ぷう》らが戻ってきてくれると面めん倒どうが少なかったんだが、相変わらず連絡の一つもよこしてはこない」

「そうですか。俺の勘ぐりが当たっていたら、一番危険なのはカミュアたちということになりますから――やっぱりちょっと心配ですね」

「ふん。その反面、心配するのが馬ば鹿からしくなるような顔ぶれでもあるがな。《北の旋風》に森辺の狩人が三名もついているなら、護民兵団の大部隊に囲まれても突とつ破ぱすることは難しくないだろう。……もっとも、そんな真似をしたらそれこそ反逆罪の汚お名めいを着せられてしまうかもしれんが」

　そんなことになったら、本当に《赤髭党》が討とう伐ばつされた十年前の再現となってしまう。

　メルフリードが目を光らせている以上、そこまで露ろ骨こつな真似はできないと思うのだが、相手はサイクレウスという底の見えない相手であるのだ。いざとなったらどれほど悪あく辣らつなことをしてくるかわからない。

「何にせよ、俺たちは《北の旋風》らが戻ってくるまで足をすくわれないように気を張っておくしかない。森辺の狩人に守られたお前さんに危険が迫るようなことはそうそうないだろうが、とにかく油断だけはしないようにな」

　そのような言葉を最後に、ザッシュマは立ち去っていった。

（サイクレウスもメルフリードも自由に動けない五日間、か。確かに何だかきな臭くさい話だな）

　最悪の事態を想定するならば、こういう時期にこそ最大限の用心が必要になるだろう。朝から衛兵たちが常ならぬ動きを見せてきたのだから、なおさらだ。

　そんな思いを胸に屋台の商売に励んでいると、ちょっとひさびさにユーミがやってきてくれた。

「やあ！　ごめんね、なかなか顔を出せなくて」

「いや、中天までしか店に居残れないのはこっちの都合だからね。……その後、お父上のほうはどうだい？」

「うん！　あの石頭もようやく気持ちが固まってきたみたい！」

　と、ユーミは満面に笑みを浮かべて身を寄せてくる。彼かの女じよは自分の宿屋でもギバの料理を扱あつかいたがっていたのだが、主人である父親に猛もう反はん対たいされてしまっていたため、その説得に取り組んでいる最中であったのだ。

「今日か明日、うちの店に来てくれないかな？　とにかくいっぺんアスタと話をしてみたいってさ！」

「そうか。ユーミがうまくやってくれたんだね」

　俺の言葉に「あたしは何にもしてないよー」とユーミは手を振る。

「あたしはただ毎晩アスタの美味おいしい料理を食べて、その正直な感想を親父に伝えただけさ！　何とも幸せな五日間だったよ」

「そう言ってもらえると嬉しいよ。……でも、農園を襲う野盗の話は聞いてるんだよね？」

　それに加えて、俺はミラノ＝マスの娘さんがかどわかされそうになった件も告げてみせた。最初は笑顔で聞いていたユーミも、だんだん険しい顔つきになっていく。

「ふーん。この数日間で色々あったんだね。《キミュスの尻尾亭》の娘さんっていうと――あのちょっとはかなげな感じの娘かあ。うん、あの娘だったら、あんまり荒あらくれ者ものを上手にはあしらえないかもね」

「うん。だから正直、ユーミの店にも迷めい惑わくをかけることになるんじゃないかっていう不安がぬぐいきれないんだけど……」

「何言ってんのさ！　そんなの、今に始まったことでもあるまいし」

　ユーミは笑い、主張の激しい胸の下で腕うでを組んだ。そして、ちょいとばっかり挑ちよう発はつ的てきな感じで首をのけぞらし、横目で俺をにらみつけてくる。その口もとには不敵な微笑を浮かべ、人を小こ馬ば鹿かにした感じで片方の眉を吊つり上あげて――いきなりユーミはガラの悪い、初めて出会ったときのような不良少女の顔になってしまった。

「そういえば言ってなかったけど、うちの客筋は《キミュスの尻尾亭》ほどお上品じゃないんだよ。ごろつきなんかもよく集まるし、刃にん傷じよう沙ざ汰ただって珍しくない。無頼漢にからまれるなんて、うちの店じゃあしょっちゅうさ」

「あ、え、そうなのかい？」

「ああそうさ。昨日だって、尻しりをさわろうとした酔よっ払ぱらいに果実酒をぶっかけてやったんだからね。無法者も多いこの宿場町では、それぐらいやらないとなめられちまうんだよ」

　横を向いて、にやりと笑う。本当に、ひと月前にタイムリープしてしまったかのような感覚だ。

「だから心配はいらないよ。まあ、アスタがお上品な宿屋しか相手にできないってんなら、それはそれでしかたがないけどね」

「い、いや、そんなことはないよ。ユーミたちに無頼漢から身を守るすべがあるなら心強いぐらいさ」

「……本当にそう思う？」

「え？　ああ、うん」

「こんな女に近づくんじゃなかったなあとか後こう悔かいしてない？」

「そんなことは決してないよ」

「そっか。……よかった」
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　と、ユーミはなめらかな額に手をそえて、小さく息をつく。

　そうしてもう一度顔を上げると、そこには善良で働き者の女の子としての表情が蘇よみがえっていた。

「アスタには最初っからバレてるけど、あたしはもともとこういう女だからさ。男相手にも容よう赦しやはしないし、衛兵の世話になったことも一度や二度じゃないし……アスタから見たら、それこそ町の無ぶ頼らい漢かんと変わらないんじゃない？」

「そんなことはないよ。ちょっとひさびさでびっくりしたけど、今のもユーミの素す顔がおではあるんだろうしね」

　俺おれはそのように答えてみせた。

　ユーミは「あー」とか意味不明の声をあげながら長い髪をかきあげる。

「そうそう、どっちも取りつくろってるわけじゃなくて、本当のあたしなんだよ。なんかアスタの前ではいっつもにこにこしてたから、こういうことすると嫌きらわれちゃうかなーとか思ってたんだけど……本当に大丈夫？」

「大丈夫だよ。やっぱりにこにこしていてくれたほうが俺としては安心だけどね」

「ふん！　アスタもお上品な育ちっぽいもんね、森辺の民のくせに！」

　やけくそのようにわめき、じっと俺の顔をにらみつけてくる。その頬が羞しゆう恥ちに染まっているのが、何だかむやみに可愛かわいらしかった。

「で、どうなの？　今日か明日、《西せい風ふう亭てい》に顔を出せる？」

「うん、今日は仕事がたてこんでいるんで、明日のほうが嬉しいかな」

「わかった。明日ね。……あ、うちの親父おやじも見た目は無頼漢そのまんまだから、そこのところは覚かく悟ごしておいてね」

「うわー、そうなのか。事前に教えてくれてありがとう」

　ユーミは、にこりと楽しそうに笑う。

「それじゃあ帰るね。今日は母さんの分と、二つちょうだい」

　そうして二つの『ミャームー焼き』を手に、ユーミは帰っていった。

　大人しく口をつぐんでいたララ＝ルウが「ねえねえ」と袖そでを引っ張ってくる。

「そんな次から次へと仕事の手を広げて大丈夫なの？　あのキミュスの何ちゃらって店も入れたら、全部で四つの宿屋に料理を売るってことになるんでしょ？」

「うん、何とかそのあたりはやりくりできるはずだよ」

　午後で仕事に使えるのは、およそ三時間半。現在はその一時間ずつを《玄げん翁おう亭てい》と《南の大樹亭》に割わり振ふり、残った時間はミラノ＝マスへの料理の手ほどきにあてている。

　このままでいくと《キミュスの尻尾亭》と《西風亭》の両方から仕事を請うけ負おうのは少し厳しいスケジュールとなってしまうが、改善の道は残されていなくもなかった。何も難しい話ではない。料理の下ごしらえを家で済ませて、現場における作業時間の短縮を目指すのだ。

　レイナ＝ルウたちに『ギバ・バーガー』の下ごしらえを託たくした今、家での仕事にはかなりのゆとりが出てきている。新しい献こん立だての開発さえ済ませてしまえば、その時間を下ごしらえにあてることが可能になるわけである。

　だけどその前に《キミュスの尻尾亭》ではギバ料理に負けないキミュスとカロンの献立を考案し、《西風亭》では森辺の民やギバを忌き避ひする親父さんを口説き落とす必要がある。頭を悩なやませるのは、まずそちらからだ。

　そして何より、サイクレウスの件がある。ユーミにはあのように告げたものの、俺としては十日後の会談を終えるまでは正式に仕事の手を広げるつもりはなかった。

（森辺の民を貶おとしめるために、どんな手段を使ってくるか知れたもんじゃないからな。ここは慎重に情勢を見み極きわめるべきだろう）

　これは、宿場町との縁を繋いでいこうとする俺たちと、それを断たち切らんとするサイクレウスたちの勝負であるのかもしれないのだ。まだ何も確証を得た話ではないが、とにかく可能な限り息を潜ひそめて、水面下で地じ盤ばんを固めていくのが得策であると、俺はそのように考えていた。

「アスタ、お待たせしました」

　と、ふいに呼びかけられて、俺は我に返る。

　護衛役のルティムの少年とともに、リィ＝スドラが屋台の脇わきに立っていた。

「あれ？　もう中天になってしまいましたか」

「はい。どうかされましたか？」

「いえ、何だかあっという間だったなあと思って」

　今日はひさしぶりにユーミがやってきてくれた。が、言葉を交わしたいと思っていたそれ以外のお客さんたちがまだ姿を現していなかったのだ。

　ディアルはしばらく顔を出だせないと言っていたから、まあ仕方がない。しかし、ミケルやサンジュラに会えなかったのは、少しばかり心残りであった。特に、炭焼き小屋で働いているというミケルには、この世界で作られる炭について色々と聞いてみたいなと思っていたところなのである。

（まあ、明日以降にもいくらでもチャンスはあるか。……だけど、サンジュラはどうしたんだろう）

　サンジュラには、べつだん用事もない。ただこの数日は毎日顔をあわせていたので、物もの寂さびしく感じてしまっただけだ。

（ついに右みぎ腕うでの怪我が治って、働き始めたのかな。それならそれで喜ばしいことだけど――あの人は、旅から旅への風ふう来らい坊ぼうなんだもんな。森辺にも足を踏ふみ入いれてみたいとか言ってたけど、いきなりジェノスを出ていくようなことになっちゃったら、かなり寂さびしいぞ）

　などと、ガラにもないことまで考えてしまう。俺はやっぱり、シュミラルの面おも影かげをサンジュラに重ねてしまっているのであろうか。

　シュミラルは白銀の髪、サンジュラは栗くり色いろの髪、と東の民としては少し珍しい色合いの髪をしているというだけで、そこまで似通った部分があるわけでもないのだが。そうでなくとも、物もの腰ごしがやわらかくて親切な気き性しようをしたサンジュラのことを、俺はだいぶん気に入ってしまっていたのだった。

（シュミラルやバランのおやっさんたちも、みんな元気にやっているのかな……）

　そんな思いを馳はせながら、俺はレイナ＝ルウらとともに《玄翁亭》へと出立した。

　護衛役は、今日も四名だ。ルティムの若き狩人たちに屋台のほうを任せて、ルド＝ルウとシン＝ルウと分家の名も知れぬ二名が俺たちに同行してくれる。

「なあ、もういっぺん聞いておくけどよ、ジーダってやつはもう俺たちを襲おそってきそうにはないんだよな？」

　用心深く周囲に視線を配りつつ、ルド＝ルウが問うてくる。

「うん。少なくとも、俺やアイ＝ファはそう思ってるよ」

「ふーん。それならまた何に用心すればいいかもわからない状態に逆ぎやく戻もどりか。何も起きなきゃそれが一番だけど、張り合いがねーよな」

　そんな風にぼやきながらも、ルド＝ルウの目は鋭するどく輝いている。

　実際のところ、何をどう警けい戒かいすればいいかもわからない相手に何時間も気を張っていなくてはならないというのは、相当に精神力を削けずられることなのだろう。

　ルウの眷けん族ぞくが狩人としての仕事をおおっぴらに休めるのは、およそ半月。その期間を、ルド＝ルウたちはまるまるこの警護の仕事にあててしまっているのである。明後日からの休業日である二日間は、ルド＝ルウたちも存分に骨休めを満まん喫きつしてほしいなと、俺はひそかに願っていた。

「よし。それじゃあシン＝ルウ、中は頼たのんだぞ？」

　そんなこんなで、本日も無事に《玄翁亭》に到とう着ちやくした。ルド＝ルウと二名の少年が外に残り、俺とレイナ＝ルウとシン＝ルウは扉とびらを開けて店内に踏み込む。

「お待ちしていました、アスタ」

　いつでも無表情の主人ネイルに迎むかえ入れられる。今日も《玄翁亭》には客の姿が見当たらず、しんと静まりかえっていた。

　そういえば、俺は《玄翁亭》での仕事を請け負って以来、三日前のミケル以外にお客の姿というものを見かけたことがなかった。

「この時間は、だいたいどのお客様も商売か食事のために外へと出ていってしまいますね。そうでなくては、なかなかわたし一人で宿を切り盛りすることもできませんが」

「ああ、なるほど。まあどこの宿屋でもこの時間は閑かん散さんとしていますもんね」

　そしてこの《玄翁亭》は俺の知る限りもっとも規模の小さな宿屋であるため、余計に閑散としているように感じられてしまう、というわけか。

「しかし今日は珍しく、二階にお客様が居残っておられます。ずいぶん厳いかめしい顔をしておられましたので、何か難しい商談でも抱えておられるのでしょう」

「そうなのですか。……あの、それは無頼漢の類いではないですよね？」

「はい。なかなか上等の服を着た西の民と、物腰のやわらかい東の民のお客様です。その片方はもうけっこうな長なが逗とう留りゆうですので、ご心配は無用かと。……わたしのほうでもいちおうは用心していますので、ご安心ください」

　宿屋の人々にも気苦労をかけてしまい、申し訳ない限りである。特にこのネイルは積極的に森辺の民と縁を繋いでくれようとしている人物であるので、ますます頭が下がってしまう。

「あ、こちらが今日の分の肉となります」

「ありがとうございます」

　革かわ袋ぶくろの中にピコの葉とともに詰めたロースの塊かたまりが二・五キロ分。銅貨と引ひき換かえにそれを手にしたネイルは、せっせと塩の詰まった瓶びんに移していく。

「そういえば、明日は予定通り五十食分の肉で問題ありませんか？」

　こちらも調理の準備を始めながらそのように聞いてみると、ネイルは「いえ」と首を横に振った。

「申し訳ありませんが、分量を変へん更こうさせていただきたいと思っておりました。突とつ然ぜんの申もうし出でで恐きよう縮しゆくなのですが、七十食分に増やすことは可能でありましょうか？」

「え、七十食分ですか？　それはなかなかの量ですね」

「はい。幸いなことに、わたしの作る簡単なギバの料理もそれなりに好評であるようですので、アスタのいない二日間でそれぐらいはさばける見込みが立ったのです」

　それは何よりの話である。ここのところはファの家も近在の氏族も順調にギバを狩かっているので、肉の確保にも問題はない。

「それでは七十食分をご用意させていただきます。本当にネイルには、感謝の言葉もありません」

「それはこちらも同様です。ここ最近ではずいぶんギバ料理の話が広がって、晩ばん餐さんの時間は食堂も連日満員となっているのです」

　と、ネイルはぴくぴくと口もとを引きつらせる。きっと笑え顔がおになりそうなところを懸けん命めいにこらえているのだろう。このあたりは、東の民たみほど上手に表情を隠せないネイルであるのだ。

「その時間だけは、近所から手伝いを呼ぶようになりました。それでも十分な利益を得られています。そして何より、お客様の満足そうな様子がわたしに喜びを与えてくれます」

「そう言っていただけると本当に嬉うれしいです。二日間の休みが明けた後も、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　そのとき、「主人はいるか？」という低い声が厨ちゆう房ぼうの外から聞こえてきた。

　店の扉が開かれる気配はなかったので、きっと二階のお客さんが下りてきたのだろう。ネイルは俺に目礼をしてから、「はい、ただいま」とそちらに向かっていった。

「よし、それじゃあ俺たちも仕事を始めようか」

「はい」とレイナ＝ルウが笑顔でうなずく。

　窓まど際ぎわに立っていたシン＝ルウは、いちおう部外者が接近してきたことを警戒したのか、いくぶん急ぎ足で厨房の入口へと移動し始めた。

　すると――それよりも早く、大おお柄がらな人ひと影かげが厨房へと踏み込んできた。

「声を出すな」

　俺とレイナ＝ルウは立ちすくみ、シン＝ルウは素す早ばやく腰こしを屈かがめる。

　しかし、シン＝ルウもそれ以上は動くことはできなかった。

　踏み込んできた男は、二名。その片方の腕にはネイルの身体がぐんにゃりと抱だきかかえられており――そして、その咽喉のどもとには銀色の短たん剣けんが突つきつけられていたのである。

「……貴様たちは何者だ？」

　シン＝ルウが両目を燃やしながら、低く問いかける。

「声を出すなと言っている」と、男はいっそうぐいぐいと短剣を押おしつけた。当てているのは刀の腹だが、刃はが触ふれてしまったのだろう。ネイルの無防備な首に、うっすらと赤い線が刻まれる。

　それでもネイルは、ぴくりとも動かなかった。何故なぜだか、完全に昏こん倒とうしてしまっているのだ。

「表に仲間がいることはわかっている。おかしな真似をすると、この男はここで生命いのちを散らすことになるぞ」

　いったい何なんだこれは――と、俺はしばらく声も出なかった。

　ついさきほどまで和やかに言葉を交かわしていたネイルが意識を失い、悪漢に身み柄がらを押さえられてしまっている。それはあまりに非現実的な光景であった。

　悪漢――悪漢としか言いようがない。その男たちは、かつてのメルフリードみたいに灰色の布切れを巻いて、顔を隠していた。

　その身に纏まとっているのは、ごくありふれた革のマントと布の装束だ。フードも深々とかぶっているために、瞳ひとみの色すらはっきりとはわからない。

　ただし、片方は東の民であるようだった。背が高く痩そう身しんで、マントの合わせ目から覗のぞく腕や足の肌はだが黒い。腰には長ちよう剣けんを吊るしており、左手には短剣を握っている。

　もう一人は、西の民だろうか。上うわ背ぜいは俺よりもありそうだがずんぐりむっくりの体型で、肌の色は黄おう褐かつ色しよくだ。ネイルを抱きかかえてその咽喉もとに短剣を当てているのは、その西の男のほうである。

「こちらの言うことに従えば、この男は解放してやる。誰の血も流れることはない。……ファの家のアスタというのは、貴様だな？」

　ずんぐりむっくりのほうが、くぐもった声でそう問うてきた。

　その間、背の高いほうは微び動どうだにせずにシン＝ルウを見つめて、その動きを牽けん制せいしている。

「我わが主人が、貴様を客人として迎えたいと仰おつしやっている。我々とともに来い。……そうすれば、この男はこの場で解放してやろう」

「我が主人……？」

　それはサイクレウスのことなのであろうか。今のところ、それ以外にこのような真似をする人間に心当たりはない。

　いやしかし、ミラノ＝マスの娘むすめさんのときのように、森辺の民に反感を抱く無頼漢を装うならまだしも、真正面から森辺の民に牙を剥むくなんて――そんなあからさまにジェノスの法を踏みにじって、誤ご魔ま化かしきれるとでも思っているのだろうか？

　だが、そのようなことに思おもい悩んでいる時間もない。俺は惑わく乱らんする心を何とかなだめつつ、悪漢どもに言葉を返した。

「俺を客人として迎えたいだって？　そんなの、あまりに理り不ふ尽じんな申し出じゃないか。刀で脅おどして客人もへったくれもあるもんか！」

「……余計な口を叩たたくな」

　男は感情のない声で言い、また短剣をつかむ手に力をこめる。

　ついにしずくとなったネイルの血が、ぽたりと床ゆかの上に落ちた。

「やめろ！　その人を傷つけるな！」

　思考能力が回復してくるにつれ、抑おさえようもない怒いかりの激情がふつふつと湧わいてくる。

　こいつらは、いったいどこまで無法なのだろう。

「宿場町のど真ん中でこんな真似をして、ただで済むと思っているのか？　外には俺たちの仲間がいるし、衛兵だって巡じゆん回かいしているんだぞ？」

　それとも衛兵たちは、この悪漢どもを見み逃のがすだろうか？

　いや、いくら何でも、白昼堂々とそのような真似はできないはずだ。朝方の衛兵たちの様子やミケルなどの言葉からも察せられる通り、末まつ端たんの兵士たちは盲もう目もく的てきにサイクレウスに従っているわけではないはずなのである。その上、宿場町の民の目があるところで、衛兵たちがジェノスの法をないがしろにできるわけがない。

（それなのに、たった二人で俺たちを襲うなんて――森辺の狩人だったら、たとえ人ひと質じちを取られていても返かえり討うちにできるんじゃないのか？）

　シン＝ルウと男たちの距きよ離りは、わずか二メートルていど。森辺の狩人の常人離ばなれした身体能力を考えれば、何とかなるのではないかと期待をかけられそうな距離である。

　しかもシン＝ルウは、スピードだけならラウ＝レイをも上回る俊しゆん敏びんさの持ち主であった。アイ＝ファやルド＝ルウには一歩及およばないものの、この年とし頃ごろの狩人としては平均以上の力を持つ実力者であるはずなのだ。

　そう思って、俺はシン＝ルウのほうを横目でうかがってみたのだが――シン＝ルウは、火のように双そう眸ぼうを燃やしつつ、そのなめらかな額や頬にじっとりと冷ひや汗あせを浮うかべてしまっていた。

（……駄だ目めなのか？）

　シン＝ルウの視線を追うと、そこにはシム人と思おぼしきほうが立っていた。ごく無造作に短剣をかまえながら、狩人としての迫はく力りよくを剥むき出しにしたシン＝ルウを恐おそれる風でもない。

（何だか……シン＝ルウのほうが圧あつ倒とうされているように見えちまうけど……）

　しかし、森辺の狩人が町の人間などに圧倒される道理はない。《守護人》であるザッシュマや剣けん士しのラービスでさえ、その力量は森辺の狩人の足もとにも及ばないはずであるのだ。森辺の狩人にも劣おとらぬ力を持つ人間なんて、町にはほんの数人しか――

　そこまで考えたとき、俺の背筋にぞくりと悪お寒かんが走はしり抜ぬけていった。

（……まさか……）

　そんなわけがあるはずはない、と俺は強く頭を振った。

「こちらに来い、ファの家のアスタよ。貴様が大人しく従えばそれで済む話なのだ」

　男の声に、ほんの少しだけ焦じれたような響ひびきがまじる。

　シム人のほうは、無言で不動だ。

「……本当にその人を解放してくれるのか？　今、この場で？」

「くどい。さっさとしろ」

「……わかったよ」

　俺は足を踏み出そうとした。

　とたんに、シン＝ルウが「駄目だ」と囁ささやく。

「その者たちに近づくな。俺たちはお前を失うわけにはいかないのだ、アスタ」

「うん……だけど、ごめん。俺もネイルを見捨てるわけにはいかないんだ」

　そんな風に答えながら、脳のう裏りにはアイ＝ファの姿がよぎっていく。

（ごめん、アイ＝ファ。俺も絶対に、最後まであきらめない。……だけど今はこうするしかないんだ）

　ネイルを見捨てるわけにはいかない。

　しかもネイルは、この悪漢どもの素顔を見ているはずだ。

　表口も裏口もルド＝ルウたちが見張っていたのだから、それだけは間違いない。こいつらは、客のふりをして二階に潜んでいた二人組であるはずだった。

（だったら、ネイルの証言でこいつらを罪人として訴うつたえることもできるはずだ。逆転のチャンスは、どこかにある）

　また、そうでなくても今はこの悪漢どもの言葉に従う以外の道は考えられなかった。こいつらがシン＝ルウの手に余る相手であるというのなら、ネイルばかりでなくレイナ＝ルウをも危険にさらすことになってしまうかもしれないのだ。

「アスタ……」と、そのレイナ＝ルウが泣き声のような声をあげる。

　俺は一つ深呼吸をしてから、あらためて足を踏み出した。

　シン＝ルウがぴくりと動きかけ、長身の男が短剣でそれを威い嚇かくする。

「よし……そいつを捕とらえろ」

　長身の男は小さくうなずき、空いた右腕で俺の身体を抱きすくめてきた。

　そんなに強い力でもなかったが、即座に左手の短剣が俺の咽喉もとに押しつけられてくる。

「もういいだろう。その人を放してくれ」

「ふん……」と鼻を鳴らしつつ、西の男はネイルから腕を離はなした。

　ネイルはそのままくにゃくにゃと床にくずおれてしまう。

「余計な真似まねはせぬことだ。我が主人はあくまで貴様を客人として迎えようとしているだけなのだからな。大人しくこちらの言うことに従えば、明日からはまた同じ生活に戻ることもできよう」

　刀を突きつけられた状態でそのような言葉を述べられても、説得力は皆かい無むである。

　シン＝ルウは、その切れ長の目を無念に燃やしながら、うめくように言った。

「許されざる悪漢どもめ――もしもお前たちがアスタに傷の一つでもつけたら、そのときこそこの魂たましいに代えてもお前たちを討ち滅ほろぼしてやる」

　悪漢どもは、答えなかった。

　ただ、ずんぐりむっくりのほうが懐ふところに手をのばし、何か刺し激げき臭しゆうのしみついた布きれを引っ張り出す。

「動くなよ」と、その布きれが俺の鼻から口までに押しつけられた。

　布きれは、じっとりと濡ぬれていた。

　何か既き視し感かんのある甘あまい香かおりが、鼻び腔こうから脳のう髄ずいに突き抜けていく。

（……メレメレの香こう草そう……？）

　スンの集落における悪夢のような情景が脳裏に蘇る。

　それもすぐに白はく濁だくして、俺の意識は瞬またたく間まに四散していった。

　そうして最後に知覚できたのは――俺の身体を抱きかかえていた悪漢の声だった。

「アスタ、危険ありません。どうか、我が主人のため、その腕をふるってください」

　悪漢は、サンジュラの声でそのように言った。
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　夢を見た。

　夢の中で、アイ＝ファが泣いていた。

　アイ＝ファが怒おこっていた。

　アイ＝ファが笑っていた。

　色々なアイ＝ファが色々な表情を見せては消えていく。胸の張はり裂けそうになる悲しさと、胸の詰つまるような幸福感の混在する夢だった。

　アイ＝ファの涙なみだに濡れた瞳が俺を見る。

　アイ＝ファの冷ややかな目が俺をにらむ。

　アイ＝ファの温かい眼まな差ざしが俺を包つつみ込む。

（一生、私のそばにいてくれ）

　これは、いつの光景だっただろう。

　闇やみの中で、アイ＝ファがしっかりと俺の身体を抱きすくめている。

（私も一生、お前のかたわらにあると誓ちかう）

　俺だって、何度でも誓ってみせよう。

　アイ＝ファがそれを許してくれる限り――そして、この世界が俺を拒きよ絶ぜつしない限り、俺はアイ＝ファとともに在る。

　アイ＝ファのそばを離れるのは、この身が朽くちるときだけだ。

　運命神だか悪あく魔まだかがまたおかしな気まぐれを起こして俺の存在を燃えさかる炎ほのおの中に引き戻すまで、俺はアイ＝ファのかたわらに在ると誓う。

（……もう俺は、誰も失いたくないんだ……）

　あの日、俺はすべてを失ってしまった。

　親父や幼おさな馴な染じみの玲れい奈なたちと築きあげてきた大切な生活を、自分の軽けい率そつさであっけなく失うことになってしまったのだ。

　もう一度その絶望を味わわされるなんて、俺には絶対に耐たえられない。

（だからアイ＝ファ――）

　その手を、離さないでくれ――

　ゆらゆらと虚こ空くうをたゆたいながら、俺はアイ＝ファの身体を抱きすくめる。

　しかし、アイ＝ファの存在は俺の腕の中で散り散りに霧む散さんしてしまい――

　そして俺は、覚かく醒せいした。
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「……あれ？」

　気づくと俺は、自分自身の身体を抱きすくめるような格好で横たわっていた。

　あれほど明めい瞭りように見えていた夢の中の情景がするすると記き憶おくの外に逃にげていき、ただ漠ばく然ぜんとした寂せき寥りよう感かんの余よ韻いんみたいなものだけが心に残されていく。

　俺はいったい、こんなところで何をしているのだろう。

　頭の中にはもやもやと白い霞かすみがかかっていて、思考も感情もうまく定まらない。

　今はいつで――ここはどこだ？

　ぼんやりと霞かすんでいた視界が次し第だいに焦しよう点てんを結んでいく。

　まず見えたのは、見慣れない漆しつ喰くいの天てん井じようだった。

　俺が横たわっているのは、寝しん台だいだ。

　ふかふかの布ふ団とんが背中に心地ここち好よい。

「ふとん……布団だと!?」

　俺は、がばりと身を起こす。

　とたんに強い目眩めまいに襲われて、そのままくずおれそうになる。

　確かにそこは寝台の上で、身体の下にはやわらかい布団が敷しかれていた。

　それも、森辺で見るような、厚手の布を重ね合わせたものではない。俺の身体をふんわりと抱きとめる、夢のように肌はだ触ざわりのよい高級そうな敷しき布ぶ団とんである。

　恐きよう怖ふ心しんが、ゆるやかに心臓を蝕むしばんでいく。

　そんなことはありえない、と思いながら――まさか自分はまた見知らぬ世界にでも飛ばされてしまったのではないのか、という疑念にとらわれてしまったのだ。

　俺は額の冷や汗をぬぐいながら、周囲に視線を巡めぐらせてみた。

　やっぱりこれまでに見たこともないような造りをした部屋の中だ。

　四方の壁かべは、やや黄色みを帯びた白い煉れん瓦がのようなもので形成されており、右手側には両開きの扉が設置されている。

　それ以外の三面は背の高い衝つい立たてのようなもので視界をふさがれてしまっていたが、天井の面積から計測するに、八畳じようぐらいの広さはありそうだった。寝台のすぐそばには、花か瓶びんの載のせられた小さな木の卓たくと椅い子すが置かれている。調度と呼べるのは、それぐらいのものだ。

　しかし、その卓や俺の寝ねかされている寝台には精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされており、みすぼらしい感じはまったくしなかった。このふかふかの敷布団にだって、きっと羽う毛もうか何かが詰め込まれているのだろうし、表面の生き地じも普ふ通つうの布ではなくシルクのようにさらさらだった。

　衝立の屏びよう風ぶには、藍あい色いろの背景に色とりどりの輝かがやく糸で得体の知れない鳥の姿が刺し繍しゆうされている。孔く雀じやくや鳳ほう凰おうのように絢けん爛らんで、なおかつそのクチバシにはこまかい牙きばがずらりと生えている、鳥と爬は虫ちゆう類るいの中間みたいな奇き怪かいな姿だ。その正体は不明なれど、とにかくきらびやかで手のこんだ、いかにも金のかかっていそうな造作である。

　なおかつ、床に敷きつめられているのは毛足の長い絨じゆう毯たんであった。ペルシア風というかトルコ風というか、極ごく彩さい色しきの複雑な幾き何か学がく模様が織り込まれており、その豪ごう奢しやさと煉れん瓦が造づくりの無骨な壁が、奇き妙みような調和を生み出している。

　重じゆう厚こうで、かつ贅ぜいを尽つくした一室であった。

　少なくとも、牢ろう獄ごくなどの類たぐいではないらしい。

　しかし――このような様式の部屋を、俺は知らなかった。

「いったい何なんだよ、ここは……」

　俺の故郷とも、森辺の集落とも、ジェノスの宿場町ともまったく異なる、煉瓦造りの部屋。

　俺の中に生じた不安感は膨ふくらむ一方であった。

　俺はいったんまぶたを閉ざし、ぼやけ気味の頭を軽く拳こぶしで小こ突づいてから、意を決して立ち上がろうとした。

　それと同時に、その声が響きわたった。

「あら……お目覚めになられたのですね……？」

　どきりと心臓が跳はね上がる。

　声のあがった方向に視線を動かすと、枕まくら側の屏風の向こうから、ゆらりとその人物は姿を現した。

「申し訳ありません。気づくのが遅おくれてしまいましたわ……ご気分はいかがですか……？」

　少しだけヴィナ＝ルウを彷ほう彿ふつとさせる、けだるげで間延びした声だった。

　しかしもちろん、ヴィナ＝ルウではない。それはヴィナ＝ルウよりも長身で、なおかつヴィナ＝ルウと同じぐらい見目の整った若い女性だった。

　肌の色が、陶とう磁じ器きのように白い。ジャガルの民よりも白いかもしれない。

　髪かみの色は、蜂はち蜜みつのような金色だ。その美しい髪が、ぐるぐると渦うずを巻きながら腰のあたりまで流れ落ちている。

　そして、瞳の色はアメジストのような紫むらさき色いろである。カミュア＝ヨシュ以外にそのような瞳の色をした者を見るのは、これが初めてのことだった。

「わたくしはあなたの身の回りのお世話を仰おおせつかった、シフォン＝チェルと申します……あなたは、ファの家のアスタ様ですね……？」

　ファの家のアスタ。

　俺はまだ、その名で呼ばれる世界に居残ることができていたのか。

　俺はやわらかい敷しき布ふに両手をつき、めいっぱいの力で安あん堵どの息をつかせていただいた。

　しかし、安堵ばかりもしていられない。それならそれで、俺は許されざる悪漢どもに拉ら致ちされてきた状態にある、ということであった。

　頭の中身が今ひとつおぼつかないのは、おかしな薬で強ごう引いんに意識を奪うばわれてしまった後こう遺い症しようなのだろう。あれはやっぱり、睡すい眠みん作用のあるメレメレの葉から抽ちゆう出しゆつされたエキスか何かであったのだろうか。

　そんな頭で、アイ＝ファや、シン＝ルウや、ルド＝ルウのことを思いながら、俺はぎりっと奥おく歯ばを噛かみ鳴らした。絶望感に打ちひしがれているいとまもない。ここは、敵てき陣じんなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか……？　ご気分がすぐれないのでしたら、もう少しお休みになられたほうが……」

「いや、大丈夫です」

　俺はあらためて、そのシフォン＝チェルと名乗る人物に向き直った。

　美しい女性である。彫ほりの深い、北ほく欧おう的てきな顔立ちだ。ただ、顎あごのあたりの線がやわらかくほっそりしているので、とても優美な感じに見える。

　なかなかに背が高い。たぶん俺よりも高いぐらいだろう。その女性らしい起き伏ふくにとんだ長身に、ゆったりとした白い長衣を巻きつけている。

　また、髪や手足や胸むなもとにはたくさんの飾かざり物ものが下げられており、それが金色の髪や白い肌と相まって、まるでギリシア神話の女め神がみみたいな風ふ情ぜいであった。

　年ねん齢れいはいくつぐらいなのだろう。背は高いし落ち着いた雰ふん囲い気きをしているが、どことなく表情はあどけなくも感じられる。

「あの、ここはいったいどこなんですか？　もしかしたら――ジェノスの城下町ですか？」

　彼女は俺をファの家のアスタと呼んだ。その上でこの室内の様子に鑑かんがみると、俺にはそれぐらいしか回答はないように思われた。

　堅けん固ごなる城じよう壁へきに囲まれた、ジェノスの心臓部――貴族と、貴族に認められた人間だけが出入りの許される、ジェノスの城下町だ。

　シフォン＝チェルは、口もとを押さえてころころと笑う。

「まあ……アスタ様にはそのようなことすら知らされていなかったのですか……？　ですが、申し訳ありません……わたくしは、余計な口をきくことは許されていないのです……」

「それじゃあ、話のわかる人を呼んできてください。俺は刀で脅されて、無む理り矢や理りこんな場所まで連れてこられてしまったんですよ？」

「そうですか……それでは階下にご案内いたしましょう……」

　シフォン＝チェルが、しずしずと俺のほうに寄ってくる。

　俺は思わず身構えてしまったが、彼かの女じよは寝台ではなく卓のところで足を止めた。

　その白しら魚うおのような指先が、花瓶の陰かげにあった銀色の物体を拾いあげる。それは、やはり精緻な彫刻の施されたハンドベルであるようだった。

　ちりんちりんと軽けい妙みようなる音色が響きわたり、それに応じて、部屋の扉が外から開かれる。

「ファの家のアスタ様がお目覚めになられました……階下にご案内しようと思います……」

　扉の外には、二人の兵士が立っていた。

　どちらも中肉中背で、黄褐色の肌をしているから西の民だろう。近この衛え兵へいほどではないが装そう飾しよく性せいの強い革の鎧よろいを纏っており、腰には細身の長剣を下げている。とりあえず、俺を拉致した悪漢どもとは別人のようだ。

（サンジュラ……あれは本当にサンジュラだったのか？）

　意識が途と絶だえる寸前に聞いた声は、夢であったのか現実であったのかも判然とはしない。しかし、あの悪漢は黒い肌と長身痩そう躯く、それにシン＝ルウが気け圧おされるほどの力量をも有しており、そして――左手で短剣を握にぎりしめていた。サンジュラは、右腕を負傷している身なのである。

（だけど、どうしてサンジュラが？　あの人は、こんな薄うす汚ぎたない悪わる巧だくみに加担するような人だったのか？）

　答えは、むろん闇の中だった。

　ただ、俺とネイルの関係性というものを把は握あくしていない限り、あのような悪巧みは成功していなかったと思う。一いつ介かいの商売相手であるに過ぎないネイルを人質にとって、俺に言うことを聞かせることができるのか。それを知るには、あるていど俺やネイルの人となりというものをわきまえておく必要があるはずだ。

　然しかして、サンジュラは俺の屋台の常連客であり、《玄翁亭》の逗とう留りゆう客きやくでもあった。それならば、ネイルが森辺の民の理解者であるということも、俺みたいな人間がネイルという存在をどのように扱あつかうかということも、容易に察知することができるのではないだろうか。

　考えれば考えるほど、胸が苦しくなってくる。森辺の同どう胞ほうとも大事な三徳包丁とも引き離され、着の身着のままこのような場所までかどわかされたあげく、俺は一方的な友愛をかたむけていた相手に手ひどく裏切られてしまったのかもしれなかった。

「では、まいりましょう……」

　しゃなりしゃなりとシフォン＝チェルは兵士たちのほうに近づいていく。

　内心に満ちるさまざまな感情を抑え込みつつ、俺もそれに従った。

　扉の外には、回かい廊ろうがのびていた。やはり壁は煉瓦造りで、足もとには絨毯が敷きつめられている。天井は高いが、回廊の幅はばはそんなに広くもない。それに、壁の高い場所に明かり取りの小窓が穿うがたれているだけなので、たいそう薄うす暗ぐらかった。

　前と後ろを兵士たちにはさまれる格好でその回廊を十メートルばかりも進んでいくと、やがて行く手には石造りの螺ら旋せん階段が現れる。

　階下に下りても、また代かわり映ばえのしない回廊である。何というか、閉へい塞そく感かんを感じさせる造りであった。

「こちらです……」

　やがて正面に、ひときわ大きな扉が現れる。

　兵士の一人が無言でそれを押し開あけると、むわっと生あたたかい空気が五体にからみついてきた。

（何だ、この部屋は？）

　これといった調度もない、それこそ牢獄のような一室である。足もとも、煉瓦だか石だかが剥き出しだ。

　ただし正面にはまた大きな扉が設置されているので、ここは控ひかえの間か何かなのであろうと察せられる。

（……ってことは、この向こうにこんなふざけた命令を下した首しゆ謀ぼう者しやがいらっしゃるってわけか）

　こんな真似をする人間は、サイクレウスの他ほかには考えられない。が、国政に携たずさわる貴族たちは本日から城に詰め切きりになっているはずだとも聞いている。まさかここがジェノス城の本丸だとまでは思えないのだが――いったい真相はどうなのであろう。

「どうぞ……」とシフォン＝チェルが恐れ気もなく進んでいく。

　兵士たちは、奥おくの扉の左右に並ぶ格好で足を止めた。

　そうして、シフォン＝チェルが扉を開けるなり――今度は尋じん常じようでない熱気と湿しつ気けが堰せきを切って襲いかかってきた。

「うわあっ」と思わず叫さけんでしまったところで、冷たい指先に手首を握られる。

「さ、早く……熱気が逃げてしまいますわ……」

「な、何なんですか、この部屋は？」

　背後で扉がぴたりと閉ざされてしまう。

　室内には、白い蒸気が満ち満ちていた。

　部屋の奥ゆきもわからない。それぐらい濃のう密みつな蒸気である。

　それに――ほんの少しだけ、香草の匂においも感じられる。リーロともピコともメレメレとも異なる、ちょっとヨモギにも似た香りだ。まったく嫌いやな匂いではないが、警けい戒かい心しんは高まる一方である。

「……どうかなさいましたか……？」

　白い靄もやの向こうでシフォン＝チェルが微笑ほほえんでいる。

　その手が背中のほうに回されたかと思うと、白い長衣がしゅるりと足もとに滑すべり落とされた。

　蒸気よりも白い裸ら身しんが、惜おしげもなく俺おれの目の前にさらされる。

「な、な、何をしてるんですか、あなたは!?」

「何、と申されましても……わたくしはアスタ様の身み支じ度たくをお手伝いするように命じられておりますゆえ……」

　そんなことを述べながら、今度は手足の飾り物まで外していく。かろうじて、彼女は腰の回りに下帯のようなものを巻きつけているようだった。

　ただし、それ以外は完全に裸身である。蒸気がこれほどに濃密でなかったら、俺はもう五割増しで惑乱することになっていただろう。

「さあ、アスタ様もお召めし物ものを……」

　白いなよやかな腕うでが二匹ひきの蛇へびみたいに俺のほうへとのびてくる。

「うひゃあっ」とわめきつつ、俺は閉ざされた扉に背中をへばりつかせた。

「み、身支度って、もしかしたら、ここは風ふ呂ろ場ばなんですか!?」

「風呂場……？　ここは浴堂です……」

　俺の予感は的中した。日本においても、江え戸ど時代になるまでは湯船につかるのではなく蒸むし風ぶ呂ろのほうが主流であったのだと聞きかじったことがあったのだ。が、そんな回答を得られても、もちろん俺の心は安らがなかった。

「何はともあれ、まずは身を清めなければなりません……さ、お召し物をこちらに……」

「こ、ここが浴室だということは理解しました！　身を清めろというなら、それにも従いましょう！　ただし、お手伝いは不要であります！」

「あら……だけれど、わたくしも仕事を果たさなければ鞭むちで打たれてしまいますわ……」

「仕事？　こんなことが、あなたの仕事だっていうんですか!?」

「はい……お客人をもてなすのが、わたくしに与あたえられた生の意味なのです……」

　うっすらと微笑みながら、シフォン＝チェルが俺のほうに寄ってくる。

　彼女はやっぱり、俺よりも五センチばかりは長身であるようだった。

「特に垢あか擦すりは得手にしておりますゆえ、何もご心配は不要です……」

　その白魚のような指先が、俺のＴシャツの内側にするりと潜もぐりこんでくる。

「あら……アスタ様は、女によ人にんのようになめらかな肌をしておりますのね……これは磨みがき甲が斐いがありそうです……」

　俺は魂の奥おく底そこから救助を求める絶ぜつ叫きようを振ふり絞しぼることになった。

　が、それは浴堂の蒸気をかき回すばかりで、どこからも救いの手がもたらされることはなかった。




◇




　およそ、二十分後。

　その身に纏った汚よごれとともに人間としての尊厳的な何かをこそぎ落とされてしまった俺は、兵士たちの待つ控えの間でがっくりとくずおれることになった。

「……やはりまだお身体のほうが完全ではないのでしょうか……？」

　心配そうに、シフォン＝チェルが覗き込んでくる。そんなことはないですと答えたつもりだったが、あまりはっきりとは発音できなかった。

　俺の身には、浴堂に準備されていた新品の衣服が着させられていた。乳白色の袖そでなしの胴どう衣いと、バルーンパンツみたいにだぶだぶの脚きやく衣いである。上から下まで白ずくめで、革の靴くつだけが駱らく駝だ色いろだ。

「それでは参りましょう……だいぶ日も傾かたむいてきたようですので……」

「あ、待ってください。俺の服はどうするつもりなんですか？」

　俺がかつて着ていた服は、草で編まれた籠かごの中でゴミのように丸められてしまっていた。

「はい……よろしければ、これはこちらで処分させていただこうと思っておりましたが……」

「それは困りますね。俺にとっては、どれも大事な服なんです」

　言いながら、俺はその籠の中から牙と角の首くび飾かざりを引っ張りだし、そいつを首にひっかけた。

「残りの服も、きちんと捨てずに取っておいてくださいね。帰るときには、また着き替がえさせていただきますから」

　何とか気力を振り絞ってそのように述べてみせると、シフォン＝チェルは楽しそうににっこりと微笑んだ。

「了りよう承しよういたしました……その際は、またお手伝いをさせていただきます……」

「お気き遣づかいなく！」とわめきながら、俺は立ち上がった。

「では、参りましょう……」

　兵士たちと合流して、また回廊を歩き始める。螺旋階段を無視して、今度はそのまま直進だ。

　何度か道を曲がったが、なかなか開けた場所に出ない。閉塞感が強いばかりでなく、何だかちょっとした迷めい宮きゆうみたいな造りであった。

「こちらです……」と、シフォン＝チェルが再び扉の前で足を止める。

　今度こそ、憎にくき首謀者とのご対面だ。

　刀で脅して拉致したあげく、謁えつ見けんの前に浴堂で身を清めさせるとは、いかにも貴族らしい馬ば鹿かげたやり口ではないか。まずは穏おん便びんに宿場町まで帰してもらうことを考えねばならなかったが、この胸中に生じた反感を完全に抑よく制せいすることができるのか、はなはだ心もとなかった。

　しかしそれでも、短たん慮りよだけは禁物である。絶対に、何としてでもこの窮きゆう地ちをやりすごして、アイ＝ファたちのもとに帰るのだ。

　そんなことを考えながら、扉をくぐった俺は、またしても肩かた透すかしをくらう羽目になった。

　これぐらいの展開は予測して然るべきであったであろうか。そこは尊大なる貴族の待ち受ける謁見の間などではなく、もっと俺には馴な染じみの深い場所――すなわち厨房であったのだ。

「さあ、どうぞ……ここがアスタ様の仕事場です……」

　料理人たる俺をさらってきたのだから、やはりその目的は料理を作らせることにあったのだろう。そういえば、サンジュラと思おぼしき悪漢も「主人に腕をふるってほしい」とか言っていた気がする。しかし、事情を説明する前に料理を作らせようだなんて、そんなふざけた話があるだろうか。

「これはいったいどういうことなんですか？　説明をお願いいたします」

　その厨房の有り様にはぞんぶんに興味をひかれつつ、俺は硬こう質しつな声でそのように言ってみせた。

　兵士たちはまた外に控えて入室しようとしなかったので、にこやかに応じてくれたのはやはりシフォン＝チェルである。

「主人は、アスタ様の料理を所しよ望もうされているのです……詳くわしくは、ロイ様からお聞きになってください……」

「ロイ？　誰だれですか、それは？」

「アスタ様をお手伝いする、この館やかたの料理人のお一人です……ロイ様、いらっしゃいますか……？」

　シフォン＝チェルが少し声を大きくすると、厨房の奥で半開きになった扉とびらの向こうから「うるせえな」というぞんざいな声が返ってきた。

「ようやく到とう着ちやくか。こっちにだって仕事があるってのに、まったくいい迷めい惑わくだぜ」

　そんな不平の言葉とともに、一人の若者が姿を現す。

　二十歳はたちかそこらの、西の民の若者だ。頭には筒つつ型がたの帽ぼう子しをかぶり、その身に纏っているのは俺とおそろいの白装束。確かに料理人らしいいでたちであった。

　帽子からは褐かつ色しよくの髪がこぼれており、象ぞう牙げ色いろの顔にはそばかすが散っている。身長や体格は俺とあんまり変わらないぐらいで、あんまり逞たくましい感じはしない。

「ふーん。お前が今日の飛び入りか」

　その茶色い瞳に不ふ審しんの光をたたえつつ、若者はじろじろと俺の姿を検分し始めた。いかにも育ちの良さそうな優やさ男おとこ風ふうの顔立ちであるのに、やたらと不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちである。

「ま、何でもいいからとっとと始めてくれ。そっちの仕事を終わらせてくれないと、俺の仕事が始められないんだよ」

「ちょっと待ってくださいよ。俺は問答無用で拉致されてきたんですよ？　それでいきなり料理を作れって、これはいったい何の冗じよう談だんなんですか？」

　俺が抗こう議ぎの声をあげると、ロイなる若者はいかにも嫌そうな顔をしてシフォン＝チェルのほうを振り返った。

「おい、全然話が伝わってないじゃねえか？　俺が命じられたのは、こいつの調理を手伝えってことだけなんだぜ？」

「申し訳ありません、ロイ様……あの、仕事の内容についてはすでに伝わっているものと、わたくしもうかがっていたのですが……」

「全然伝わっていませんよ。さっきも言った通り、俺は刀で脅されて無理矢理連れてこられただけなんですから」

　どうにもこのシフォン＝チェルやロイという人々は悪事に加担するような人ひと柄がらにも思えなかったので、俺はそのように主張してみた。

　が、シフォン＝チェルは礼れい儀ぎ正ただしく微笑むばかりで、ロイのほうは興味もなさげにそっぽを向いてしまう。悪事に加担するような人間ではなくても、俺の境きよう遇ぐうに同情するような心を持ち合わせてもいないらしい。

「それでは、ご説明させていただきます……わたくしどもの主人が、アスタ様の料理を所望しておられるのです。それで満足のいく料理を作っていただければ、褒ほう美びを取らせると……わたくしはそのように聞いております」

「お断りします。――といったら、どうなります？」

「それは……おそらく革鞭で打たれることになるのではないでしょうか……」

「そんな無法が、このジェノスで許されるのですか？」

　思わずカッとなって言い返してしまうと、シフォン＝チェルは「いいえ……」と、けだるげに首を振った。

「革鞭で打たれるのは、わたくしです……きっと主人は、わたくしに何か粗そ相そうがあったのだと見なすでしょうから……」

「何ですかそりゃ。あなたが叩かれる道理だって、どこにもないはずでしょう？」

「……主人がわたくしの身を打つのに、道理は必要ありません……」

　その言葉で、俺は胸中にわだかまっていた小さな疑念の答えを得ることができた。

「シフォン＝チェルと仰いましたよね。もしも間ま違ちがっていたら謝罪させていただきますけど――ひょっとしたら、あなたはマヒュドラの民たみなんですか？」

　シフォン＝チェルは、またおかしそうにくすくすと笑う。

「余計な口をきくことは許されておりませんが……わたくしをそれ以外の民と見誤る御お方かたはいないでしょうね……」

　やっぱりか、と俺は嘆たん息そくする。敵対国であるマヒュドラの民は、西の王国セルヴァにおいて奴ど隷れいとして使し役えきさせられているのである。

　だとしたら、やっぱりここはサイクレウスの館であるに違ちがいない。マヒュドラから遠く離れたジェノスの近辺では、サイクレウス以外に奴隷を買うような人間はいない、と――カミュア＝ヨシュは、かつてそのように言っていたのだった。

（胸むな糞くそが悪いにもほどがあるぞ、畜ちく生しようめ）

　その気の毒な境遇にある娘さんに綺き麗れいにされたばかりの頭をかきむしりつつ、俺は改めてシフォン＝チェルに向きなおる。

「それじゃあ料理を作ったら、俺はきちんと家に帰してもらえるんですか？　俺を拉致した連中はそのように言っていたはずなんですが」

「はい……ですが、必ずその力を惜しまずに仕事を果たすように、と……あまりにひどい出で来き栄ばえであった場合は、宿場町での商売を禁ずると申しておりました……」

「それこそ道理もへったくれもないじゃないですか！　――あの、いちおう確かく認にんさせていただきますが、ここはトゥラン伯はく爵しやく家けの当主たるサイクレウスのお屋や敷しきなのですよね？」

　返事はない。

　シフォン＝チェルは子供をあやすような面持ちで微笑んでおり、ロイという若者は気取った仕草で肩かたをすくめている。

「状じよう況きよう的てきに、そうだとしか考えられないんですよ。……それともまさか、ここはジェノス領主マルスタインの城なのですか？」

　この言葉には、「ハッ」という嘲あざけりの鼻息が返ってきた。

「ジェノス城だって？　馬ばっ鹿かじゃねえの？　森辺の民だか宿場町の民だか知らねえけど、そんな下げ賤せんの輩やからに入城が許されるはずねえだろうによ」

「違うのだったら、それでかまいません。しかし、トゥラン伯はく爵しやくは今日から城に詰めているはずですよね？　それなのに、どうして俺がこのような目にあうことになってしまったのか、それが俺にはわからないんですよ」

「アスタ様……非常に申し訳ないのですが、わたくしどもには限られた言葉しか語ることを許されていないのです……」

「それじゃあ本当に、こんな馬鹿げたことをしでかした首謀者が誰であるかも明かさないまま、俺に料理を作れっていうんですね？　で、満足がいけば褒美を取らせて、満足がいかなければ宿場町の店を取とり潰つぶし、ですか」

「いえ……宿場町の店に関しては、アスタ様に力を惜しまないでほしいという心情から述べられた言葉でありますので……よほどのことがない限りは、そのような罰ばつを受けることにはならないはずです……」

「だけど、料理の善よし悪あしなんて食べるほうが好きに採点できるわけじゃないですか？」

「はあ……」と、シフォン＝チェルは困ったように首を傾かたむける。

「ですが、主人が望んでいるのは美味なる料理、それだけなのです……何もアスタ様に含ふくむところがあっての行いではありませんし、むしろアスタ様の腕を見込んだからこそ、この館に招待したのでしょう……ですから、ご心配は不要かと思われます……」

「料理が口に合おうが合うまいが、それさえ済んだら俺を家に帰してくれるっていうんですか？　そいつがよっぽどひどい出来じゃない限りは、宿場町の商売にも干かん渉しようしない、と？」

「はい……わたくしはそのように聞いております……」

「その言葉を信用できれば、俺もずいぶん気持ちが楽になるんですけどね」

　しかし、姿も見せぬ相手をそのように信用できるはずもない。力ずくの拉致も辞さない相手とあっては、なおさらだ。

　だが――この状じよう況きようは、いったい何なのだろう？　確かにサイクレウスは名うての美食家だと聞いていたが、今まさに旧悪を暴あばかれんとしているこのような時期に、このような真似をするものだろうか？

　異国人でありながら森辺の民を名乗り、宿場町で商売を始めた、そんな俺が目め障ざわりに感じられるというのは当然の話かもしれないし、美食家であるならば俺の腕うで前まえに興味を持つこともありえなくはないかもしれない。

　しかし何故なぜ、今なのだ？　森辺の装束を纏まとった野盗に農園を襲おそわせたり、ミラノ＝マスの娘むすめさんを襲わせたり、そうかと思えば、いきなり森辺の民を擁よう護ごするような言葉を衛兵に伝えさせたり――そういった数々の陰いん謀ぼうと比して、今回のやり口はあまりに杜ず撰さんであるように感じられてしまった。

　いや、白昼堂々と刀で脅おどして俺の身み柄がらを自分の館に招き入れるなんて、杜撰という言葉では足りないぐらいだろう。ネイルや俺の証言があれば、きっとこの罪は告発することができる。サイクレウスにも負けぬ権力を持つメルフリード本人に伝えてしまえば有う耶や無む耶やにはできないはずであるのだから、それは確実だ。

　自分の足もとに火がついているこのような時期に、このように馬鹿げた罪を犯おかしてしまう、サイクレウスとはそれほど愚おろかな人物であったのだろうか？

　それに――たった一夜の晩ばん餐さんを所望しているだけならば、それこそ森辺の族長らにその旨むねを伝えればいいだけのことなのだ。立場としては、サイクレウスのほうが上なのだから、護衛つきという条件さえ通るならば、ドンダ＝ルウたちだってそこまで頑がん強きようには拒絶できないだろうと思う。

　これはサイクレウスが関係している陰謀に違いないという確信に近い思いを抱だきつつ、やはり何かがちぐはぐであると感じざるを得ない状況であった。

「あのさあ、だったら大人しく部屋に引っ込んでてくれねえかな？　そうすりゃあ、俺も余計な仕事が減って万ばん々ばん歳ざいだよ」

　苛いら立だちのこもった声で、ロイがそのように述べてきた。

　そうするべきなのだろうか、と俺も真しん剣けんに考こう慮りよする。

　ミケルには、決してサイクレウスに料理の腕前を見せつけてはならじ、と忠告されているのである。いまだこの騒さわぎの首謀者がサイクレウス本人であるという確証は得られていないが、せめてメルフリードが行動の自由を得る五日後まで、俺はあの煉瓦造りの部屋に引きこもっているべきなのだろうか。

「いえ、アスタ様……このような物言いをするのは本意ではありませんが……それはとても危険なことだと思われます……」

「危険？」

「はい……本日の主人は、かねてよりの望みを達することができたので、とても上じよう機き嫌げんでありますが……もしもアスタ様の行いに腹を立ててしまったら、それこそアスタ様まで鞭で打たれることにもなりかねません……」

「おいおい、余計なことを言うと、お前のほうこそ鞭で打たれちまうんじゃねえのか？」

　小こ馬ば鹿かにしきった口調でロイがそう言った。

　腹の底に押おし込めておいた反感が、ぐらぐらと音をたてて煮にえ始める。

「わかりましたよ。どうあれ、俺に料理を作れっていうんですね」

　毒を食くらわば皿までか。

　どのみち俺の命運は、敵方に握られてしまっているのだ。

　こうなったら、カミュア＝ヨシュの計略とドンダ＝ルウらの尽じん力りよくによってサイクレウスはいずれ失しつ脚きやくするのだと信じ、正面からぶつかるのが最善であるように思えた。サイクレウスが俺の料理に執しゆう着ちやくしようがしまいが、失脚してしまえば関係がないのだ。

（それに――五日間もアイ＝ファに会えないだなんて、そんなの我が慢まんできるかよ）

　しかもアイ＝ファは、俺がどこにさらわれたかもわからないまま、その時間を過ごさなくてはならなくなるのだ。アイ＝ファにそんな苦痛と孤こ独どくを与えてしまうと想像しただけで、俺のほうこそ胸が破れてしまいそうだった。

（絶対に、何としてでも家に帰ってやる）

　そうして俺は、貴族の館で貴族のための料理を作ることになってしまったのだった。
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「それでは、わたくしは失礼いたします……」

　シフォン＝チェルは厨ちゆう房ぼうを出ていき、その場には俺とロイだけが残された。

「やれやれ。お前も出ていってくれれば面めん倒どうがはぶけたのによ」

　ぼやくロイはひとまず置いて、俺は厨房の様子を確認させていただいた。

　こんな成り行きでさえなければ、そこはとてつもなく胸を躍おどらされる空間であったのである。

　この館の主人が何者であれ、貴族かそれに準じる人間であることに間違いはないはずだ。ゆえに、そこには森辺や宿場町とは比ひ較かくにもならぬ設備が整えられていた。

　広さは、一辺が六、七メートルはあろう。六畳間がすっぽり二部屋は収まりそうなサイズである。壁も床ゆかも煉瓦造りで、換かん気きも兼かねた明かり取りの窓が高い位置にいくつも空いており、風通しは悪くない。

　その壁の向かって右手側には、調理器具がずらりと下げられていた。肉切り刀や菜切り刀といった調理刀はもちろんのこと、色々な大きさの木べらやレードル、金属製のおろし金、水切りや粉ふるいのためのストレーナーらしき器具など、俺の故郷にも劣おとらない充じゆう実じつっぷりである。

　さらにその奥側には戸のない大きな棚たなが据すえられており、そちらにはやはりさまざまな大きさや形状をした鍋なべや器が並べられている。手持ちのフライパンみたいな平ひら鍋なべも見えるし、すり鉢ばちやボウルに相当するものまでもが取りそろえられているようだ。

　その反対側には、かまどが設置されている。石で組まれた立派なかまどで、大小取り合わせて四つもある。そのかたわらの木箱に詰つめ込まれているのは燃料の薪まきと、真っ黒の木もく片へん――炭だった。ミケルに話を聞く前に、俺は現物と対面する羽目になってしまったわけだった。

　そしてその横には、巨きよ大だいな鉄の箱が鎮ちん座ざましましていた。半ば壁に埋うめ込まれるような格好で、正面には四角い扉がついている。もしやと思いながら、そいつを引き開けてみると、中には水平に二段の金かな網あみが張られていた。まぎれもなく、これはオーブンである。

　部屋の真ん中に置かれた作業台も、見事な大きさだ。水を貯ためた水みず瓶がめも、たっぷり備えられている。それとは別に準備されている巨大な瓶びんは、きっとくず入れであろう。中身は綺麗に洗われていたが、ほんの少しだけ肉の饐すえたような臭においが残っている。

　いったい何という充実っぷりであろうか。ガスや電気が存在しないということを除けば、考えうる限りで最高級の調理設備であった。きわめて前時代的であると感じられていたこの世界でも、これだけの設備を準備することは可能であったのだ。

　俺は驚きよう嘆たんさせられるのと同時に、貴族と平民の暮らしぶりのあまりの格差に、きわめて複雑な心地ここちを味わわされてしまった。

「……お前には主菜をひと皿作らせろと言われている」

　と、うすら笑いを浮うかべた顔つきが想像できる口調でロイに呼びかけられたので、俺はそちらを振り返かえる。

「で、その料理には、キミュスの肉と、カロンの乳を使えだとよ。……食料庫はこっちだ」

　それは俺たちが来るまでロイが潜ひそんでいた、奥の別室だった。

　そこにもまた、めくるめく桃とう源げん郷きようのごとき情景が用意されていた。等とう間かん隔かくに並べられた戸のない棚に、見覚えのある野菜と見たこともない野菜が、ところせましと詰め込まれていたのだ。

　壁には干した果実や香こう草そう、最さい奥おうの棚にはぎっしりと並べられた土ど瓶びんやガラス瓶。足もとに置かれた巨大な瓶には蓋ふたがかぶせられていたが、もちろん塩しお漬づけの肉が埋められているのだろう。

　その瓶のすぐかたわらには、草かごに積まれた大小二種類の卵も見えた。おそらくは、ニワトリのごときキミュスと、ジャイアントモアのごときトトスの卵である。卵はあまり露ろ店てん区域には出回っておらず、キミュス屋やトトス屋まで足を運ばなければ購こう入にゆうすることができなかったので、これだけでも俺には十分物もの珍めずらしかった。

「これはすごいな……さすが貴族の館ともなると、何から何まで規模が違いますね」

「はん。言っておくけど、ここは使用人のための厨くりやだぜ？」

「使用人？」

「使用人のための食事を作る、小さいほうの厨だよ。お前みたいな小こ僧ぞうには分相応だろ？」

　まことにもって、その通りである。これ以上の環かん境きようを与えられたって、俺などは持て余してしまうに違いない。だからべつだん、そのように嘲あざけりの表情を向けられても腹が立ったりはしなかった。

「さ、とっとと始めろよ。もう三の刻の鐘かねが鳴ってるんだから、もたもたしてると晩餐に間に合わねえぞ？」

「三の刻……俺は中天を少し過ぎたぐらいに拉致されてきたんですけど、残り時間はどれぐらいのものなんでしょう？」

「晩餐は日にち没ぼつの六の刻だよ」

「はあ。すると中天はゼロの刻ですか？　一の刻ですか？」

「……中天は中天だ。中天を過ぎて六回鐘が鳴ったら日没だろ」

　そんなことも知らないのかと、ロイは呆あきれた顔をしていた。

（それじゃあ中天から日没までを六分ぶん割かつしてるってことだから、今がちょうど午後のど真ん中ってことか）

　それはつまり、宿場町での屋台の商売を終える頃ころ合あいである、ということでもあった。

　俺の身柄を奪われてしまい、みんなはどうしているだろう。今さらのように、そんな気持ちが胸に押し寄よせてくる。

　ルド＝ルウたちは、手傷などを負っていないだろうか。

　ネイルはきちんと解放されただろうか。

　レイナ＝ルウたちは、屋台の商売を最後までやりとげられただろうか。

　宿屋での商売は、完全にすっぽかすことになってしまった。ネイルやナウディスやミラノ＝マスたちは、俺が悪漢にさらわれたと聞いて、どんな思いを胸にしただろう。

　そしてアイ＝ファは――

　アイ＝ファにはすでに、この状況が伝えられているのだろうか。

（絶対に、五体満足で森辺に帰るんだ）

　俺は決然とロイを振り返る。

「カロンの乳というのはどれですか？」

　ロイは無言で奥の棚のほうに歩を進めた。ずらりと並べられた瓶の中から、果実酒と同じぐらいのサイズの土瓶を取り上げる。

「この青い土瓶はすべてカロンの乳だ。今日の残りは五本だな」

　俺はコルクのような蓋を引ひき抜ぬいて、中の匂いを嗅かいでみた。濃密なる乳の香かおりが、ねっとりと鼻び腔こうを撫なでてくれる。

「素す晴ばらしい香りですね。これはこのままでも口にできるのですか？」

「当たり前だろ。明日の朝まで残ってたら、乳にゆう脂しや乾かん酪らくに仕上げるしかないけどな」

「にゅうし？」

　それは乾酪と同じぐらい聞き覚えのない言葉だった。

　しかし、とある予感に胸がどきついてしまう。

「乳脂って、乳から作った油ゆ脂しという意味ですか？　それはもしかすると……」

　ロイは面倒くさげに手を振って俺の言葉をさえぎると、棚から小ぶりの壺つぼを取り上げた。その蓋の下に眠ねむっていたのは、てらてらと輝かがやくクリーム色の芳かぐわしい物体――間違いなく、バターに類する食材であった。

「へえ！　こいつはすごいや！　他の土瓶や壺には何が詰められているのですかね？」

「……こっちの瓶はレテンの油で、こっちの壺はカロンの脂あぶら。下の段はママリアの果実酒と、ジャガルから仕入れた発はつ泡ぽう酒しゆ、シムのギャマ乳酒、それにママリアで作った酢すだ」

「酢！　酢まで存在するのですか！」

　俺は思わず大声をあげてしまい、ロイはうるさそうに眉まゆをひそめる。

「ママリアの酢なんて珍めずらしくもねえだろ。いきなり馬鹿でかい声を出だしてるんじゃねえよ」

「宿場町には酢なんて存在しませんでしたよ。レテンの油っていうのは、もしかしたら植物由来の油ですか？」

「当たり前だ」とロイの表情が語っていた。

　俺には宿場町の知識しかないように、彼かれには城下町の知識しかないのだろう。だから、乳脂や植物油や酢の登場に驚おどろく俺の心情が理解できないのだ。森辺の同胞たちと引き離はなされてしまった焦しよう燥そう感かんと、未知なる食材に巡めぐりあえた昂こう揚よう感かんとで、俺は何だか悪わる酔よいしてしまいそうだった。

「こっちの列は、ジャガルから仕入れた調味料だな。タウ油と、砂糖と、パナムの蜜みつだ」

　ジャガル産の砂糖というのは、きび砂糖のような黄おう褐かつ色しよくをしており、若じやつ干かんきめが粗あらいように見えた。

　パナムの蜜というのは、黄金こがね色いろにつやつやと輝くメイプルシロップのごとき液体であった。

　さらにお馴染みの岩塩と、ピコやリーロを含む香草が数種類。干してカリカリになったチットの赤い実も、そこにはしっかりと蓄えられていた。

　乾酪は、ギャマ乳とカロン乳の二種類。俺の知るギャマの乾酪はカマンベールチーズのように濃のう厚こうでコクがあったが、カロンの乾酪はよりミルキーな味わいをしており、もちもちとしているのに食感はやわらかく、見た目も雪のように真っ白で、まるで上質のモッツァレラチーズのようであった。

　そして最後に登場したのは、うっすらと黄色みを帯びた謎なぞの粉末である。

「これはキミュスの骨がらやカロンの肩かた肉にく、それに何種類かの野菜を煮込んで作った出汁だしの粉だ」

　ロイの許可を得てから、俺はそいつをひとなめさせていただいた。

　鮮せん烈れつなる塩気と旨うまみが舌の上で弾はじけ散る。それは、固形ブイヨンを思わせる旨みの凝ぎよう縮しゆく体たいだった。

「すごいですね。煮に詰つめた出汁をどうやってこんな風に固めているんですか？」

　フリーズドライの技術でもないとこのような芸当は不可能であるように思えたのだが、ロイの返答は実にあっさりとしていた。

「出汁が取れたら、粗く挽ひいたフワノの粉と岩塩の粒つぶをぶちこんで、そいつを干して固めるんだよ」

　それじゃあこれは、出汁を吸わせたフワノの粉末である、ということか。

　フワノというのは、宿場町でも食べられている、小麦粉のごとき食材であるはずだった。森辺の民はポイタンを主食としているので、俺もフワノというものは数えるほどしか口にしたことはない。

「この厨にある調味料はそんなもんだ。何かご不満でもありますかね、宿場町の料理人さんよ？」

「不満なんて、持ちようがないですね」

　乳と乳脂、植物性油、動物性油、酢、砂糖、蜜、固形ブイヨン――あれほど渇かつ望ぼうして止やまなかった調味料が、これほど大量に現出したのだ。昨日までの苦労はいったい何だったのか、という心境である。

　しかし、こいつは俺の本来の仕事ではない。宿場町の限られた食材と調味料で、どれだけ工く夫ふうを凝こらせるか。それこそが、現在の俺に課されている本来の仕事であるのだ。惑わく乱らん気味に昂揚した気持ちが落ち着いてくると、今度はだんだん腹が立ってきてしまった。

（石いし塀べいの内と外とで、こんなにも格差があるのかよ。森辺の民は田畑を守るためにギバを狩かり、農園の人たちはその田畑で野菜を育てて、宿場町の人たちは旅人を相手に商あきないをして――それで、城下町の連中はいったいどうやってこれほどの豊かさを得ているんだ？）

　土台、俺は日本国の生まれである。貴族や王族の支配する封ほう建けん社会のことなど、学校で習う以上のことは知り得ない。よって、貴族と平民でこれほどの格差が生じてしまうことも、そうそう容よう認にんすることはできそうになかった。

「で、カロンの乳とキミュスの肉を使うべし、でしたよね。普ふ通つうだったら、どういう料理が望まれるのでしょうかね？」

　内心の苛立ちを抑おさえ込みつつ、ロイに問いかける。

「そりゃあカロンの乳を使うなら煮に物ものや鍋なべ物ものにするか、あるいは焼いた肉とあわせるぐらいしかねえだろう。どっちみち、他の調味料で味を作らないとまともな料理にはならねえけどな」

「まあそうですよね。うーん……やっぱりここはクリームシチューかな……」

「くりーむしちゅー？」

「俺の故郷の料理です。貴族様のお口に合うといいのですけどね」

　お口に合おうが合うまいが、俺には俺の知る料理を作るしかすべがない。

　まず俺は、カロンの乳と乳脂の味を確認させていただくことにした。

「おい、乳の味を見るんなら、土瓶を振れよ」

「え？　どうしてですか？」

「……土瓶を振らねえと、水気と脂あぶら気けが混ざらねえだろ」

　なるほど。精製していない生乳は、放置しておくと水分と脂し肪ぼう分ぶんが分離してしまうのである。

　そうしたロイの助言のもとに、俺は土瓶をよく振ってからカロン乳の味を確かめてみた。俺の知る牛乳よりもねっとりとした舌した触ざわりの、強いコクと風味を持つ乳であった。

　覚かく悟ごしていたような生なま臭ぐささなどは感じられない。低温殺さつ菌きんぐらいはしているのだろうか。とにかく濃厚な味わいで、牛乳よりも脂肪分が豊富であるように感じられる。

　その濃厚なる脂肪分を抽ちゆう出しゆつされたのが、この乳脂である。どうやら発はつ酵こうなどはさせていないらしく、俺の知るバターと大差のない甘あまみと風味だった。

　ただし、保存のために岩塩は添てん加かされているのだろう。それなりの強さで塩味が感じられるし、気温が高いために半分融ゆう解かいしかけてもいる。賞味期限は、こちらもそんなに長くはなさそうだ。

　ともあれ、カロンの乳と乳脂がミルクとバターの代わりをつとめてくれるのならば、クリームシチューに類する料理を作ることも難しくはない。俺はきわめて複雑な心地を抱かかえ込んだまま、なるべく無心で野菜の選別に取りかかることにした。

「そういえば、俺は何人前の料理を作ればよろしいのでしょうかね？」

「四人……いや、三人前だ」

　三人前か。

　いったいそれは、誰と誰と誰のことなのだろう。

　そういえば――ディアルたちはサイクレウスの所有する館の一つに寝ね泊とまりしているはずであるのだが、それはこの館のことであるのだろうか。客人を招いている屋敷に不当な手段でさらってきた人間を連れ込みはしないようにも思えるが、貴族のものの考え方など俺にはわからない。

「三人前で主菜をひと皿ずつなら、大した分量でもありませんね。実際の調理ではあなたのお手をわずらわせることにはならないと思いますよ」

「ああ。勝手にするがいいさ」

　ロイは気を悪くした風でもなく、口もとをねじ曲げて笑っていた。もしかしたら、手伝いというのは口実で、最初から彼には監かん視し役やくとしての任務が託たくされていたのかもしれない。

　まあ、どのみち扉の外には帯刀した兵士が二名も控ひかえているのだ。監かん視ししたいなら好きなだけするといい、という心境で俺は野菜の棚に向かった。

　アリアとチャッチは、すぐに見つかった。そしてもう一品、宿場町でも売られているネェノンという野菜も確保する。

　ネェノンは、オレンジ色をしたカブのような形状の野菜である。まろやかな甘みがあり、煮込むととてもやわらかくなる。宿場町で初めて口にした屋台の軽食、キミュスの肉にく饅まん頭じゆうで使われていた野菜のペーストの正体はこれであった。

　これは適度に煮込むとニンジンのような食感が得られるのだ。ニンジンほど存在感のある味わいではないが、彩いろどりを添そえるためにファの家でもときたま『ギバ・スープ』で使用させていただいている。

（あとはブロッコリーみたいな野菜でもあれば完かん璧ぺきなんだけど、未知の野菜を試ためしている余よ裕ゆうはないよな）

　ということで、グリーン系の彩りとしてティノも使用することにした。ティノはキャベツに似た野菜で、けっこう色味が強いのだ。クリームシチューの具材として、悪くはないだろう。

　野菜のほうは、これで十分だ。

　しかし、肝かん心じん要かなめの食材が見つからない。シチューにとろみを与えてくれるポイタンがないのだ。

　聞いてみると、「あるわけねえだろ」と、また嗤わらわれた。

「ポイタンなんざを使ってまともな料理が作れるかよ。お前、そんなに鞭をくらいたいのか？」

　そうだ。ポイタンはあくまでも旅人や兵士のための携けい帯たい食料であり、宿場町ですら食しよく卓たくに上ることはないのだとカミュア＝ヨシュは言っていた。

　さまざまな野菜を平かごに積みあげつつ、俺おれは途と方ほうに暮れてしまう。とろみのないシチューなんて、そんなものはもはやシチューの名にも値あたいしないだろう。

「えーと……それじゃあちょっとおうかがいしたいのですが、さっきフワノの粉と仰おつしやっていましたよね。この城下町でもフワノは主食として食べられているのでしょうか？」

「当たり前だろ」

「では、フワノというのはいったいどういう手順であのような形に加工されているのでしょう？」

「ああん？　そんなもん、フワノの実をこまかく挽いて、水で練ってるに決まってんだろ。お前、料理人のくせにフワノを焼いたこともないのかよ？」

「ええ。これまでは必要がなかったので。――それじゃあそのこまかく挽いた状態のフワノの実というものはこの場にありますかね？」

　ロイは口を開く手間を惜おしみ、親指で食料庫の片かた隅すみを指し示した。

　野菜の並んだ棚の陰かげに、巨大な袋ふくろが無造作に置かれている。開けてみると、その中には真っ白い粉がぎっしりと詰め込まれていた。

　ポイタンは若干クリーム色がかっているが、こちらは雪のような白さだ。ものすごくきめがこまかくて、ひとつまみ口に入れてみると、それこそ小麦粉そのもののようにふんわりと麦っぽい風味が感じられた。

（うん、これならいけそうだな。……というか、ポイタンよりいっそう小麦粉に近いかもしれない）

　ならば、ミルクやバターの代用品がそろっているのだから、普通の手順でホワイトソースを作製することも可能なはずである。まずはそこから検証してみる他ほかなかった。

「それでは、かまどを拝借します」

　必要な食材をすべて調理場に移動させ、俺はかまどの前に立つ。

　かまどに火を入れ、小さめの鍋を熱し、そこに乳脂を投じると、あっという間にとろりと溶とけ崩くずれた。バターとよく似た芳ほう香こうに、ものすごく食欲をそそられてしまう。

　そこにフワノの粉を少しずつ入れながら、ダマにならないよう木べらで入念に攪かく拌はんしていく。

　ポイタンだと、この過程ですぐに焦こげついてしまった。しかも、あのときに使用したのは乳脂ではなくギバの脂だった。なので、かつてのルティムの祝しゆく宴えんでシチューを作製した際は、生のままでポイタンを投じ、その独特のとろみで無む理り矢や理りにシチューとしての体てい裁さいを整えることになったわけである。

　果たして――フワノの粉は、カロンの乳脂と調和してくれた。

　ねっとりと半液状に仕上がったそのルーをカロンの乳で溶きのばし、味を見る。まろやかな風味と、まろやかな舌ざわりだ。牛乳とバターで作るソースよりも濃厚な味わいで、なおかつ後味もくどくはない。

　そうしてさらに岩塩と、ピコの葉と、そしてブイヨンもどきも投入して味を調ととのえると、どこに出しても恥はずかしくないホワイトソースが完成した。

「ずいぶんけったいな作り方だな」とロイはせせら笑っていたが、べつだん味見を所望されたりもしなかったので、放っておくことにした。

（よし、お次は野菜と肉だな）

　アリア、チャッチ、ティノ、ネェノン――それぞれ、タマネギ、ジャガイモ、キャベツ、ニンジンの代用品である。チャッチとティノは一口大に、アリアはくし切り、ネェノンはいちょう切りだ。三人前なら、これも大した分量ではない。

　キミュスは、胸肉を使用させていただくことにする。いちおう主菜であるのだから、肉はたっぷり投入することにした。

　なお、ありがたいことに、この館で保管されていたキミュスの肉には、しっかり皮もついていた。皮つきのキミュス肉はかなり割高になるはずであるのだが、貴族様にとっては如何いかほどのものでもないのだろう。
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　さらに言うなら、肉切り刀や菜切り刀の切れ味も抜ばつ群ぐんである。本当に恵めぐまれた環境だな、と皮肉っぽい心地になってしまう。

「あの、肉や野菜を炒いためるのにも乳脂を使わせてもらってかまいませんかね？」

「ああ？　好きにしろよ、いちいち面倒くせえ野や郎ろうだな」

「だって、乳脂というのは貴重なんでしょう？　大量の乳からほんのわずかな量しか作ることはできないのですよね？」

　牛乳からバターを作る場合は、一リットルから二十グラムていどしか作ることはできないと聞いたことがある。

　しかし、ロイは「はん」と嘲あざ笑わらうばかりだった。

「そいつはその通りなんだろうけどよ。どうせこの屋敷では飲みきれないほどの乳を買い込んで、食べきれないほどの乳脂を作ってるんだ。余らせて腐くさらせちまうよりは、どんなにお粗そ末まつな料理にでも使われたほうがまだマシなんじゃねえのか？」

「余らせて腐らせるって……まさかそれで捨ててしまうわけではないですよね？」

「捨てる以外にどうしろっていうんだよ？　王都の姫ひめ君ぎみみたいに肌はだに塗ぬりたくるのか？　――ま、足りなくなるぐらいなら余るぐらいに買い込んでおくのが、貴族のたしなみってもんなんだろうよ」

　そんなたしなみは、くそくらえだ。カロンの乳も、乳脂も、乾酪も、宿場町では手に入らない食材なのである。高級すぎて手に入らないのなら、それはしかたのないことだが――そうして貴族たちがむやみに買い込んでしまうからこそ、余計に値段も高こう騰とうしてしまうのではないだろうか？

（そういえば、カロンの胴どう体たいの肉だって、城下町で買かい占しめられてるんだもんな）

　何とも腹の立つ話である。

　どんなに立派なクリームシチューを作り上げることができても、それは貴族の口にしか入らない料理なのだと考えると、何だか虚むなしい気分にもなってきてしまう。

（何とかして、カロンの乳だけでも宿場町で扱あつかうことはできないのかな。それを自分たちで乳脂や乾酪に加工することができれば、それだけでも料理の幅はばがうんと広がるじゃないか）

　ギャマの乾酪やタウ油だって、つてさえあれば行商人から直接購入することはできたのだ。流通経路や金額を調査すれば、このカロンの乳や、レテンの油、ジャガル産の砂糖なども宿場町で取り扱うことは可能であるかもしれない。というか、可能であってほしいと願わずにはいられない俺であった。

「おい、ぐずぐずしてたら、本当に間に合わなくなっちまうぞ？」

　からかうような口調で呼びかけられ、俺はロイを振ふり返る。

　これといって特とく徴ちようのない、どこにでもいそうな西の民の若者である。口は悪いが、そこまでの悪党だとは思えない。ただ、自分がどれほど恵まれた環境にいるのか、それを自覚している様子はまったく見受けられなかった。

「……もういっぺん、かまどを使わせていただきます」

　とにかく今は、この不本意なる仕事をさっさと終わらせるしかないだろう。森辺や宿場町に思いを馳はせるのは、その後だ。ただし、これだけ理り不ふ尽じんな目にあわされたのだから、少しぐらいは有益な情報を持ち帰らないと気が済まなかった。

　そんなことを考えながら、俺はぶつ切りにしたキミュスの胸肉を乳脂で炒める。もともと塩漬けにされていたので、調味料はピコの葉のみだ。

　表面の色がキツネ色に変わってきたら、野菜もそこに投入する。あるていど火が通ったら、水を入れて弱火で煮込む。

　三十分ばかりも経過して、どこか遠くから重じゆう厚こうなる鐘の音色が四回ほど聞こえてきた頃ころ、一番火の通りにくいチャッチも十分にやわらかく仕上がった。

　ギバ肉を使用しているわけでもないし、ブイヨンの代用品も存在するのだから、そこまで入念に煮込む必要もないだろう。俺はさきほど作製した乳白色のホワイトソースを、鍋の中に注ぎ込んでいった。

　弱火のまま丁てい寧ねいに攪拌し、熱が通ったら味を確認だ。

　いくぶん塩気が弱い気がしたので、岩塩を少しと、隠かくし味あじにタウ油も追加してみた。

　懐なつかしい、クリームシチューの味わいである。

　まさかこの世界でこの料理を作れるとは思っていなかった。

　これを食べさせる相手がアイ＝ファや森辺の民や宿場町の人々であったなら、俺はどれほどの幸福感を得ることができただろうか。そんな思いを噛かみしめながら、俺はロイに「完成しました」と告げてみせた。

「ふん。意外に早かったな。――おい、料理が完成したぞ！」

　ロイがわめくと、ぴったりと閉ざされていた扉とびらが開き、シフォン＝チェルが姿を現した。

「お疲つかれ様さまです、アスタ様、ロイ様……ああ、カロンの乳の芳しい香りがしますね……」

　そう言って、シフォン＝チェルはうっとりと目を細めた。

「うだうだ言ってねえで、手て前めえの仕事を果たせよ」

　言いながら、ロイが俺の手から味見用の木皿を奪うばい取った。

　そうして出来立てのクリームシチューをレードルですくい、シフォン＝チェルへと突つきつける。シフォン＝チェルは俺に一礼してから、その木皿を手に取った。

「では、毒見をさせていただきます……」

　この女性には、そんな役目まで担になわされていたのか。

　俺は暗あん澹たんたる心地でその姿を見守ったが――シフォン＝チェルは、そのシチューを口にするなり、「まあ……」と大きく目を見開いた。そしてその顔に、驚きと賞賛の微び笑しようを広げていく。

「これは……何と美味な料理でしょう……これほど美味おいしい料理を口にしたのは、生まれて初めてかもしれません……」

　とたんに、ロイが眉を吊つり上あげた。

「おい、おべんちゃらもほどほどにしておけよ、奴ど隷れい女おんな。手前が毎日、誰だれの作った料理を毒見してるのかを忘れんな」

「いえ、他の方々の料理を貶おとしめているわけではございません……ただ、それぐらい素晴らしい料理だと感じられただけなのです……」

「わかってねえみたいだな。この屋敷にはジェノスで指折りの料理人が勢ぞろいしてるんだ。そいつらを小馬鹿にするような口を叩たたいていたら革かわ鞭むちをくらうことになるって忠告してやってるんだぜ、俺は」

「ええ……ですがわたくしは、マヒュドラの生まれです……そんなわたくしと西の民たみとでは、何を美味と感じるかは自おのずと違ってくるのでしょうから、べつだん他の方々を貶めることにはならないのだろうと思います……」

　そう言って、シフォン＝チェルはにこりと微笑した。

　ロイの顔は、いよいよ険悪に引きつっていく。

「……それじゃあ手前は、さっきのふざけた言葉を取り消すつもりはないって言うんだな？」

　シフォン＝チェルは困ったように小首を傾かしげてから、「はい……」と小さくうなずいた。

　その瞬しゆん間かん、ロイは鍋の脇わきに置かれていたレードルを、シフォン＝チェルにおもいきり投げつけた。

　レードルは狙ねらいたがわずこめかみに命中し、シフォン＝チェルは「ああ……」と、かぼそい声をあげる。

「ふざけんな！　下賤の奴隷女め！」

　さらにロイは、作業台に置かれていたカロン乳の土瓶をつかみ取った。

　それが投じられる寸前に、俺はロイの手首をひっつかむ。

「やめろ！　そんな下らないことで暴力をふるうな！」

　ロイの血走った目が、俺を見た。

「放せよ、宿場町のえせ料理人め。俺を誰だと思ってやがるんだ？」

「知るもんか。素す性じようを隠してるのはそっちじゃないか」

　ロイがもがくので、俺はいっそうの力を指先に込める。

「だけど、あんただって料理人の端はしくれなんだろう？　だったら大事な調理器具や食材を粗末に扱うなよ」

　ロイの顔が、苦痛に歪ゆがんだ。

　青い土瓶が、作業台の上にごとりと落ちる。

「痛い！　――は、放せよ！　腕うでが折れちまう！」

「大げさだな」と俺は呆れたが、ロイの目にうっすらと涙なみだが浮かぶのを見て、ぎょっとしてしまった。もしかしたら、これは本気で痛がっているのだろうか。

「アスタ様……どうぞその手をお離しになってください……」

　床にくずおれていたシフォン＝チェルが、俺の足もとに取りすがってくる。

　俺はそちらを振り返り、また息を呑のんだ。シフォン＝チェルの頭ごしに、扉の向こうで兵士たちが剣けんの柄つかに指をかけている姿が見えたのである。

　俺は即そく座ざに手首を解放すると、ロイはそれを胸むなもとにおし抱くような体勢で、煉れん瓦が敷じきの床にへたりこんだ。

「ありがとうございます……ですが、わたくしのような者を庇かばい立だてしても、アスタ様には何の利もないことです……」

　シフォン＝チェルの声を足もとから聞きながら、俺は大きく深く溜ため息いきをつく。

　一刻も早く、アイ＝ファたちのもとに帰りたい――会心の出来の料理を作りあげながら、俺の胸に満ちるのはそんな思いばかりだった。




２




　それから夜までの時間は、俺にとって苦痛でしかなかった。

　主人が晩餐を食べ終えるまではこの屋や敷しきに留とどまるべしと、また元の部屋に軟なん禁きんされることになってしまったのである。

　料理は一時間少々で完成させることができた。ゆえに、晩餐が始まる日没まで、まだまだ二時間ばかりも残されていた。さりとて、敵てき陣じんに捕とらわれた身で無ぶ聊りようを慰なぐさめるすべもない。俺はふかふかの寝しん台だいに寝ねそべって、ひたすら悶もん々もんと時を過ごす他なかった。

「アスタ様……何かお飲み物でもお持ちしましょうか……？」

　と、衝つい立たてから半身を覗のぞかせたシフォン＝チェルが、ひかえめに呼びかけてくる。

「いえ、けっこうです」

「そうですか……ですが、晩餐までにはまだずいぶん時間も残されておりますので、何でもご遠えん慮りよなくお申しつけください……それに応こたえるのが、わたくしに与あたえられた仕事なのですから……」

　そんなことを言いながら、シフォン＝チェルはしずしずと近づいてくる。

「俺が望むのは一つだけ、一刻も早く自分の家に戻もどることだけですよ」

「……それ以外のことでしたら、何でもアスタ様の望むままですのに……」

　ぎしりと、寝台がわずかにきしむ。

　見ると、シフォン＝チェルが寝台の足もとに浅く腰こしを乗せていた。

　敷しき布ふに片方の腕をつき、くびれた腰をねじって上半身だけを俺のほうに向けている。その不思議な紫むらさき色いろの瞳ひとみにじいっと見つめられて、俺は思わず身体をすくませてしまった。

「そ、それじゃあ退たい屈くつしのぎに何か話してくれませんか？　この屋敷や貴族様のことじゃなく、世間話でもけっこうですから」

「まあ……」と、シフォン＝チェルは口もとに手をあてて微笑する。

「ですが、わたくしにはこの屋敷の外のことはわからないのです……わたくしには、屋敷を出ることは許されておりませんので……」

「だけど、あなただってこの屋敷の外から無理矢理連れてこられた身なのでしょう？　西と北の関係については、俺も今ひとつ理解が及およんでいないのですけれども」

　俺は起き上がり、寝台の真ん中であぐらをかく。

　あまり心のわきたつ話題でもないが、とりとめのない想念に身をゆだねているよりは、いくらかマシかもしれなかった。

「ついでに言うなら、この国の奴隷制度についてもよくわかっていないんです。あなたはけっこう自由に振る舞まっているように見えますけど……それでもやっぱり、奴隷なのですよね？」

「はい……幼き頃にセルヴァの兵に捕らわれて、このジェノスにまで連れてこられた身です……ですが、わたくしはどの者たちよりも早く西の言葉を覚えることができましたので、こうして屋敷の内で暮らすことが許されるようになりました……」

「本当にひどい話ですね。俺にはそれがどれぐらいひどい話なのかも、きちんとはわかっていないのでしょうけれども」

「いえ……それでもこのジェノスは、平和です……きっとマヒュドラから遠く離れているせいなのでしょうね……国境では、西と北の民はおたがいを怨おん敵てきと憎にくしみ合っておりますが……この地では、それほどひどい扱いを受けることもありません……」

　それでもレードルを投げつけられていたじゃないですか、と言いそうになったが、そんなものはひどい仕打ちにも入らないということなのだろう。やっぱり平和な日本で生まれ育った俺には、少々荷の重すぎる話題であるようだった。

「南と東の王国も、いまだに国境では戦争を続けているんですよね。でも、このジェノスでは反目しつつも不ふ干かん渉しようで共存できているみたいです。それなら北と西の民も、東の領土などでは共存できていたりするのでしょうかね？」

「さあ……どうなのでしょう……わたくしの故郷はシムから遠く離れていたので、わかりかねます……」

　一番の最初から思っていたことであるが、このシフォン＝チェルに我わが身みの境きよう遇ぐうを嘆なげいているような気配は微み塵じんも感じられなかった。

　それは表面に出していないだけなのか、それとも嘆くだけの気持ちも摩ま滅めつしてしまったのか、俺などにはもちろんわからない。ただはっきりしているのは、このいけすかない屋敷の中で一番忌き憚たんなく言葉を交かわせるのはこの女性である、ということだけだった。

「……アスタ様は、不思議な方ですわね……」

　ゆったりと微笑ほほえみながら、シフォン＝チェルはそう言った。

「宿場町の民でありながら、あのように素晴らしい料理を作ることができて……西の民でありながら、わたくしなどを庇い立てしてくださり……そして、そのように優やさしげな面おも立だちをしてらっしゃるのに、ずいぶんお力も強いようです……」

「いやあ、森辺の集落では俺ぐらい非力な人間なんてそうそういないぐらいなのですけどね」

　しかしあのロイという若者は、そんな俺よりも数段ひ弱であるようだった。森辺での生活によって、俺にも少しは力がついてきたということなのだろうか。

「本当に不思議な方です……あと数刻でお別れとなってしまうのが心残りなほどですわ……このような気分を味わうのも、故郷を離れてからは初めてのことです……」

「……俺もあなたのことは嫌きらいじゃありませんよ、シフォン＝チェル」

　サイクレウスが失しつ脚きやくしたら、こういった人々も自由を得ることは可能なのであろうか。

　西と北の関係性を考えれば、それほど楽観視できる話でもないが――とりあえず、この館やかたでこのような女性と出会ったのだという話は、いずれカミュア＝ヨシュに告げさせてもらおう。西と北の混血である彼ならば、何か有効な手段を考えつくかもしれなかった。

「……そろそろ暗くなってまいりましたわね……」

　シフォン＝チェルが、すうっと立ち上がる。

　そうして彼かの女じよは衝立の向こうから、炎ほのおを灯ともした燭しよく台だいを手に戻ってきた。

　いや、燭台というか、ランタンか。金属製の手て提さげ式で、炎はガラスの覆おおいに封ふうじ込まれている。

　確かに明かり取りの小窓から差し込む陽光は、ずいぶん減じてきたように感じられた。いよいよ晩ばん餐さんの時間が近づいてきたのだ。

　俺の料理がお気きに召めすのか。お気に召したとして、約束通りに俺が解放される可能性はあるのか。もしも解放されないとしたら――そのときこそ、俺も腕ずくでの逃とう走そうを考えなくてはならなくなるかもしれない。

（アイ＝ファ……さすがにもう家に戻って、ルド＝ルウたちから事情を聞いているだろうな……）

　無事に帰るという約束を果たせなかった俺のことを、アイ＝ファはどれほど怒おこっているだろう。そして、どれほど悲しんでいるだろう。

　胸が苦しく、頭が重い。体内に生じた暗雲が、黒い濁だく流りゆうと化して暴れ回っているかのようだ。事情のわからないアイ＝ファのほうがもっと苦しいのだ、という思いがなければ、俺は恥はじも外聞もなくわめき散らしてしまっていたかもしれなかった。

　そうして後は無言のまま、薄うす明あかりの中で拷ごう問もんのように重苦しい時間を過ごし――いいかげんに限界だ、と寝台の下に足を下ろしたところで、両開きの扉が何の前置きもなく外側から開かれた。

「ファの家のアスタ。主人が、目通りを許すとのことである」

　見張り役の兵士の一人であった。

　許すもへったくれもあるか、と俺はその取りすました顔をにらみすえる。

「こちらに参れ。……女、お前はこの部屋に残れ」

　今度こそ、このような真似まねをしでかした張本人と顔をあわせることができるのだ。

　とにかく冷静に、落ち着いて対処しなければならない。俺はシフォン＝チェルに着き替がえの準備だけをお願いして、再び回かい廊ろうへと足を踏ふみ出した。

（サイクレウス本人なのか、それともサイクレウスの部下か何かなのか――これでようやく、何もかもがハッキリするな）

　いくつものランタンが壁かべに掲かかげられ、それでも薄うす暗ぐらくて不気味な回廊を歩きながら、そのように思う。

　今回の道のりは、浴堂や調理場までよりも、うんと長かった。

　本当に、迷めい路ろのごとき様相だ。どこまで行っても煉れん瓦がの壁と絨じゆう毯たんの床ゆかが続くばかりで、まったく見分けがつけられない。仮に兵士たちのスキをついて逃にげ出すことがかなったとしても、外に出るどころか元の部屋に戻ることさえできそうになかった。

　螺ら旋せん階段を下らされて、延々と歩かされてから、また別の階段をのぼらされる。そうして数分ばかりも歩いたのちに、ようやくその扉が目の前に現れた。

　今までに通りすぎてきた他の扉とは明らかに造りの異なる、大きな扉だ。縁ふちは金属の板で補強されており、彫ちよう刻こくの装そう飾しよくもいっそう見事である。時代がかっていて、仰ぎよう々ぎようしい。まるで、地じ獄ごくの門の入口であった。

「ファの家のアスタをお連れしました！」

　兵士の一人が、大声で告げる。それぐらい声を張り上げなければ届かないぐらい、この扉は分厚いのだろう。

　中からは、男のくぐもった声で「入れ」という声が聞こえてきた。

　重そうな扉が、兵士の手によって引き開けられる。

　とたんに、まばゆいばかりの光が回廊にあふれてきた。

　ずいぶん盛大に明かりを灯しているらしい。俺はその光に目をやられてしまわないよう半分まぶたを閉ざしながら、室へやの中に足を踏み込む。

　そして――その人物と相対した。

「そこで止まれ」と低い男の声が告げてくる。

　扉がゆっくりと閉ざされて、二人の兵士が俺の左右に立ち並んだ。

（こいつが、首しゆ謀ぼう者しや……？）

　俺は、ごくりと生なま唾つばを飲み下す。

　サイクレウスの容よう貌ぼうについては、ガズラン＝ルティムからあるていど聞いている。

　しかしそれは、サイクレウスではなかった。

　サイクレウスであるはずがなかった。

「我が主よ……かの者がファの家のアスタにてございます」

　低い男の声が、そう言った。さきほどから声をあげていたのは、その主とやらのかたわらに立ちつくしたお付きの武官に過ぎなかったのだ。

　俺の左右に控えた兵士たちよりもいっそう華か美びな甲かつ冑ちゆうに身を包つつんだ、いかにも位の高そうな男であった。しかし、そんな装いが似合う風ふう貌ぼうでもない。妙みようにずんぐりむっくりの体格をしており、愚ぐ鈍どんな牛のような顔つきをしている。

　だが、そちらのほうはどうでもよかった。

　問題は、ふかふかの長なが椅い子すにだらしなく寝そべって、俺の姿をねめつけているその部屋の主――俺にこのような理不尽なる運命をもたらした張本人のほうだった。

「ふうん。何だかさえない男ね。まだまるきりの子供じゃないの」

　甲かん高だかい声で、そいつはそう言った。

　それこそ子供のようにキーが高くて、舌足らずな声だった。

　いや――

　そいつはまさしく、年とし端はもいかない小さな女の子であったのである。

「こんな子供があんな料理を作り上げただなんて、なかなか信じられる話じゃないわね。ほんとにこいつがファの家のアスタなの？」

「はい。それは間ま違ちがいありません」

　ずんぐりむっくりの武官が陰いん気きな声でそう答えると、その女の子は「ふうん……」と無ぶ遠えん慮りよきわまりない目つきで俺の姿を上から下まで眺ながめ回まわしてきた。

　見るからに傲ごう岸がんで、人を見下すことになれきった目つきである。

　だけどやっぱり、そいつは小さな子供に過ぎなかった。

　年ねん齢れいは十歳さいかそこらであろう。自じ堕だ落らくに寝そべっているために背せ丈たけのほうはわかりにくいが、とにかく小さくて細っこい。しかしそのほっそりとした身体は、フリルとリボンのみで構成されているかのような、純白のドレスに包みこまれていた。

　上半身はぴったりと身体に吸いつくようなデザインで、腰から下は大輪のようにスカートのひだが重ねられている。まるでウェディングドレスみたいに豪ごう奢しやで華美な衣装である。

　その肩かたから腕までは象ぞう牙げ色いろの肌がむきだしで、そこには銀細工と宝石の腕うで飾かざりが光っている。栗くり色いろの髪かみを胸のあたりまでのばしており、頭のてっぺんにきらめくのは銀色のティアラだ。

　そんな衣装に身を包みながら、少女はだらんと長椅子に身を横たえていた。ふわふわのスカートも半分がたはぺしゃんこになって、台無しだ。
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　貴族の、お姫ひめ様さまなのであろう。そう呼ぶに相応ふさわしい面おも立だちをしている。

　淡あわい鳶とび色いろをした瞳はくっきりと大きくて、弓形の眉や、小さな鼻、桜のつぼみみたいな唇くちびるも造作はとても整っている。手の平で簡単に包み込めそうなぐらいに小さな顔をしており、陽ひにやけていない象牙色の肌はしみひとつなくすべすべである。

　しかしその女の子は、その端たん整せいなるお顔にずいぶん不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべていた。それも、アイ＝ファやララ＝ルウなんかとはまったく異なる、負の感情にあふれかえった面おも持もちだ。

　こいつは厄やつ介かいそうな相手だぞ――と、俺の頭の中では警告音が鳴なり響ひびいていた。

「……何をぶしつけにじろじろと見ているのよ？」

　その少女が、苛いら立だたしげな声でそう言った。

「ちょっと料理の腕が立つからって、何か勘かん違ちがいしてるんじゃないの？　本来であれば、あんたみたいな下げ賤せんの身分の人間がわたしの前に立つことは許されないのよ？」

　言い返してやりたい言葉は、いくらでも浮かんだ。

　しかし、迂う闊かつなことを口に出せば、それこそ鞭で叩かれるかもしれない。そう思わせるだけの嫌いやな響きが、その少女の声にはたっぷりと満ち満ちていた。

「……君がこの俺をこんな場所にまで連れてこさせた張本人なのかい？」

　こんな小さな暴君をどのように扱えばよいのかもわからず、俺はなるべくやわらかい語調で、しかしまずは丁てい寧ねい語ごなどは用いずに返事をしてみせた。

　口調に関して文句はなかったようで、少女はただ小こ馬ば鹿かにしきった様子で下した唇くちびるをつきだす。

「今さら何を言っているのやら。……ね、あんたは何者なのよ？　いったいどこの国であんな料理を作る技術を身につけたの？　絶対に、ジェノスの生まれではないわよね？」

「俺の素性を問う前に、君の素性を聞かせてくれないかな。君はいったい何者なんだ？」

「わたしは、リフレイアよ」

　それだけ言えば十分であろうとばかりに、少女――リフレイアはさらにたたみかけてくる。

「あんな味をした料理は、これまで口にしたこともなかったわ。何も変わった材料は使っていないと聞いていたのに、あれは何なの？　いったいどこの土地の料理なの？　見たところ、どこかの国との混血みたいだけど、シム？　ジャガル？　まさか、マヒュドラではないわよね？」

「俺の故郷は、この大陸の外にある島国だよ。国の名前は、日本だ」

　しょうことなしにそう答えると、「渡と来らいの民!?」と、リフレイアは目を見開く。

「そうか、渡来の民だったのね……それなら、見たこともない料理を作れるのも納なつ得とくだわ！　でも、どうして渡来の民がこんな大陸のど真ん中にいるの？　渡来の民なんて、マヒュドラやシムと少しばかり商売をするだけで、すぐ海の外に帰ってしまうものなのでしょう？」

「いや、それは――」

「そもそもキミュスやカロンなんて、セルヴァとジャガルにしかいないんじゃなかったっけ？　それなのに、どうしてあんな料理を作れるの？　あんたみたいな子供が、どうして？　あんたはいったい何者なの？」

　けっきょく最初の質問に戻ってしまった。

　いったいどうしたものだろうと、俺はしばし態勢を整えることにする。

　その間に、室内の様子も少し観察しておくことにした。

　貴族の住居と呼ぶに相応ふさわしい、豪奢な一室である。広さのほうはさほどでもないが、毛足の長い絨毯ばかりでなく、壁にも幾き何か学がく模様のタペストリーが張りつけられており、無骨な煉瓦の壁もほとんど隠されてしまっている。

　少女が横たわっているのはソファベッドのような形状をした長椅子で、普通に座すわれば成人男子が四人ほども並べそうな大きさである。

　そして俺と主人の間には、葡ぶ萄どう酒しゆ色のクロスが敷しかれた長大なる卓たくが置かれており、草かごに積まれた色とりどりの花で飾かざられている。

　さらに部屋の四よ隅すみには、奇き妙みような石像が据すえられていた。装そう飾しよく品ひんであると同時に、魔ま除よけの効能でもあるのだろうか。獅し子しの頭に人間の上半身、そして馬だか鹿しかだかの四し肢しをもあわせ持つ怪かい異いなる半はん獣じゆう神しんの石像である。

　大理石みたいに白くなめらかな光こう沢たくを放つ石材で作られており、それぞれが剣やら槍やりやらを携たずさえて部屋の中央を向いている。くわっと牙きばを剥むいた獅子の形相や、武器をかまえた肩の筋肉、振り上げられた巨きよ大だいな蹄ひづめなどがなかなか荒あら々あらしい鑿のみづかいで彫ほり込まれており、今にも動きだしそうな躍やく動どう感かんが感じられる。

　しかし、それよりも特筆すべきは、その室の照明器具であった。高い天てん井じように巨大なシャンデリアみたいなものが吊り下さげられて、そこから日中の太陽みたいな白い光が部屋の隅すみ々ずみにまで届けられていたのだ。

　直径一メートルはあろうかという、宝ほう冠かんのような形をしたシャンデリアである。俺の故郷であれば、そこまで驚おどろくほどの豪奢さではないが、この世界の文明レベルを考えれば、一いつ驚きように値するであろう。素材はガラスなのか水すい晶しようなのか、何十本となく灯された蝋ろう燭そくの炎が透とう明めいな飾りに乱反射して、陽光のような光を生み出だしている。

　その蝋燭も、何を材料に作られているのか。ほんのりと甘くて優しい香かおりが部屋には満ちている。煙けむりも、ずいぶん少ないようだ。森辺で使われる獣じゆう脂し蝋ろう燭そくよりは、きっと希少で上等な品なのだろう。

「――わたしの質問に答えなさいよ。いったい何をぼけっとしているの？」

　今にも癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせそうな声こわ音ねで、少女リフレイアに急せきたてられる。

「……あまり君の好こう奇き心しんを満たせるような答えはひねり出せそうにないんだよ。俺は気づいたらこの地に放ほうり出されていたという身の上なんだから」

　言葉を選びつつ、俺はそのように答えてみせた。

「だけどとにかく俺の故郷はこの大陸にはなく、その故郷では俺ぐらいの年齢でも料理を作れる人間はたくさんいた。少し物もの珍めずらしく感じられはするだろうけど、それはそれだけのことなんだ」

「……ふうん」

「それで、俺のほうの疑問には答えてもらえないのかな？　いったい君は何者で、どうして俺なんかをこの屋敷に招き寄せたんだい？　しかも、刀で脅おどすなんていう無法なやり方でさ」

　少女は、ぴたりと口を閉ざしてしまった。

　そうして、不満そうに俺の顔をにらみつけてくる。

「そっちの人――」

　と、俺は視線を長椅子のかたわらに陣じん取どった武官のほうに向けなおす。

「そこのあなたが俺を拉ら致ちした実行犯なんだろう？　貴族の館に仕えるあなたが、どうしてそんな無法者みたいな真似をしなくちゃならなかったんだ？」

　これは半分、かまをかけたようなものだった。

　しかし、その人物の図太い体型には見覚えがあったし、そのくぐもった声にも聞き覚えがあったのだ。

　濃こい褐かつ色しよくの髪がもしゃもしゃと渦うず巻まいた、黄おう褐かつ色しよくの肌の西の民である。不健康にむくんだ顔つきで、年齢の見当がつけにくい。ただ、むやみに力は強そうだ。はれぼったいまぶたの下で小さな茶色の瞳を鈍にぶく光らせながら、その男は無言で俺を見返してくる。

「ここの館が誰の持ち物なのかは見当がついている。だけど、その主人は今ジェノスのお城で大事な会議に参加しているはずだ。その人は、君たちがこんな真似をしたっていうことをわきまえているのかい？　その人は、森辺の民と悶もん着ちやくを起こすことは望んでいないはずなんだけれども」

「…………」

「リフレイアって言ったよね。君は――トゥラン伯はく爵しやくサイクレウスの、何なんだ？」

　リフレイアがむくりと起き上がった。

　フリルの塊かたまりみたいなスカートのひだが、シャンデリアの光を受けてきらきらときらめく。

　そして――リフレイアはいきなり地じ団だん駄だを踏み始めた。

「お父様のことなんてどうでもいいでしょ！　お父様はいないんだから、今はわたしがこの館の主なのよ！」

「お父様……君はサイクレウスの娘むすめさんだったのか、リフレイア」

　まあ、もっとも無難な結論である。

　北の民を奴隷として使し役えきしている以上、ここはサイクレウスの館であることに間違いはないが、サイクレウスは現在ジェノス城に詰つめているはずである――という矛む盾じゆん点てんを、これで解きほぐすことができた。また、サイクレウスの娘であるならば、ディアルあたりから俺の店の評判を聞く機会もあったことだろう。

　俺の胸中の疑念は、これであらかた晴らされることになった。

　きっとサイクレウスは、この一件に関かん与よしていないのだ。

　そうでなくては、よりにもよって自分の不在時にこのような真似を許すはずがない。

「うん、大体の事情はわかった気がするよ。……それで君は、俺をどうするつもりなんだ？　俺が料理を作るのに手を抜ぬいたら宿場町での商売を禁ずる、とかいう話であったみたいだけど」

「…………」

「説明した通り、俺は異国生まれの料理人なんだ。自分では精せい一いつ杯ぱいの料理を作ったつもりだけど、この土地の人たちの口に合うかはわからない。それでも、手を抜いたつもりはないよ」

　俺は少なからず毒気を抜かれてしまっていたので、比ひ較かく的てきおだやかな態度でそのように述べることができた。

　ネイルを人ひと質じちに取ったことだけは許しがたいが、それでもこれが甘あまやかされて育った貴族の娘の好奇心だか悪戯いたずら心ごころだかに起因する企たくらみであったのなら、丸く収める道も存在するはずだった。

「褒ほう美びなんて望まないから、俺を家に帰してくれ。それで、今まで通りに商売も続けさせてほしい。――俺が望むのは、それだけだよ。どうか聞き届けてもらえないものかな？」

　リフレイアは、唇を噛んで黙だまりこくってしまった。

　こんな小さな女の子に、俺の店をどうこうできる権限は与えられていないと思うのだが、どうなのだろう。

　だけどまあ、その点については先延ばしでもかまわない。こんな馬ば鹿かげた話で俺の屋台が取とり潰つぶされてしまったら、宿場町ではまた大変な騒さわぎになってしまうはずなのである。五日後にサイクレウスやメルフリードが城から戻ってくれば、改めて交こう渉しようする機会は得られるはずだ。

　だから、家に帰してもらえれば、今はそれでいい。それだけが、俺おれには唯ゆい一いつの望みである。

「……腹立たしい男ね、あんたは」

　やがてリフレイアは、綺き麗れいな形をした眉まゆを険悪に寄せながらそのように言った。

　ちょっと色々と性急に発言しすぎたかなと、俺は居住まいを正す。

　しかし、リフレイアは癇癪を爆発させようとはせずに、無言でそのほっそりとした指先を卓の上にのばした。そこには小さな宝石箱のようなものが載のせられており、リフレイアはその中から銀色に光る小さな金属板を取り出した。

　その金属板が、弧こを描えがいて俺の足もとに放り捨てられる。それはファの家でも何枚か保有されている、ぴかぴかの銀貨であった。一枚で白銅貨百枚分、赤銅貨千枚分の価値を持つ、宿場町ではまず両りよう替がえ屋やでしかお目にかかることのない貨か幣へいである。

「……褒美を取らせる、ということかい？　だけどこれは、いくら何でも大金過ぎるよ」

　ちなみに俺が銀貨一枚分の稼かせぎを得るには、余よ裕ゆうで四日ぐらいはかかる。現在の一日の純利益は、およそ赤銅貨二百五十枚ていどであるのだ。

　それともここは素す直なおに受け取って、迷めい惑わく料りようとしてネイルにでも譲ゆずり渡わたすべきであろうか。

　そんなことを考えていると、リフレイアが険悪な表情のまま言った。

「何を言っているの？　それはあんたの仕事に対する代価よ」

「代価？」

　とりあえず足もとの銀貨を拾いあげながら、俺は首を傾げてみせる。

　褒美と代価で、いったいどういう違ちがいがあるというのだろうか。

「わたしはまだあんたの仕事をそこまで認めたわけじゃない。だから、あんたはその代価に見合った仕事を果たすのよ」

「うん？　いまいち言っている意味が――」

「まずは明日の、日中の軽食ね。それでわたしを満足させることができたら、銀貨をもう一枚あげるわ」

　俺の言葉をかき消すように言い捨てると、リフレイアは突とつ然ぜんきびすを返して俺に背を向けた。

「それじゃあわたしはもう休むから。あんたも明日に備えなさい」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　明日の軽食って何の冗じよう談だんだよ？　納得がいこうといくまいと、俺を家に帰してくれるんじゃなかったのか!?」

　リフレイアは立ち止まり、横目で険のある視線をくれてきた。

「うるさいわね。館の主はわたしなのよ。この館にいる間は、わたしの言葉に従いなさい」

「そんな無法な話はないだろう！　いくら貴族の娘だからって、許されることと許されないことがあるんだぞ！」

　俺は思わず足を踏み出しそうになった。

　が、左右から兵士たちにあっさりと腕をつかまれてしまう。

　しかし、それで黙り込むわけにはいかなかった。

「それじゃあ言わせてもらうけど、こんな真似は君の父親にとっても不利益になるはずなんだ！　君の父親はジェノスの代表者として、森辺の民と色々な交渉をしているんだぞ？　そんな人物の娘である君がこんな真似をしでかしたら、君の父親はたいそうまずい立場に立たされることになるはずだ！」

「……うるさいって言ってるのが聞こえないの？」

「君こそ俺の話をきちんと聞いてくれよ！　話を大きくしたくなかったら、今すぐ俺を解放してくれ！　今ならまだ何とか笑い話で済ませる余地も残ってる！　だけどこれ以上の罪を重ねたら――」

「わたしの父様が、まずい立場に立たされるっていうの？」

　また俺の言葉をさえぎって、リフレイアはそう言った。

　その小さくて造作の整った面には、まるで小こ悪あく魔まみたいな微笑がへばりついていた。

「それはそれで面白おもしろいかもね。五日後に戻ってきたとき、あの人はどんな顔をしてわたしのことを怒るのかしら。何だかそれも楽しみになってきたわ」

「おい、ちょっと――！」

「それじゃあ、期限は五日間ね。父様は五日後の朝方にでも帰ってくるはずだから、その間にわたしを心の底から満足させることのできる料理を作りなさい。そうしたら銀貨をもう一枚あげるし、五日が経たつ前に家に帰してやらなくもないわ」

　そこでリフレイアはいったん言葉を切り、今度は悪戯いたずら小こ僧ぞうのような顔つきになった。

「……ただし、あまりにつまらない料理を作ったら、父様が何と言おうと絶対に宿場町での商売なんてさせてやらないから。それが嫌なら、せいぜい励はげみなさい」

「待ってくれよ、おい！」

　俺の怒ど号ごうは、少女の小さな背中にはねのけられることになった。

　そうして幼き暴君は、ずんぐりむっくりの従者の手によって開かれた奥おくの扉の向こうへと消えていき――俺は左右から兵士に腕をつかまれたまま、罪もなくきらきらと輝かがやく一枚の銀貨を手に、甚じん大だいなる怒いかりに打うち震ふるえることになったのだった。




３




（冗談じゃない！　これ以上こんな茶番につきあっていられるかよ！）

　元の部屋に戻されても、俺の胸に渦巻くのはそんな思いばかりであった。

　これがサイクレウスの関与しない悪わる巧だくみであったらしい、というのは朗報だ。しかし、五日間もこのような館に軟禁されるだなんて、そんな状じよう況きように耐たえられるわけがなかった。

　いったいあのリフレイアという娘は、何を考えているのだろう。ディアルあたりから俺の腕うで前まえを聞きつけて、このような暴挙に出たのであろうか。何億万歩も譲って、そのような暴挙を許したとしても、前言をひるがえして俺を軟禁し続けるというのは、まったく納得がいかなかった。

　父親のサイクレウスとは折り合いが悪いのか何なのか、そのような内情など俺には関係ない。親子喧げん嘩かなど俺のいない場所で好きなだけやってくれ、という心境である。

　とにかく俺は、腹が立って腹が立ってしかたがなかった。そんな怒り心頭の俺におずおずと声をかけてきたのは、お目付け役のシフォン＝チェルだった。

「アスタ様、大だい丈じよう夫ぶですか……？　寝ね酒ざけでもお持ちしましょうか……？」

「いえ、けっこうです」

「それでは、何かお食事でも……館に留まることになったのでしたら、お眠ねむりになる前に何かお召し上がりになったほうが……」

　留まる気など、これっぽっちもない。

　そんな風にわめきたかったが、シフォン＝チェルに罪のある話でもなかった。

「あの、シフォン＝チェルに一つお聞きしたいことがあるのですが」

「はい……何でしょう……？」

「この館には、東の民のような風ふう貌ぼうをした兵士や使用人などは存在しますか？」

「東の民、ですか……？」

　シフォン＝チェルは、困ったように首を傾げる。

　これも答えられない質問なのかなと思ったが、どうやら彼女はその答えを頭の中で探してくれている様子だった。

「どうでしょう……少なくとも、館で暮らす人間にはいなかったように思いますが……」

「ということは、通いの使用人なら、いるかもしれないと？」

「いえ……兵士も使用人も、原則としては敷しき地ち内ないの住居で暮らしておりますので……たとえば料理人の助手の方々などは、みな他ほかにも仕事を持っておられますので、通いとなっておりますが……毒見の際に厨くりやを訪おとずれても、黒き肌はだの民などを見かけたことはございません……」

　そう言って、シフォン＝チェルは逆の方向に首を傾かたむける。

「ただ……主様と商売の話をするために、シムの民が訪れることは珍めずらしくありません……たいていは日の高いうちに帰ってしまいますため、わたくしがそれらのお客人をもてなす機会はありませんでしたが……」

「そうですか。ありがとうございます」

　ならば、サンジュラがこの館の関係者であったとしても、寝ね泊とまりをするような立場ではない、ということだ。

　俺の中で最後に残った疑問が、サンジュラの存在なのである。

　サンジュラが「主人」と呼んでいたのは、サイクレウスのことではなくリフレイアのことであったらしい。しかし、そうだとして、どうしてサンジュラがあのような幼い暴君に仕えることになったのか。

　そして、俺の屋台に近づいてきたのも、けっきょくは何かしらの命令があってのことであったのか。彼かれが見せていたあの微笑みややわらかい物もの腰ごしなども、すべては俺を油断させるための小こ芝しば居いであったのか。そのように考えると、俺は信用していた相手に裏切られた怒りや虚むなしさで、いっそう心をかき乱されてしまうのだった。

（……だけど今は、そんなことを思おもい悩なやんでる場合じゃない）

　俺は大きく頭を振ふって、雑念を外に追おい払はらった。

「シフォン＝チェル、あなたを信用して、もう一つお尋たずねしたいのですが」

「はい……何でしょう……？」

「今から俺は、この屋敷を逃げ出そうと思っています。それをあなたに見み逃のがしていただくわけにはいきませんか？」

　このようなことを問うのは、筋すじ違ちがいであるとわかりきっている。彼女が俺の想像に反して、主人に対する忠義の心というやつを備え持っていたならば、この時点で俺の目もく論ろ見みも台無しになってしまうのだ。

　しかし、俺が逃走するには同じ部屋にこもっているこの娘さんを何とかしなくてはならなかったし、また、扉とびら一枚を隔へだてて俺を見張っているであろう兵士たちに気づかれぬよう彼女を制圧する自信などは、ひとかけらとして持ち合わせていなかった。

「それは……わたくしが何をするまでもなく、不可能な話です……この館は、とても大勢の兵士に警護されているのですよ……？」

　さして驚いた風でもなく、シフォン＝チェルはそのように述べてきた。

「俺も成功する可能性は低いのだろうなと思っています。それで失敗してしまったら、やっぱり俺は生命を落とすことにもなりかねないのでしょうかね？」

「いえ……生命を奪うばうなどという、そんな恐おそろしい真似ができるはずはございません……リフレイア様は、まだ十歳のお若さであられるのですから……」

「だけど何度も言っている通り、俺は刀で脅されてこのような場所にまでさらわれてきたのですよ。それを命じたのは、あのお姫様なのでしょう？」

「たとえそうだとしても、リフレイア様はただアスタ様をお招きするように命じただけなのだと思います……それでどうしてそのように手て荒あらな手段になってしまったのかは、わたくしにはわかりかねますが……」

　あの少女のかたわらに控ひかえていた、鈍どん牛ぎゆうのような武官の姿を思い出す。主人の命令にあのような形で応じたのは、あの男の独断であったのだろうか。

「それじゃあ、失敗しても革かわ鞭むちをくらうぐらいの罰ばつで済むのでしょうかね。だったら俺も勇気を振り絞しぼれそうなんですが」

「アスタ様……それは危険です……」

　と、シフォン＝チェルはまた寝台に腰を下ろし、俺の腕に取りすがってきた。しかし動どう揺ようしている様子はなく、どちらかというと聞き分けのない子供をあやすような表情である。

「革鞭の罰とは、それほど生易しいものではありません……幸いなことに、わたくしは数えるほどしかこの身にそれを受けたことはありませんが……あれは、生きていることをあきらめたくなるような痛みでありました……」

「――そうですか」

「……わたくしの背中を、ご覧になりますか……？」

「いえ、けっこうです」

　さまざまな感情に心をかき乱されつつ、俺はシフォン＝チェルから身を遠ざける。

「それでも黙ってこんな運命を受け入れる心持ちにはなれないんですよ。協力をしろとは言えませんが、何とかあなたに見逃してもらうことはできませんか？」

「……どうしてそうまでして、危険なことを……？　五日の日が経たてば、そのような真似をせずとも家に戻れるのではないのですか……？」

「その言葉を完全に信じきれるわけでもないですからね。本当のご主人が城から戻ってきて、娘の不始末を知ることになったとき、俺の存在を闇やみから闇へと葬ほうむり去さろうとする可能性は、ゼロではないと思います」

　この言葉は、切なげな微び笑しようと沈ちん黙もくによって報むくわれることになった。彼女にしても、サイクレウスがそのような真似をするはずがない、とは言いきれなかったのであろう。

　俺の抱だいているサイクレウスの人物像に、やはりそれほどの間違いはなかったようだ。まったくもって、心の温まる話である。

「だったら、たとえ無む謀ぼうでも生命をかけて運命を打ち破る努力をするべきかなと思ったんですよ。……見逃していただけますか？」

「はあ……ですが、扉には外から鍵かぎをかけられておりますし、寝ずの番ばんで兵士にも見張られているはずですよ……？」

「そうでしょうね。ですから、逃げるとしたら窓からだなと考えていました」

　衝立の向こうに大きな窓が存在することは、さきほど確かく認にんしておいた。なおかつそこには、しっかりとした生き地じで作られたカーテンめいたものが掛かけられていた。この部屋は二階に位置しているが、死ぬ気でかかればそのカーテンを利用して壁伝いに下りることは可能であろう。

「もしも見逃してもらえるのならば、申し訳ないのですがあなたの腕うでを縛しばって、俺が力ずくで逃げていったような体てい裁さいを整えていこうと思っています。――だけど、それでもあなたが鞭で打たれてしまうような危険性はあるのでしょうか？」

「まあ……ご自分の身を危険にさらそうというときに、そのようなことにまで考えを巡めぐらせておられるのですか……？」

　シフォン＝チェルは、楽しそうにも見える表情で微笑する。

「それでわたくしが鞭で打たれることになっても、それはしかたのないことです……その点においては、何も気になさる必要はございません……」

「だったら――あなたも一いつ緒しよに逃げませんか？」

　俺はいったん引いた身をシフォン＝チェルのほうに戻す。

「こんなことをそそのかすのは、本当はよくないことかもしれませんが……どうせ鞭で打たれるなら、わずかな可能性にかけてみませんか？」

「いえ……アスタ様のお立場と異なり、わたくしが逃げ出そうとしてそれに失敗すれば、間違いなく首を刎はねられるでしょう……リフレイア様にではなく、五日後に戻られる主様に……」

「そうですか……」

　俺はやはり奴ど隷れい制度というものに対しての認にん識しきが甘かったらしい。きっとシフォン＝チェルにも、とんだ大馬鹿者だと思われていることだろう。

「そこまでアスタ様のお気持ちが固まっておられるのでしたら、わたくしもお引き止めすることはできません……どうぞお望みのまま、自分の道をお進みください……わたくしはこの場に留とどまって、その試みが成功することを祈いのっております……」

「だけど、それではあなたが鞭で打たれることにもなりかねないのですよね？」

「そのようなことは、お気になさらないでください……ただ、アスタ様が五日間もこの館に留まられると聞き、少し心を浮きたたせてしまっていたので……それだけが、少し心残りです……」

　そう言って、シフォン＝チェルはまた微笑んだ。

　内心の読めない、妖よう精せいのような微笑み方だった。

「本当に、アスタ様は不思議な御お方かたです……南や東の民たみであれば、わたくしなどの身に情けをかけてくださる御方もいらっしゃいますが、それでもアスタ様ほど親身になってくださる御方は、さすがにいなかったように思います……」

「それはきっと、俺が奴隷制度なんか存在しない国からやってきた人間だからなのでしょう。――それに俺は、森辺の民でもありますからね。森辺の民は、神を乗のり換かえたことで迫はく害がいされることになった一族なんです。北と西の確かく執しつについては今ひとつ理解が及んでいませんけど、少なくとも出自が原因で人間が差別されるなんて、俺にはとうてい許せる話だとは思えないんですよ」

　シフォン＝チェルは、同じ表情のまま「そうですか……」と、つぶやいた。その胸に満ちているのは諦てい観かんなのか、達観なのか、俺には判別のしようもない。

「それじゃあ申し訳ありませんけど、俺は無謀な脱だつ出しゆつ劇げきに挑いどませてもらいます。どうしても無理そうなら、見張りの連中に見つかる前に戻もどってきますから――そうしたら、あなたも鞭で打たれずに済みますね」

「……わたくしは、アスタ様の道が開けることを祈っております……」

　シフォン＝チェルはそのように言うが、彼女を置き去りにして自分だけが逃とう亡ぼうしようというのだから、俺は相当な罪悪感を抱かかえ込むことになった。成功する見込みもほとんど存在しないのだから、なおさらだ。

　しかしそれでも、俺はこのまま大人しく布ふ団とんをかぶって寝ねてしまうような気持ちにはなれなかった。リフレイアの言い分はあまりにも一方的であったし、また、五日後に丸く収まるという保証もない。ならば、あがけるだけはあがくしかなかった。

「……本当にお手伝いはよろしいのですか……？」

「はい！　頼たのむから覗のぞいたりしないでくださいね？」

　まずはシフォン＝チェルに頼んでこの部屋に届けてもらっていた元の服へと着替えを済ませる。自前の白いＴシャツとデッキシューズ、アイ＝ファからもらい受けた胴どう衣いと腰こしあて――それに、いいかげんにヨレてきた白タオルも頭に巻きつければ、フォームチェンジも完かん了りようだ。無む理り矢や理りこの部屋まで持ち帰らせられたぴかぴかの銀貨は、脱ぬいだ服の上に置いていくことにした。

　お次は脱だつ出しゆつのための下準備である。

　屏びよう風ぶの裏に回り込み、窓からカーテンを取り外す。そいつを歯と指で苦労をしながら縦に引ひき裂さき、強度を確かめつつ結び合わせていくのだ。二つの窓から三枚のカーテンを取り外すと、十分な長さを持つロープの代用品をこしらえることができた。

　そして、余った布でシフォン＝チェルの腕を縛らせていただく。これがまた、とてつもない罪悪感を喚かん起きされる作業であった。

　ここで一声、扉の外の兵士たちに救助を求めれば、シフォン＝チェルが鞭で打たれる危険性もなくなるのだが、彼女がそのような真似に及およぶことはなかった。

「口もとにも拘こう束そくをお願いいたします……それで気を失ったふりをしていれば、わたくしもそれほどの罪には問われないでしょう……」

　言われた通りの処置をして、シフォン＝チェルには屏風の裏に据えてあった自分の寝しん台だいに横たわってもらう。最後にそちらにうなずきかけてから、俺はランタンの火を消して、窓の一つを大きく開け放った。

　外界は、闇に沈しずんでしまっている。かろうじて月や星は浮かんでいるが、世界はどこまでも暗い。しかしまた、それは目の届く限り、明かりを携えた歩ほ哨しようなどが巡じゆん回かいしている恐れもない、ということであった。

　明るい内に確認しておけば良かったのだが、そこには広大なる中庭が広がっているそうなのである。それを直進していけば、やがて敷しき地ちを取り囲む石いし塀べいに突つき当あたる、という。石塀に囲まれた城下町の中で、この館やかたはさらなる石塀で守られているのだ。

　仮に警護の者たちに見つからなくても、その石塀を登る手段は存在しないのかもしれない。また、その石塀を乗り越こえられたところで、そこに広がるのは未知なる城下町だ。

　通行証も持たない身で、城下町を出ることはできるのか。それすらもわからぬまま挑む逃とう避ひ行こうなのである。成功の確率は、皆かい無むといってもいいぐらいかもしれない。失敗すれば、運が良くても鞭むち叩たたきの刑けいだ。自分がどれほど馬鹿げたことに挑もうとしているのか、それを思って気持ちが萎なえてしまう前に、俺は手製のロープを寝台の足に結びつけた。

　身を乗り出して左右を見回してみても、他の部屋の窓は固く閉ざされたままである。それを確認してから、俺はロープの逆の先せん端たんを窓の下に放り捨てた。

（よし、行くぞ）

　時ならぬロッククライミングである。

　地面までの距きよ離りは、およそ四メートル。落ちても、死ぬような高さではない。ただし下は石いし畳だたみなので、骨折ぐらいはするかもしれない。森辺の過か酷こくな生活で獲かく得とくした自分の腕わん力りよくを信じつつ、俺は窓の外へと移動した。

　全体重をかけられて、ロープがぎゅうっと乾かわいた音を鳴らす。壁へき面めんに足をかけて、俺はゆっくり、慎しん重ちように身体を下ろしていく。

　すぐに両りよう腕うでがぷるぷると震え始めた。とても心地ここち好よい夜風が吹ふいているのに、全身から汗あせがふきだしてくる。こんなことなら、確かにしっかりとカロリーを補ほ充じゆうしておくべきであった。

　しかしそれでも、誰だれかに発見されることもなく、手をすべらせてしまうこともなく、途と中ちゆうで力つきることもなく、俺はロッククライミングを成功させて、固い大地をしっかりと踏ふみしめることができた。

　暗がりの中で膝ひざをつき、まずは呼吸を整える。

　世界は、青っぽい闇に包まれていた。目がなれてくると、辺りの様子もぼんやりと見えてくる。石畳が敷かれているのは建物の周囲だけで、五メートルほど先からは、短く刈かりこまれた芝しば生ふのような地面が広がっているようだった。

（やっぱりどこにも明かりは見えないな。この中庭はどこまで広がってるんだろう）

　何にせよ、明かりがない限りは見張りの目も存在しないはずだ。もしかしたら、警護兵などというものは敷地の内側ではなく外側にこそ目を向けているものなのかもしれない。

　そんなことを考えながら、いよいよ俺が足を踏み出そうとしたとき――一メートルと離はなれていない箇か所しよに設置されていた板張りの窓が、キイッと音をたてながら開き始めた。

　俺は大あわてで壁かべにへばりつく。ようやく静まりかけていた心臓が、また盛大にビートを刻み始めた。

　これは単なる偶ぐう然ぜんか、それとも知らぬ内に俺が物音でもたててしまっていたのか――何にせよ、窓を開けた何者かが顔を出したりしないよう、俺は心中で必死に祈ることになった。

　そんな願いもむなしく、やがてそこからは少女の白い横顔が覗いた。

　リフレイアではない。もっと年長の、しかしまだ若い女の子だ。

　その横顔の秀しゆう麗れいさに、俺はまた驚いてしまう。

　なんて綺麗な顔立ちをした少女であろうか。鼻筋は細いがすっと形よく通っており、下した顎あごから頬ほおまでの線がとてもなめらかである。

　それに、とても真っ白な肌をしている。リフレイアも色は白かったが、それとは比ひ較かくにならぬほどの、透すき通とおるような肌であった。月の光の青白さと相まって、まるでガラスの彫ちよう刻こくみたいな風ふ情ぜいである。

　その白く秀ひいでた額には、褐色の前まえ髪がみがゆるくかかっている。こちらに向けているのは左の横顔で、そのこめかみには銀色に光る瀟しよう洒しやな髪かみ飾かざりが留められていた。

　窓の桟さんに手をかけて、かなり前のめりに身を乗り出している。その身に纏まとっているのは、淡い色合いをした薄うす物ものの夜着であるようだ。

　髪が短いので、首筋の白さまで見てとれる。

　天使のように端整な容姿をした少女であった。

　ただしその目は憂うれいを含ふくみ、夜の闇を切なげに見つめている。

　その、つくりものみたいに形のいい唇が、ふうっと小さく息をつき――そしてその顔が、室内に引っ込められる過程で、ごく何気なく俺のほうを見た。

　繊せん細さいな睫まつ毛げに彩いろどられた大きな瞳ひとみが、驚きよう愕がくに見開かれる。

「――アスタ！　こんなところで、何やってんの!?」

　俺のほうこそが、愕がく然ぜんとすることになった。
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　一いつ瞬しゆん前まで天使の彫ちよう像ぞうのごとき静せい謐ひつさを保っていたその顔が、人間らしい表情を得て、いきなり見知った女の子の顔へと変へん貌ぼうを遂とげたのである。

「ディ……ディアル？　君だったのか……」

　驚きのあまり立ちすくんでしまう俺の目の前で、ディアルは慌あわただしく周囲の闇に視線を巡らせた。その顔に、今度は焦しよう燥そうの表情が浮かんでくる。

「何でもいいや！　とにかく早くこっちに来て！　そんなところに突っ立たってたら、この館の番犬に噛かみ殺ころされちゃうよ！」

「ば、番犬？」

「そう！　この中庭は夜に番犬を放つから絶対に外には出るなって言われてるんだよ！　あ、犬ってわからないかな？　南にはけっこう普ふ通つうにいるんだけど――いいから、早く来て！」

　俺はディアル以上に困こん惑わくしながら、ほとんど無意識の内にそちらへと足を踏み出していた。そうして襟えり首くびをつかまれて、薄うす明あかるい屋内へと引きずり込まれてしまう。

「ああ、驚いた……あんまりびっくりさせないでよ！　どうしてアスタがこんなところにいるのさ！」

　そんな風にわめいてから、ディアルはいきなり自分の口に両手で蓋ふたをした。それと同時に、回かい廊ろうとは別の側にある扉が外から叩たたかれる。

「ディアル様、何か仰おつしやいましたか？」

　それもまたちょっと懐なつかしい、ディアルの従者ラービスの声であった。

「何でもないよ！　独り言！　明日も朝から仕事なんだから、さっさと寝ちゃったほうがいいよー？」

「……ディアル様も、よき夢を」

　感情を覗かせないぶっきらぼうな声で告げ、ラービスは沈黙する。

　どうやらこの部屋は別室と扉で通じ合っており、ラービスにはその別室が当てがわれているらしい。

「ディアル……やっぱり君もこの館に滞たい在ざいしてたんだね」

「やっぱりってどういうこと？　アスタのほうこそ、何で城下町なんかにいるのさ？」

　おしひそめた声で言いながら、ディアルはそっと窓を閉ざした。

　それから、「あっ」とまた驚いた表情を作る。

「あのさ、もしかしてなんだけど――さっき僕ぼくたちが食べさせられたあの料理って、アスタが作ったものなんじゃないの？」

「ああ、うん、カロンの乳で作ったキミュスの肉の料理だね？　それなら、俺が作った料理だよ」

「やっぱりかあ。あれ、すっごく美味おいしかったんだよねー」

　言いながら、ディアルは満面に笑えみをひろげた。今度は別の意味で天使のように見えてしまう。

「それで、すっごく美味しい料理を食べさせられたもんだから、何だかアスタのことを思い出しちゃってさ。アスタは元気にやってるかな、今ごろはもう寝ちゃってるかな、とか思いながら窓を開けてぼんやりしてたら、当のアスタが突っ立ってるんだもん！　僕、死ぬほどびっくりしちゃったよ！」

　それではさきほどのディアルは、俺のことを考えながら、あのように切なげな眼まな差ざしをしていたのか。何だか無む性しように気き恥はずかしくなってきてしまう。

　それに、屋内にはランタンの火が灯ともされていたために、ディアルの姿もはっきりと見て取ることができた。濃のう淡たんまだらの不思議な髪かみの色合いや、翡ひ翠すいみたいに綺麗な瞳の輝きや――そして、普ふ段だんとはまったく異なるその身の装よそおいも、あますところなく俺にさらされることになった。

　やはり薄物の、夜着姿だ。襟えりもとと袖そで口ぐちにささやかなフリルのような飾りが織りこまれているだけで、あとはシンプルなデザインの貫かん頭とう衣い――というか、ワンピースのようなデザインである。

　丈たけは膝の少し上ぐらいで、それこそびっくりするぐらい白い足が惜おしげもなく俺の前にさらされてしまっている。あとは銀色の髪飾りで前髪をおさえて、少しばかり額を出しているだけであるのに、ディアルは別人みたいに可愛かわいらしく見えてしまった。

　いや、可愛いだけなら最初から抜ばつ群ぐんに可愛かったのだ。だからそうではなく、ディアルはこれ以上ないぐらい女の子っぽく可か憐れんに見えてしまった。こんな可愛らしい女の子をどうして最初は男の子と勘かん違ちがいしてしまったのか、自分の目の節穴っぷりを改めて痛感させられてしまう。

「――で？　アスタはどうしてこの館で料理を作ることになっちゃったの？　森辺の民は城下町の人間と折り合いが悪いっていう話じゃなかったっけ？」

　いつまでもこの場に留まるのは危険であるように思えたが、これは地じ獄ごくで仏ともいうべき邂かい逅こうであった。よって俺も、なるべく手短に要点だけをおさえて事情を説明することにした。

「へえ？」「本当に？」「うわー」と、いちいち万まん華げ鏡きようみたいに表情を変化させながら、ディアルは最後まで話を聞いてくれた。

「じゃあ……それってつまり、僕があのリフレイアにアスタの料理を自じ慢まんしちゃったのがそもそもの原因ってことだよね？」

　と、最終的には悲しみの表情を浮うかべるディアルである。

「本当にごめん……やっぱり僕って、アスタに災さい厄やくをもたらす巡り合あわせなのかな……」

「そんなことないよ。俺にとっての災厄は、あの栗くり色いろの髪をした小さなお姫ひめ様さまさ。彼かの女じよが人並みの倫りん理り観かんを持ち合わせていたら、絶対こんなことにはなっていなかったはずなんだから」

　子犬のようにしょげてしまうディアルの姿が、この夜はいつも以上に見ていられなかった。

「だけどさ、リフレイアはきっと予想以上にアスタの料理が美味しかったもんだから、きっとムキになっちゃったんだと思うよ？」

「ムキになった？　って、どういう意味だい？」

「うん、実はね、カロンの乳とキミュスの肉で作られた料理ってのは二種類用意されてたんだよ。それでリフレイアは、どっちの皿の料理が上等かを食べ比べてほしいとか言ってたのさ」

　ますます申し訳なさそうな顔になりながら、ディアルはそう言った。

「だからきっと、もう一方の皿はこの館の料理人が作った料理だったんだろうね。カロンの乾かん酪らくも使ったなかなか美味しいキミュス肉の煮に付つけだったんだけど、いっぱい野菜の入った汁しる物もの料理のほうが圧あつ倒とう的てきに美味おいしくって――あの汁物料理のほうがアスタの料理だったんでしょ？」

「うん」

「そうだと思った！　すっごく不思議な料理だったもん！　……でね、そうとも知らずに、僕も父さんもこっちの汁物のほうが断然美味うまい！　さすがは料理自慢の館だね！　って、さんざんはしゃいじゃったのさ。だから、それがリフレイアには面白くなかったんだと思う」

　俺の作った三人前の料理は、リフレイアと、ディアルと、ディアルの父親の胃い袋ぶくろに収まったということらしい。ディアルの父親はジャガルから訪れた鉄具屋の主人で、サイクレウスには大事な商売相手としてもてなされているそうなのである。

　それはともかくとして、まだまだ釈しやく然ぜんとしない部分は残っていた。

「わざわざ力ずくでさらってきた料理人のほうが上出来な料理を作ったら、それが気に食わないっていうことになってしまうのかい？　今ひとつ筋道がわからないのだけれども」

「いや、リフレイアはそこまで上等な料理が出てくるとは思っていなかったはずなんだよ。だって、あの娘は宿場町の料理人が作る料理なんてまともな人間の食べるものじゃないって、ずーっと言い張ってたんだから」

　確かにディアルは、以前にもそのようなことを言っていた。だからそれを見返すために、俺の料理を城下町に持ち帰りたいのだ、と願われたこともある。

「今にして思えば、その味比べのあたりからリフレイアはすっごく不ふ機き嫌げんそうな顔をしてたんだよ。きっとあの娘は僕たちがもう一方の料理を絶賛するのを期待してて、それでその後にアスタを部屋に呼びつけて、僕と一緒に恥はじをかかせてやろうとしてたんだと思う」

「うわー、陰いん険けんなやり口だね！」

「陰険っていうか、負まけず嫌ぎらいなんだよ。……うん、僕も同じぐらい負けず嫌いだから、リフレイアもこんな馬鹿な真似まねをしでかしちゃったんだろうけど……」

「ディアルが気にする必要はないってば。――でも、それでどうして俺は引き続き幽ゆう閉へいされることになってしまったんだろう？　まさか、俺が負けるまで味比べを続けさせようってつもりなのかなあ？」

「うーん、どうだろう。味比べとか関係なく、リフレイアもアスタの料理が気に入っちゃっただけなんじゃないかなあ。リフレイア自身も、アスタの料理をものすごい勢いで食べてたもん。こう、怒おこった顔つきで眉を吊つり上あげながらさ」

　親が親なら子も子というわけか。まったくとんでもない相手に腕を見込まれてしまったものである。

「それじゃあやっぱり、あの娘の父親はこの一件に関与していないんだね？　というか、邪じや魔まな父親が留守にしたからこそ、こんな馬鹿げた真似に踏み切きったっていうことなのかな？」

「うん、きっとそうだろうね。僕がアスタのことを話してるとき、じーさまのほうは関心もなさそうににやにやしてただけだもん。あのじーさまがいたら、絶対リフレイアにそんな馬鹿な真似はさせなかっただろうし」

　そんな風に答えてから、ディアルはずいっと俺のほうに顔を寄せてきた。

「それで、アスタはリフレイアの言い分に納なつ得とくがいかなかったから、力ずくで逃にげだそうとしてたわけだね？」

「うん。無謀だろうとは思っていたけどね」

「無謀だよ！　さっきも言った通り、中庭には番犬が放されてるし、館を取り囲む石塀はこーんなに高いんだし――それに、番犬だけじゃなく衛兵だって石塀のそばを見回ってるはずだよ。何せここは、ジェノスでも一、二を争あらそう貴族の館なんだからさ」

「うん……」

「で、仮に脱出できたところで、城下町からは出られないからね。夜の間は跳はね橋ばしが上げられていて出入りはできないし、昼間は昼間で通行証が必要になっちゃうし。そこを無理に通ろうとしたら、それこそ罪人扱あつかいされちゃうんじゃない？」

　まったく万ばん事じ休きゆうすのようである。

　俺はがっくりと肩かたを落とし、それを見たディアルが心配そうに眉を曇くもらせる。

「僕のせいでごめんね、アスタ。……だけどさ、やっぱりアスタの腕前は城下町の料理人にも負けてなかったんだよ！　いっそのこと、このままこの屋や敷しきのお抱え料理人になっちゃえば？　そうしたら、一生遊んで暮らせるぐらいの銀貨や金貨を稼かせげるはずだよ？」

「それは無理だよ。こんな真似をしでかす人間に仕えるなんて冗談じゃないし、そうでなくっても俺は森辺を捨てる気はないんだ」

「そっかー。だけど、アスタの腕をこのまま宿場町に埋うもれさせちゃうのはもったいない気もするなあ……」

　ディアルはとても残念そうな顔をしていた。商売人として、都で一ひと旗はた揚あげるというのは、やっぱり栄えい誉よなことであるのだろう。

　その価値観を否定する気はないが、やっぱり俺は大衆食堂で育ってきた身なのである。貴族を相手にするよりは、町の人々に料理を作っていきたいと思う。たとえ相手が真っ当な貴族であっても、お抱えの料理人なんてまっぴら御ご免めんであった。

「ねえ、ディアル、君のほうからリフレイアを説得してもらうことはできないかな？　とにかく俺は、一刻も早く森辺の家に帰りたいんだよ」

「いや、それは無理だよ。リフレイアが僕の言うことなんて聞くはずもないし……というか、僕が口をはさんだりしたら、ますますムキになっちゃうんじゃないかなあ」

「それじゃあ、宿場町の誰かにこのことを伝えてもらえないかな。俺が商売をしている宿屋の人たちに伝えてもらえれば、森辺のみんなにも話は伝わると思うんだ」

「うーん、しばらくは忙いそがしくて、城下町を出られそうにないんだよねえ。あの伯はく爵しやくのじーさまがいない内に商売の手を広げられるだけ広げようって、父さんはすっごくはりきっちゃってるんだ。――何となく、あのじーさまだけを頼たよりにするのは危険だなって父さんも感じてるみたいなんだよね」

「それは正しい選せん択たくだと思うよ。でも、宿場町の誰かに一言伝えるだけでいいんだ。俺はとにかく、何の事情もわかっていないはずの家族や仲間たちを安心させてあげたいんだよ」

「家族って、あの金色の髪をした意地悪な女でしょ？」

　と、ディアルは頬をふくらませる。

　が、すぐにそれはしぼませて、また申し訳なさそうな表情を作った。

「まあそれは抜ぬきにしても、やっぱり難しいかな……父さんに事情を話しても、森辺の民なんかに肩かた入いれして貴族を敵に回すなんてとんでもない、とか言われるだけだろうし……で、僕の通行証は父さんに取り上げられちゃってるんだよね」

「そうか……」

　俺は、ディアルの従者であるラービスのことを思い出だしていた。主人のディアルがこれほど友好的な態度になっても、彼は頑かたくなに非友好的な態度を崩くずそうとはしなかったのだった。

　本来、ジャガルの民にとって森辺の民というのは、南方神を捨てた裏切りの一族であるのだ。宿場町での商売を通じて知り合った人々は友好的に接してくれるようになったものの、そうでなければ彼らだって森辺の民を忌き避ひしたり軽けい蔑べつしていたりする立場なのだった。

「でも、わざわざ宿場町まで出向く必要はないんじゃない？　明日にでも父さんの目を盗ぬすんで、僕が城下町の衛兵たちにこのことをぶちまけてきてあげるよ！　貴族だろうと何だろうと、こんなのはれっきとした人さらいの罪なんだから！」

「いや、だけど、城下町の衛兵ってのも、けっきょくは護民兵団なんだろう？　近この衛え兵へい団だんではないはずだよね？」

「んー？　西のことはよくわかんないけど、近衛兵ってのは城を守る兵士のことでしょ？　城下町でも宿場町でも、衛兵は衛兵だよ」

　それでは、駄だ目めだ。護民兵団の長は、サイクレウスの実じつ弟ていなのである。リフレイアの不始末がその人物の耳に入ってしまったら、それこそ全力で闇から闇へと葬り去られてしまいそうだった。

「森辺の民は、護民兵団と特に折り合いが悪いんだよ。申し訳ないけど、城下町の民にこの状況を打ち明けるのはやめてほしい」

「えー？　でも……アスタが番犬に噛み殺されるなんて、僕は絶対にやだよ？」

　と、ディアルが切せつ迫ぱくした面おも持もちで俺おれの手をぎゅっと握にぎってきた。力のこもった、温かい手だ。

「俺も無む駄だ死じにする気はないよ。……だけどそれじゃあ、こっちから打てる手は何もないってことか……」

　宿場町では、きっと小さからぬ騒さわぎが巻き起こっているはずだ。しかし現状では、サイクレウスの関係者が俺をさらったのだという証しよう拠こは、宿場町に存在しない。この状態では、森辺の民やザッシュマたちも、動きようがないのではないだろうか。

「やっぱり僕じゃあ何の役にも立てないのかなあ……僕さえいなければ、アスタもこんな目にはあわなかったはずなのに……」

　感情ゆたかなディアルの瞳が、うるうると潤うるんでいた。

　俺は気力を振り絞り、何とかそちらに笑いかけてみせる。

「もしも仕事の手が空いて、森辺の仲間たちにこのことを伝えてもらえたら、俺にはそれが一番ありがたいよ。この城下町でそんなことを頼めるのは、ディアルしかいないんだから」

「わかったよ。時間が取れたら、絶対にその約束は果たしてみせるから！」

　どうやらまたディアルの声が大きくなりすぎたらしく、扉がひかえめに叩かれた。

「ディアル様、いったいどうなさったのですか……？」

「寝ね言ごとだよ！」

「……左様ですか」

　そろそろこの密会も限界かもしれない。

　それに、俺の部屋からはまだ脱出用のロープが下げられたままなのだ。何者かにそれを気づかれたら、シフォン＝チェルが無意味に鞭で打たれることになってしまう。

「それじゃあ俺は部屋に戻るよ。いろいろ話を聞かせてくれてありがとう」

「あ、ちょっと待って！　最後に一つだけ――あの、リフレイアって娘むすめのことなんだけど……」

　と、ディアルはかなり言いにくそうな様子で目を伏ふせたが、やがて決然として言った。

「僕も本当は貴族なんて大だいッ嫌きらいなんだよ。商売じゃなきゃ、あんな連中とは関かかわりたくもないって思ってる。でも、あの娘のことはそんなに嫌いになれないんだよね」

「へえ？　そうなのかい？」

「うん。何かあの娘は、自分が貴族であることをちっとも幸福だとは思ってないみたいだからさ。父親は仕事と美食にかまけて全然相手をしてあげてないし、それでいて昼間は勉強だのお稽けい古こだので遊ぶひまもないみたいだし――あの娘もね、父親とは全然違ちがう意味で、美味しい料理ぐらいしか一日の楽しみがないみたいに見えるんだよ」

　癇かん癪しやくもちの、幼き暴君。彼女があのような人間に育つのには、やっぱりそれ相応の理由が存在する、ということらしい。

「あのリフレイアって娘には、父親以外の家族はいないのかい？　トゥラン伯はく爵しやく家けってのは、ジェノスで一、二を争う大貴族なんだろう？」

「うーん、そりゃあ血族なんかは山ほどいるんだろうけどね。この屋敷で暮らしているのは、リフレイアとじーさまだけだよ。あとは使用人とか兵士ばっかりさ。僕や父さんみたいな客人がいなかったら、あの娘には気軽におしゃべりをする相手すら存在しないんじゃないかなあ」

「なるほど……」

「だから、こんな真似をしでかして父親に怒られることになっても全然かまわない――それで少しでも自分のことを気にかけてくれるなら嬉うれしいぐらいだ、とか思っちゃってるんじゃないのかな、あの娘は」

「そうなのか。それはまあ――こんな状じよう況きようじゃなければ同情してあげたいような話だけどね」

　しかしそれでは、俺の拳こぶしの振り下おろす場所がなくなってしまう。

　やっぱり俺は、貴族の親子喧嘩に巻き込まれただけの立場であったのだろうか。

「それに、アスタをこんな目にあわせたのも許せないけどさ、あの娘自身はアスタがそれを不満に思うだなんて夢にも考えていなかったんだと思う。この屋敷に料理人として迎むかえられるってのは、そりゃあ栄誉なことらしいからさ。それなのに、どうしてこいつは感謝しないんだ！　ぐらいに考えてるんだと思うよ」

「うーん、それは見解の相そう違いとしか言いようがないね」

「あと、きちんと言葉で頼み込むんじゃなく、力ずくで連れてきたってのは――たぶん、リフレイアじゃなくムスルの仕業だと思うんだよね」

「ムスル？」

「リフレイアに会ったんなら、ムスルとも会ってるでしょ？　こう、カロンみたいにでっぷりとした褐かつ色しよくの髪の武官だよ」

「ああ、あいつか。うん、俺をさらった実行犯はあの男なんだろうと思うよ」

「やっぱりね！　あいつはリフレイアが生まれた頃ころからつきっきりで護衛をまかされてるらしくてさ。忠義っていえば聞こえはいいけど、リフレイアのためならどんな悪さでもしでかしそうな、おっかない部分があるんだよね。僕とリフレイアが口喧嘩してたときも、危あやうく殴られそうになっちゃったもん。もちろんラービスが止めてくれたけどさ」

「……なるほどね。わがまま放題のお姫様と、それに盲もう従じゆうするお付きの武官っていう構図なわけか」

　どうにも、ぞっとしない組み合わせである。

　ただ、やっぱりそこにサンジュラがどう関わってくるのかがわからない。

　それでも、一つだけはっきりした。やっぱり、鍵となるのは、あのムスルという男なのだ。

　ネイルはたぶん、客を装よそおって《玄げん翁おう亭てい》に上がり込んだムスルの素す顔がおを見ている。城下町にこもっていれば、面通しをされる恐れもないとタカをくくっているのかもしれないが、何とかその件をザッシュマにでも伝えることができれば、メルフリードを動かすことも可能であろう。

「それじゃあ、ディアル、もしも宿場町に出られる機会があったら、そのムスルって男の件も伝えてもらえるかな？　そうすれば、俺の同どう胞ほうたちがそいつを罪人として告発できるかもしれない」

「わかった。約束するよ。……それで、リフレイアのほうはどうしよう？　次にあの娘の顔を見たら、僕は頭ごなしに怒ど鳴なりつけたくなっちゃうと思うんだけど」

「いや、それは危険だよ。俺とディアルがこうして顔をあわせたってことも、絶対に悟さとられないほうがいい」

「うーん、だけどあの娘はたぶんその内、アスタのことを僕に自慢してくると思うよ？　お前のお気に入りの料理人を手に入れてやった！　とか言ってさ」

「え？　そんなことをしたら、人さらいの罪も露ろ見けんしちゃうじゃないか？」

「そこは隠かくして、銀貨で雇やとったとか何とか言うんじゃない？　あの娘の性格からして、とにかく黙だまっていられるわけがないもん」

　何と向こう見ずで、破は綻たんした娘であろうか。

　それはこちらのつけいるスキになるのかどうか――今のところは、悪い方向にばかり働いてしまっている気がする。

「その場合は、適当に話を合わせておいてもらえると助かる、かな……俺はとにかく、宿場町への伝言役を果たしてもらうことが一番ありがたいんだよ。そのためには、なるべく警けい戒かいされないほうがいいと思う」

「うー、わかった。何とか我が慢まんしてみる。こんなことになったのも、僕が原因なんだもんね。……本当にごめんよ、アスタ……」

　と、ディアルは最後にまたしょげた顔になってしまう。

　もはや笑え顔がおを浮かべる気力も振り絞ることはできなかったが、俺はその肩を力づけるように叩いてやった。

「そんな何度も謝あやまらないでくれよ。それに、ディアルにも一緒に食べてもらえているなら、俺も明日からはそこまで虚むなしい気持ちにならずに料理を作れると思うよ」

「……うん。僕もアスタの料理を食べられるのは嬉しいよ」

　はにかむように笑うディアルにうなずきかけてから、俺は窓に手をかけた。

　番犬や歩哨の影かげがないことを念入りに確認しつつ、再びロッククライミングの真似まね事ごとに興じる。汗だくになって部屋に帰りつくと、同じ体勢で寝台に横たわっていたシフォン＝チェルのやわらかい眼差しに出迎えられた。

「アスタ様……またお会いすることがかなってしまいましたね……」

　口もとと腕の拘こう束そくを解放すると、同じ目つきのままシフォン＝チェルは微笑ほほえみかけてきた。

「お気を悪くなさらないでいただければ幸いなのですが……またお会いできて、わたくしはとても嬉しく感じてしまっております……」

　この館にも、色々な人々の営みがあるのだ。

　根っからの悪党なんて、その中には何人もいないのかもしれない。

　しかしそれでも、俺の胸は悲しみと苦く悩のうと無力感にふさがれてしまっていた。

　この異世界にやってきて、ふた月半――俺はついに、アイ＝ファのいない夜を過ごす境きよう遇ぐうに陥おちいってしまったのである。

　アイ＝ファはどのような思いでこの夜を過ごしているだろう。窓から見える青白い月に視線を飛ばしながら、俺は胸中に生じた疼とう痛つうを必死にこらえることしかできなかった。
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　そうして俺は、石の館で朝を迎えることになった。

　白の月の六日である。

　本来であれば、今日が屋台の商売の、四期目の締めくくりとなるはずだった。仕事の後には《西せい風ふう亭てい》まで出向いてユーミの父親と仕事の話をするはずであったのに、その約束も破ってしまうことになる。

　それに、明日からは二日間の休みをいただく日程であったので、《玄げん翁おう亭てい》と《南の大樹亭》には大量のギバ肉を卸す予定になっていた。

　それらの商売がどうなったのか、虜りよ囚しゆうたる俺に知るすべはない。ルウ家の人々が、俺に代わってその仕事を引き受けてくれたのか――あるいはそれどころの騒ぎでなく、東とう奔ほん西せい走そうしているのか。

　ネイルはきっと、衛兵にこの事件を伝えるだろう。しかし、それだけで捜そう査さの手が城下町の内部にまで及ぶとは思えない。ここが有力貴族サイクレウスの館とあっては、なおさらだ。

　それに、この事件とサイクレウスを繋ぐ手がかりも、今のところ宿場町には存在しないのだろうと思う。このような真似をするのはサイクレウスに違いない！　と思ったところで、それを証あかし立てるすべはないのだ。また実際、それはサイクレウス本人ではなくその娘のリフレイアの犯行であったのだから、よけいに事態は錯さく綜そうしてしまうのではないかと思われた。

　ディアルに一いち縷るの望みを託たくしたものの、それが実を結ぶ可能性はきわめて低いのだろうと思わざるを得ない。俺個人に友好的な感情を抱だいていたとしても、ディアルもまた都の論理で動く富裕層の人間であることに間ま違ちがいはないのだ。

　俺は悶もん々もんと、眠ねむっているのだかいないのだかも判然としない半はん覚かく醒せいの状態で一晩を過ごすことになり、この館を脱出する方法やリフレイアを説きふせる言葉も思いつけぬまま、その朝を迎えてしまったのだった。
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「……それでは、厨くりやに向かいましょう……」

　そんな俺に本日最初の仕事が与あたえられたのは、午前の三の刻の鐘かねとやらが打ち鳴らされてからのことだった。

　リフレイアのための軽食を作製する仕事である。

　仕事の前には身を清めるべし、とのことで、朝から浴堂に連行される。シフォン＝チェルの手伝いを全力で固辞しつつ、俺は蒸むし風ぶ呂ろで身を清めさせていただいた。

　そうしてまた真新しい調理着に着き替がえさせられて厨に出向くと、本日もロイが一人で俺を待ち受けていた。

「……軽食には、パナムの蜜みつを使うべし、だとよ」

　ぶすっとした顔でロイはそう言った。

　昨日以上に不機嫌そうな顔であるし、俺の目を見ようとしない。シフォン＝チェルにまつわる一件で、きっと恨みを買ってしまったのだろう。

「パナムの蜜って、あの甘あまい蜜ですよね。あの甘さを前面に押おし出すような料理を所しよ望もうしている、ということなのでしょうか」

「……リフレイア様は、普通の料理以上に菓子が大好きなんだよ。日中の軽食は、いつも甘い菓子だ」

　顔をそむけたまま、ロイはそう言った。どうやらご主人の名が明かされたことは、この若者にも通達されていたらしい。

　それにしても今度は菓子作りかと、俺は閉口してしまう。

　あれこれ煩はん悶もんしつつも、俺は調理で手は抜くまいという意気込みでこの場に立っていた。信しん憑ぴよう性せいは皆無に等しくとも、リフレイアは満足のいく料理を作れば銀貨を与えた上で解放する、と公言していたのだから、そのはかない希望の光を自分から吹き消してしまう気にはなれなかったのだ。

　が、菓子作りとなると、また話は別だった。手を抜く抜かないの話以前に、そのようなものは完全に専門外であったのである。

「うーん、俺はこの世界の……いや、このジェノスの菓子ってやつを一つも知らないんですよね。フワノの生き地じを甘く仕上げて、蜜や果物などを添そえるような感じでいいのでしょうかね？」

　これには、返事が返ってこなかった。

　昨日以上に気詰まりな雰ふん囲い気きだ。

　しかたなく、俺は自分の記き憶おくを頼りに食料庫をあさることにした。

　新しい献こん立だてを開発するために、宿場町でもさまざまな食材を吟ぎん味みした。その際に、野菜ではなく果物と呼ぶべきものが存在することも、いちおうはわきまえている。その過程で、俺はレモンに似た味わいのシールの実と出会ったのである。

　だが、さしあたってシールの実の出番はなかろう。俺が選んだのは、キイチゴのように小さくて真っ赤な果実がブドウのような房ふさになっている、名も知れぬフルーツであった。

「これは何という果実なのですかね？」

「……アロウだよ」

　アロウの実か。

　こいつは、シールほどではないがかなりの酸味を有した果実である。イチゴとブルーベリーをあわせたような風味であり、なかなか上品な味わいではあるものの、糖度が低いのだ。

　また、宿場町でもそんなには取り扱あつかわれておらず、いつもチャッチやギーゴを購こう入にゆうさせていただいているミシル婆ばあさんの小さな店でひっそりと売られていたぐらいの記憶しかない。聞くところによると、これはもっぱら果実酒に混ぜて味の変化を楽しむために売られている果実であるようだった。

「フワノっていうのは、水で練ってから焼きあげるのですよね？」

　無言のまま、ロイはうなずき返してくる。

　姫ひめ君ぎみが軽食を口にするのは中天だという話であるから、作製時間はおよそ三時間。その間に、フワノを焼くという初めての仕事をやりとげなくてはならないのだ。

　胸に渦うず巻まく虚無感をねじ伏せながら、俺はフワノの粉を適当な器うつわに取り分けて、必要な食材とともに調理場へと持ち込んだ。

　薄はく力りき粉このようにさらさらとしたフワノの粉であるが、少しずつ水を加えてみると、確かに強い粘ねん性せいをおびてきた。

　意外なことに、ポイタンの粉よりもいっそう粘性は強いようだ。まだいくぶん粉っぽい内に水の投入をやめると、ほとんど固体のまま好きなように形状を作れる、餅もちのような質感になった。

（これはこれで、やっぱり小麦粉とは違う食材なんだな）

　さしあたっては火が通りやすいように平べったく成形し、それをサンプルとして焼きあげてみた。

　ほんの数回だけ食べたことのある、ポイタンよりもさらにもちもちとした、密度の高いナンのような焼きフワノを、それで完成させることができた。この生地で、ネェノンをベースに何種類かの野菜とキミュスの肉を煮に込こんだ具を包つつみ込めば、かつてターラと食したキミュスの肉にく饅まん頭じゆうの出来上がりである。

　しかしこれでは、菓子の名には値あたいしない。そこで俺は、また遥はるかなる故郷の記憶を総動員させ、フワノの粉をカロンの乳で溶とき、さらに砂糖とキミュスの卵も加えてみることにした。

　そして、焼く際にはカロンの乳にゆう脂しを使用する。言わずもがな、ホットケーキになぞらえての調理法である。

　キミュスの卵に挑いどむのも、これが初めてのことだ。形状は鶏卵と大差なく、大きさはひと回り小さい。かつて故郷で食べたことのある烏う骨こつ鶏けいの卵と同じぐらいのサイズであった。

　おそるおそる割ってみると、レモン色の卵黄と透とう明めいの卵白が皿の上に落ちた。その形状も、やはり鶏卵と大差はない。

　キミュスというのは頭に翼つばさを持つ奇き怪かいな鳥であるという話であったが、肉や卵がニワトリに酷こく似じしているというのは、俺にとってありがたい話だった。

　ともあれ、調理に取りかからせていただく。

　太めの木の串があったので、まずはそれを菜さい箸ばしの代わりにしてキミュスの卵を攪かく拌はんした。

（ホットケーキなんて、玲れい奈なにせがまれて作ったとき以来だな）

　あれは中学に入学した年であっただろうか。バレンタインにホットケーキを焼きたいから作り方を教えてほしい、と幼おさな馴な染じみの玲奈に頼み込まれたのだ。

　そんなものはパッケージの説明文の通りに作ればいいだけのことだと諭さとしたのだが、「それで上手くいかないから頼たのんでるんじゃん！」と怒らせてしまった。しかし結局は、説明文の通りにするだけで綺き麗れいに焼きあげることはできた。何のことはない。玲奈の火の扱いに問題があっただけであったのだ。

　で――無事にホットケーキを焼きあげることに成功した玲奈は、そいつをホイップクリームとチョコソースでデコレイトして、俺と親父おやじにふるまってくれたわけである。

　その後は玲奈もめきめきと菓子作りの腕うでをあげていったので、俺や親父は食べる専門のポジションに落ち着くことができた。今にして思えば、どうしたって料理の腕は俺や親父に及およばなかったので、そんな俺たちが美味い美味いと喜んで食べるのが、玲奈にはたいそう嬉しかったのかもしれない。

（……って、そんな追つい憶おくにひたってる場合じゃないんだよ）

　アイ＝ファや森辺のみんなに思いを馳せているこの状況で玲奈や親父のことまで思い出していたら、いいかげんに心が潰つぶされてしまいそうである。

　俺は無心に、キミュスの卵とカロンの乳とジャガル産の砂糖を混ぜ合わせたフワノをフライパンっぽい手持ち鍋なべで焼きあげた。

　ベーキングパウダーが存在しないので、ホットケーキほどは膨ふくらまない。しかし、卵のおかげでやわらかい質感になり、色合いも黄色っぽく仕上がったので、パンケーキに近いビジュアルに仕立てあげることはできた。

　食してみると、何とも優やさしい味わいである。

　やっぱりふくらみが弱いために噛み応えがしっかりしすぎているきらいはあるが、砂糖や卵の味わいはひさびさであるし、焼くのに使った乳脂の風味も最高だ。乳脂に含まれている塩分も、この甘さを引き立てる役に立ちこそすれ、阻そ害がいするようなことは決してなかった。

　とりあえずは、材料の分量を少しずつ調整しながらいくつかのサンプルを焼いてみた。まあこれならよかろうと思える出来に仕上がったのは、およそ三十分後であった。

　しかし相手は、美食にふける貴族の姫君である。これにパナムの蜜をかけるだけでは、いささか心もとない。

　そんなわけで、俺は確保しておいたアロウの実でジャムを作製することにした。ジャム作りなどは未体験であるが、煮に詰つめて砂糖を混ぜれば、それらしいものをでっちあげることは可能であろう。まずは果実を洗うべし、と小さな鉄鍋の中に水を移しながら、俺はひさびさにロイを振ふり返かえった。

「そういえば、軽食は何人分――」

　そこで、思わず口をつぐんでしまう。ロイが、驚おどろくほど真しん剣けんな目つきで俺の手もとを覗のぞき込んでいたのだ。

　が、俺の視線に気づくと、ハッとした様子で目をそらしてしまう。

「――軽食は何人分が必要なのでしょうかね？」

「……一人分だ」

　軽食は、リフレイアしかお召めし上がりにならないらしい。ディアルたちは、商売のために館やかたを離はなれているのだろう。

　それはそれとして――今の目つきは何なのだろうか？

（まあいいや。おたがい干かん渉しようしないほうが身のためだろ）

　洗い終えたアロウの実をもいで、少量の水で煮立てていくと、甘あま酸ずっぱいフルーツの香かおりが乳脂の香りをおしのけて厨を満たしていった。

　木べらでざくざく刻みながら攪拌し、お次は砂糖の投入だ。

　ジャガル産の砂糖は、きび砂糖のような黄おう褐かつ色しよくをしていて、上白糖よりはきめが粗あらく、そしてまろやかな味をしていた。何だかミネラル分もたっぷり含まれていそうだぞ、という豊かな甘みである。

　その砂糖を少量ずつ混ぜ込んでいき、今度は入念に攪拌していく。途と中ちゆうで焦こげつきそうになってしまったので、アロウの実を少しだけ追加した。

　もとの酸味がかなりきつかったので、甘めに仕上げるにはけっこうな量の砂糖を使用することになった。なおかつ、どこかに物足りなさが残ったので、火を止めた後にパナムの蜜も加えてみた。

　見た目もとろりと照り輝かがやき、なかなかにいい塩あん梅ばいである。即席のジャムとしては上出来であろう。

「よし。これで何とかなりそうです。……でも、どうせなら焼きたてを献けん上じようしたいので、本番を焼きあげるのはもっと中天に近づいてからにしたいのですが」

「……そうかよ。だったら、部屋に引っ込んでな。その間は俺がこの厨を使わせてもらう」

「ああ、使用人のための食事を作るわけですか」

　そういうことなら、席を譲ゆずろう。

「あ、その前に、明日の昼まで持ちそうなカロンの乳は、あとどれぐらい残っていますかね？」

「カロンの乳？　そいつは毎朝新品に取り替えてるんだ。今この場にあるやつなら、二、三日は持つだろうさ」

「そうですか。それじゃあその内の何本かを明日のための下ごしらえで使わせてもらってもかまいませんか？」

　ロイはうろんげに俺を見た。

「勝手にしろよ。……だけど、そんなに大量の乳を何に使おうってんだ？」

「いや、明日も菓子作りを要求されるなら、さらなる彩いろどりが必要かなと思いまして。乳脂の兄貴分みたいなやつを仕込んでおこうと思ったんですよ」

　お許しをいただけたので、俺は食料庫に残っていた内の二本を持ってきて、その中身を鉄鍋にぶちまけさせていただいた。

　一本でも一リットル以上は詰つまっていそうなので、それなりの分量だ。たぷたぷと波打つ白い乳に、蓋ふたをかぶせてお別れを告げる。

「それじゃあこれは邪魔にならないよう、食料庫のほうに保管させてください」

「……下ごしらえって、それだけかよ？」

「はい。放っておくと、水分と脂し肪ぼう分ぶんが分離されるのでしょう？　その脂肪分を材料にしたいんです」

　その分離された脂肪分こそが、いわゆるクリームなのである。一般的に販売されている牛乳は脂肪分が分離しないように精製されているが、生乳ならばこうして簡単にクリームを採取することができるはずだった。

　ちなみに、そうして採取したクリームを激しく攪拌して、さらに脂肪分を分離させると、バターを作製することも可能になるわけである。この厨に準備されていた乳脂も、そのようにして加工されているのだろうと思われた。

　冷蔵庫の存在しないこのジェノスでどれほどクリームを活用できるかはわからないが、ホイップして砂糖でも混ぜれば、菓子の添え物ぐらいには仕立てあげられるだろう。そんなことを考えながら鉄鍋を運うん搬ぱんしようと手をかけたところで、ロイに詰め寄られた。

「……お前はいったい何者なんだ？」

　ロイの茶色い目が、おかしな具合にぎらぎらと光っていた。

　にきびの散った面おも長ながの顔にも、何やら必死な表情が浮かんでしまっている。

「お前みたいな小こ僧ぞうが、どうしてそんなに色々な調理法をわきまえているんだよ？　お前は宿場町で料理人の真似事をしていた小僧にすぎないんだろ？」

「ええ。ですが、俺はもともとジェノスの生まれではないんです。それで故郷では、料理人であった親父の仕事を手伝っていたんですよ」

「……だけどお前は、小僧じゃないか！　お前はいったい何歳さいなんだよ？」

「俺は、十七歳です」

「十七歳……そんな小僧が、どうしてあそこまでの料理を……」

　その言葉に、俺は少しだけ驚かされた。

「あの、もしかしたら俺の料理を食べたんですか？」

「……リフレイア様も客人も、みんな副料理長よりお前の料理のほうが美味かったなんて抜かしていたんだ。それで味を確かめずにいられるかよ」

　ロイは、俺の胸ぐらをつかんできそうな素振りを見せた。

　が、途中で手をひっこめて、作業台に軽く拳を打ちつける。

「料理長は、ご主人のお供でジェノス城に出向いてる。だけど副料理長だって、もともとは《セルヴァの矛ほこ槍やり亭てい》の厨を預かっていた一流の料理人なんだ。あの人がどれぐらいの腕うで前まえを持っているかは、俺たちが一番よくわかってる。……そんな副料理長よりお前のほうが上等な料理人だなんて、そんな馬ば鹿かげた話があるかよ！」

「俺は異国の料理人です。おのずとこの国の人たちとは調理の作法が異なるので、それが珍しがられているだけなんじゃないですかね」

「ふん！　シムやジャガルからも一流の料理人が呼びつけられることは少なくないんだ！　それでも、そいつらの料理がそこまで褒めたたえられることはなかった。それなのに、どうしてお前は――」

「それじゃあ、たまたま俺の故郷の味が、この土地の人たちの好みと一致したんでしょう」

　それともそれは、やはり俺の世界のほうが文明が進んでいたために調理の技術も進化していた、ということなのだろうか。

　しかし、そのようなものは比ひ較かくのしようもないので、すべては憶測である。

「俺だって、《白き衣の乙女亭》で修練を積んできた！　俺だって、まだ十九歳なんだ！　こんな若さでこの館に招かれた人間は、これまでに一人だって存在しないんだぞ！」

「はあ……」

「だけどいまだに、俺は使用人のための料理を作ることしか許されていない。俺はまだまだ若じやく輩はい者ものだからな。この館にいるどの料理人にも俺の腕は届いていないんだから、それは当然だ。それなのに、お前は――」

　そこで言葉を詰まらせて、ロイは深くうつむいてしまった。

　肩が、少しだけ震ふるえている。

「……とっととその鍋を片付けろよ。目め障ざわりだ」

「はい」

　いささか呆あつ気けに取られつつ、俺は素す直なおに従っておくことにした。

　それと同時に、厨の扉とびらが外から開かれる。

「アスタ様、ロイ様、どうかなさいましたか……？」

「何でもねえよ！　ひっこんでろ、奴ど隷れい女おんなめ！」

　シフォン＝チェルの背後からは、兵士たちも鋭い視線を飛ばしてきている。また何か荒あら事ごとかと彼かれらの警けい戒かい心しんをかきたててしまったのだろう。

「毒見の御用は、まだ必要ありませんでしょうか……？　アスタ様の仕事が終わりましたのなら、またお部屋のほうにご案内いたしますが……」

「いえ、料理は中天ぎりぎりに仕上げる予定です。それまでは、この厨に居残らさせていただいてもかまいませんかね？」

　この言葉に、ロイがじろりとにらみつけてくる。

「あなたのお邪魔はしませんよ。でも、俺にも料理の勉強をさせてください。本来なら、俺は毎日家で勉強をする予定だったんですから。その代だい償しようとして、少しぐらいは食材を使わせてもらっても罰ばちは当たらないでしょう？」

「……勝手にしやがれ」

　ロイは怒った声で言い、二つの大きな鍋で同時に水を煮立て始めた。

　カロン乳の鍋を食料庫に移動させ、いくつかの野菜と香こう草そうを調理場に持ち込みつつ、俺はその手て際ぎわを盗ぬすみ見る。ほんの少しだけ、このロイという青年の料理の腕前というやつに興味をひかれたのである。

　城下町の料理人なんて、俺には無む縁えんの存在だ。この謀ぼう略りやくから脱だつしたのちは、二度とお目にかかることもないのだろうな、とも思う。

　だけどそれでも、このジェノスという町で料理人を続けていくならば、他ほかの料理人たちの手しゆ練れんを見ることも何かの力になるはずだ。森辺の集落や宿場町で、城下町にも負けない料理を作りあげられるように、という――言わば敵状偵察の心境である。

　そんなわけで、俺は各種の野菜や香草の調理法を研究しつつ、横目でロイの働く姿を観察し続けた。

　さすがに豪ごう語ごするだけあって、野菜や肉を切る手際などは見事なものだった。チャッチとプラとネェノンをそれぞれこまかく切り分けていき、次々と煮立った鍋の中に放ほうり込んでいく。いったい何名分なのだろう。軽食であるはずなのに、かなりの分量である。

　さらに岩塩と、ブイヨンもどきたる固形の調味料、さらには見覚えのない香草もちぎって投入する。香草は、クレソンのように野性味のある香りを放っていた。

　驚いたのは、そこに乳脂まで投入したことだった。手の平サイズの壺つぼに詰まった乳脂を、ふたつの鍋に半分ずつぶちこんでいく。なかなか豪快な使用方法である。

　その後は、肉だった。これまた見覚えのない、たっぷりと脂あぶらののった赤身の肉にく塊かいである。分量は、十キロほどもありそうだ。

「すみません。それはひょっとして、カロンの胴どう体たいの肉ですか？」

「……カロンの、背中の肉だ」

　カロンは牛肉に近い味わいであるから、部位的にはロースに該がい当とうするのだろうか。ロイはその肉塊を一センチぐらいの厚みで切り分けていくと、さらに五センチ四方ぐらいの大きさでカットしていった。

　それを、カロンの脂をひいた鉄鍋で焼きあげて、さっきのとは異なる香草を茎くきごと混ぜ込んでいく。スパイシーな、ぴりりとした香りの香草だ。そうしてそいつが焼きあがると、香草だけは取り除き、脂や肉汁ごと野菜の鍋に投入する。

　これで終了かと思いきや、ぐらぐらと煮え立つ鉄鍋はそのままに、また食料庫へと姿を消してしまう。次に現れたとき、ロイの手にはトトスの卵が二個ほど掲かかげられていた。ラグビーボールぐらいの大きさの、重さも一・五キロぐらいはありそうな巨きよ大だい卵である。

　そいつを作業台の上に置き、壁かべから奇き妙みような調理器具を取り上げる。先せん端たんが丸くふくらんだ、金属の棒だ。長さは二十センチほど、太さは三センチほど。俺には何に使うか見当がつかなかった器具である。

　その先端を、ごつっ、ごつっと卵のてっぺんに打ちつけていく。それなりの力は込められていそうなのに、卵の殻からには亀き裂れつが走るばかりだ。

　その亀裂があるていどの大きさになったところで、今度はこつこつと器具を当てていく。それで砕くだけた殻が作業台の上にこぼれ始めたが、呆あきれたことに、それでもその内側にある薄はく膜まくは破れてもいなかった。

　そうしててっぺんの殻が四分の一ほども除去できたら、ぶよぶよの薄膜に包丁で切れ目を入れる。新品の鉄鍋に、それでようやく卵の中身がぶちまけられることになった。

　鮮やかなオレンジ色に近い卵黄と、透明の卵白だ。その卵黄を木べらで適当に潰したら、攪拌もせずに煮立った鍋へと流し込んでいく。攪拌するのは、そうして鍋に投じてからだった。

　肉と、野菜と、トトスの卵。大量の乳脂と、クレソンのような香草。それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった鍋をレードルでかき回し、小さな木き匙さじで味を見る。調味料の追加は必要ないようで、ロイは無言のまま、かまどの火を弱火にした。

　今度こそ終わりかな、と思ったら、今度はフワノの粉を大きな袋ふくろごと運んでくる。けっこう中身は残っていたので、十キロぐらいはあるだろう。よたよたとした足取りで、ちょっと危なっかしかった。

　そいつを金属製のボウルでざくりとすくうと、水を加えて、こねあげていく。形はまん丸で、ピンポン球ぐらいの大きさだ。この作業も、非常に手早い。作業台の上に置かれた大きな板の上に、ものすごい量のフワノ球が並べられることになった。

　目算でおよそ二百個ばかりもそいつをこしらえると、汁がはねないように気をつけながら、ぽいぽいと鍋に沈めていく。それでようやく終了のようであった。

　鍋に蓋をして、十分ばかりも待ったのち、最後にまた味を確かく認にんして、閉ざされた扉のほうを見る。そこで俺は、初めて声をあげることにした。

「完成ですか？　あの、よかったら俺にも味見をさせていただきたいのですが」

　彼もクリームシチューの味を確かめたというのなら、これぐらいは要求しても責められはすまい。ロイは一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどいの表情を見せてから、すぐに面を引ひき締しめて、鍋の前から一歩引き退のいた。俺は新品の木匙を取り、かまどの前に立つ。

　いい感じに鍋は煮えていた。が、大量の乳脂を投入されているために、攪拌したばかりだというのにもう油ゆ脂しの膜が張ってしまっている。香りのほうも、乳脂と香草が混ざって、かなり独特だ。

　しかし、そいつを一口、試食させていただくと――なかなか悪くない味が口の中に広がった。

　野菜から自然に出る出汁だしと、ブイヨンもどきの旨うまみ、そこに乳脂とクレソンみたいな香草の香りがからみあい、さらには焼いた肉の風味までもが溶け込んでいる。いただいたのはスープのみであったが、トトスの卵の破片もその中には混ざり込んでおり、黄身のぷちぷちとした食感と、白身のつるりとした食感が小気味よかった。

　何はともあれ、きわめて複雑な味わいである。

　だが、まったく嫌きらいな味ではなかった。

　ただ、これに似た料理を知らないので、味のたとえようがない。

　俺だったらもっとシンプルに仕上げるだろうな、という組み合わせではある。乳脂の使い方もダイナミックすぎて、栄養の偏かたよりが心配にならなくもない。だけど、決して出で鱈たら目めに組み合わされたものではないのだ、ということがひしひしと伝わってくる。

　きっとこの味を生み出だすのに、使う野菜や香草の種類を厳選して、火の入れ方にも気を使い、味見に味見を重ねて完成させた――という苦心のほどが、俺にはしっかり感じられた気がした。

「美味おいしいですね。俺おれには思いつきそうにない食材の組み合わせです」

　そのように告げてみせると、ロイはずいぶんと複雑そうな表情をした。

　しかしけっきょく最後には舌打ちをして、「おい！」と扉の外に呼びかける。

「使用人のための料理が仕上がったぞ！　当番の連中を呼んでこい！」

　顔を覗かせたシフォン＝チェルが「了りよう解かいいたしました……」と恭うやうやしく応じる。どうやらそちらの料理に毒見は必要とされていないらしい。

「……アスタ様のほうは、いかがですか……？　もう中天までそれほどの時間は残されておりませんが……」

「そうですか。それではこちらも仕上げてしまいます」

　ゆるめに仕上げた生地を平ひら鍋なべに落として、ホットケーキの要領で焼きあげる。厚さは一センチ、直径は十五センチほどのフワノ・ケーキを二枚だ。

　そいつが綺麗な黄褐色に焼きあがったら、白い陶とう磁じの皿に重ねる。パナムの蜜と、アロウのジャムと、そしてバター代わりのカロンの乳脂はそれぞれ小さな銀色の器に添えて供することにした。

「では、毒見をさせていただきます……」

　シフォン＝チェルの言葉にうなずき、ロイはフワノ・ケーキを重ねたまま、端はしのほうを少しだけ調理刀で切り分けた。そいつを別の木皿に移すと、木匙で三種の添え物を塗ぬっていく。何となくそれは、昨日よりも料理に対しての敬意が感じられるやわらかな手際であるように感じられてしまった。

　シフォン＝チェルは、それを一片ずつ大事そうに頬ほお張ばると「ああ……」と満足げな吐と息いきをもらす。

「とても美味です……パナムの蜜が、フワノの生地にしっとりと馴な染じんでいて……それに、卵の風味が素す晴ばらしいですね……」

　よく考えれば、毎回こうして毒見の役目を果たしているシフォン＝チェルは、主人たちと同じだけの種類の料理を口にしたことがある、ということになるのだ。

　たとえそれが一口ずつの毒見であったとしても、自然に舌は肥えてしまうのであろうから――そんなシフォン＝チェルに賛辞の言葉をいただけるというのは、かなり栄えい誉よなことであるのかもしれなかった。

「そういえば、アスタ様は昨晩から何も口にしておられないのですよね……中天の軽食はどうされますか……？」

「はい。フワノの味見でけっこうお腹もふくれてしまったので、あとは適当につまむだけでも十分です。もし許されるなら、この厨に留とどまって料理の勉強を続けさせてもらえませんか？」

「おい、この時間のこの場所は俺に与えられているんだぜ？」

　感情のない声でロイが口をはさんでくる。

　彼もまた、そうして調理の修練を積んでいるのだろう。

「お邪じや魔まはしないように気をつけますよ。でも、これだけ広い厨だったら、二人が同時に料理を作ることも難しくはないでしょう？」

　俺としては、あの為なすべきこともない煉れん瓦が造づくりの部屋に戻もどるぐらいだったら、一日中この厨にこもっていたい心境であった。せめて、解放されたのちにこの経験を少しでも活いかせるようにと調理の腕でも磨みがいていなければ、とうていやりきれないのだ。

　ロイはものすごく不ふ機き嫌げんそうな表情をしながら、それでも「勝手にしろ」と言ってくれた。




２




　午後である。

　晩ばん餐さんにおける食材の指定は「キミュスの肉と卵」であった。

　卵なら、カロンの乳よりは選せん択たく肢しも広がる。俺はいくつかの料理からオムレツと親子丼に候補をしぼり、最終的には前者を選ぶことにした。

　この環かん境きようであれば親子丼のおかず部分を作製することも難しくはないが、米に代わる食材が存在しないというのは、あまりに物足りない。わざわざ自分的に不満の残るメニューを選ぶ気持ちにはなれなかったのだった。

　そんなわけで、キミュスのオムレツだ。

　これも、肉とアリアと乳脂があれば、簡単に作製することができる。挽き肉たっぷりの肉オムレツである。

　しかしそれでは面白みに欠けるかなと思い、ソースのほうで趣向を凝こらすことにした。タラパソースとホワイトソースの二種で味わっていただこうと思いついたのだ。
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　ホワイトソースは、昨日と同じ手順でいける。なので、タラパソースの作製に時間と労力を注ぐことにした。

　タラパソースといっても、ケチャップの味に寄せては、ホワイトソースと調和しない。よって、デミグラスソースやブラウンソースに寄せるのが今回の試みであった。

　まずはフワノの粉を乳脂で炒めて、ルーを作製する。ホワイトソースと異なり、フワノが茶色くなるまでしっかりと火を通す。それをいったん冷ましている間に、ルーをのばす出汁の作製だ。

　トマト代わりのタラパはできるだけこまかく刻み、タマネギ代わりのアリアはおろし金ですりおろす。それらを果実酒と一いつ緒しよに煮込みながら、塩と砂糖とピコの葉とブイヨンもどきで味を作るのだ。

　少し迷ったが、水分の補ほ充じゆうにはカロンの乳を使ってみた。ここの食料庫に備えられていたタラパは宿場町で購入するものよりもうんと甘みが強かったが、それでももっと酸味をおさえる必要にかられたのだった。

　そうしてまろやかに仕上がったタラパ主体の出汁で、さきほどのルーをのばしていくと、外見もかなりブラウンソースに近い赤せき褐かつ色しよくになってきた。味見してみると、酸味もほどよく、なかなかの出で来き栄ばえである。やはりブイヨンもどきの恩恵はあらたかで、こいつを投入するだけで味の深みとコクが全然違ちがってくるようだった。

（あんまりこいつに頼たよりすぎたら、宿場町での仕事に支障が出そうだよな）

　肉と骨ガラと野菜を煮詰めて作製される、ブイヨンもどき。これはかなり魅力的な調味料であったが、森辺や宿場町で再現するにはかなり困難であるはずだった。まず材料費が半はん端ぱではないだろうし、それに煮込む時間と薪まきを集める労力を考えると、とうてい商売では扱あつかえないように思う。

（だけど、ギバの骨ガラだったらいくらでも手に入るんだ。女衆の手が余っている家に手伝ってもらえれば、これに近いものを作りあげることはできるかもしれない）

　これも心のメモ帳に書き留めておくことにする。

　カロンの乳を宿場町でも買いつけることは可能であるか。それを自分たちで乳脂や乾かん酪らくに加工することは可能であるか。キミュスとトトスの卵の値段は如何いかほどであり、商売で使えるほどの量は生産されているのか。また、生産されているとして、今のところ宿屋の厨ちゆう房ぼうでそれを見かけないのは何故なぜなのか。そして、レテンの油、ママリアの酢す、ジャガル産の砂糖、蜜などの流通経路はどのようになっており、値段は如何ほどであるのか。

　わずか二十四時間ていどで、俺の心のメモ帳にはすでにそれだけの要項がピックアップされてしまっていた。

（貴族たちだけに美味しい料理を独占させておく理由はない。何とかして、この災わざわいを少しでも今後に活かしてやる）

　そんなことを考えながら、俺はいよいよオムレツの作製に取りかかった。

　こちらは、いたってシンプルである。キミュスの胸肉をこまかく挽ひいて、アリアとネェノンとプラのみじん切りとともに炒いためる。味付けは、やはり塩とピコの葉とブイヨンもどきと果実酒だ。

　そいつが完成したら、フライパンのごとき柄え付きの平鍋に、溶いた卵を流し込む。卵には少量のカロン乳を混ぜておき、焼くのに使う油は、乳脂だ。

　キミュスの卵は生食も可能であるとのことであったので、ふわふわとろとろの半熟に仕上げることにした。フライパンに広げた卵がゆるめの段階で具材を手前に投入し、奥おく側の生地を折りながら裏返して包み込んでいく。《つるみ屋》ではオムライスも扱っていたので、このあたりの作業はお手のものである。

　完成品を皿に移したら、左右にそれぞれタラパソースとホワイトソースを――というところで、毒見のことを思い出した。

　ソースをかけた後に毒見をされたら、見栄えが無茶苦茶になってしまう。これはフワノ・ケーキと同じように、ソースも別の器で供するほうが賢けん明めいであるようだった。

「出来上がりました。毒見をお願いします」

　ロイの手によって、三つのオムレツの右端がそれぞれ切り取られて、二種のソースがかけられる。それを口に運んだシフォン＝チェルは、また「ああ……」と切なげに吐息を漏もらした。

「もはや言葉もありません……アスタ様の作る料理はどれも不思議で……どれも美味ですね……」

　姫君やディアルらの食する姿を見ることのできない俺にとっては、シフォン＝チェルの評価がすべてであった。

　しかし、また思う。フワノ・ケーキでもこのオムレツでも、常にどこかしらが毒見のために切り取られた料理を食することになるリフレイアの心境とは、いったいどのようなものであるのだろうか、と。なおかつ、客人や父親がいない日などは、それを一人で食することになるわけである。

　たった一人のために作られた、毒見の必要な高級料理――どんなに上等な食材が使われていても、どんなに高名な料理人が作ったものでも、それは本当に美味なる料理といえるものなのだろうか。

（……確かにまあ、貴族っていっても良いことばかりではないんだろうな）

　ともあれ、本日の晩餐も小こ姓しようたちの手によって粛しゆく々しゆくと運ばれていった。

　その際に、もう一度リフレイアに面会させてはもらえないかと見張りの兵士に頼み込んだのだが、日にち没ぼつの後に届けられた返答は「否いな」であった。

「今日の料理も悪くはなかった。さらに懸けん命めいに励めば約束通りに褒ほう美びを取らせて、五日が経たつ前に家に帰してやろう、とのことだ」

「だけど、俺にも自分の生活というものがあるんですよ！　何だったら、数日間は宿場町での仕事を休んでこちらに通えるよう手配しますから、森辺の民たみと和解した上で、俺に料理を作らせていただけませんか？」

　そのように訴うつたえても、やはり「否」としか返ってこなかった。

　さらに、昨晩ズタズタに引き裂いたカーテンは俺が厨にこもっている間に小姓たちの手によって片付けられ、ついでに窓にかかっていた分もすべて撤てつ去きよされてしまったため、その日以降はディアルと連れん絡らくを取る手段も絶たれてしまったのだった。

（けっきょく、料理を作り続けるしか手はないのか……）

　自分はどこで道を踏ふみ外してしまったのだろう、という思いを胸に、俺はその日も孤こ独どくな夜を迎えることになった。
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　明けて、白の月の七日。

　日中の軽食では、「ミンミの実を使うべし」という指示をいただいた。

　これは完全に未知なる食材であった。テニスボールぐらいの大きさの実に、一センチぐらいの長さの肌はだ色いろの毛がもっさりと生えた、何とも奇怪な形状の果実である。

　聞くと、ジャガルでも相当な南方から取り寄せられている、非常に希少な食材であるらしい。いったいどのような食材であるのかと、おそるおそるその不気味な表皮を剥むいてみると、中からは瑞みず々みずしいピンク色の果肉が現れた。

　ふわりと漂う香りからしてもう甘く、食してみると、かなり桃ももに近い味わいである。酸味などは一切なく、ひたすらまろやかに甘い。水分が多いのも桃と一緒で、かじると蜜のように濃のう厚こうな果汁が滴したたった。

（美味しい果実はそのまま食べるのが一番だと思うんだけどなあ）

　内心でぼやきつつ、少量のサンプルで色々と試ためさせていただいた。

　潰して砂糖を加えるだけでも十分に優秀なソースとして機能していたが、最終的にはやはり食感を考こう慮りよし、潰したものを煮詰めて、砂糖と蜜を加え、そしてアルコールを飛ばした果実酒もほんのちょっぴりだけ加えて、それで完成とすることにした。

　ただし本日は、昨晩の内に仕込んでおいたカロン乳も存在する。

　一晩放置したカロン乳は、鍋の中で見事に水分と脂肪分とに分離していた。鍋の表面に、色合いまでもが凝ぎよう縮しゆくされたかのような乳白色のどろりとした脂肪分が浮いている。しかも、イメージしていたよりも大量に浮いているようだ。

　牛乳ならば、生乳でも脂肪分はせいぜい四パーセントぐらいであったはずである。それならば、二リットルの乳からでも多くて八十グラムていどの脂肪分しか採取できない計算になるが、余よ裕ゆうでその倍ぐらいはありそうだった。

（水牛なんかの乳はちょうど牛乳の倍ぐらいの脂肪分が含まれてるんだっけ。そういえばカロンの乾酪はモッツァレラチーズみたいな味わいだし、カロンの乳は水牛の乳に似てるってことなのかな）

　ともあれ、多く採取できるのに越したことはない。俺は可能な限り脂肪分だけを丁てい寧ねいにすくいあげて、別の器に取り分けた。ひたすらに白い、とろとろの液体である。

　クリームとしてはこれで完成であるが、美味おいしくいただくためには、こいつをホイップクリームに仕立てなければならない。ということで、俺はそいつを小ぶりな土ど瓶びんに移し替えて、シャカシャカと上下に振り続けてみた。さすがにこの厨房にも、ホイッパーに類する調理器具は見当たらなかったのである。

　しかし、ホイップクリームというのは要するに空気を混ぜ合わせることであのふんわりとした質感を得られているのだろうから、それならこんなやり方でも効果が見込めるのではないかと思われた。

　こいつはまったく別の機会に仕入れた知識であるが、紅茶を美味しく入れるにはペットボトルのミネラルウォーターよりも空気の混入した水道水のほうが適している、と聞いたことがある。それでもミネラルウォーターを使いたい場合は、ペットボトルを激しく振って空気を混ぜ合わせるという手段が取られるらしい。

　そのあたりの知識も応用した、まあかなり行き当たりばったりのやり口だった。くどいようだが、こと菓子作りに関しては、俺もわずかな知識と経験に頼るしかすべがないのである。

（えーと、電動のハンドミキサーを使わない場合は七、八分もホイップしなくちゃならないとか玲奈のやつは言ってたよな、たしか）

　それならこのやり方では何分ぐらいが適当なのだろう。あまり攪拌しすぎると、それこそさらに脂肪分が分離されて乳脂ができあがってしまうことにもなるが、反面、そんな簡単に乳脂が作製できたら苦労はないよな、とも思う。

　ということで、徹底的に攪拌することにした。昨日と同じようにきつい目つきで俺の作業を見守っていたロイも、さすがに呆れた顔になってしまっていた。

　体感としては、間に休きゆう憩けいをはさみつつも、およそ十分。これ以上は筋肉痛を招いてしまうだろうなという頃ころ合あいで、俺は攪拌した中身を金属製のボウルみたいな器にぶちまけてみた。

　もともとねっとりとしていたクリームが、でろでろと滴り落ちてくる。菜箸代わりの木の串でつついてみると、もったりと重たい感触であるものの、角つのが立つほどではない。半液状というのが相応ふさわしい状態だ。

　今度はそこに砂糖も加えつつ、菜箸代わりの木串で攪拌してみることにした。

　ただしその前に、一回り大きなボウルに水を張り、その上にクリームのボウルを浮うかべた上で、作業に挑むことにする。たしかクリームは人肌の体温ぐらいでも融ゆう解かいしてしまうため、冷やしておかないとすぐに元の液状に戻ってしまうのだ。常温の水でも、まあ気休めぐらいにはなるだろう。

　そうして三、四分も攪拌すると、かろうじて角が立つぐらいの質感にはなった。

「やれやれ、こんなもんで十分かな」

　昨日よりは砂糖をひかえめに作ったフワノ・ケーキで、味見をしてみる。まずはミンミのソースである。

　言ってみれば、これはホットケーキに桃のソースというちょっと風変わりな組み合わせであるわけだが、スイーツにこだわりのない俺としては十分に美味であると感じられた。

　即席ホイップクリームのほうは、単品だといささか物足りない。

　が、ふわりとした優しい食感は、やはりこの地では新鮮に思えるし、風味のゆたかなカロン乳が原料であるので、パナムの蜜みつとともに味わえばそこまでの不満はなかった。

　ということで、今日もパナムの蜜と乳脂を添えて、好きな組み合わせで味わっていただくことにした。毒見をしたシフォン＝チェルの表情から察するに、昨日の軽食に劣おとる出来栄えではなかったようだった。

（砂糖やカロン乳が入手できない限り、森辺や宿場町でまともな菓子作りなんてできないもんな。リミ＝ルウやターラにも食べさせてあげたいもんだけど）

　そんなことを思いながら、完成した軽食が運び出されていくのを見送って、ずっと放置されていた鍋の前に立つ。脂肪分を抜ぬき取られたカロン乳の残り分である。

「さて、こいつはどうしたもんかなあ」

　俺の独り言を聞きつけて、自分の仕事に取りかかろうとしていたロイが振り返った。

「おい、処分するんなら兵士にもう一度誰だれかを呼ばせろ。カロンの乳は腐くさるとひどい臭においになるから、ちゃんと捨てる場所が決まってるんだ」

「いえ。こいつは明日や明後日ぐらいまではこのままでも腐らずに持つんですよね？　だったら、何かの料理に使えないかなと思って」

「……脂を抜いた乳の搾しぼりかすなんざを何の料理に使おうってんだよ？」

「脂を抜いても、乳にはまだまだたくさんの栄養が残されているはずですよ。捨ててしまうのは、あまりにもったいないです」

　脂肪分を除去した乳、つまりこれは脱だつ脂し乳にゆうというものに分類されるはずだ。それを粉末状に加工したのが、いわゆる脱脂粉乳である。日本ではあまりイメージのよろしくない脱脂粉乳であるが、現在でもそれはスキムミルクとして、おもに菓子用の材料として販売されているはずだった。

　しかし、この世界に生乳を固形化する技術が存在するとも思えない。ブイヨンもどきの手順を真似まねると、きっと保存のために岩塩をぶちこまなくてはならなくなるので、それもまた微び妙みようなところである。

（何せ相手は生乳だもんなあ。もしかしたら、保存性の悪さから、宿場町では取り扱あつかっていないっていう面もあるのかな）

　これは、いずれ宿場町でもカロン乳を仕入れることができる、という期待を込めた上での苦く悩のうであった。俺が個人的にカロン乳を購こう入にゆうすることができたら、いったいどのように扱うべきか、それをシミュレーションさせていただいているわけである。

　冷れい却きやく機器の存在しないこのジェノスでは、生乳も二、三日しか持たないらしい。それならやっぱり使い道としては乳にゆう脂しおよび乾酪の原材料というのがメインになる。が、ただいま実じつ践せんしてみた通り、およそ二リットルのカロン乳から、せいぜい二百グラム足らずの脂肪分しか抽ちゆう出しゆつすることはできなかったのだ。

　当初の見込みよりは多量であったとはいえ、九割以上が脱脂乳として残されることになるのである。そこにはまだ高い栄養価が含まれていると予測できるのだから、それを貴族のように惜おしげもなく廃はい棄きしてしまうわけにはいかなかった。

（カロンを売りに出しているダバッグの町では、何か使い道が確立されているのかな）

　それもまたリサーチが必要な項目であるかもしれない。しかし、今はとにかく自分の裁量でこの脱脂乳の使い道を考案するしかなかった。

（よし、まずは普ふ通つうにスープの材料として使ってみよう。あとは――玲奈がスキムミルクを使ってカスタードクリームを作ってたはずだよな。明日に備えて、それもチャレンジしてみるか）

　まさかこのような形で幼おさな馴な染じみの存在を頼る日が来ようとは思ってもみなかった。

　じくじくとした胸の痛みを感じつつ、二度とは会えぬであろう幼馴染に感謝の念を捧ささげながら、俺は自分の仕事に取り組むことにした。
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　その夜の晩餐では、キミュスの肉と乾酪の料理を所しよ望もうされた。

　三日連続でキミュスの肉を所望するということは、きっとリフレイアにとっての好物なのだろう。

（キミュスの肉と、乾酪……チキンとチーズを使った料理、か……）

　せっかくオーブンがあるのだから、ピザの類似品でもこしらえてみようかな、とも思った。だが、あのような設備は森辺にも宿場町にも存在しないのだから、ここでその取り扱いを学んでも今後には活かせそうにない。

　そんなわけで、ちょっとマニアックな路線でピカタのようなものをこしらえることにした。

　ピカタとは、小麦粉と卵をまぶして肉を焼く、イタリア料理の一つである。

　もっとも俺は、正式なイタリア料理としてのピカタは食したことがないので、親父おやじが作っていた類似品の類似品だ。売り物ではなく夜食やまかないとして、このオリジナルピカタはときたま作られていたのである。

　家では鶏とりのささみを使っていたので、キミュスの胸肉を使うことにする。今回はあえて皮を剥ぎ、一センチていどの厚さで鮭さけの切り身みたいに細長く切り分けたのち、木の棒で軽く叩たたいておく。一名に二枚ずつを使用するので、三名分でそれを六枚だ。

　それらにピコの葉で下味をつけたら、なるべくこまかく刻んだ乾酪をどっさりとはさみこむ。乾酪の種類に指定はなかったので、濃厚な味をもち、どちらかといえば質感がしっかりしていて刻みやすいギャマの乾酪を使用することにした。

　それが終わったら、溶とき卵たまごの作製だ。こちらではおろし金を使い、粉チーズに近いぐらいにこまかくしたカロンの乾酪を、溶いた卵に混ぜておく。

　親父から習ったピカタとは、そういうレシピであったのだが、本場のピカタではどうなのだろう。そもそもあちらでは仔牛の肉を使うのが本当である、とか聞いたような記き憶おくがある。

　ともあれ、さきほどの肉に小麦粉代わりのフワノの粉をまぶし、乾酪入りの溶き卵をからめて、平鍋で焼きあげる。乳脂ではくどいので、ここはレテンの油でよかろう。レテンの油はオリーブオイルに似た風味を持つので、イタリア料理を参考にした我が流りゆうピカタには相応しいように思えた。

　これで本体は完成である。

　かけるソースは、普ふ段だんから『ギバ・バーガー』で使用しているオーソドックスなタラパソースをチョイスした。故郷でも俺は、タマネギのみじん切りをたっぷり使ったトマトソースでピカタを食していたのだ。アリアのみじん切りをたっぷりと使い、ニンニクとよく似たミャームーの香るこのタラパソースは、キミュスのピカタとも相性はばっちりだと思われた。

　試食品を味見してみると、焼かれた卵とフワノ粉の生み出すさくりとした食感と、乾酪のねっとりとした食感が絶妙であった。

　もしも宿場町でこの料理を出すことができれば、さぞかし評判を呼ぶことができるだろう。これは、油と卵さえあれば宿場町でも再現できる料理なのだった。

　ギャマの乾酪はシムの行商人につてがなければ手に入れることはできないが、カロンの乳から乾酪を加工する道が開ければ、その点もクリアーできる。レテンの油が手に入らなければ、ギバのラードで代用するしかあるまい。

　で、俺としてはギバ肉との相性も視野に入れる必要がある。

　ギバの肉では、肉の味の主張が強すぎるだろうか？

　試ためしてみないことにはわからないが、それはそれで力強い料理に仕上がる気もする。ポーク・ピカタならぬギバ・ピカタだ。それをポイタンの生き地じで包つつみ込めば、屋台の軽食としてもいけるかもしれない。

（でも、屋台で揚げ焼きってのは難しいかな。火力の維持が大変だし、作り置きだと味が落ちそうだし……）

　いざ本番用の料理を作製しながら、俺はそのように考え続けた。そのような考えに没ぼつ頭とうしなければ、今後の行く末に対する不安感で押おし潰されそうであったのだ。

　しかし、やはりその日もリフレイアから特別な感想が届けられることはなかった。
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　さらに翌日。

　白の月の八日である。

　この日は朝から姫ひめ君ぎみの不満の声が届けられることになった。

「三日連続で同じような料理を食べさせるのは許さない」と姫君は仰おつしやっているらしい。要するに、フワノ・ケーキではなく別の菓子を準備せよ、ということだ。

　だから菓子作りは専門外なんだよとぼやいても、その言葉が姫君に届けられることはない。しかたないので、俺はクッキー作りにチャレンジすることにした。

　クッキー作りなど、それこそ玲奈が作製していた姿を横から眺めていた記憶しかない。ホットケーキ以上の見よう見まねだ。

　まずは乳脂をかき混ぜて半液状に戻したら、砂糖とフワノの粉を練り込んでいく。フワノの粉は少量ずつ、ダマにならないよう入念に混ぜなければならない。後半はカロンの乳も少しずつ投入していき、手で成形できるぐらいの固さを目安に、こねあげていく。

　お次は、フワノの粉をふった板の上にそのもったりとした生地をひろげて、さらには太めの攪かく拌はん棒ぼうを使い、そば打ちのごとく平らにのばしていく。型抜きなどはもちろん存在しなかったので、口の小さな酒杯を使って丸く切り取ったり、あとは調理刀で四角や星型のを成形してみた。余った生地はまた丸めた上で改めて板の上にのばし、限界まで型抜きしたのち、最後の残り分は手で丸く形を作る。

　ここで昨日はスルーしたオーブンの出番である。底部の燃料庫で火を焚たくだけの簡素な作りであるので、とにかく焦がしてしまわぬよう弱火に調節する。そういった使用方法は、ロイが教えてくれた。燃料は、ついに登場の炭である。

　その間に、残しておいた脱脂乳でカスタードクリームを作製してみることにした。

　まずはキミュスの卵黄と砂糖を混ぜ合わせて、そこにもフワノの粉を投じていく。あるていど混ざってきたら、そこに脱脂乳を少量ずつ投入する。

　ここまでは、クッキー作りとよく似た作業手順である。やはり西洋風の菓子作りにおいては、小麦粉と牛乳と砂糖、それに卵とバターの存在が肝かん要ようなのであろう。

　こちらはあるていど生地がゆるくなるまで脱脂乳を混ぜ込んだら、鍋なべで火にかける。それなりの水分がとんで、とろみが出てきたら、完成だ。

　そこまで再現度は高くないが、とにかくカロン乳と乳脂の風味が豊かであるので、お味のほうは申し分ない。専門外の俺には、これが精せい一いつ杯ぱいである。

　そうこうしている間に、クッキーのほうも焼けていた。少し冷ましてから試食してみると、実にさくさくとした食感で、こちらはある意味ではホットケーキよりも再現度は高いかもしれなかった。

　失敗に備えて多めにこしらえておいた生地も、ついでに焼きあげてしまう。その間には、一昨日と同じくアロウのジャムをこしらえておくことにした。クッキーはそのままでも美味しくいただけるので、トッピングはカスタードクリームとアロウ・ジャムの二種で十分であろう。

　かくして、任務は無事に終了である。

　失敗せずにすべてを焼きあげることができたので、ずいぶんな量になってしまった。

「まあそう簡単に傷いたむものではないと思うので、余ったら晩餐後のおやつにでもしてください」

　そのように伝えたが、やはりリフレイアから返事が戻ってくることはなかった。
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　さらにその夜のご要望は、「キミュスの肉を使用すれば何でもよい」だった。

　そういえば昼の注文でも、食材の指定はなかったのだ。

　名うての副料理長とやらとの味比べは継続されているのやらいないのやら、最初の夜以降はディアルと口をきく機会もなかったので、俺には何とも判別がつけられなかった。

　それにしても、「何でもよい」というのは始末に困る。これだけの食材があふれかえっていると、選択肢が広がりすぎてしまうのだ。

　悩んだ末に、俺は現在研究中の料理をぶつけてみることにした。すなわち、『キミュスのつくね』である。《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で売りに出すために試し行こう錯さく誤ごを重ねていたひと品だ。

　肉はキミュスの胸肉を使い、もともと漬つかっていた岩塩の下味のみでシンプルに仕上げる。肉切り刀でミンチをこしらえて、小判形ではなく平たい棒状に仕上げることにした。

　で、問題はそれをどのような味付けで食していただくかだ。

　ここで俺は、キキの実という新しい食材を使ってみることにした。

　これは宿場町で見かけつつ、まだ味を試していなかった果実であった。人間の拳こぶしよりもひと回り小さな赤あか紫むらさき色いろの果実で、干し柿のようにしおしおの形状をしている。これは旅用の干しアリアとともに売られている携けい帯たい用の果実であるはずだった。

　日中に味を確かめてみたところ、これはほのかな甘あまみと強烈な酸味、そして独特の風味を有する、ちょっと梅干にも似た食材であったのである。

　聞いてみると、この干しキキというのはもともとジャガルから伝わってきた保存方法であるらしい。キキの実を岩塩と果実酒に漬け込んだのち、数日かけて乾かん燥そうさせる。こいつをポイタン汁にぶちこんで食する旅人も少なくはないというのだから、なかなか驚おどろきであった。

　なおかつ、漬け汁のほうも酒飲みには愛されているらしい。ものすごく塩しお辛からいので、普通の果実酒や水や果汁で割って飲むのが作法であるそうだ。漬け汁に移ったキキの実の風味が、一種独特の味わいをもたらしてくれるのだろう。

　斯か様ようにして、宿場町でも重宝されている干しキキなのである。

　で、この城下町の厨くりやにおいては、その干しキキがいささか変わり種の調味料として活用されているという話なのだった。

　俺にとっても、この干しキキとの出会いは得え難がたいものであった。俺はもともと『キミュスのつくね』に彩いろどりを添そえるのに相応しい食材を探しているさなかであったのだ。

　干しキキの実は、表面はカラカラに乾かわいているが、内側にはじっとりと水分が残されている。それをすり潰して梅肉のディップのように仕立てあげるだけで、つくねのお供としては十分に過ぎた。《キミュスの尻尾亭》の新しい献こん立だてには是ぜ非ひともつけ加えさせていただこうと思う。

　しかしこの場では素そ朴ぼくすぎるとなじられかねないので、一名につき四本ずつ焼いたつくねのそれぞれに別の味付けをほどこすことにした。

　一本は、乳脂とタウ油で焼きあげた、俺の世界で言うところのバターしょう油味。

　一本は、そろそろお馴な染じみになってきたホワイトソースがけ。

　そして最後の一本で、馬ば鹿かみたいに趣向を凝らすことにした。

　とはいえ、俺の故郷においてはそこそこスタンダードであったと思える味付けである。すなわち、アルコールを飛ばした果実酒とタウ油をあわせて、ピコの葉、砂糖、隠かくし味あじにパナムの蜜まで使った、甘辛いつくねの照り焼きだ。

　ただし、それでは終わらせなかった。そのつくねの照り焼きを、俺は自家製のタルタルソースで彩ってみせたのだった。

　タルタルソースには、マヨネーズが必ひつ須すだ。しかし、卵と酢と塩と油さえあれば、マヨネーズなどは比ひ較かく的てき簡単に作製することができるのである。

　まずは卵黄と塩を混ぜ合わせ、最初に酢を、お次に油を加えて、ひたすら攪拌し続ける。作業工程は、それだけだ。

　ポイントは、酢を入れるところまではやはり空気を混ぜ込む意識で攪拌することであろうか。ホイッパーがないのでその部分だけは多少苦労したが、もともと手馴れた作業であったのでどうということはなかった。

　ただし、原材料には若じやつ干かんの相そう違いが生じてしまっている。レテンの油というのはオリーブオイルにそっくりであったし、ママリアの酢というのはビネガーとバルサミコの中間みたいな味をしていたのである。また、ママリアの酢は限りなく黒に近い暗褐色をしていたので、それが卵黄との融合で暗いオレンジ色のマヨネーズになってしまった。

　しかし、出来栄えとしては悪くなかった。干ほし葡ぶ萄どうのようなママリア酢の風味に多少の違和感は残されつつも、しっかりとマヨネーズらしい味になっている。ママリア酢の酸味が弱めなので、なかなかやわらかい味わいだ。

　あとは茹ゆでた卵と生のアリアをこまかく刻んで混ぜ合わせて、塩とピコの葉で味を調ととのえれば、タルタルソースの完成である。そいつをつくねの照り焼きに塗って食すと、濃厚な甘辛さがタルタルソースに引きたてられて、何ともジャンクかつ豪勢な味に仕上がった。

「……これは毒見が大変ですね……」

　四種類の味付けで三名分の料理である。シフォン＝チェルは、こぼれそうになる微び笑しようを懸命にこらえているような表情になっていた。

　べつだん、すべてを照り焼きのタルタルソース掛けにしてしまっても良かったのだ。しかし、時間の許す限り試してみた結果、照り焼きだけがずばぬけて美味であるとは思えなかった。バターしょう油やホワイトソースはもちろん、干しキキのディップを塗っただけのつくねだって、十分に美味おいしかったのである。むしろ、濃厚なる照り焼きつくねを食べた後にこそ、干しキキのディップの素朴な味わいが際きわ立だつかもしれない。

　逃にげ出す手段が講じられないならば、リフレイアの頑かたくなな心を解きほぐすぐらいの料理を作るしか、自分にできることはない。そんな風に自分を焚きつけて、俺はどの料理でも可能な限りの力を振ふり絞しぼったつもりであった。

　しかしやっぱり、その日もリフレイアからは何の音おと沙さ汰たもなかったし、話をさせてほしいという俺の言葉が受け入れられることもなかった。
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（けっきょく今日も、何事もなく終わっちまった……）

　仕事を終えて自室に戻されたのち、俺は大きく開け放った窓から夜の闇やみに視線を飛ばしつつ、そんな風に心中でひとりごちた。

　あれよあれよという間に、四度目の夜を迎むかえてしまったのだ。

　やはりディアルは城下町を抜け出すことができなかったのだろう。事態は悪化も好転もせず、まるでこれが俺に与あたえられた新しい日常なのだとばかりに、ただいたずらに時間だけが過ぎ去っていった。

　だが、明後日の朝にはサイクレウスが戻ってくる。そうなれば、否いやが応おうでもこの非日常的な日常は破壊される。どんなに遅くとも、あと一日と少しでこの馬鹿げた生活は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散るのだ。

　その一日が、遠い。厨にこもっている間は何とか誤魔化せている苦く悩のうと悲ひ哀あいに、俺は胸がおし潰されそうだった。

（アイ＝ファ……お前は何を思っているんだ？）

　その名前、その存在を思い浮かべるたびに、心臓が不規則な動きを見せる。

　まるで半身をもがれたような心地ここちであった。俺は自分がどれほどアイ＝ファに依存していたのか、どれほどその存在に頼りきっていたのかを、これ以上なく痛感させられてしまっていた。

　どうして自分はこんな場所に立っているのか、本当に自分の足で地面を踏みしめているのか、自分は何のために生きているのか――普段は考えもしないそんな想念で、頭の中が埋うめつくされてしまう。それは孤独に宇宙空間を漂っているような頼りなさであり、また、真っ黒な深海に頭から沈しずんでいっているような絶望感でもあった。

　アイ＝ファの姿を見たい。

　アイ＝ファの声を聞きたい。

　アイ＝ファの温もりをこの指先に感じたい。

　自分でも馬鹿なのではないかと思えてしまうぐらい強烈に、俺はそのような妄もう念ねんに取り憑つかれてしまっていた。

　アイ＝ファ以外の人たちも、この数日間をどう過ごしているのだろう。一番ゆかりの深いルウ家の人々はもちろん、ルティムやレイや、スドラやフォウや――数えあげたら、きりがない。

　そして、宿場町の人々もだ。誰も彼かれもが追憶の彼方かなたにしかいない。これでは生きながらにして彼ひ岸がんを漂い、生前の思い出にひたっているようなものだった。

　日中は、料理に没頭することで、そんな苦悩から逃避している。しかしこうして元の部屋に引き戻されてしまうと、たちまち虚きよ無む感かんにとらわれてしまうのだ。どんなに料理の研けん鑽さんに励はげんでも、その料理はリフレイアの口にしか届かない。晩餐ではディアルたちの口にも届いているとしても、それだけでこの虚無感を晴らすことはできなかった。

　俺おれが料理を届けたい相手は、アイ＝ファなのだ。森辺の民なのだ。宿場町の人々なのだ。この場で得た技術や知識は、いずれみんなにも披ひ露ろうすることができる――そんな風に考えて、作っている間は調理の作業に没入することができても、夜にはその揺り戻しで心が崩ほう落らくしそうになってしまうのだった。

「アスタ様……そろそろお休みになりませんと、お身体に障さわりますわ……」

　シフォン＝チェルが、そっと寄り添ってくる。

　その手が俺の腕うでや肩かたに触ふれているはずなのに、感覚が虚うつろで何も感じることができない。

「すみません。まだ眠れそうにないんです」

「そうですか……でも、横になられているだけでも、ずいぶん力は取り戻せるのでしょうから、どうか寝しん台だいのほうへ……」

「――そうですね」

　窓辺に立ちつくしていようと寝台に寝ね転ころがっていようと、心に映る闇の深さに違いはない。だったら、シフォン＝チェルを安心させてあげるほうが、まだましな行いであるように思えた。

「……明後日の朝方には、主様もお戻りになられます……こうしてアスタ様とともに過ごせるのも、長くてあと一日と少しなのですね……」

「そうですね」

「やっぱりわたくしは、それを残念と感じてしまうのですが……でも……アスタ様がそのようにおつらそうにしている姿を見ているのは、とても心が痛みます……」

　シフォン＝チェルは普段通りにうっすらと微笑ほほえんでいたが、その不思議な紫色の瞳ひとみには、何とか自分の思いを正しく伝えるすべはないものかと煩悶しているような光が宿っているような気がした。

　彼かの女じよはもう何年も奴ど隷れいとして働かされている身の上である。もしかしたら、心の一部分はもう摩ま耗もうしきって常の人とは異なる有り様になってしまっているのかもしれないが、それでも他者を思いやろうという気持ちはきちんと残っているのだろう。

　彼女がかたわらにいてくれなかったら、俺はもっと崩れてしまっていたかもしれない。

　しかし――俺の胸にぽっかりと空いてしまった大きな穴は、何をもってしても埋めることはかなわなかった。

「……すみません。それじゃあ休ませていただきますね」

「はい……」

　シフォン＝チェルは俺の腕からそっと手をほどき、板張りの窓を閉ざしてくれた。そうして俺を寝台のそばまで導いてから、屏びよう風ぶの裏へと消えていく。

「アスタ様、よき夢を……」

「ええ、あなたも」

　俺は寝台に力なく倒れ込んだ。

　やがてシフォン＝チェルの手によってランタンの火は消されて、視界が本当の闇に閉ざされる。

　身体は泥どろのように疲れていたのに、睡すい魔まが降りてくる気配は微塵もなかった。俺の心が、眠ねむりを拒きよ絶ぜつしてしまっているのだろうか。どうせ眠っても、悪夢に苛さいなまれるだけだぞ、と。

（悪夢……この状じよう況きようのほうが、よっぽど悪夢だ）

　二日後には家に戻もどれるという確かな証あかしでもあれば、ここまで追い詰つめられることもなかったのかもしれない。しかし、相手はサイクレウスなのだ。どれほど前向きに考えようとしても、やはり悪評にまみれたその人物を心の底から信じることはできなかった。

　もちろん、このまま解放されることなく、サイクレウスと対面する事態に陥ってしまうのならば、何としてでも和解の道を切り開いてやろうと思っている。だけどそれでもサイクレウスがこの娘むすめの不始末を知り、俺の存在を抹まつ消しようすることが一番手っ取り早い解決策である、と考えてしまったら――俺はこのままアイ＝ファとも誰とも再会できぬまま、この世界から消えてなくなることになる。俺の恐怖や絶望の根源にあるのは、たぶんその思いだった。

　たかだか数日間、アイ＝ファと離はなれて暮らすだけのことであったのなら、まだこらえようはあったと思う。だが、これが今こん生じようの別れとなってしまったら、死んでも死にきれないではないか。

　最後に見たアイ＝ファの姿、幸福そうに微笑んでいたアイ＝ファの顔が、まぶたの裏にやきつけられている。

　――願わくは、その日ぐらいは心安らかに過ごしたいものだ――

　おたがいの休日が重なれば、ひさびさに家でゆったり過ごせるなと、アイ＝ファはとても嬉うれしそうにしていた。その、二人がともに仕事を休める日、白の月の八日というのは、まぎれもなく今日のことだった。

　――決して気を抜かず、仕事に励むのだぞ、アスタ――

　決して気を抜いていたつもりはない。しかし俺は悪漢どもに拉ら致ちされて、ファの家に戻ることができなくなってしまった。アイ＝ファがどれだけ怒おこっているか、アイ＝ファがどれだけ悲しんでいるか――俺はアイ＝ファに、俺以上の苦悩と絶望を与えてしまったのである。

（アイ＝ファ……）

　眠れぬままに、寝返りを打つ。

　その耳に、キイッ……という奇き妙みような音色が忍び込んできた。金属の軋きしむような、か細い音色である。

　風で窓が開いてしまったのだろうか？

　いや、ここの窓は外に向かって開くのだ。風でどうこうなるような粗そ末まつな造りでもない。しかし、回かい廊ろうへと通ずる扉とびらのほうは閉まったままであった。

　それでは、シフォン＝チェルが再び窓を開けたのか？

　いや、耳を澄すますと規則正しい寝息が聞こえてくる。

　だったらいったい何なのだ、と俺は寝台に半身を起こそうとした。

　そこに――窓側の屏風の陰かげから、ぬうっと黒い人ひと影かげが現れる。夜や陰いんの中でもなお黒い、凝ぎよう縮しゆくされた暗黒のような人影であった。

「な……」

「声をあげるな」

　おし潜ひそめられた、低い声。

　どこかで聞いたことのあるような、少年の声だ。

　明かり取りの窓から申し訳ていどに差し込んでくる月の光を反射させて、獣けもののような黄色い瞳がぎらりと光った。

「君は――？」

「大きな声を出だすな。そこで眠っている女に気づかれたら面めん倒どうだ」

　その少年――手負いの野や獣じゆうじみた眼光と、まだ幼さの残ったハスキーな声こわ音ねを持つ不思議な少年が、囁ささやく。

「俺の姿が見えないのか？　これだけの月明かりがあれば十分だろうに」

　強い力で、手首をつかまれる。

　俺は起きたまま夢を見ているようなぼんやりとした心地のまま、その強い力に引かれて屏風の裏まで移動することになった。屏風の裏では窓が大きく開け放たれており、月の光がさえざえと室内に降りそそがれていた。

　その青白い光の下、燃えるような緋ひ色いろの髪かみが、ふわりとたなびく。

「ジーダ……どうして君がこんなところに……」

「そのようなことは、自分の胸に聞いてみろ」

　抑よく揚ようのない声で言い、赤髪の少年ジーダは俺の手首を放ほうり捨てた。

「存外、元気そうにしているな。貴族の館やかたの住み心地はどうだ、ファの家のアスタよ」

　ジーダに名前を呼ばれたのは、そのときが初めてであったと思う。

　まだ幼さの残った顔立ちと、俺よりも頭半分は小さな体たい躯く、こまかい斑はん点てんのある毛皮のマントを纏まとった、マサラの狩人かりうど――義ぎ賊ぞく・赤あか髭ひげゴラムの遺い児じ、ジーダである。その、何回見てもなかなか見慣れることのできない不思議な姿を見つめている内に、俺はどんどんと混乱していった。

「い、いったいどうやってこんなところにまで忍び込んだんだ？　ここは番犬と衛兵に守られていて――いや、そもそもどうして俺がこの屋や敷しきにいるってことを――」

「大きな声を出すなというのに。どうせ部屋の外は兵士にでも見張られているのだろう？」

　平素では繊せん細さいに見えるぐらいの細面に不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべて、また黄色い瞳で俺をにらみつけてくる。

「さきほどまで窓を開けていただろうが？　そのおかげでお前がこの部屋にいるということが知れたのだ。あとは、フィバッハの蔓つる草くさを巻きつけた鉤かぎ爪づめの矢を屋根に打ち込んで、それを伝って登ってきた」

「いや、そうじゃなくってさ。俺がこの屋敷に捕とらわれているということは、誰にも知られていないはずだろう？」

「……森辺の民たみたちは、サイクレウスという貴族が犯人であるに違ちがいないとわめいていた。俺は誰とも直接には話していないがな。……この屋敷の場所を教えてくれたのは、トゥランのミケルという男だ」

　思いも寄らぬその名前に、俺はいっそう驚かされてしまう。

「昨日、宿場町にやってきたあの男が森辺の民に詰め寄っている姿を見たのだ。それであの男がトゥランに戻っていく際につかまえて、この屋敷の場所を聞きだした。……あの男も、もともとはこの城下町の人間であったそうだな」

「う、うん、それはそうらしいけど……でも、城下町ってのは石いし塀べいで守られているんだろう？　通行証がないと出入りはできないんじゃなかったのか？」

「道具さえあれば、どうとでもなる。……その手順を説明してほしいのか？」

　そのようなことは、どうでも良かった。

「それじゃあ、君は――いったい何のためにこんな場所までやってきたんだ？」

　この質問で、ジーダは口をへの字にしてしまった。この少年にもこんな子供っぽい表情ができるのか、と俺はこっそり感心してしまう。

「俺はただ……さんざんえらそうなことを抜かしておきながら、まんまと敵の手に落ちたお前の顔を拝みに来ただけだ。それに――」

　と、黄色い瞳をぎらりと輝かせる。

「この館に住むサイクレウスという貴族が、お前たちの言うすべての黒幕なのだろう？　森辺の民やトゥランのミケルの言葉から、俺はそれを知ることができた。……ならば、その屋敷の警護がどれほどのものなのかを確かく認にんしておきたかった」

「――この屋敷は兵士と番犬に守られているんだよね？」

「ああ。しかし、言うほど大した警護ではないな。サイクレウスという男は、あれほどのことをしでかしておきながら、ずいぶん呑のん気きに暮らしているようだ」
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　ふつふつと、物ぶつ騒そうな気配が少年の小さな身体からたちのぼってくる。森辺の狩人にも劣おとらない、野生の獣めいた殺気だ。

「まあ、屋敷の中にはもっとたくさんの配下を置いているのだろう。これだけ馬鹿でかい屋敷ならば、その居所を捜さがすだけで骨が折れるしな。そう簡単に首を獲とることはできないのだろう」

「ジ、ジーダ、君はもしかして、サイクレウスのことを――」

「そいつはまだ屋敷を留守にしているのだろう？　森辺の民がそのように話しているのを耳にした。……今日は下調べに来ただけだ」

　そうしてジーダは少しうつむき、すくいあげるように俺を見つめてきた。

「……やつの罪を白日のもとにさらす手段があるというのなら、それは殺された親父たちにとって一番のたむけになる。お前たちの企てが成功するのか失敗するのか、俺が刀を振り下おろすのはそいつを見極めた後だ」

「そうか、それだったら――」

「しかし、この国の法がそいつに死よりも軽い罰ばつを与えるようなら、誓ちかってこの俺が首を刎はね落としてやる。それは絶対だ」

　声を荒らげているわけでも、怒いかりの形相を浮かべているわけでもないのに、ぴりぴりとした気配が伝わってくる。しかし、俺が感じている物騒な気配などは、ジーダが必死に抑よく制せいしている殺気のちょっとしたおこぼれに過ぎないのかもしれなかった。

　このような暗がりで、殺気の塊かたまりみたいな少年と二人きりで相対する。そんな非現実的な体験にまた少し意識の浮ふ遊ゆう感かんを味わわされつつ、俺は言った。

「……それじゃあ君は、偵てい察さつついでに俺の様子を見に来ただけ、ということなのかな？」

「ああ、そうだ。……もしもお前が怨おん敵てきに取りこまれるような人間であったのなら、顔の皮でも剥がしてやろうかと思ったが――」

　と、野獣のごとき眼光をぐいぐいと突きつけてくる。

「どうやら、ひたすら自分の迂う闊かつさを嘆なげいている様子だな。まったく、情けない男だ。森辺の民が聞いて呆れる」

「それについては返す言葉もないよ。……ねえ、ジーダ、森辺のみんなはどうしているんだい？」

　ようやく一番聞きたいことを聞けた。

　ジーダはいったんまぶたを閉ざし、あふれかえる怨えん嗟さの念を少しばかり鎮しずめてから、言った。

「どうもこうもない。森辺の民たちは、我を忘れてお前のことを捜している。宿場町は、無茶苦茶な騒さわぎになっているぞ」

「そう……なのか……」

「最初の内は、衛兵どもと刃やいばを交えかねない様子だったがな。今はひたすら町の中を駆けずり回っている。城門を守る番兵どもにはまったく取り合ってもらえないため、お前をさらった悪漢どもの正体を探ろうと躍やつ起きになっているのだろう」

「…………」

「町の人間たちも大勢で衛兵にくってかかっていたが、とにかく護民兵団の長が戻る白の月の十日を待て、の一点張りだ。衛兵どもも、町の連中に劣らず混乱している様子だな」

　サイクレウスの実じつ弟ていである護民兵団の長までもが城に詰めているというのなら、混乱するのが当然であろう。これは恐らく高い確率で、リフレイアが独断で行った悪さであるのだ。

　また、たとえその騒ぎが城内に届けられたところで、その内容は「宿場町で商売をしていた森辺の民が悪漢にさらわれた」というものになるはずだ。自分たちで命令を下した覚えがないのならば、サイクレウスたちも知ったことかとせせら笑うばかりであろう。森辺の民と町の無ぶ頼らい漢かんが勝手に諍いさかいを起こしてくれるなら、それはそれで悪い話でもない、と。

「それで、あの――俺の家の家長、アイ＝ファがどうしているかは、わかるかな……？」

「あの女か」と、ジーダは無表情に言う。

「あの女も、毎日町に下りているようだ。だけどあいつは俺がいくら気配を殺そうとも、それに気づいてしまう厄やつ介かいなやつだからな。できるだけ近づかないようにしているので、よくはわからん」

「そうか……」

　アイ＝ファたちが――森辺の民や、宿場町の人々が、必死になって俺のことを捜してくれている。そんな話を聞いただけで、俺の胸はぎゅうぎゅうと潰されてしまいそうだった。

「……これといって手傷は負っていないようだが、ずいぶん参ってはいるようだな」

　ジーダが低い声でそのように言った。

「お前たちには、少しばかり借りがある。何か一言ぐらいなら、伝言役を受け持ってやらなくもないぞ」

　俺はジーダに詰め寄ろうとした。

　が、素す早ばやく身を引いたジーダにまた同じだけの距きよ離りを取られてしまう。

「ジーダ……君にこんなことを頼たのめる筋合いではないけれど……このまま俺も一いつ緒しよに宿場町まで連れて帰ってもらうことはできないかな？」

「ふん。お前は狩人のように気配を殺すことはできるのか？　それができなければ、十歩と進まぬ内に番犬に噛かみ殺ころされるだけのことだ」

　俺の願いを、ジーダは一言で切り捨ててくれた。

「そうか……」と肩を落とす俺の姿を、ジーダはじろじろとにらみ回してくる。

「森辺の民ならば、俺と同じように番犬をやりすごすことも難しくはないだろう。なおかつ、トゥランのミケルと縁えんがあったのだから、この屋敷の場所を突き止めることだって不可能ではなかったはずだ。それなのに、こうしてお前を放っておくということは……法を犯おかしてまでお前に助ける価値などない、と思っているということなのだろうな」

「そ――」と言いかけた俺の口に手の平をあてて、「大きな声は出すな」とジーダは言い捨てる。

「……そんなのは当たり前のことだよ。法を犯す云うん々ぬんの前に、サイクレウスが俺をさらったという証もない。森辺の民はサイクレウスに弱みを見せられない立場なんだから、なおさら証もなく法を犯せるはずもないさ」

「しかし……」

「それに実際、俺をさらったのはサイクレウス本人ではなかったようなんだよ」

　ここでようやく、俺はことの顛てん末まつをジーダに伝えることができた。

　ジーダは不機嫌そうに口をつぐんだまま、最後まで言葉をさしはさむこともなかった。

「犯人は、サイクレウスではなくサイクレウスの娘か……しょせん悪人の子は悪人ということだな」

「いや、一いち概がいにそうとは決めつけられないと思うけどね」

「それに、どの道お前がこの屋敷に捕らわれていたという事実に変わりはないのだ。俺にはやっぱり、森辺の民がお前の生命よりも法を重んじているようにしか思えない」

　それがものすごく不満であるかのように、ジーダは唇くちびるをとがらせた。その子供っぽい仕草にアイ＝ファの存在を重ねてしまい、俺はハッとしてしまう。そういえば、ネコ科の猛獣を思わせるこの目つきも、怒ったときのアイ＝ファに少しだけ似ているかもしれない。

「同どう胞ほうの生命とは、何よりもかけがえのないものだ。森辺の民とは、法のためには同胞をないがしろにするような柔にゆう弱じやくな人間の集まりなのか？」

「そんなことは、絶対にないよ。ただ、森辺の民は掟おきてや法を守ることの正しさを信じているんだ。もしかしたら、町の人たちよりも強い気持ちで」

「ふん。盗とう賊ぞくの息子むすこである俺と違って、汚けがれなき魂たましいを持っているということか」

「いや、そんな風には思っていないけど――」

「何でもいい。俺には俺のやり方があるし、森辺の民には森辺の民のやり方がある。そうして俺は俺のやり方で、お前と顔をあわせることができた。これは、森辺の民には成し得なかったことだ」

　小さな声だが挑いどむような口調で言い、ジーダはぐっと俺のほうに身を寄せてきた。

「その上で、問おう。……何か同胞に伝えたいことはないのか？」

　それはまるで、自分でも何か力になれることはないのか、と問うているような表情と口ぶりであった。

　その内心にどのような思いが秘められているのかは知れぬまま、俺は「あるよ」とうなずき返す。

「俺がさっき話したことを、そのままみんなに伝えてほしい。それで、その内容をザッシュマという人物に伝えさせてほしいんだ」

「ザッシュマ……？」

「森辺の民に力を貸してくれている、町の人間の一人だよ。彼だけは城下町に出入りできるはずなんだ。だからその人物に、可能な限り早くこの話をメルフリードに伝えてくれるように、と――メルフリードっていうのは、俺たちと同じようにサイクレウスの旧悪を暴あばこうとしている貴族で、ジェノスの領主の息子なんだ」

「わかった。サイクレウスに先を越された場合は、お前の身に危険が迫せまるかもしれない、ということだな。伝えておいてやろう」

　そんな風に言ってから、ジーダはまたあやしく黄色の目をゆらめかせた。

「ところで、この屋敷にサンジュラというあのシムの民はいないのか？」

「え？」

「俺の肩の骨を砕いたあの男が、お前をかどわかした犯人なのだろう？　手配書きに、そう記されていたそうだぞ」

「て、手配書きが宿場町に出回っているのかい？」

「ああ。俺には人相書きしかわからないがな。サンジュラという男と、名も知れぬ西の民の男、それがお前をさらった犯人だという手配書きが出回っている」

　やはりネイルが衛兵に訴えでたのだ。

　そしてそれは、そのままの内容で何の圧力も受けないまま、宿場町に出回っている。

　ということは――やはりサイクレウスらのもとにも、まだそこまでの詳しよう細さいは伝えられていないのだ。人相書きさえ目にしてしまえば、一目でそれが自分の配下の人間たちであると知れるはずなのである。それもまた、俺にとっては確かな希望の光であった。

「もう一人の西の民は、たぶんサイクレウスの娘を警護しているお付きの武官だよ。身体つきや声なんかがそっくりだったんだ。名前は、ムスルと呼ばれていた。それもザッシュマに伝えさせてくれ」

　これで少なくとも、メルフリードが行動の自由を得ると同時に、すべての真相を伝えることができる。あとは、あくまで法の番人であるというメルフリードが、どこまで強い手を打ってくれるか――こればかりは、蓋ふたを開けてみなくてはわからなかった。

「必ず伝えてやろう。……これでお前たちとは借りも貸しもなしだ」

　ジーダはきびすを返そうとする。その背に、俺は「ちょっと待ってくれ」と呼びかけた。

「俺が元気でいることも、みんなには伝えてほしい。それで……できればアイ＝ファだけにじゃなく、なるべく大勢の森辺の民に伝わるようにしてほしいんだ」

「……俺はあの女が苦手なので、もとより別の人間に伝えるつもりだったが、何故なぜわざわざそのようなことを言い添えるのだ？」

「え……それはあの……アイ＝ファ一人に伝わってしまったら、君みたいに一人で助けに来ちゃうかな、とか思えてしまったから……」

「法を犯して、誰だれにも伝えずに、か？」

　ジーダは半分まぶたを閉ざし、奇妙な形に眉まゆを吊つり上あげた。呆れているような感心しているような、何とも複雑な表情である。

「……まさか、最後の最後でそのように惚のろ気けられるとは思っていなかった」

「べ、別に惚気けてなんかいないさ」

「しかしまあ、それこそが本当の同胞……本当の家族なのだろうと俺には思えるがな」

　そう言って、ジーダは窓の桟さんに右足をかけた。

「それではな。二度と会うことはないかもしれないが……必死に駆けずり回っている同胞のためにも、せいぜい明日いっぱいは生き永らえることのできるよう力を惜おしまぬことだ」

「ああ、ありがとう。君には本当に感謝しているよ、ジーダ」

　俺の返事には答えずに、ジーダはそのまま窓の向こうに消え去った。

　俺は慌あわてて駆け寄ったが、毛皮のマントを纏ったその姿はあっという間に暗闇に溶とけてしまう。侵入するのに使用した道具はとっくに回収済みで、帰り道は普ふ通つうに飛び降りたらしい。何とも呆あきれた身体能力である。

　俺は窓を閉め、ふっと息をついた。

　今度こそ、俺が何とか無事に過ごしているということがアイ＝ファたちに伝わるのだ。それだけで、俺の胸に満ちた暗雲は相当に晴らされてしまったように感じられた。

（あとは、五体満足でここを出るだけだ）

　不安や苦く悩のうや絶望の代わりに、得体の知れない力がみなぎってくる。

　暗闇の中でもがいていた俺に、ジーダが希望の光を灯ともしてくれたのだ。

（アイ＝ファ、もう少しだけ待っていてくれ）

　最後にぎゅっと拳こぶしを固めてから、俺は自分の寝台に戻った。

　こんなに昂こう揚ようしてしまって眠れるのかなと心配になったが、その後の記き憶おくはないのであっさりと寝入ってしまったのだろうと思う。その夜は、悪夢にうなされることもなかった。
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　そうして俺は、白の月の九日を迎えることになった。

　この館に拉致されて、五日目の朝である。

　泣いても笑っても、俺がこの屋敷で料理を作るのはこの日で最後になる。その後に待つのは身の破は滅めつか、あるいは懐なつかしい同胞たちとの再会か――石にかじりついてでも後者の道を歩むのだ、という決意も新たに、俺は厨へと向かった。

「昨日とも一昨日とも違う菓子を作れ、とのことだ」

　ロイからは、そのように伝えられた。

　これまたずいぶん難なん儀ぎな指令である。ホットケーキとクッキー以外に、何を作製すれば良いというのであろうか。

「うーん……あの、一つおうかがいしたいのですが」

「今度は何だよ」

「このジェノスでは、高温の油で食べ物を揚あげる料理というのは存在しますかね？」

「揚げ料理か。そんなに流行はやってる料理ではねえな」

「あ、でもここの設備でも可能なんですね？」

　俺としては、薪まきをくべるかまどでそれほどの火力を維持できるのかが疑問であったのだ。

　しかしまあ、薪さえ惜しまなければ何も難しい話ではないのだろう。難しいのは、その火力を一定に維持したり微調整したりすることだ。

（それじゃあ最後の手段、ドーナツ作りにチャレンジしてみるか。これで俺の引き出しはほとんど空っぽだぞ）

　生き地じの作製は、ケーキやクッキーと大差がない。というか、俺の側にそれぐらいの知識しかない。

（えーと、たしかこいつも卵を使ってたよな）

　キミュスの卵に砂糖とカロン乳を混ぜ合わせて、しかるのちにフワノの粉を少量ずつ投入していく。バターの扱あつかいはよくわからなかったので、サンプルでは乳にゆう脂しを混ぜたもの、パナムの蜜みつを混ぜたもの、その両方を混ぜたものも作製してみた。

　そして、油の準備である。ロイの知識と手を借りて、大きめの鍋なべにレテンの油をたっぷりと注ぐ。レテンの油の値段はわからないが、これだけでいったいどれだけの銅貨が必要となるのだろう。

　あとはひたすら薪をくべる。しかし、燃やしすぎにも注意である。使いなれない設備で油を熱するのだから、これは最大限の注意が必要だ。

　ドーナツを揚げるのは、中温から高温までが相応であったはずである。熱した油がゆらゆら揺れ始めたら、そこから数十秒待って、菜箸代わりの木の串をつけてみる。俺の知る菜箸とは素材が異なるのではなはだ心もとないが、それで生じる泡あわの大きさで目安をつけるしかない。

　まずは高温、百八十度に達するかどうかという頃ころ合あいを見計らって、小さなサンプルを一つだけ揚げてみた。

　平べったい円えん盤ばん状にこしらえたネタをそっと投下すると、じゅわーっと小気味のよい音色がはじける。しかし、いささか勢いが弱いかもしれない。油の質も異なるので、見極めをつけるのが本当に難しかった。

　そこから少しずつ薪の量を増やしながら、一つずつサンプルを投じていく。そうしてネタを入れるごとにまた油温が下がってしまったりもするので、温度を一定に保つのは至難のわざだ。

　それでもまあ、油が大量であればあるほど油温の変化は抑おさえられるので、何とか弱音を吐く前に大体の見当をつけることはできた。要は、焦こがさないていどの高温をキープできればいいんだよなという開き直りを得て、俺はこの修練を終えることにした。

（うん、ギバの脂あぶらのラードでだって揚げ物は作れるんだ。こんな修練もまったくの無駄にはならないさ）

　サンプルでは、乳脂も蜜も両方ぶちこんだやつが一番はっきりとした味に仕上がったようなので、それを採用する。

　そんなわけで、あらためて生地の成形である。

　俺の乏とぼしい知識で思いつくのは、四種類。穴の空いたリング型と、まん丸のボール型、真っ直ぐなスティック型、そして細くのばしたスティックをねじり合わせるツイスト型だ。

　生焼けが怖こわいので、全体的に小ぶりの作りにしておいた。それにやっぱりベーキングパウダーが存在しないためか、噛み応えもけっこうしっかりしてしまうのだ。あんまり大ぶりにしてしまうと、さして頑がん丈じような顎あごを持っているとも思えない貴族様にはしんどいだろう。

　そして、トッピングのほうはどうするべきか。まだカスタードクリームを作る分の脱脂乳は確保していたが、それだけではワンパターンのそしりを受けてしまいそうだった。

（あ、もっとシンプルに砂糖をまぶす、なんていうやり方もあったな）

　溶かした砂糖を塗りたくって乾燥させれば、それっぽい味と見栄えを確立できるかもしれない。とりあえずは、何でも試ためしてみる他なかった。

　そんなわけで、いざ俺は本番の揚げ作業に取りかかったのだが――ここで大事件が勃ぼつ発ぱつした。いくつかのネタを投入し、じっと焼き色を観察していた際、その内の一つが爆ばく発はつしてしまったのである。

「うわーっ！」

　高温の油が、見事に四散した。実のところ、鍋の外にまで飛んだ油は大した量でもなかったのだが、間近にいた俺には生命の危機を感じるほどだった。

「あちち！　あち、あち！」と、油のはねた胴どう衣いを引っ張って肌から遠ざける。剥むき出しの顔や手に浴びずに済んだのは僥ぎよう倖こうであった。

「何やってんだよ、馬ば鹿か！」と、ロイが水みず瓶がめにひたして絞しぼった手ぬぐいを投げつけてくれる。

　それをすかさず胸むなもとと衣服の間に差し込んでから、俺は意を決して鍋の中身を覗のぞき込んだ。

　爆発したのは、ボール型のやつであったようだ。残りの三種は、じゅわじゅわと音をたてながらいい色合いに揚がっている。

　俺は菜箸で、それらを鉄てつ網あみの上に救出した。ボール型のも奇き怪かいな形に花開きつつ油の中で躍おどっていたので、それも引き上げる。

「ああ、びっくりした……この形だと、生地の内側の膨ぼう張ちように耐たえられないみたいですね」

　今ひとつ確かな理由はわからなかったが、さしあたっては一番熱の通りが悪そうなボール型ゆえの悲劇ととらえるしかなかった。

「びっくりしたのはこっちだよ！　最後の最後で危ない真似まねをするんじゃねえ！」

「どうもすみません」と振り返かえると、ロイは俺以上に真っ青な顔をして、心臓のあたりに手を置いていた。よほど驚おどろいたのだろう。普ふ段だんのとげとげしさも抜けてしまい、ちょっと幼げな顔つきになってしまっている。

「余分に生地を作っておいて正解でした。第二陣では気をつけます」

「まだやる気かよ！　もうやめておけよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。きっとこの丸い形がまずかったんでしょう。こいつは輪っかの形に作りなおします」

　鍋の中で焦こげついていたドーナツの破片を除去して、火の加減を調節し、慎しん重ちように予備分を投入していく。

　案の定、悲劇は再来しなかった。やはりボール型の形状に問題があったらしい。

「まったく、寿じゆ命みようが縮まったぜ……」

　ロイのほうは、まだぼやいている。

　有事の際にこそ人の本ほん性しようがあらわになるものならば、やはりこの青年はそんなに悪人ではない、ということになるのだろう。

　ともあれ、余よ剰じよう分と失敗作を使って、トッピングのほうも色々と試してみた。その結果として、ツイスト型とスティック型には溶かした砂糖に少量のパナムの蜜を混ぜたものを塗りたくり、リング型のやつはアロウのジャムとカスタードクリームで召し上がっていただくことに相成った。

　もうちょっと時間があればそのジャムやクリームを生地で包つつみ込んでから揚げてみる、というスタイルも試してみたかったが、この先に出番があるかもわからない菓子作りなので、それほどの未練にはならなかった。

「ああ……これも不思議な味わいですわね……」

　毒見に臨のぞんだシフォン＝チェルも、大満足の様子である。

　彼女に俺の料理を味わってもらえるのも、あとは本日の晩ばん餐さんだけだ。

　シフォン＝チェルと運搬係の小姓たちが出ていった後、俺はロイに向きなおった。

「あの、良かったらあなたもお一ついかがですか？　あまりに作りすぎてしまったので」

「…………」

「やっぱり油を使っているせいですかね。味見だけでもけっこうお腹いっぱいになってしまったんですよ。この後は自分の勉強で作った料理も食べなきゃいけないので、少し胃い袋ぶくろに余よ裕ゆうをもたせておきたいんです」

「そこまで言うなら、引き受けるけどよ……お前、様子が変わったな」

「え？　そうですか？」

「ようやく明日には家に戻れるからって浮かれてんのか？　お前があそこまで派手に失敗するのは初めてだったし、それに、やたらと元気な面をしてるじゃねえか」

　シフォン＝チェルによると、ロイは雇い主であるサイクレウスとはほとんど面識がないらしい。サイクレウスがそこまで悪あく辣らつな人間だなどとは、夢にも思っていないようであるのだ。

　よって、サイクレウスが戻ってきて、娘のしでかした悪事に気づいても、せいぜい口止めのために銀貨を握にぎらされて家に戻されるだけだろう、ぐらいの考えでいるように見受けられた。

　そんな結末だったら苦労はないんだけどな、という思いを胸に溜めつつ、「そんなことはありませんよ」と俺は応じてみせた。

「さっきの失敗は、純粋に腕の未熟さゆえです。俺だってまだまだ半人前なんですよ」

「……お前が半人前だったら、俺たちはどうなるんだよ」

　その直ちよく截せつ的てきな物言いに、俺は少々面食らってしまう。

「えーと……料理人ってのは、その心持ちまでひっくるめて一人前かどうかを問われるものでしょう？　そんなに得意でもない菓子作りで難しい揚げ物に挑戦してまんまと失敗してしまう俺は、やっぱり半人前なんですよ」

「心持ちなんて、キミュスの餌えさにもならねえよ」

　ロイは、顔をそむけてそう言い捨てた。

「それどころか、一銭の得にもならねえ心意気ってやつが人間を殺すこともある。料理人は、美味うまい料理のことだけを考えてりゃいいんだよ」

「うーん、その美味い料理を作り上げるためにも、心意気ってのが大事になってくるんじゃないでしょうかね？」

「……その心意気とやらでかないもしねえ相手に歯向かったら、料理人として生きていけなくなることもあるんだ」

　その言い様が、俺には激しくひっかかった。

　そして思う。このジェノスの城下町において、料理人の世界というのはどれぐらいの規模を持つものなのかと。

　俺が初めて出会った料理人と、かつて料理人であった人物、その二名が顔見知りである可能性は――そんなに低くないのであろうか。

「だけど俺は、心意気を持てないような環かん境きようで料理を作っていく気持ちにはなれません。そんな環境に甘んじるか、一生料理を作れないような身体にされるか、どちらかを選べと言われたら……どっちも御ご免めんだという心情になってしまうでしょうね」

　ロイは、愕がく然ぜんとした様子で俺おれを見た。

　その表情で、俺は自分の予感が的中していたことをほとんど確信することができた。

　ロイはたぶん、ミケルのことを――サイクレウスの命令に背そむいたばかりに腕うでの筋を断たれて、料理人として生きていくことのできなくなってしまったあの非ひ業ごうの人物のことを、知っているのだ。

　ならばロイは、いったいどういう心境でサイクレウスに仕えているのか。俺はそれを問い質ただしたくてたまらなかったが、すんでのところで自制した。そのような話を敵てき陣じんで軽々しく語るべきではない、と思われた。

「それじゃあ、どうぞ召し上がってください。俺は自分の勉強に取りかからせていただきます」




◇




　そして、午後である。

　いったん厨くりやから姿を消したロイは、三の刻の鐘かねが鳴ってから、ようよう戻ってきた。

「今日もキミュスの肉さえ使えば、内容は何でもかまわないとよ。……ただし、量は五人前だそうだ」

「五人前？　まさか、ご主人が予定より早く戻ってくるわけではないですよね？」

　妙みような胸騒ぎを覚えてそのように問い返したが、ロイは首を横に振ふった。

「突とつ然ぜん、客人がやってくることになったそうだ。どこぞの貴族のご子息だとよ」

　貴族ならば、メルフリードの仲間でない限り俺には関係のない相手だ。せいぜい文句をつけられないよう、いっそう気を引き締めるばかりである。

（それじゃあ、どうしようかな。クリームシチュー、オムレツ、ピカタ、つくね、ときて、何か締めくくりに相応ふさわしい料理は……）

　そこで、すぐさまピンときた。締めくくりに相応しいかどうかは不明なれど、俺にはドーナツよりもよほど得意な揚げ物の料理が存在したのだ。すなわち、鶏の唐から揚あげである。

（えーと、しょう油の代わりにタウ油、ショウガやニンニクの代わりにミャームー、調理酒の代わりに果実酒、片かた栗くり粉こはないけどフワノの粉で何とか代用するとして――それに、レモンの代わりのシールの実まで揃っているんだ。食材のほうは問題ないよな）

　肚はらは決まった。もとより、たった一度の使用で昼間の油が捨てられそうになってしまい、それにストップをかけたため、使い道にも困っていたところなのだ。最後の夜は、それなりに得意料理であったこのひと品で締めくくらせていただこう。

（何とかパン粉みたいなものをこしらえることができて、森辺でも卵を使えるようになったら、ギバ肉のカツにもチャレンジできるわけか。こいつは相当、夢が広がるな）

　そんなことを考えながら、俺は果実酒とタウ油を配合し、そこに刻んだミャームーも投じ入れて、まずは漬け汁を作製した。

　塩とピコの葉を入念にもみこんだキミュスの足と胸の肉を、その漬け汁に漬けておく。もともと塩しお漬づけにされていた肉なので、漬ける時間は三十分ていどで十分だろう。

　その間に、添え物の作製だ。彩いろどりとして、何か野菜が欲しいところである。

　レタスはないのでキャベツ代わりのティノを千切りにしてみるか――しかし、ジェノスではあまり野菜を生食でいただく習慣がないはずであった。

（いや、だったらいっそ生野菜の美味しさを理解していただくか）

　レテンの油やママリアの酢すがあるのだから、ドレッシングを作ることも難しくはない。なんなら、マヨネーズも添えさせていただこう。

　昨日よりは格段に頭も胸も軽くなったせいか、思考も手の動きも軽くなっていた。ジーダがメッセンジャーとしての役割を担になってくれたところで、大おお幅はばに事態が動くとは限らないのだが、しかしそれでも、俺はまだ生きていると――この世界で何とか元気に過ごせているとアイ＝ファたちに伝えられただけで、心の持ちようはまったく変わっていた。

（それでも救助の手が間に合わなかったら、俺が舌先三寸でサイクレウスを丸め込むしかないんだ。絶対に、何としてでも生きのびてやる）

　そんなことを心の奥おく底そこで考えながら、俺はドレッシングの作製に取りかかった。

　レテンの油でミャームーとアリアのみじん切りを炒めて、そこに少量のチットの実も加える。深皿に移したそいつを冷やしている間に、今度は生のアリアとミャームーをすりおろしておき、七対三の割合でママリアの酢とレテンの油を投入し、それらをすべて混ぜ合わせたのち、塩と砂糖で味を調える。

　こってりとしたマヨネーズとの差をつけたかったので、酸味と清せい涼りよう感かんを強調する味付けを心がけた。トウガラシやニンニクに似たチットの実とミャームーが、そこにぴりっとした辛からみと独特の風味を加えてくれる。初めての試みの割には、満足できる味に仕上げることができた。

　さらにマヨネーズも完成させてから、俺は野菜を選別するために食料庫へと向かった。

　ティノの千切りだけでは、さすがに寂さびしい。そこで、アリアとネェノンも加えることにした。タマネギに似たアリアは薄切り、ニンジンに似たネェノンは細切りにして、千切りにしたティノとボウルの中でざっくりと混ぜ合わせる。ニンジンほど風味の強くないネェノンを多めに投入したので、その鮮あざやかなオレンジ色がささやかな彩りを演出してくれた。

　そこまでの準備が整ったら、お次はいよいよ唐揚げの揚げ作業だ。

　漬け汁をよく切って、溶き卵をからめたのち、フワノの粉をまぶす。油の温度は、ドーナツと同一の百八十度ぐらいだ。日中に学んだ感覚を頼たよりにキミュスの胸肉を投じると、厨には再び小気味のよい音色が響ひびきわたった。

　衣ころもの色合いの変化に気をつけつつ、まずは故郷でつちかった経験に従って引き上げてみる。

　見事なキツネ色の仕上がりである。我わが家や、我が店ではこれぐらい火を通すのが通例であった。

　しかし、使用している材料がすべて異なっているのだから、この色合いがベストであるとは限らない。俺はそいつを金かな網あみの上に置いて余分な油が落ちるのを待ってから、肉切り刀で寸断してみた。

　とりあえず、しっかり火は通っているようだ。

　それでは、と味見をしてみると――まだまだ熱い油と肉汁が素す晴ばらしい勢いで口の中に広がった。

　片栗粉ではなく小麦粉に近いフワノの粉であるので、いくぶんやわらかめのサクッとした食感である。個人的には片栗粉のカリッとした食感も捨て難いのだが、十分に美味おいしかった。

　肉も、絶妙のやわらかさだ。漬け汁の下味も申し分なく、どうやら俺の世界の唐揚げと同じ揚げ加減で問題はないようである。

　俺は深い満足感とともにロイを振り返った。

「ロイ、あなたも味見を如何いかがですか？」

「……ふん。いかにも自信満々って顔つきだな。昼にも言ったけど、最近のジェノスじゃあ揚げ物なんて流行ってねえんだぞ？」

「そうですか。俺の故郷では流行りすたりに左右されない定番の料理でしたけどね」

　ロイはものすごく用心深そうな面おも持もちで半欠けの唐揚げをつまみあげると、それを口の中に放り込んだ。

　目を閉じて念入りに咀そ嚼しやくをして、それを飲み下すと、「……畜ちく生しよう、美味いな」と、目を閉じたまま、ロイはそう言ってくれた。

「ありがとうございます。それじゃあ、仕上げちゃいますね」

　胸肉とモモ肉を次々に鉄鍋へと投じていく。その弾はじける泡の具合で火加減を調節しつつ、なるべく小分けで五名分の唐揚げを完成させた。

　サラダと同じ丸い陶磁の皿に盛り付けて、最後にシールの実を添そえる。

　味が混ざってしまうので、ドレッシングとマヨネーズは別の器うつわに準備した。

　これにて、本日の晩餐の完成である。

「……これでアスタ様の料理を毒見するのも最後となりますね……」

　厨ちゆう房ぼうに招き入れられたシフォン＝チェルは、普段通りの妖よう精せいっぽい微び笑しようをたたえつつ、取り分けられた唐揚げを口にした。

「ああ……揚げ物という料理を口にするのは、これが初めてのことなのですが……とても美味おいしいものなのですね……」

「はい、俺も大好きですよ」

　そうして毒見の仕事を終えると、シフォン＝チェルは深々と頭こうべを垂れてきた。

「それでは、お運びいたします……明日の朝までお世話はさせていただきますが……今日までありがとうございました……」

「俺は何もあなたに御礼を言われるようなことはしていませんよ」

　そのように答えてしまってから、俺は気がついた。たぶん彼かの女じよは、今日まで美味しい料理をありがとうございました、と言ってくれていたのだ。

　しかし、そのような言葉は毒見役の奴ど隷れいに相応しくない。それでもそう言わずにはいられなかったのです、とシフォン＝チェルの眼まな差ざしが語っていた。

「……こんな最後の日まで、お前は厨に居残るつもりかよ？」

　シフォン＝チェルと小姓たちが出ていった後、ロイがそのように問うてきた。

「はい。時間を無駄にはできませんからね。お邪じや魔までなければ、そうさせていただくつもりです」

　ロイは無言のまま、自分の仕事に取りかかった。

　普段は調理助手とやらが集まって六人がかりで晩餐を作製するらしいのだが、俺が居残るようになってからは訪おとずれる者もいなくなった。なるべく屋や敷しきの人間と俺とを接せつ触しよくさせまいというリフレイアの考えであるらしい。ロイは一人で数十人分の主菜を作り、副菜は別の厨房で他ほかの料理人や助手たちがこさえているのだそうだ。

　ロイの作る料理は、いつも複雑な味わいをしていた。しかし聞くところによると、これでもかなり食材や調味料の種類と量を制限されているらしい。これらの物資はあくまでも主人のために準備されたものであり、使用人はそのおこぼれに与あずかっているに過ぎないのだという話であった。

　その反面、自分の勉強においてはほぼ無制限に食材や調味料を使うことが許されているという。どうせ勉強で使う量などたかが知れているし、そうして修練を積ませなければ屋敷に置いておく甲か斐いもない、ということなのだろう。

　その行状やロイ本人の口ぶりからするに、彼かれはこの場で腕を磨くことこそが第一の仕事であり、使用人のための料理を作るのは片手間の仕事に過ぎないようであった。

　また余談として、それらの調理ではアリアが使われることがほとんどなかった。そういえばアリアは庶しよ民みんのための食材であり、城下町ではほとんど売られている姿を見ることもない、とカミュア＝ヨシュも言っていた気がする。この厨にはそんなアリアもしっかりと常備されていたが、とりあえずこのロイにとっては使うに値しない食材と見なされている様子だった。

（栄養が豊富で味も良いなら、値段なんて関係なく優秀な食材であるはずなのになあ）

　そんなことをこっそり考えつつ、俺はその日も自分の勉強に打ち込みながらロイの調理を観察させていただいた。

「今日は鍋なべ物ものですか」

　いつぞやの軽食を思わせる乳脂と香こう草そうのスープに、ロイが刻んだ木の実を練り込んだフワノの団子を投入していく。

　ロイはちらりと俺を見てから、「こいつに……」と低い声でつぶやいた。

　が、そのまま口をつぐんでしまったので、「何ですか？」と問うてみる。

「……こいつに、フワノの粉を乳脂で炒めたものを混ぜ合わせたら……いったいどうなるんだろうな？」

　俺のほうは見ないままに、ロイはそう言った。

　それはつまり、俺がクリームシチューを作る過程でこしらえたホワイトソースを加えてみたらどうなるのだろう、という質問であるらしかった。

　俺は「ふむ」と腕を組みながら、頭の中で検証してみる。

「どうでしょうね。この料理にはもともと大量に乳脂を使っていますし、この汁にとろみをつけても飲みにくくなってしまうだけのような感じがしますけれど」

　何でもかんでもシチュー風に仕立てあげれば味が向上するというものでもない。俺がそのように答えてみせると、ロイは「そうか」と鍋を攪かく拌はんし始めた。

「……宿場町では、さぞかしその腕うで前まえで評判を呼んでいるんだろうな」

「ええ、まあ、ギバ肉という素材に助けられてのことですけどね」

「ギバ肉なんて、本当に食えるのかよ？　あんなもんは、森辺の民じゃなきゃ噛かみちぎれないぐらい固い肉なんじゃないのか？」

「そんなことはありませんよ。キミュスの肉より少々噛み応えが強いだけです。美味しさではまったく負けていませんし、焼いても煮にても茹ゆでても美味しいですよ、ギバ肉は」

「信じられねえな、そんな与よ太た話ばなしは」

　そういえば、今こ宵よいこの厨を離はなれたら、ロイとは今生の別れとなるかもしれないのだ。それを惜しんで、今さらこのように語りかけてきているのだろうか。

（だったら最初から普通に接してくれていれば良かったのに）

　俺はこのロイという若者のことも、そこまで苦手なわけではなかった。いささかならず傲ごう慢まんで鼻持ちならない気き性しようではあるかもしれないが、もっと普通の出会い方をして、もっと普通に交流を重ねられれば、それこそ同じ料理人として良き友になりえたのではないか、とすら思えてしまうのだ。

　ただし、一つだけ看過できないこともあった。

「あの、あなたはマヒュドラの民というものに対してどういう感情を抱だいているんですか？」

「はあ？　何だよ、いきなり？」

　ロイの反応によってはすぐに質問を取り消すつもりでいたのだが、幸いなことに、彼は虚きよをつかれた様子できょとんとするばかりだった。

「いえ、俺は異国の生まれなもので、セルヴァとマヒュドラの確かく執しつというやつがまったくピンとこないんですよ。あなたは北の民を敵対国の人間として憎にくんでいるんですか？」

「本当に唐突な野や郎ろうだな。……憎むもへったくれもない、奴隷は奴隷だろ」

「その奴隷というのもよくわからないんですよ。これは純粋に疑問なんですが、憎んだり恨うらんだりしているわけでもない人間をそんなに粗雑に扱あつかって、良心が痛んだりはしないものなんですか？」

「……ずいぶんと鬱うつ陶とうしい難なん癖くせをつけてきやがるな。どうして今さらそんな話を俺に持ちかけてくるんだよ？」

「それはもちろん、シフォン＝チェルの一件もありますし……それに、俺は北と西の間に生まれた混血の知人がいるんですよ」

　もう長らくその姿を見ていないカミュア＝ヨシュのすっとぼけた姿が脳のう裏りに思い浮うかぶ。

「それは、心から敬愛できる人物だ、とまではいえませんけれど、なかなか魅み力りよく的てきな人物で……なおかつ、混血ということで不ふ遇ぐうな扱いを受けていなければ、あそこまで不可解な性格にはならなかったのかな、と思えるような人物でもあるんです。だから、ものすごく率直に言ってしまうと、俺は生まれで人を差別するという考え方が心底から肌に合わないんですよね」

「だけど……マヒュドラでは、セルヴァの民が奴隷として使われてるんだぜ？　俺たちだけが責められる筋合いじゃねえだろ」

「責めているわけではありません。ただ、疑問なんです。マヒュドラから遠く離れたこのジェノスでも、北の民に対する深い恨みの感情があるっていうんなら、まだ理り屈くつの上では納なつ得とくもできるんですけどね」

　ロイは調理の手を止めて、うんざりしたように俺を見返してきた。

「言っておくけど、俺は奴隷を鞭むちで打ったりはしてねえぞ？　そんなことが許されるのは、持ち主の貴族様だけだ」

「でも、土ど瓶びんを投げつけようとはしましたよね？」

「あれはあいつがふざけたことを抜ぬかしたからだろ！　……いや、今にして思えば、何も間ま違ちがった言葉ではなかったんだろうけどよ……」

　そこまで言ってから、ロイはいきなり子供みたいにわめき始めた。

「何だよ、これが最後だからって、文句の言いおさめでもしておこうって肚はらか？　俺のやり口が気に食わねえなら、もっと簡単にそう言えばいいじゃねえか！」

「気に食わないんじゃなくって、疑問なだけなんですってば。今後のためにも、西の民の意見を少し聞いておきたかっただけなんです。気分を害してしまったんなら、あやまります」

　ロイは、ぶすっとした顔で黙だまり込んでしまった。

　俺のほうも、余計な口を叩たたいてしまったかなと反省して、自分の勉強に戻もどることにする。

　すると、まるでその会話が途切れるのを待ち受けていたかのようなタイミングで、厨の扉とびらが外から開かれた。

「アスタ様、少々よろしいでしょうか……リフレイア様がお呼びになられています……」

　当然のごとく、それはシフォン＝チェルであった。

「最後の晩餐を経へて、ついにご感想をいただけるのでしょうかね。そのまま身み柄がらを解放していただければ何よりなのですけども」

「いえ……どうやら今宵の客人が、是ぜ非ひともアスタ様と言葉を交かわしたいと仰おつしやっているご様子です……」

「え？　だけどそれは、どこかの貴族のご子息なのですよね？」

「はい……ダレイム伯はく爵しやく家けの第二子息、ポルアース様ですわ……」

　俺にとっては、メルフリードを除く貴族など、のきなみ敵である。そのメルフリードさえも真の味方ではなく、何とか共闘の関係性を構築できているかどうか、という間あいだ柄がらであるのだ。

「それはちょっと、ご遠えん慮りよしたいところでありますね。俺はこれ以上、貴族様と知遇を得たいと思えるような立場ではないのですよ」

「お前、貴族に呼びつけられてそれを断る気かよ？　そんなもん、リフレイア様じゃなくても鞭を振り上げるぜ？」

　ぶすっとした顔のまま、ロイが割り込んできた。

「どうせ料理が気に入ったから銅貨をくれてやるとかそういう話だろ。ダレイムの次男坊じゃ銀貨までは期待できねえけど、もらって困るもんでもねえだろうがよ？」

　どうやらこの町を支配している貴族たちも、そこまで民たちに敬愛されてはいないようだ。

　かといって、俺の気持ちがそこまで安らぐわけでもない。

「だ、だけど、俺は力ずくで拉ら致ちされてきた身の上なんですよ？　それを客人に引き合わせるなんて、ちょっとおかしな話じゃないですか？」

「知らねえよ。客人に褒めちぎられて、自じ慢まんしたくなったんじゃねえのか？　どうせどんな裏事情を知ったところで、ダレイム家の次男坊なんかがトゥラン家の人間に逆らえるとも思えねえしな」

　ますますもって、俺には利のない話のようである。

「どっちみち、リフレイア様が許しを出だしてるんだから、お前に拒否する権利なんてねえんだよ。とっとと行ってこい」

　そういうわけで、俺は溜ため息いきをつきつつシフォン＝チェルおよび兵士たちと回かい廊ろうを進むことになった。

　俺としては、この状じよう況きようでリフレイアが許可を出したというその一点こそが、もっとも気にかかっていたのである。

（まああの短たん絡らく的てきな娘むすめさんだったら、深い考えもなく許しを出す可能性もあるかもしれないけど……まさか、俺の身柄をその何とかっていう伯はく爵しやくの家に移そうっていう目もく論ろ見みじゃないだろうな？）

　ジーダの知り得ない事実は、森辺の同どう胞ほうにもザッシュマにも伝わらない。ここでこの屋敷から身柄を移されるのは、どう考えても致命的だった。

（もしもそんな企たくらみだったら、どんな嘘うそっぱちを並べたててでもこの屋敷に居残ってやるぞ）

　悲しいかな、俺はそれがザッシュマやメルフリードによる救いの手であるなどとはどうしても思えなかった。メルフリードの他に協力者の貴族がいるなどとはカミュア＝ヨシュからも聞いていなかったし、救いの手がのばされるとしてもそれは明朝になってからであろう、と思い込んでいたからだ。

　そんなことを考えながら、俺は迷めい宮きゆうめいた回廊をぐるぐると歩かされて、見覚えのある豪ごう奢しやな扉の前に立たされた。どうやら主人と客人たちは、あのシャンデリアと四体の石像が設置された一室で晩餐を楽しんでいたようだ。

「……入室する前に、一つだけ言っておく。客人と言葉を交わしても、決して自分の名や素す性じようは口にするな」

　案内役の兵士にそう言われて、俺は顔をしかめてみせる。

「言うなと仰るなら従いますが、貴族のお客人に名前も名乗らないというのは非礼にあたらないのですかね？」

「……そのようなことは、お前の気にすることではない」

　抑揚のない声で言い捨ててから、兵士は扉の内側に呼びかけた。

「渡と来らいの民の料理人をお連れしました！」

　そして、扉が開かれる。

　室内には、確かに五名の人物および、それを警護する武官ムスルが待ち受けていた。

　上座には、もちろんリフレイアが陣じん取どっている。先日と同じ純白のドレス姿で、そのドレスと大差のないフリルだらけの前掛けを胸もとに垂らし、四人がけの長なが椅い子すを一人で占せん領りようしている。

　右手側は、ディアルとその父親だ。ディアルは姫ひめ君ぎみよりずっと質素な、だけど十分に上等なコバルトブルーのワンピースみたいな衣装を纏まとって、ちょこんと椅い子すにかけていた。今日も銀色の髪かみ飾かざりで前まえ髪がみをおさえており、とても可愛らしい。なおかつ、俺のほうを見ようとせずに、つんと取りすました表情をしている。

　ディアルを退室させていないということは、やはり何らかの形で俺を雇やとい入れたとかいう虚言を吹き込まれた後なのだろう。

　ともあれ、その隣となりにいるのが、初お目見えであるがディアルの父親であるようだった。いかにも南の民らしく小こ柄がらかつがっしりとした体格で、やっぱり質の良さそうな襟えりつきの上衣と洋風の脚きやく衣いを着込んでいる。髪かみや髭ひげは娘のようにまだらではなく普通の褐かつ色しよくで、頑がん固こそうに光るグリーンの瞳ひとみが印象的だった。

　その向かいに、本日の客人たちが座している。

　その片方は、男性だ。確かに、貴族らしい風ふう貌ぼうをしている。

　とりたてて華か美びな装いではないが、クリーム色の長衣に刺し繍しゆうの入った帯を巻きつけており、腕や首もとにはさりげなく宝石や銀の細工を光らせている。濃こい褐色の髪はぺったりと頭になでつけられており、肥満体というほどではないがふくよかで丸っこい体格をした若めの男性であった。

　肌の色は黄おう褐かつ色しよくで、瞳の色は濃い茶色だ。きっとこれがダレイム伯爵家の第二子息ポルアース様とやらなのであろう。

　しかし――

　白状してしまうと、そんな風に彼らの様子をしっかりと観察できたのは、もっとずっと後になってからのことだった。

　俺の目は、その部屋に入った瞬しゆん間かん、ポルアースの隣にひかえた女性の姿にぬいつけられてしまっていたのである。

　若くて、途と方ほうもなく美しい女性であった。

　銀細工の胸あてに、腰こしから下を覆おおうきらびやかな一枚布。そのスリットのような合わせ目から覗く足の線が、とても艶なまめかしい。

　肩かたからは、やはり複雑な紋もん様ようの織り込まれた薄うす物もののショールをかけていたが、引き締まった胴などは完全にむきだしだ。

　長い髪には、銀や宝石の瀟しよう洒しやな飾かざりがたくさん編み込まれている。特に、その両方の耳には大きな三日月形の銀細工が下げられており、それがシャンデリアの光を受けてきらきらと輝かがやいていた。

　指先にも、いくつもの指輪がはめられている。手首には、細い銀の環わがしゃらしゃらと揺れていた。彼女ほど美しい女性でなかったら、嫌いや味みなぐらいの豪奢ないでたちであっただろう。

　本当に美しい女性だった。

　十七年間に及およぶ俺の生において、彼女ほど美しい女性に出会ったことはないと思う。

　そして――

　その女性は、金褐色の長い髪と、誰だれよりも強く光る青の瞳、さらにはクリーミーなチョコレート色の肌を有していた。

「やはり、間違いはなかったようだ」

　その女性は、大きくはないが鋼のような強さを持った声で、そう言った。

「その者こそが、私の家人、ファの家のアスタである。そうとわかったからには、この場で連れ帰らせていただこう」

　美しい装束を身に纏ったアイ＝ファは、凛りん然ぜんとした声こわ音ねでそのように述べてみせたのだった。
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「――これはいったい、どういうことなのかしら？」

　唖あ然ぜんとして声も出ない俺に代わって、リフレイアがそう言った。怒いかりに打うち震ふるえる、爆発寸前の声音である。

「どうもこうもありませんねえ。まあ、騙だまし討うちをするような真似になってしまったことについては、おわびの言葉を申し上げさせていただきますけれども」

　妙に朗ほがらかな声でそのように応じたのは、アイ＝ファの隣に座した貴族の青年である。

　そんな中、俺はまだアイ＝ファから目を離すことができずにいる。

「どうやらその人物は、数日前に悪漢にさらわれたと宿場町で騒がれている森辺の料理人、ファの家のアスタその人であったようです。そうでなければ、僕ぼくも美味しい料理に舌した鼓つづみを打つだけで済んだのですがねえ」

「……いったい、どういうことなのかしら？」

　同じ声音で、同じ台詞せりふが繰り返される。

「はて。どういうことかと疑念を呈ていするのは、本来こちらのほうなのではないでしょうか？　森辺の民などという身分の者が、トゥラン伯のお屋敷で料理の腕をふるっていた。これはいったいどういうことなのでしょう？」

「誰を料理人として仕えさせようが、そんなのはわたしの勝手だわ！」

「はいはい、仰る通りです。シムの民であろうがジャガルの民であろうが、ことによってはマヒュドラの民や渡来の民に料理を作らせるのも自由です。しかし、悪漢にさらわれたはずの人物がトゥラン伯のお屋敷で料理を作らされているだなんて、これには少しばかり釈明が必要になってくるのではないでしょうか？」

　その、愛あい嬌きようたっぷりでありながら妙に回りくどい口調は、何だかカミュア＝ヨシュを彷ほう彿ふつとさせた。

　しかしその声にはカミュア＝ヨシュの有する奇き妙みような老ろう獪かいさが欠落しており、ただひたすらに無む邪じや気きそうである。アイ＝ファの姿に目を奪うばわれながら、俺はそのようなことをぼんやり考えた。

「実はですね、僕は本日さる知人から相談を受けたのですよ。ファの家のアスタなる人物はどうやらトゥラン伯爵のお屋敷に拘こう禁きんされているらしい。自分のように下げ賤せんの身ではそれを確かく認にんするすべがないので、どうにかお力添えをお頼みできないか、と――もちろん僕はそのようなことがありうるわけはないと笑い飛ばしたのですが、いやはや本当に参ったものです」

「……つまり、わたしを騙したのね。シムの血が入った豪商の娘と名乗っていたその女は、森辺の民だったのね」

「はい。森辺の民、ファの家のアイ＝ファという者です。ファの家のアスタなる人物と誰よりも関かかわりの深いこの人物に、確認のために同行を願ったのですよ。……このように言っては失礼にあたるやもしれませぬが、森辺の民とも思えぬほどの優美な姿でありましょう？」

「……それじゃあ本当に、ダレイム家はトゥラン家に楯たて突つこうっていう魂こん胆たんなのね……？」

　その声の不ふ吉きつな響きに、さしもの俺もアイ＝ファから視線をもぎ離すことになった。

　リフレイアは、長椅子にかけたままである。ただ、怒り狂ったその少女のかたわらで、まるでその怒りに呼応したかのように、武官ムスルが刀の柄に手をかけていた。

「お前はこれ以上の罪を重ねるつもりなのか、西の男よ」

　決して激さないアイ＝ファの声が、静かにムスルを掣せい肘ちゆうする。

「お前の顔は、宿場町の人相書きでしっかりとさらされている。もう一人のサンジュラという男は、この場にはいないようだな」

「誰よ！　この料理人がこの館やかたにいることは誰にも知られていないはずなのに！　いったい誰が密告をしたの!?」

　リフレイアが小さな手でばんばんと卓たくを叩いた。ほとんど空になったいくつもの器やガラスの杯さかずきが、乾かわいた音をたてる。

「ディアル！　あんたが宿場町の人間に告げ口をしたんでしょう!?　あんただったら、薄うす汚ぎたない宿場町にも平気で下りていけるものね！」

「言いがかりはやめてくれない？　僕はきちんと、君との約束を守って口をつぐんでいたよ。アスタが自分から望んでこの屋敷にやってきた、なんていう話はちっとも信じられなかったんだけどね」

　ディアルは、しれっとした顔でそのように答えた。きっとアイ＝ファが入室してきた際にはさぞかし驚かされたであろうに、今までしらを切り通してくれていたに違ちがいない。

「まあだけど、この数日間は一歩だって城下町を出ていないんだから、告げ口のしようもなかったさ。そもそも宿場町には、アスタ以外に気安く口をきける相手もいなかったしね」

「うむ。娘が潔白であることはわたしが保証いたしましょう。ここ数日は通行証を取り上げていたので、娘が城下町を出ることは絶対にかなわなかったはずです」

　ディアルの父親が、初めて発言した。その風貌に相応しい、いかにも頑固でしぶとそうな声音だ。

「そして、わたしからもお尋たずねしたいところですな。そこのアスタなる人物が自分の意志でこの館に雇われたということが知れると、森辺の民にいらぬ刺し激げきを与あたえてしまうので、他言は無用と――たしかあなたはそのような言葉を娘に告げていたはずですぞ？」

　その言葉は黙もく殺さつして、リフレイアはさらに卓を叩いた。

「それじゃあ、誰なのよ！　主人を裏切るような人間は、気を失うまで鞭で打ってやるわ！」

「それが誰かは、僕にも知らされてはおりません。きっと主人にこれ以上の罪を重ねさせてはならじと勇気を振り絞しぼった忠義の者でもいたのでしょう」

　ムスルの様子に一いつ瞬しゆんひるみかけていたポルアースが、またにこやかに笑いながらそう言った。

　やたらと無邪気そうなだけに、これを敵に回したらさぞかし腹立たしいであろうな、というような笑え顔がおである。ダレイム家の人間がトゥラン家の人間に逆らえるはずはない、という話であったのに、ポルアースは真っ向からリフレイアに立ち向かう姿勢を見せていた。

「そのようなことより、もっと取とり沙ざ汰たすべきことがあるのではないでしょうかね？　天下のトゥラン伯のご息女が町の民を力ずくでかどわかしてしまったなどと知れたら、大変な醜しゆう聞ぶんになってしまいますよ？」

「ふん！　どうせ他の貴族たちにわたしを裁くことなどできはしないわ！」

「さて、それはどうでしょう？　最近では近この衛え兵へい団だん団長たるメルフリード殿どのが綱こう紀き粛しゆく正せいをはかっておられますからねえ。たとえトゥラン伯のご息女といえども、かの御ご仁じんの法を重んずる心意気の前には――」

「わたしを捕らえて、鞭で打つとでも言うの？」

　そこでリフレイアの表情がまた変化した。怒りで引きつっていたその顔に、小こ悪あく魔まめいた笑えみが浮かぶ。

「そうか。それはそれで面白おもしろいかもね……もしもそうなったら、父様はどのような顔をするのかしら」

「……決してリフレイア様をそのような目にはあわせません」

　鈍どん牛ぎゆうのごとき武官ムスルが、くぐもった声で言う。とたんにリフレイアは癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせた。

「うるさいわ！　誰があんたに喋しやべっていいって許しを出したの!?　黙っていなさい、ムスル！」

　ムスルはうっそりと頭を垂れた。

　いまだ刀の柄から手を離さないその姿を見すえつつ、アイ＝ファが静かに言葉をつむぐ。

「罪人の取り扱あつかいに関しては、ジェノスの法にまかせる他ない。ただし、アスタは連れ帰らせていただく」

「駄だ目めよ！　父様が戻るまで、その男は帰さないわ！」

「トゥラン伯がどうなさったと？　トゥラン伯ならば、何よりも波風を立てぬことをお望みになると思われますが……」

　いくぶん困こん惑わく気味にポルアースがそう言った。

　その横から、アイ＝ファは毅き然ぜんとリフレイアを見すえる。

「何でもかまわん。今はひとまず家人を無事に連れ帰ることができれば、それでよい」

「駄目だったら！　絶対に父様が戻るまでは――！」

「……ずいぶんと騒さわがしいことであるな……？」

　と――奥おくの扉が、重い音色とともに開かれた。

　ひときわ立派な体格をした三名の兵士を引き連れて、小さな老人が姿を現す。

「いったいこれは何の騒ぎであるのか……そして、どうして見知らぬ人間が我の館に足を踏ふみ入いれているのであろうかな……？」

　サイクレウスである。

　サイクレウスが、ついに俺の前に姿を現したのだ。

　いったい何という夜なのだと、俺は目眩めまいを起こしてしまいそうだった。

　ガズラン＝ルティムに聞いていた通りの容よう貌ぼうである。頭がやたらと大きくて、身体は子供のように小さい。身長は、せいぜいララ＝ルウぐらいであろう。

　その小さな身体に、大おお仰ぎような白い長衣を巻きつけている。さらには、この場にいる誰よりもたくさんの飾かざり物ものをつけており、首から下だけを見れば、まるで女性のようなきらびやかさであった。

　しかしその顔は、病人のように青黒く、無数のしわが走っている。森辺にもスドラの家長という子こ猿ざるめいた風貌の人物がいるが、それよりももっと陰いん気きで狷けん介かいな、人間とも猿とも別種の動物じみた面がまえであった。

　なすびのように頭が大きくて、つやのない栗くり色いろの髪がまばらに生えている。頭と比しては顔が小さく、その目はおちくぼんだまぶたの下で針のように光っていた。

　潰れた鼻と、色の悪い唇くちびる、痩やせているのに弛し緩かんした肌と、そこだけは頑がん丈じようそうな下した顎あごの骨格――見れば見るほど、不気味な男である。

　だけどきっと、その不気味さは特異な容貌だけが原因ではない。娘と同じく鳶とび色いろをしたその瞳の、刺すような光、そこからにじみでる強烈な我が執しゆうみたいなものが、見る者を圧あつ倒とうするのだ。

「これはこれは、サイクレウス卿きよう……お、お戻りは明日の朝方ではなかったのですかな？　僕は父上からそのように聞いていたのですが……」

「……いささか気にかかることがあったので、諸しよ侯こうに最後の晩ばん餐さんをふるまったのち、先んじて戻ったのみである」

　サイクレウスは、その顔ににやーっと得体の知れない笑みを浮かべた。ガズラン＝ルティムの言っていた、本性や心情を覆おおい隠かくすための微笑だ。

「そのように申すポルアース殿こそは、如何いかなるご用向きで我の屋敷を訪れたのであろうかな？　我が不在と知りながら、この屋敷を訪れたというわけなのであろう……？」

「ぼ、僕はその、ちょっと込み入った事情が生じてしまい……」
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　ごにょごにょと口ごもるポルアースのかたわらから、アイ＝ファが鋭するどく「あなたがサイクレウスか」と声をあげた。

「この場で顔をあわせることができたのは僥ぎよう倖こうであった。サイクレウスよ、私は悪漢に拉致された家人を取り戻すために、この屋敷を訪れたのだ。このポルアースという人物は、それに力を添えてくれたに過ぎない」

　何者が相手であれ、怯ひるむということを知らないアイ＝ファである。

　サイクレウスの毒針めいた眼光が、じっとりとアイ＝ファを見た。

「そなたは……まるで森辺の民のような風貌をしているが……」

「如何にも。森辺の民、ファの家のアイ＝ファという者だ。今日のこの行状は、すべて森辺の三族長の知るところでもある」

「…………」

「森辺の家人が悪漢にさらわれたという話は、あなたにも伝わっていたはずであろう。この数日間で、ドンダ＝ルウは何度となくあなたに面会を求めていたのだからな。それでもあなたは、すべてを衛兵の手にゆだねよ、という言葉を返すばかりでいっこうに姿を現さなかったそうだが――私の家人アスタは、こうしてあなたの館に捕とらわれていた。これはいったいどういうわけなのであろうか？」

「…………」

「我々とて、あなたばかりを疑っていたわけではないのだ。むしろこれは、森辺の民とあなたの仲を引ひき裂さくための悪あく辣らつな陰いん謀ぼうなのではないか、という声さえあがっていた。……それでとにかく昨日までは、城下町を除くジェノスの全土に捜そう索さくの手を回していた。しかし、私の家人アスタや悪漢どもが潜せん伏ぷくしている形跡は宿場町にも、トゥラン地区にも、農村の区域にも見いだせなかったため、今日こそはどうあっても城下町に踏み入らせていただきたい、という許可を得ようと画策していたのだ」

「…………」

「しかしそうするまでもなく、今日の朝方に、アスタの身柄はサイクレウスの館にあり、という話が舞い込んできた。それでこうして確認のためにおもむいてみれば、アスタは確かにこの館に捕らわれており、しかも、人相書きで知られている人さらいの罪人までもが顔をそろえていた。命令を下したのはあなたの娘である、とも聞き及んでいるが――本当にあなたには与あずかり知らぬことであったのだろうか？」

　表情や口調は静かなまま、アイ＝ファの双そう眸ぼうには狩人かりうどの火が燃えていた。

　俺おれの左右に並んだ兵士たちが、ごくりと生なま唾つばを飲み込んでいる。

「その真しん偽ぎを確かめぬ内にはあなたをジェノスの代表者として認めることはできない、というのが三族長の言葉であり、また、森辺の民の総意でもある。……サイクレウスよ、ご返答をお聞かせ願いたい」

　サイクレウスは、妙みように図太い舌先で色の悪い唇を湿しめした。

「……我の娘リフレイアが、森辺の民をかどわかした、と……？」

「実際に手を下したのはそこの男と、サンジュラなる男だ。それを命じたのがあなたの娘である、と私たちは聞いている」

「リフレイアよ……森辺よりの客人はこのように述べているが……まさか本当にそのような真似まねをしでかしたわけではあるまいな……？」

「わたしはただ、料理人としてこの男を招いただけよ。誰にも何も誹ひ謗ぼうされる筋合いはないわ」

　そう言って、リフレイアは薄うすっぺらい胸を傲ごう然ぜんとそらした。

　サイクレウスは無言のまま、ねっとりと笑う。

「し、しかし、そこのムスルなる武官が人さらいの罪人として手配されているというのは周知の事実であるようです。誰の命令で動いたのであれ、その罪が許されることはありませんでしょうなあ」

　こちらは格段に精せい彩さいの欠けてしまったポルアースが、引きつった笑いを浮かべながらそのように言葉をはさんだ。

　サイクレウスの毒針のごとき視線が、ゆっくりとそちらに差し向けられる。

「ポルアース殿……貴き殿でんの父君や兄君は、いまだジェノス城にて我の準備した心づくしの料理に舌鼓を打っている頃ころ合あいであるはずだが……父君らは、此こ度たびの話をわきまえているのであろうかな？」

「それはもちろん、何ひとつ知らぬことでしょう。これは僕個人がとある人物に乞こわれて力を貸しただけの話であるのですから」

「ほう……とある人物……」

「そ、その人物は、メルフリード殿とも縁えんのある御お方かたなのですがね。メルフリード殿は明朝までジェノス城を離はなれられぬ身であるゆえ、僭せん越えつながらこの僕が森辺の民たるアイ＝ファ殿をともないこの屋敷まで出向くことに相成ったわけであります。何の役職も与えられていない僕は、会議の間も無ぶ聊りようをかこつばかりでしたからねえ」

　そのふくよかな顔には笑みをたたえたまま、ポルアースの顔は真っ青になってしまっていた。サイクレウスの得体の知れない迫はく力りよくに圧倒されてしまっているのだ。

　しかし、彼の理性が瓦が解かいしてしまう前に、またアイ＝ファが鋭く声をあげた。

「それで、ご返答は如何いかがなのであろうか？　城門の外では、ドンダ＝ルウらが私たちの戻るのを待ちわびているのだが」

　サイクレウスは、小さく息をついた。

　そして、ゆっくりと大きな頭を横に振り始める。

「……ジモンよ」

「は」と、サイクレウスに付き従っていた武官の一人が進み出た。

「ムスルを、捕ほ縛ばくせよ」

「……よろしいのですか？」

「ダレイム家の子息たるポルアース殿が、確たる証もなく他者を誹謗することはなかろう……まずはその言葉を信じて、しかるのちに真実を究明する他あるまい……」

「了りよう解かいいたしました」

　ジモンと呼ばれた大おお柄がらな武官が、ムスルを振ふり返かえる。

　その瞬間、ムスルが怪鳥のように跳ちよう躍やくした。

　その鈍どん重じゆうそうな風貌からは想像もつかないような身のこなしで、一息に卓の上へと飛び乗ったのである。

　踏みにじられた皿が割れ、倒れた土瓶から真っ赤な果実酒が飛散する。

　そうしてムスルは両手の指先を鉤かぎ爪づめのように曲げて、ポルアースへと襲おそいかかった。

「ふぎゃあ！」と甲かん高だかい悲鳴をあげて、ポルアースは椅子ごと後方にひっくり返る。

　そこに飛びかかろうとするムスルの手首をアイ＝ファが素す早ばやく捕ほ獲かくして、背中から床ゆかに叩きつけた。

　分厚い絨じゆう毯たん敷じきとはいえ、その下はおそらく石いし畳だたみである。ムスルは死にかけたガマガエルのようなうめき声をあげて、びくびくと全身を引きつらせた。

「……馬ば鹿かじゃないの」と、リフレイアが冷たく吐き捨てる。

　だが――不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向くその顔にはほんの一瞬だけ、大事な飼い犬を無む慈じ悲ひに叩かれた子供のように悲しげな表情が浮かんだ気がした。

「罪に問われるのはムスルだけなの？　ファの家のアスタを屋敷に招きなさいと命じたのはわたしなのよ、父様？」

　サイクレウスは、答えなかった。

　その毒針みたいな目も、娘の姿を見ようとはしない。

「……とにかく真偽を明らかにして、ジェノスの法に則のつとり処断する……我にはそれ以外の手立ても思いつかぬが、ポルアース殿は如何なるお考えであろうかな……？」

「は、はい！　それが賢明だと思われます！　このようなことで森辺の民の信しん頼らいを失ってしまったら、今後のことにも甚じん大だいな影えい響きようが及んでしまうでしょうからね！」

　床にひっくり返ったまま、それでもポルアースという人物はそのように答えていた。

　サイクレウスは、またのろのろとアイ＝ファを振り返る。

「では、森辺の族長らにも、そのように……誓ちかって言うが、このような形で森辺の民との関係に亀裂を入れてしまうのは、我の本意ではない……しかし、いまだ幼き娘の罪は、父親たる我の不徳の致すところであろう……」

　そんな台詞を述べながら、サイクレウスの目もとがわずかに痙けい攣れんしていた。ひた隠しにしようとしているその感情は――屈くつ辱じよくの念、なのだろうか。

「それでは、このたびの悪行にあなたは関わっていない、というのだな？」

　狩人の眼光で、アイ＝ファがサイクレウスをにらみすえる。

「無論である……もしも我がこのような企みに加担していたならば、かどわかした相手をこの本ほん邸ていに連れ込むことはなかろう……この館には、大事な客人らを招いているのだからな……」

　その大事な客人たち、ディアルとその父親はさきほどから用心深く口をつぐみつつ、ただ親子でそっくりの翡ひ翠すい色いろをした瞳を強く光らせていた。

「また、すべてを衛兵の手にゆだねよ、と族長たちに伝えた言葉も、護民兵団の力を信じて、森辺の民はつつがなく自分たちの仕事を果たしてほしい、という思いから発したのみである……」

「うむ。確かに宿場町の衛兵たちも、手ぬかりなく仕事を果たしているようには見えた」

「西方神セルヴァの名のもとに誓おう……今このジェノスでもっともこの事態を嘆なげいているのは、我であることに疑いはない……」

　はからずも、それはサイクレウスの本心であったのかもしれない。

　六日後に迫せまった会談の日に向けて、あれこれ陰いん謀ぼうを張り巡めぐらせていたのに、それを横合いから引っかき回されてしまった、という意味でだ。

「そうか。それではその言葉は、族長らにそのまま伝えさせていただこう」

　冷れい徹てつに応じるアイ＝ファの足もとで、ムスルが縄なわにくくられていく。

　リフレイアは、悔くやし涙なみだを浮かべて父親をにらみつけている。

　サイクレウスは、頑かたくなに娘のほうを見ようとはしない。

　そして――

「では、帰るぞ、アスタよ」

　アイ＝ファの声が、俺を呼んだ。

　それだけで、俺の心臓がどくどくと鼓こ動どうを速めてしまう。

「あ、ちょっと待ってくれ。帰るなら、この服を着き替がえないと」

　この部屋に足を踏み入れて以来の発言であったのに、なんと間抜けな台詞であろうか。

「……察するところ、そなたが宿場町で商売をしているという、異国生まれの森辺の民であるのだな……？」

　それで初めて、サイクレウスの瞳が正面から俺を見た。

　なんて毒々しい眼光だろう。その目に見すえられているだけで、背中に粟あわが生じてくる。

　こんな毒々しい眼光を有する人間を見るのは――たぶん、亡なきザッツ＝スンに続いて二度目のことだった。

「本当に、そなたには申し訳ないことをした……法務官の審しん問もんによってムスルの罪がつまびらかにされたのちには、改めてお詫わびの言葉を申し述べさせていただこう……」

　頭こそ下げなかったものの、サイクレウスは自分の胸に右手を置き、毒針のような眼光をまぶたに隠した。

「待ってよ！　父様だって、その男の料理を食べてみるべきだわ！　その男の作る料理は――」

「……黙れ、リフレイア……」

　目を閉ざしたまま、サイクレウスは低い声で娘の言葉をさえぎった。

「お前には、失望した……我が許しを与えるまでは、自室で大人しくしているがいい……お前とて、審問を免まぬがれることはできぬのだからな……」

　リフレイアは、わなわなと震えながら口を閉ざした。

　そちらには背中を向けたまま、サイクレウスがまぶたを開く。

「着替えを所しよ望もう、とのことであったな。そのように取り計らうがよい……」

「は」と、俺の左右に控ひかえていた兵士たちが背後の扉に手をかける。

「私たちも、同行させていただこう。そしてその前に、預けた刀をお返し願いたいのだが、かまわぬだろうか？」

　アイ＝ファの言葉とサイクレウスの視線を受けて、兵士の一人が別室から立派な長ちよう剣けんを運んできた。森辺で使われている蛮ばん刀とうではなく、豪奢な鞘さやに収められた立派な長剣である。

　ポルアースに差し出されたその刀をアイ＝ファが受け取り、腰に下げる。その姿を見て、サイクレウスは最後にまた不気味に笑った。

「これは確かに、森辺の狩人であるな……いかに華美な装いに身を包つつんでいようとも、纏っている空気がまったく異なるわ……」

　それなのに、どうしてこのような者を館に引き入れたのだ、と言外に兵士たちをなじっているのだろうか。俺のかたわらに戻った兵士たちは、どちらも真っ青な顔になっていた。

「では、森辺の族長らにも、よしなに……明日の中天にも、弁明の場を作らせていただきたいとお伝え願えるであろうか……？」

「明日の中天。了りよう承しようした。――ああ、こちらからも一つお伝えすべき事柄が残っていた」

　と、アイ＝ファが立ち止まり、サイクレウスを見た。

「この四日間、私たちは城下町を除くジェノスのすべてを捜索して回ったが、ついにサンジュラという男を捕らえることはできなかった。いずれにせよ、そのムスルという男の仲間には違いないのであろうから、その身柄もすみやかに捕縛されることを願っている」

「……了承した……」

　深くうなずくサイクレウスと、肩を震わせているリフレイア、心配そうにこちらを見送っているディアルの姿が、扉の向こうに消えていく。

　そうして俺たちは、シフォン＝チェルと兵士たちの案内で、煉れん瓦が造づくりの回廊を進むことになった。その列にアイ＝ファが加わっているという事実に、いまだ現実感が得られない。

　部屋に到とう着ちやくしたところで、俺はシフォン＝チェルに告げてみた。

「あの、着替える間、俺と家長を二人にさせてもらえませんか？」

　シフォン＝チェルでなく兵士のほうが了承してくれたので、俺はアイ＝ファと二人きりで部屋に入った。

　そうして、あらためてアイ＝ファに向き直る。

　アイ＝ファである。

　まったく見覚えのない装束を身に纏っているが、まぎれもなくアイ＝ファである。

　森辺の宴うたげ衣装よりもきらびやかな装束のアイ＝ファが、いつも通りの凛り々りしい表情で真正面から俺を見つめている。

「アイ＝ファ……」

　その名を呼んでみた。

　本当にこれは夢ではないのだろうか。

　アイ＝ファは表情を変えぬまま、俺の顔から足もとにまでゆっくりと視線を巡らせる。

「……どこにも手傷などは負っておらぬか？」

　その唇が、やはり感情をのぞかせない声音でそのように問うてくる。

「ああ、見ての通り、身体のほうは元気そのものだよ」

「……そうか」

　伝えたい言葉は、いくらでもあった。

　心配をかけてすまなかった、だとか、そっちのほうは大だい丈じよう夫ぶだったのか、だとか――そんな言葉が舌の上まで這はいのぼってきては、またすごすごと咽喉のどの下にひっこんでいってしまう。

「アイ＝ファ、俺は……」

　とにかく、謝らなければならない。

　そして、御礼を言うのだ。

　まだふわふわと地に足もつかぬ心地ここちのまま、何とか俺は言葉を振り絞ろうとした。

　それを、軽く手をあげたアイ＝ファにさえぎられてしまう。

　アイ＝ファは、静かに俺を見つめていた。

　やがて――その青い瞳に透とう明めいのしずくが盛り上がっていくのを見て、俺は仰ぎよう天てんした。

　言葉も出ない俺の目の前で、その涙がぽろぽろと褐色の頬ほおにこぼれ落ちていく。

　それからアイ＝ファの顔が、突とつ如じよとしてくしゃくしゃになった。それはまるで、年とし端はもいかない子供みたいな泣き顔だった。

「アスタ……」

　その声が再び俺を呼び、その腕うでが俺を抱だきすくめる。そうして俺の肩に顔をうずめるや、アイ＝ファは声をあげて泣きじゃくり始めた。

　瞬またたく間まにアイ＝ファの涙が俺の服を濡らしていき、そこからもアイ＝ファの熱が伝わってくる。

　数日ぶりの、アイ＝ファの温もりだった。

　気づくと俺も、両りよう腕うででしっかりとアイ＝ファの身体を抱きすくめてしまっていた。

「ごめん、アイ＝ファ……本当にごめん」

　アイ＝ファは答えず、泣きじゃくっている。その腕にはものすごい力が込められているのに、身体のほうはずるずると下にくずおれてしまいそうだった。だから俺は、いっそうの力を込めてその身体を抱きすくめた。

「アスタ……この大馬鹿者……」

　ひっくひっくとしゃくりあげながら、ようようアイ＝ファはそれだけの言葉を口にした。

　丸々四日以上も引き離はなされることになった俺たちは、そうしてようやく再会を果たすことがかなったのだった。







[image: ]










３




「いやあ、サイクレウス卿が現れたときにはどうなることかと思ったけれど、まずは丸く収まって何よりだ！」

　ガラガラとトトスに引かれる荷車の中で、ポルアースがそのように述べてきた。

　全体が木造りの箱馬車のような荷車であるので、御ぎよ者しやに会話を盗み聞かれる心配もない。

「おそらくは、城での会議を終えて、さあ慰労の晩餐会だ、というところでサイクレウス卿に何かしらの情報が伝わったのではないのかな。そうでなくては、あの御仁が何よりも大事に思っている晩餐会を放ほうりだして館に戻もどってくる道理もない。それを思えば、明日を待たずに僕へと相談を持ちかけてきたザッシュマなる人物の判断は完全に正しかったということになるね！」

　サイクレウスからもたらされる圧あつ迫ぱく感かんから解放されて、ポルアースはいくぶん躁そう状態にあるようだった。

　ただし、俺にはまだこの人物の内心や目的がまったくわかっていない。「ザッシュマなる人物」という口ぶりからして、もともと親交のある相手ではなかった、ということなのだろうか。

「うん。僕が縁を結んでいたのはカミュア殿だけだよ。ザッシュマなる人物の名前は、カミュア殿から聞いていたのさ。その人物が語る言葉は、自分自身の言葉と同一のものだと思って聞いてほしい、とね」

「あ、それじゃあやっぱりカミュアのつながりで力を貸してくださったのですね」

「うんうん。彼かれは愉ゆ快かいな男だねえ。諸国を股またにかけた旅の話なんかも面白く聞かせてくれるし、相手が貴族でもまったく媚こびへつらったりはしない。あの堅かた物ぶつのメルフリード殿が一目置くだけのことはある人物なのだろう」

　そういう彼こそ、貴族らしい高慢さとは無縁な人ひと柄がらに見える。このていどの交流で決めつけてしまうわけにもいかないが、とにかく無邪気で裏表はなさそうに感じられるのである。

　アイ＝ファは俺の隣でお行儀よく沈ちん黙もくを守っていたので、さきほどから車内では俺とポルアースの声ばかりが響ひびきわたっていた。

「ただ、僕としては厄やつ介かい事ごとに首を突っ込む気持ちはさらさらなかったんだけどねえ。サイクレウス卿に楯たて突つけば、この身がどうなってしまうかも知れなかったし！　一世一代の大勝負だったよ、これは！」

「本当にあなたには感謝しています。誰の助けもなかったら、俺の身こそどうなっていたかもわかりません」

「いいんだよ！　貴族といったって次男坊の扱いなんてたかが知れているんだからさ！　時にはこうして大勝負に出ないと、一生日ひ陰かげ者もので終わってしまうものなのさ！」

　そんなことを言いながら、ポルアースは紅潮したお顔を俺のほうに寄せてきた。荷車の振動にあわせて、ゆるみ気味の頬がぷるぷると揺れている。

「とにかく今後は一いち蓮れん托たく生しようだ！　おたがいに助け合って、明るい未来を切り開こうじゃないか！　君には期待しているよ、ファの家のアスタ殿？」

「え？　あ、はい」

　いったい何をどのように期待されているのだろう。

　もちろん窮きゆう地ちを救ってもらえたのだから、俺にできることなら力を惜しむつもりもないが――今ひとつ真情が読み取れぬために、何となく不安だった。

「まあ、難しい話はまた次の機会にしよう。そろそろ城門に到着する頃合いだ。懐なつかしき同どう胞ほうとの再会だよ！」

　荷車はすでに十分以上も街路を走っているはずであった。しかし小窓にはカーテンのようなものが引かれているので、城下町の町並みを目におさめることもかなわない。

「あ、だけど、夜間は跳はね橋ばしがあげられてしまい、城下町は出入りができなくなってしまうのではありませんでしたか？」

「大丈夫！　これでもダレイム家の直系だからさ！　しがない次男坊とはいえ、それぐらいのことは造作もないよ！」

「そうですか。本当にありがたい話です」

　アイ＝ファはかたわらにいてくれるが、可能な限りの人々に無事な姿を見せておきたい。ドーラの親父おやじさんなんかはとっくに家に帰ってしまっている頃合いであろうが、せめて宿屋のご主人たちには挨あい拶さつ回りをして、ルウの集落にも寄っておきたかった。

「ところで、アイ＝ファ殿。君に貸し出だしたその服や飾り物などはどうしたものだろうね？　ここから城門までの道のりで着替えられる場所などはないように思えるのだけれども」

　と、ポルアースがぐりんとアイ＝ファを振り返る。

　その眼まな差ざしにも、これといって森辺の民たみを忌き避ひするような光はなかった。それに、アイ＝ファを好色の目で見ている様子もないので、何となくほっとしてしまう。

「ならば、お返しするのは明日でもかまわぬだろうか？　私の装束は同胞に預けてあるが、荷車の中で着替えるというのは気分が落ち着かぬのだ」

「うんうん、森辺の狩人とはいえ、うら若き女性なのだからね！　僕はそれでも全然かまわないよ。……ただしそれらは屋や敷しきの宝物蔵から勝手に持ち出してしまったものなので、指輪の一つでもなくしてしまうと、たいそう困ったことになってしまうのだよね」

「了承した。くれぐれも間ま違ちがいのないよう取り計らわせていただく」

「うん！　お願いするよ！」

　ポルアースはひたすら上じよう機き嫌げんであり、アイ＝ファは無表情のままだった。

　俺との対面を果たしたのちは、鋼の精神力を発揮して沈着さを取り戻したアイ＝ファなのである。ほんの少しだけ目もとが赤くなっているようだが、ランタンだけが頼たよりのこの暗さなら、誰にも気づかれることはないだろう。

「……ポルアース様、正門に到着いたしました」

　やがて荷車が停止して、小窓から御者が告げてくる。

「うむ！」と元気よくうなずいて、ポルアースは外に出ていった。

　城門を守る番兵と交こう渉しようしているのだろう。数分ばかり待たされたのち、巨きよ大だいな槍やりをかまえた兵士が、うっそりと荷車の中を覗のぞき込んでくる。

「二名の乗員、確認いたしました。そちらの二名が城外に出て、その他ほかの方々はすぐお戻りになられるのですな？」

「そういうことだね！　さ、跳ね橋を下ろしてくれたまえ！」

　この荷車はトトスに乗った三名の兵士に警護されていたが、門を出たらアイ＝ファと二人で宿場町まで戻ることになるらしい。

（いや、そういえばドンダ＝ルウが城門の外で待機しているっていう話だったっけ）

　これほどの大失態を演じてしまい、どれほどの怒ど号ごうをあびせられることになるのか。そんな心配をすることができる今の状じよう況きようを、心から幸福だと思う。

「さあ、凱がい旋せんだ！」

　ポルアースのその言葉はいささかならず的外れであるように思えたが、ともあれ再出発であった。

　ギギギギギ……という重々しい音色とともに跳ね橋が下ろされて、荷車がまたガラガラと進み始める。それも十秒と経たぬ内に、また停止した。

「到着だね。何も危険なことはないだろうが、気をつけて帰ってくれたまえ。森辺の族長とやらにも、よろしゅうに！」

　俺とアイ＝ファはそれぞれに御礼の言葉を返し、荷車から下りる。

　そこはまだ橋の上だった。幅はばが四、五メートルはありそうな巨大な橋で、左右には胸の高さぐらいにまで欄らん干かんが設しつらえられている。跳ね橋なのだから、その向こうは深い堀ほりになっているのだろう。

　荷車の乗車口は背面にあったので、俺はそこから下りるなり、城下町の城門および城じよう壁へきと向かい合うことになった。

　石の城壁は、二階建ての建物ぐらいの高さ、六、七メートルほどはありそうだった。すでにとっぷりと日は暮れているが、城壁の上にはいくつものかがり火が焚かれているため、その威い容ようを確認するのに不便なことはない。

　城門は、その城壁にぽっかりと穿うがたれた、巨大な暗黒の空くう洞どうである。番兵たちが松明たいまつでも掲げてこちらを監かん視ししているのだろう。その黒い口の下のほうでも赤い炎ほのおが揺れている。

　視線を巡らせてみると、かなりの遠方にまで城壁のかがり火は点々とゆらめいていた。

　ジェノスの心臓である城と、貴族や富裕層のための城下町を、この堅けん固ごなる城壁が守っているのだ。そして、この城壁こそが俺と仲間たちを隔かく絶ぜつせしめていたのである。

（ジーダはこいつを乗り越えたのか。本当に大したものだなあ）

　そんなことを考えていると、荷車に居残ったポルアースがぶんぶんと手を振ってきた。

「それでは、また近日中に！　ダレイム家と森辺の民に幸いあれ！」

　三組のトトス騎兵と荷車が、優ゆう雅がにＵターンして橋を戻っていく。

　それで外界のほうの視界も開けて、思いも寄らぬ情景が目に飛び込んできた。

　それと同時に、歓かん声せいが爆発する。

「な、何だ……？」

　耳鳴りがしそうなほどの、歓呼の嵐あらしであった。

　跳ね橋の向こう側には、何十名という人々が群れをなして、俺たちを待ち受けていたのである。

「アスタ――ッ！」

「アスタだ！　本当にアスタが帰ってきた！」

　かろうじて、そんな言葉が聞き取れた。

「行くぞ。とっととこの橋を上げさせねば、城下町の番兵どもも気が休まるまい」

　アイ＝ファが俺の腕をひっつかみ、すたすたと歩き始める。半ばそれに引きずられるようにしながら、俺はまだまったくこの状況を理解できていなかった。

「……アスタ！」と、その群衆から駆け出してきた人ひと影かげの一つが俺に抱きついてきた。長い黒くろ髪かみをおさげにした、小こ柄がらな森辺の女の子――レイナ＝ルウだ。

「ああ、アスタ、よくぞご無事で……！」

　森辺の装束に着替えた俺の胸むなもとに、また新たな涙が吸い込まれていく。

　が、アイ＝ファは歩みを止めようとしなかったので、腕を引かれた俺もレイナ＝ルウを抱き止めたまま前進する他なかった。

「アスタ！　無事だったか！　貴族どもにおかしな真似はされていないだろうな!?」

　跳ね橋を渡りきると、今度は図太い体格をした男性が俺につかみかかってきた。ギリギリと持ち上げられていく跳ね橋の音色を背中で聞きながら、俺は驚おどろきの声をあげてしまう。

「ド、ドーラの親父さん？　いったいどうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもあるかい！　まったく、お前さんってやつは……」

　親父さんは、男泣きに泣いていた。

　その足もとでは、泣き笑いのターラも「アスタおにいちゃんだー」と声をあげている。

「私が貴族の力を借りて城下町に足を踏み入れるということは、宿場町で縁を結んだすべての人間に通達されていた。衛兵などに気取られぬよう、日が落ちるまでは一切それを口にしないように、と厳命した上でな。……サイクレウスやその娘むすめに話を有う耶や無む耶やにされぬために、これは必要な措そ置ちであったのだ」

　ひとり冷静なアイ＝ファが、そのように説明してくれた。

「で、こうして日が暮れたから、みな城門にまで駆けつけてしまったのだろう。何も驚くほどのことではあるまい。……みな、お前のことを案じていたのだぞ、アスタ」

　数十名どころではない、そこには百名以上の――下手をしたら百五十名ぐらいの人々が集つどってしまっているようだった。

　その内の半分ぐらいが森辺の民で、もう半分は宿場町の住人だ。その何人かが振り上げた松明の火によって、人々の姿がオレンジ色に照らしだされている。

　大半の人たちは、快かい哉さいの声をあげていた。残りの人たちは、泣いていた。

　シーラ＝ルウがいる。

　ララ＝ルウがいる。

　ヴィナ＝ルウがいる。

　リィ＝スドラがいる。

　ミラノ＝マスがいる。

　ネイルがいる。

　ナウディスがいる。

　ユーミがいる。

　名前を知らない人たちも、大勢いる。

　その中から、二人の小柄な少年がゆっくりと歩み出てきた。

　ルド＝ルウと、シン＝ルウだ。

「アスタ……無事だったかよ」

　ルド＝ルウは、ふーっと大きく息をついた。

「助かったよ。自分の間抜けさを一生後こう悔かいせずに済んだ」

　そうして深くうなだれたかと思うと、ルド＝ルウは低い声で「……森に感謝を」とつぶやいた。この少年がこれほど神しん妙みような姿を見せるのは初めてのことであった。

　そして、シン＝ルウである。

「アスタ……」

　シン＝ルウがよろよろと近づいてくる。それに気づいて、レイナ＝ルウが泣き顔のまま俺から身を離した。

　いつも冷静なシン＝ルウが、俺の両りよう肩かたをわしづかみにしてくる。そしてその切れ長の目から、いきなり涙がふきこぼれた。

「シン＝ルウ……」

「すまなかった……俺の力が足りなかったばっかりに……」

　俺よりも少しだけ背の低いシン＝ルウが、レイナ＝ルウと同じように俺の身体を抱きしめて、泣いた。森辺の男衆が、人前で泣いてしまったのだ。

　いったいこの少年にどれほどの罪悪感を植えつけてしまったのかと、俺こそ申し訳なさで涙をこぼしそうであった。

「大丈夫だよ。自分で自分の身を守れないのは、俺の責任なんだから。そんなに気にしないでくれ、シン＝ルウ」

　それでもシン＝ルウはしばらく声を殺して泣いていた。

　やがて、つかつかと歩み寄ってきたララ＝ルウが、その背中を平手でひっぱたく。

「さ、もういいでしょ？　明日からもめそめそしてたら、あたしが怒おこるからね？」

　そしてララ＝ルウは、俺のほうを見て、にっと笑った。

「無事で良かったよ。元気そうだね、アスタ」

「うん。ありがとう、ララ＝ルウ」

　ララ＝ルウは普ふ段だん通りの笑え顔がおであったが、その目ははっきりと赤くなっていた。

　その背後から、どやどやと宿場町の人々が近づいてくる。

「俺の娘でさえ逃げのびたのに、お前さんが悪漢にさらわれてどうするのだ、馬鹿者め」

　ミラノ＝マスは、怖い顔で怒っていた。

「本当だよ。あたしなんかの心配をしてくれてたのは何だったわけ？」

　ユーミは、何ともいえない顔つきで笑っていた。

「アスタ……わたしが迂う闊かつであったばっかりに……本当に、おわびの言葉も見つかりません」

　ネイルは、今にも泣き崩れそうになっていた。無表情にふるまうのを信条とするこのご主人がこれほどまでに取り乱している姿を見るのは初めてのことだった。

「とにかく、ご無事で何よりでしたな」

　ナウディスは、そこら中で歓声をあげている森辺の狩人たちにいくぶん怯ひるみつつ、それでもそのように声をかけてくれた。

　そう、その場では森辺の民も宿場町の民も一いつ緒しよくたになって、俺の帰き還かんを喜んでくれていたのだ。俺にはそれが、途と方ほうもないことのように感じられてしまっていた。

　ミラノ＝マスやネイルほど森辺の民に心を許している人間は、そんなに多くないだろう。しかし彼らは共通の感情に支配されて、いま、俺の周囲を取り囲んでいてくれた。

　自分の迂闊さから貴族の手に落ちて、その後も自分からは何も有効な手段を講ずることもできず、ただ救いの手がのばされるのを待ち続けるしかなかった、俺のような大馬鹿者を迎えるために、彼らは泣いたり笑ったり、あるいは怒ったりしてくれていた。

　果実酒の土ど瓶びんを振り上げて笑っている南の民の一団は、きっとバランのおやっさんを手伝っていた建築屋の人々だ。

　東の民の人々は、相変わらずフードを深くかたむけて表情を隠してしまっている。

　一番人数が少ないのはやはり西の民であったが、それでも二十名ぐらいはいただろう。屋台でよく見かける常連のお客さんや、布屋や鉄具屋の親父さんたちなどである。

　そして、それらに負けない人数の森辺の民たちが、同じように笑い声をあげたり、松明を振り回したりしているのだ。

　男衆もいれば、女衆もいる。よく見知った顔もあれば、あまり見覚えのない顔もある。が、そこに浮うかんだ表情の明るさと力強さに変わりはなかった。

　また、よく見ればそれらの人々を遠巻きにして、十名以上の衛兵たちが長ちよう槍そうをかまえてもいた。これは、ジェノスの法に触れかねない大おお騒さわぎなのである。

　それでも俺は、どうしていいかもわからぬまま、馬鹿のように立ちつくすしかなく――やがて、それを見かねたようなタイミングで三つの人影が近づいてきた。

　巨大な人影が二つと、そうでもないのが一つだ。それは、ドンダ＝ルウと、ガズラン＝ルティムと、ラウ＝レイだった。

「アスタ、ご無事で何よりです」

　まずはガズラン＝ルティムが、俺の手をぎゅっと握にぎってくる。

「ガズラン＝ルティムまで……どうも心配をおかけしてしまい、すみませんでした」

「いえ。アスタさえご無事なら、それで良いのです」

　ガズラン＝ルティムは、穏おだやかに笑ってくれていた。

　その横から、ラウ＝レイもひょいっと顔を寄せてくる。

「まったく、心配させてくれるな、アスタよ。ついに貴族どもと戦いくさになるところだったではないか。……ま、それはそれで面白かったのだがな」

　ラウ＝レイのほうも、相変わらずのようだった。ただいつもの調子で笑いながらも、その水色の瞳ひとみは猟りよう犬けんのように鋭く光っている。

「この数日間、俺たちは朝から晩まで宿場町を駆けずり回っていたのだぞ？　よっぽど美味うまい料理でも食わせてもらわねば割に合わぬだろうな」

「うん、ごめん。料理なんて、いくらでも作らせてもらうよ」

「冗じよう談だんだ、馬鹿者め。同胞のために駆けずり回るのは当たり前のことだ」

　と、ラウ＝レイは腕をのばして、俺の頭をぐしゃぐしゃにかき回してきた。

　そして、ドンダ＝ルウである。

　ドンダ＝ルウは、野や獣じゆうのごとき双そう眸ぼうで俺たちの姿を見下ろしながら、「ふん……」と鼻息をふいた。

「どこにも手傷は負っていないようだな。森辺に戻ったら、詳くわしい話を聞かせてもらうぞ」

　俺に返事をする間も与えず、ドンダ＝ルウはその場に集まっていた人々へと向き直った。そして、雷らい鳴めいのごとき声を響かせる。

「ファの家のアスタは無事に貴族の屋敷から連れ戻すことがかなった！　この五日間は、宿場町を騒がせてしまい申し訳なかった！　森辺の三族長の一、ドンダ＝ルウの名において感謝と謝罪の言葉を申し述べさせていただく！」

　宿場町の人々は、びくりと首をすくめてその言葉を聞いた。

　しかし、すぐに身体をのばして、また歓声を爆ばく発はつさせる。

「よかったな、アスタ！」

「また俺たちにも美味い料理を食べさせてくれよ！」

「これで町に愛想を尽かして森辺にひっこんじまったら、みんなで押おしかけてやるからな！」

　俺は胸が詰つまってしまい、何も答えることができなかった。

　だから、精せい一いつ杯ぱいの思いを込めて、深々と頭を下げてみせた。

　俺はようやく、大事な人々のもとに帰ってくることができたのだ。







エピローグ　告白







「えっ！　それじゃあ毎日あの人数の森辺の民が町に下りて、俺おれのことを捜してくれていたのか!?」

　ルウの集落の空き家にて、俺はアイ＝ファにそう問い返した。

　森辺の装束に着替えたアイ＝ファは、金きん褐かつ色しよくの髪をほどきながら「うむ」と、うなずく。

　ルウの本家にて、この五日間の詳細を報告したのちのことである。アイ＝ファはとてもファの家に帰りたがっていたのだが、今日ばかりは貴族どもの意趣返しを用心してルウの集落に留とどまるべしとドンダ＝ルウに厳命されてしまったのだ。

　ルウの本家では、家を離れているダルム＝ルウを除くすべての人々が勢ぞろいしており、ジバ婆ばあさんまでもが、このような夜よ更ふけに起きてきてくれた。幼いために捜索の仕事に参加できなかったリミ＝ルウなどは、ぽろぽろと涙を流しつつにこにこと笑いながら、ずっと俺のかたわらから離れようとしなかった。

　そして分家の人たちも、入れ代わり立ち代わりで本家を訪おとずれては、名残なごり惜おしそうに帰っていき――さらにはルティムの集落からダン＝ルティムまでもが押しかけてきてしまい、その後はさながら祝しゆく宴えんのような騒ぎになってしまったのだった。

「申し訳ありません。父ダンも本当にアスタの身を案じておりましたので――そうであるにも拘かかわらず、私が宿場町に下りる役を譲らなかったため、相当に鬱うつ憤ぷんがたまってしまっていたのでしょう」

　後になって、ガズラン＝ルティムがこっそりそんな裏事情を打ち明けてくれた。ダン＝ルティムは、ジザ＝ルウとともに森辺に居残って、眷けん族ぞくらをまとめあげる役割を果たしていたのだそうだ。

「何せ眷族の半数以上が毎日町に下りていたのですから、残される側にも大変な苦労があったのです」

　ルウの眷族の男衆は、休息の期間にある。が、そのすべてが町に下りるのはあまりに無用心であるという判断から、捜索隊には男女三十名ずつのメンバーが選出されたのだそうだ。それで残された男衆は敵襲に備えつつ、女衆とともに日常の仕事を果たしていたのだという。

　またそこには、厳いかめしい男衆ばかりでは捜索の仕事も難儀である、という判断もあったらしい。俺の行方ゆくえを捜し、悪漢どもの正体を調べあげる、というその仕事を果たすには、町の人々や衛兵とも言葉を交わさなくてはならない。町の人々をできるだけ怯おびえさせず、なおかつ自分らの身をも守るために、男衆と女衆とがペアを組んで捜索にあたっていた、とのことである。

　当然というか何というか、その作戦を立案したのが、他ならぬガズラン＝ルティムなのであった。そうして彼は族長ドンダ＝ルウを旗印に、自らも先陣に立って宿場町を駆けずり回ってくれていたのだ。

「本当に、感謝してもし尽くせないな……」

　万ばん感かんの思いを込めてそのようにつぶやくと、「何を言っているのだ」とアイ＝ファがそっけなく言い捨てた。

「同胞が窮地に陥おちいれば、力を惜おしまぬのが当然であろう。まさかお前は他の同胞が同じような目にあったとき、力を惜しむつもりなのか、アスタよ」

「まさか。そんなわけないだろう？」

「だったら、そのように気に病やむことはない。ただその胸の内で感謝しておけばよいのだ」

　ほどいた髪をかきあげながら、アイ＝ファの面はとても静かだった。

　それにしても、六十名もの森辺の民が朝から晩まで宿場町に下りていたなんて、なかなか想像し難い光景である。本当に、衛兵や町の人々との軋あつ轢れきは大丈夫であったのだろうか。

「大事ない。もとより我々の目的は、町の治安を乱すにあらず、お前と悪漢どもの行方を捜すことのみにあったのだからな。最初の内は衛兵どもが森辺に帰れと騒いでいたが、ならばお前たちだけで本当にアスタの行方を突き止めることができるのか、とドンダ＝ルウが一いつ喝かつしたら、そのような声もおさまった」

「うーん、なるほど……」

「それに、ルウの眷族は休息の期間にあったからな。そのあたりのことは、ガズラン＝ルティムが説明をしていた。他の氏族にもアスタの身を案じる人間は多かったが、そちらは砂を噛むような思いで狩人かりうどとしての仕事をやりとげていたのだ。そんな者たちの思いも背負って、自分たちは町まで下りてきているのだから、どうあっても認めていただきたい、と」

　そんな風に言ってから、アイ＝ファは小さく息をついた。

「その中で、私だけが狩人としての仕事を二の次にしてしまったがな。幸いなことに、それを責めようとする者は一人としていなかった」

「うん、それは本当に――」

「やかましい。お前に謝られる筋合いではない。……その他の、衛兵ならぬ宿場町の民についても、二日も経たてばずいぶん落ち着いたようだった。レイナ＝ルウたちが変わらぬ姿で商売を続けていたことも、よい風に作用したのであろう」

「あ、最後の一日はレイナ＝ルウたちだけで屋台の商売をこなしてくれたのか？」

「違ちがう。お前がさらわれた日から、今日までずっとだ。ミャームーの料理はお前ほど巧たくみには作れなかったので、ぎばばーがーのみを売っていたそうだがな」

　俺の屋台の契けい約やくは、三日前に終了している。何とレイナ＝ルウたちは、その翌日からミラノ＝マスと新たな契約を結び、独自に『ギバ・バーガー』の販売を継続していたのだという。

　さらに驚くべきことには、ネイルやナウディスとも交渉して、宿屋の料理まで卸していた、とのことであった。ただし、そちらも俺の作っていた料理の再現はかなわなかったので、レイナ＝ルウの得意とするタウ油仕立てのギバ・スープを作製したのだそうだ。

「アスタは必ず戻ってくる。だから、アスタの繋つないだ宿場町との縁えんを、何とかして自分たちで繋ぎとめるのだ、と――レイナ＝ルウは、そのように言っていたらしい。商売の後は、もちろん捜索の仕事を手伝ってくれてもいた」

「そうだったのか……」

「……それはかまど番たるレイナ＝ルウたちにしか果たせぬ仕事だ。幼げな容よう貌ぼうでありながら、レイナ＝ルウにはあのような力が秘められていたのだな」

　立てた片かた膝ひざに頬ほお杖づえをつき、アイ＝ファが物思わしげな口調でそう言った。

「ともあれ、私たちは城下町を除くジェノスの全土を捜索しつくした。城壁の内に踏ふみ入るのは許さないと城下町の連中が言い張るのなら、宿場町にも農村にもトゥラン地区にも悪漢どもが潜伏している様子はない、という事実をつきつける他なかろう、というガズラン＝ルティムの意見が取り入れられたのだ」

「それもすごい話だよな。六十人っていうのは大した人数だけど、でも、ジェノスだって広いだろう？」

「うむ。しかし、悪漢どもは面相が割れていたし、特とく徴ちよう的てきな風ふう貌ぼうでもあったからな。衛兵たちも、見る限りでは手て抜ぬかりなく仕事を果たしていたようなので、昨日の夜までには捜索を終えることができた。これでもう悪漢どもの行き先は城下町か、あるいはジェノスの外の町にしかない、という確証を得ることがかなったのだ」

　そう言って、アイ＝ファは感情を隠かくしたいかのように目を伏ふせた。

　きっと、無意識にだろう。握った拳こぶしが、当時の無念を思い出したかのように小さく震ふるえている。

「ガズラン＝ルティムの言う通り、どれほどサイクレウスがあやしくとも、その証あかしがない限りはこのように迂遠な道を辿たどる他なかった。これは森辺の民にジェノスの法を踏みにじらせようという企たくらみなのではないか、という意見もあったしな。あるいは、あのジーダという者のように、サイクレウスや森辺の民に恨うらみを持つ何者かが、両者の仲を引ひき裂さくためにこのような罠わなを仕組んだのではないか、という意見もあった」

　それが、蓋ふたを開けてみればサイクレウスの娘リフレイアの仕業だったわけである。

　誰だれにとっても、あの幼き暴君の行動は想像の外であったわけだ。あまりに短絡的で無計画な企みであったがゆえに、そんな愚おろかな真似まねをする人間がいるとは想像できなかった、ということなのかもしれない。

「……ともあれ、今日からは手勢の半数がジェノスの外に、残りの半数が城下町に向かう手はずになっていた。今日こそは、番兵どもが城門を通すまでは一歩も引かぬ、という意気込みでな」

　そこに、ジーダが現れたのだという。

　朝、森辺と宿場町を繋ぐ道で待ち受けていたジーダは、俺からの伝言を正しくドンダ＝ルウらに伝えてくれたらしい。

　それで、居所がはっきりしたのだから問答無用で城下町に突入すべし、という意見と、あくまで法を重んじるべし、という意見で真っ二つに分かれ、その討議をしている内に、ザッシュマが定時連れん絡らくにおもむいてくれたのだそうだ。

「で、あのポルアースという貴族の登場か。あの人はいったい何者なんだろう？」

「うむ……ザッシュマなる男は、『最後の手段』などと述べていたな。カミュア＝ヨシュに、どうしてもメルフリードでは力になれぬ事態に陥ったら、あの貴族を頼るべしという指示が出ていたらしい」

「え？　それじゃああの御ご仁じんは、メルフリードとは別口の協力者なのか？」

「うむ。ザッシュマなる男も、あまり気が進まぬ様子ではあった。しかし、こうして無事にアスタを連れ帰ることができたのだから、それは正しき道であったのだろう」

　そんな風に述べてから、アイ＝ファは少し考え込むような顔をした。

「それとたしか、あまり聞きなれぬ言葉でポルアースという貴族のことを評していたのだが、何であったかな……」

「何だろう？　それはずいぶん大事なことっぽいぞ」

「ああ、思い出した」

　アイ＝ファがアイ＝ファらしからぬ仕草で、ぽんと手を打つ。

「ザッシュマはこのように言っていたのだ。『あの御仁は、がめつい』と。……がめついとは、己おのれの利に走りやすいという意味であったか？」

「うん、それも普ふ通つうは、金を稼ぐことに貪どん欲よくだ、という意味で使われるかな」

　しかし、あの無邪気そうな青年には似つかわしくない言葉であるように思えてしまう。

　それに、貴族が森辺の民に金品などを要求してくるだろうか？　俺たちが準備できるていどの金額で、サイクレウスに喧けん嘩かを売れるはずもない。いったい、かの御仁の目的は奈な辺へんにあるのだろう。

「銅貨か。銅貨は大事でも、人の生命にはかえられん。それが大事な同胞の生命とあっては、なおさらな」

　そう言って、アイ＝ファは俺のほうににじり寄ってきた。

「私が伝えるべき言葉はこれぐらいのものであろう。納なつ得とくはいったか？」

「うん。まだまだ気になることはたくさんあるけど、それはまた明日にでも聞かせてもらうよ」

　俺の目の前で停止して、アイ＝ファは「明日か」と首を傾かしげる。

「お前は明日からどうするつもりなのだ、アスタよ？」

「うーん、サイクレウスは明日の中天に申し開きの場を作る、とか言ってたよな？　その結果を聞く前にあれこれ動くことはできないだろうけど、とりあえず、宿屋のご主人たちには改めておわびの言葉を届けたいかなあ」

「うむ。そのあたりのことは、まず族長らに話を通す他あるまい。……では、明日に備えてもう休むべきであろう。普段であれば、とっくに眠ねむっている頃ころ合あいだ」

　確かに、日にち没ぼつの晩ばん餐さんの後にひと悶もん着ちやくあって、そこから森辺に帰ってきて、ルウの本家でこまかい報告をして、そのまま祝宴のような騒ぎに突入して――もう日が沈しずんでから四、五時間は経過しているはずである。ここまでの夜ふかしをしたのは、森辺で暮らしてから初めてのことであったかもしれない。

「それじゃあ、寝ねようか。……なあ、アイ＝ファ――」

「何だ？　わびの言葉なら、もう十分だぞ」

　アイ＝ファは唇くちびるをとがらせながら、俺の左腕をぎゅうっと抱きすくめてきた。

「お前の身を守るのはシン＝ルウたちの仕事であった。仕事を仕損じたのは、お前ではなくシン＝ルウやルド＝ルウたちだ」

「ああ、だけど、俺は無事に帰ってくるって約束をしてたし――」

「だから、こうして無事に帰ってきたではないか」

　そう言って、アイ＝ファはますます強い力で俺の腕を圧あつ迫ぱくしてくる。

「もういいのだ。あまり私に心情を語らせるな。……気を抜くと、またぶざまな姿を見せてしまいそうになる」

　そうしてアイ＝ファは俺の腕を抱いたまま壁かべにもたれて、なおかつ俺の肩に頭を乗せてきた。

「では、眠るぞ」

「こ、こんな体勢でか？」

「今宵ばかりは、お前から身を離して眠る気にはなれん。私を心配させた罰ばつだとでも思っておけ」

「いや、だけど……」と、俺が惑わく乱らんしつつ答えようとしたとき、アイ＝ファの目がくわっと見開かれた。

「……しかしその前に、果たしておかねばならぬ仕事ができたようだな」

　アイ＝ファは刀をひっつかみ、ゆらりと立ち上がった。

　その目に、激しい怒いかりと敵意の炎がくるめいている。

「ど、どうしたんだ？　まさか――」

「客人の気配だ。決して油断するなよ、アスタ」

　アイ＝ファは大股で玄関へと進み、丸まって眠っているギルルのかたわらをすりぬけて、荒っぽく閂かんぬきを抜き取った。先日のジーダが来訪した際とは比ひ較かくにならぬほどの、性急な立ち居振る舞いである。

「よくもぬけぬけと私たちの前に姿を現せたものだな、痴しれ者ものよ」

　闇やみの向こうへと、鋭するどく呼びかける。

　俺は慌あわててアイ＝ファに追いすがり、その肩ごしに来訪者の姿を見た。

　フードつきのマントを着込み、ひっそりと立ちつくす長身の人影――数日ぶりに見る、サンジュラの姿である。

「おひさしぶりです、アスタ」

　フードを外すと、その東の民めいた容貌には珍めずらしい栗くり色いろの長い髪と、鳶とび色いろの瞳もあらわになった。

「さぞかし、お怒りのことでしょう。衛兵の詰つめ所しよ、向かう前に、一言だけご挨あい拶さつ、来ました」

「衛兵の詰め所だと？　己の罪を悔くいて、審判に服すというのか？」

　アイ＝ファの声には並々ならぬ怒気がみなぎっていた。

　それと相対するサンジュラの面には、普段通りのやわらかい微び笑しようが浮かんでいる。

「罪……申し訳ないですが、私、法よりも大事なもの、あります。それに従ったまでなのです」

「ほざくな、痴れ者め。……お前は、アスタの信しん頼らいと友愛を裏切ったのだ」

　低い声で言いながら、アイ＝ファが刀の柄つかを握りなおす。

「お前のような男を容易たやすく信じてしまうアスタにも非はあるのであろう。しかし、それを裏切ったお前の罪が軽くなるわけでもない」

「恨む、かまいません。だけど私、最善の道を選んだつもりでした。ムスル、どのような手を使ってでも、アスタ、さらおうとしたでしょう。私、力を貸さなければ、もっとひどいこと、なっていたかもしれません」

「サンジュラ、あなたはサイクレウスの――もしくは、リフレイアの従者だったんですか？」

　アイ＝ファが玄関口をふさぐ格好で立ちはだかっていたので、俺はその肩ごしに呼びかけるしかなかった。

　サンジュラは同じ微笑ほほえみをたたえたまま、小さくうなずく。

「そうです。私、サイクレウス、従者です。……ですが、大事なもの、リフレイアです」

「そうですか……それじゃあやっぱり俺に近づいたのも、サイクレウスの命令だったんですね」

「はい。私、十日ほど前にバナームから呼ばれました。しかし、右みぎ腕うでを怪我けがしたため、アスタを見張る役、与あたえられたのです」

　言いながら、サンジュラは包帯に包まれた右腕をかざす。

「右腕、怪我をしていなければ、もっと乱暴な仕事、与えられていたでしょう。……だから、右腕、刀で刺しておいたのです」

「何だそれは？　お前はいったい何を考えて生きているのだ？」

　アイ＝ファが怒った声で問い、サンジュラは笑顔でそれに答える。

「私、思うのはリフレイアのことのみです。リフレイア、望みをかなえるため、アスタにつらい思い、させてしまいました。そのことは、おわびいたします」

「どうしてですか？　どうしてあなたみたいな人が、サイクレウスなんかの手下に――」

「私、サイクレウス、逆らえないのです」

　そう言って、サンジュラはふっと憂うれいの陰かげりを目もとに漂わせた。

「サイクレウス、この世で一番憎にくい、思ったこともありました。しかし、どうすることもできません。だから、私、サイクレウスを憎むのをやめて、リフレイアを愛すること、決めたのです」

　さっぱり意味がわからなかった。

　サンジュラは小さく首を振り、革のフードをかぶりなおす。

「私、ムスルとともに、審問されます。しかし、生命までは奪うばわれないでしょう。……ですが、大きな恥はじをサイクレウスに与えたので、私、用無しと思われるはずです。その後、リフレイアのためにのみ、生きます」

「何なんですか？　あなたの行動はまったく理解できません！　サイクレウスが憎いなら、とっとと縁切りしてしまえばいいじゃないですか！　ジェノスを遠く離はなれれば、サイクレウスの手も及およばないでしょう？」
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　フードの下で、やはりサンジュラは微笑んでいるようだった。

　俺の好きだった、とても優しそうな笑い方だ。

「どうせ誰も信じないでしょうし、サイクレウスも認めないでしょうから、打ち明けます。アスタ、ひどいことをしてしまったおわびです」

　そのとき、サンジュラの周囲にふわりといくつかの人影が出現した。

　そちらには目も向けぬまま、サンジュラは静かに言う。

「私、サイクレウス、息子むすこなのです。リフレイア、母の異なる妹なのです。……だから、縁を切ること、できないのです」

「な……」

「詰め所、向かいます。どうか、森辺の民の刃やいば、リフレイアには向けないでください。私、森辺の民、争あらそうつもりありません。私、あなたがたの清せい廉れんな魂たましい、好ましいと思っています」

「……手て前めえみたいな男に好まれたって迷めい惑わくなだけだぜ、こっちはよ」

　サンジュラの背後に立った人影が、怒りに震える声でそう言った。

　それは、ルド＝ルウだった。

　さらにシン＝ルウと、もう二人の少年が夜や陰いんに浮かびあがる。それはいずれも、五日前に俺を護衛してくれていたメンバーであった。

「詰め所に向かうなんて言わないでよ、ひと暴れさせてくれねーのか？　今回ばかりは、俺も腹の虫がおさまりそうにねーんだよ」

「……私、争うつもりはありません」

　サンジュラは腰こしから刀を革鞘ごと引き抜くと、それをシン＝ルウの足もとに放ほうり捨てた。

　ルド＝ルウ以上に双そう眸ぼうを怒りに燃やしながら、シン＝ルウがその刀を拾いあげる。

　ルド＝ルウは舌打ちしてから、地面を蹴りとばした。

「両りよう腕うでを縄でくくれ。親父おやじに面通しをしてから、町の詰め所に連れていく。……アスタ、アイ＝ファ、悪いけどまた荷車を貸してもらうぜ？」

　そうしてサンジュラはルド＝ルウらに引っ立てられて、俺たちの視界から消えていった。

　アイ＝ファは小さく息をつき、ぴしゃりと扉とびらを叩たたきしめる。

「何なのだ、あの男は。やはりあのような男は、信用が置けぬ」

「ああ、だけど……」

「言うな。お前をさらった張本人である以上、あの男は敵だ」

　怒りの炎はおさまったが、まだ激しい感情を浮かべたままのアイ＝ファの目が俺を見る。

「余計な情けをかけるなよ、アスタ。私たちとあの男の道は、少なくとも今はまだまったく重なっていない」

「今はまだ――か」

　それならば、アイ＝ファもアイ＝ファなりに思うところがあった、ということなのだろうか。

　アイ＝ファは盛大に唇をとがらせて、また俺の左ひだり腕うでを抱だきすくめてきた。

「悩むのは明日だ！　今日はもう眠る！」

「うわあっ！」

　アイ＝ファがむやみに引っ張るので、そのまま床ゆかに倒れ込んでしまった。

　が、アイ＝ファは俺の腕を離そうとしない。金褐色の甘あまい香かおりのする髪が、荒々しく俺の胸に乗せられてくる。

　アイ＝ファの温もりと、アイ＝ファの重みである。

　身体の下からは、ギバの毛皮のごわごわとした感触が伝わってくる。

　瞳に映るのは、燭しよく台だいのかぼそい炎と、梁はりが剥むき出だしになった木造りの天てん井じようだ。

　俺は森辺に帰ってきたのだ、と――何回めかの強い感かん慨がいが、じんわりと身体に満ちてくる。

「私は愛すべき父を失ったが、今はこうしてアスタとともにあることができている」

　やがて、アイ＝ファが激情を消した声でつぶやいた。

「だからあやつも、たとえ憎むべき父を持ってしまったとしても、愛すべき妹を見み出いだすことができたのなら、そこまで不幸ではないはずだ」

　囁ささやくような声で言い、アイ＝ファはまぶたを閉ざしたようだった。

　そして最後に、聞こえるか聞こえないかぐらいにひそめられたその声が、俺の心臓にしみいってくる。

「人間には、寄り添う相手が必要なのだ。……それさえあれば、どのような苦境でも強く生きていくことはできよう」

　俺は「そうだな」と小声で返した。

　それから、どうしても衝しよう動どうを抑おさえきれなくて、アイ＝ファの頭に右手をぽんと置く。

　アイ＝ファは心地ここち好よさそうに鼻を鳴らすと、俺の胸もとに頬ほおをこすりつけてきた。

　そうして俺たちの長い長い五日間は、ようやく終わりを告げたのだった。







箸休め　～酔いどれ通りの冒険～
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　その日、ジェノスの宿場町は朝から大変な喧けん騒そうに包まれていた。

　理由は、考えるまでもない。昨日、町で屋台の商売をしていた森辺の民たみアスタが、何者かによってかどわかされてしまったゆえである。

　家で宿屋の仕事を手伝わされていた際に、ユーミはその報を知らされた。最初に聞いたときは、悪い冗談としか思えなかった。その後は怒りと悲しみで頭がぐちゃぐちゃになってしまい、まともにものを考えることもできなくなってしまった。それでも町の悪友たちと何とか連絡を取り合って、日が暮れるまで町中を駆けずり回ったのだが、どこにもアスタの姿を発見することはできなかった。

　一夜が明けた現在も、決して気持ちが落ち着いたとは言い難がたい。目を覚ますなり、お客に出す昼の食事の準備を命じられてしまったので、しかたなく厨くりやに立っていたが、その胸にはかまどの火にも負けない激情が燃えていた。

　ユーミの家は、《西せい風ふう亭てい》という宿屋で暮らしを立てている。町のごろつきや貧乏人を相手にした、古い安宿だ。それでも大きさだけはそれなりなので、利用しようという人間は少なくない。それらのお客のために肉と野菜を煮に込こみながら、ユーミはひたすら今日の行動の計画を練っていた。

「いやあ、相変わらず町のほうはひどい騒ぎだね。買い物一つでこんなに手間取っちまったよ」

　と、そこに大きな包つつみを抱かかえた母親が戻もどってきた。

「ひどい騒ぎって？　アスタをさらったやつが見つかったの？」

　すかさずユーミが問いかけると、母親は卓たくの上に包みを下ろしながら、「いや」と頭を振った。

「森辺の民が、ぞろぞろと町に下りてきちまったんだよ。それを見つけた衛兵が泡あわを食って駆けつけたもんだから、もう大騒ぎさ」

「まさか、森辺の民はお城に向かうつもりなの？」

「いや、どうやらさらわれた同どう胞ほうを自分たちで捜さがし出そうと町まで乗り込んできた様子だね。お城なんかに向かっていったら、それこそ衛兵たちと刃にん傷じよう沙ざ汰たの騒ぎになっちまうよ」

「そっか」と答えながら、ユーミは大きく息をついた。

　森辺の民は、何やら城下町の貴族たちともめていた様子なのである。そんな時期にアスタをさらわれてしまったのだから、貴族の仕し業わざと考えるのが道理であるが、通行証もなしに城下町へと踏み込もうとすれば罪人になってしまう。森辺の民がそんな無む謀ぼうな真似をしなかったことに、ユーミは心から安あん堵どすることができた。

「それじゃあ、フワノも買ってきておいたからね。鍋なべ物ものの準備が終わったら、こっちもよろしく頼たのむよ」

「え？　あたし、この後は用事があるんだけど」

「用事って何だい。どこに行ったって衛兵や森辺の民がうろつき回ってるんだから、こんな日は外に出るもんじゃないよ」

「だけど、アスタのことを放っておけないじゃん！」

　ユーミが言い返すと、母親は心配げな眼まな差ざしを向けてきた。

「こればっかりはしかたないよ。もしも犯人が貴族様だったら、誰にも裁けやしないんだからさ。残念だけど、森辺の民やギバ料理のことは、もう忘れちまいな」

「どうして!?　母さんだって、アスタの作るギバの料理をすっごく美味おいしいって言ってくれてたじゃん！」

　それでユーミは、《西風亭》でもギバの肉や料理を買いつけるようにと、両親を説得していたさなかであったのである。

　以前からユーミとともにアスタの料理を食べていた母親は、それほど強く反対していなかった。反対していたのは、父親のほうだ。それでもユーミが説得を続けることで、ようやく父親もアスタに会ってみようという気持ちになってくれていたのに、こんな騒ぎでそれもご破算になってしまったのだった。

「だけど、貴族様に逆らうわけにはいかないだろう？　お城の連中に目をつけられたら、こんな宿はすぐにでも取とり潰つぶされちまうんだからさ」

「そんなのってないよ！　だったら貴族は何をしても許されるっていうの!?」

「貴族を裁けるのは貴族だけなんだよ。あたしらなんかには何もできやしないのさ」

　ユーミは頭に来てしまい、手にしていた薪まきを床に叩きつけた。

「あたしは絶対にあきらめないから！　貴族なんかにアスタをどうこうされてたまるもんか！」

「あ、ちょっとユーミ――」

「鍋なべはもう煮えてるよ！　フワノは母さんが焼いてよね！」

　そのようにわめき散らしてから、ユーミは厨を飛び出した。

　そのまま家も飛び出して、大通りに向かって路地を駆かける。ここは宿場町でも悪評高い貧ひん民みん窟くつで、衛兵ですら一人では踏み込んでこない。しかし、この場所で生まれ育ったユーミにとっては、庭のようなものだった。

　ジェノスというのは、豊かな町だ。余所よそから訪れた人間によると、その豊かさは西の王国セルヴァにおいても一、二を争うほどであるという。ただし、その豊かさのほとんどは城下町に集約されており、この貧民窟においては飢うえて死ぬ人間も珍しくはないほどであった。

　城下町は、家の屋根よりも高い石の塀へいで守られている。その塀の内側と外側では、世界が違うのだ。ユーミが城下町に足を踏み入れる機会など一生訪れないだろうし、お城の貴族たちがこの貧民窟にやってくることだって絶対にありえないだろう。貧民窟の人間にとって、貴族などというものは雲の上の存在にも等しかった。

（だからって、こんな真似が許されるもんか！）

　そんな風に思いながら、ユーミは大通りに飛び出した。

　宿場町の真ん中を走り抜ける、主しゆ街かい道どうである。その左右には大きな家や店が立ち並び、朝から大勢の人間たちが歩いている。これらの人々の為なす商あきないが、ジェノスに大いなる豊かさをもたらしているのだ。

　だけど本日は、様相が違った。母親が言っていた通り、何やら剣けん呑のんな雰ふん囲い気きが漂っている。通りにはやたらと衛兵の数が多く、そして、ギバの毛皮を纏まとった森辺の狩人かりうどの姿もちらほらと見えた。

　何も騒ぎにはなっていない。が、空気が張り詰めているのがわかる。無関係の商人や旅人たちは災わざわいに巻き込まれることを恐おそれるようにうつむいており、足早に通りを行き来していた。

（……これじゃあ、あのときと同じじゃないか）

　あのときというのは、森辺の大罪人が宿場町を騒がしたときのことであった。

　あのときも、こうして町には不ふ穏おんな気配が満ちみちていた。そしてそれは、大罪人の生命でつぐなわれるまで、決して収まりはしなかったのだった。

（ちくしょう！　せっかくアスタたちのおかげで、いい雰囲気になりかけてたのに……）

　ユーミがそのように歯は噛がみしていると、通りの向こうから見覚えのある顔が近づいてきた。悪友の、酒場の息子である。

「よお、遅かったな。親父さんに引き止められてたのかよ？」

「親父なんか、朝一番で大喧嘩をしてから口もきいてないよ。……町の様子はどう？」

「どうって言われてもな。見たまんまだよ。ま、さっきなんかは衛兵も森辺の民も刀を抜きかねない様子だったから、それに比べりゃあ落ち着いたんじゃねえかな」

「そっか。……アスタをさらった連中については？　何も手がかりはなし？」

「ああ。かたっぱしから宿屋を回ってみたけど、それらしい人間はいねえな。……貴族にさらわれちまったんなら、やっぱり石いし塀べいの中なんじゃねえの？」

　ユーミは「くそっ！」と地面を蹴りつけた。

「どうにかして石塀の中に忍しのび込めないのかなあ？　城の連中と商売をしてるやつとかいないの？」

「そんな立派な店の人間が、俺らなんかとつるむわけねえだろ。お前、石塀によじのぼろうとか考えるんじゃねえぞ？　それこそ槍やりで串くし刺ざしにされちまうからな」

　ユーミは唇を噛みながら、通りのほうに視線を巡めぐらせた。

　貧民窟とは比べものにもならない賑にぎわいであるが、それでもやっぱりこの場で商売に励はげんでいるのも、みんな平民だ。貴族はもちろん、衛兵にだって逆らうことはできない。

　しかしまた、昨日は宿場町の民のほうこそが、衛兵に食ってかかったりもしていた。アスタと懇こん意いにしている野菜売りや宿屋の主人などが、アスタをさらった悪党をとっとと見つけだせ、と詰め所に押しかけることになったのである。

　その甲か斐いもあってか、悪党どもは早々に手配されることになった。アスタと一いつ緒しよにいた《玄げん翁おう亭てい》という宿屋の主人が、悪党どもの顔を見ていたのだ。その手配書きを頼たよりにして、ユーミたちも夜まで捜索を続けたわけであるが――今のところは、何の手がかりも得られてはいなかった。

　無念に打うち震えるユーミに向かって、悪友が「なあ」と声をかけてくる。

「とりあえず、腹になんか入れとこうぜ。朝から動きっぱなしで、俺はもうクタクタだよ」

「ああ、あんたは何か食べてきなよ。あたしはそういう気分じゃないから」

「いいのかよ？　うかうかしてると、ギバの料理を食いっぱぐれちまうぜ？」

　ユーミは思わず「は？」と相手をにらみつけてしまった。

「アスタがいないのにギバの料理って何の話さ？　あんた、朝から酔よっ払ぱらってんの？」

「そんなおっかねえ目でにらみつけんなって。森辺の連中は、アスタ抜きで屋台を開いてるんだよ」

　ユーミは、心から驚おどろくことになった。

　そして、胸の奥おくに熾おき火びのようなものが燃え始めるのを感じる。

「こんなときに、どうして呑気に屋台なんて開いてんのさ？　アスタよりも銅貨のほうが大事だっての？」

「俺に聞かれたって知らねえよ。聞くなら本人たちに聞けばいいだろ？」

「……わかった。そうする」

　ユーミは進路を北に取った。露ろ店てんの区域は主街道の北側にあり、さらに彼かれらはその北端で商売をしているはずであった。

　その間は、森辺の民ともすれ違わなかった。大勢の狩人がやってきたといっても、しょせんは数十名ていどなのだろう。それもまた、彼らがアスタの存在を軽んじている証のように思えて、腹が立ってしまった。

　やがて、行く先に人だかりが見えてくる。

　こんな日でも、商売は繁はん盛じようしている様子だった。

　客の大半は、ジャガルの民かシムの民だ。しかし、二割ぐらいはセルヴァの民の姿も見える。その割合も、いつも通りのことだった。

　ぐらぐらと煮え立つ激情を抑え込みながら、ユーミと悪友もその列に並ぶ。悔しいことに、アスタがいなくとも漂ってくる香りの素晴らしさに変わりはなかった。

「いらっしゃいませ。赤銅貨二枚になります」

　ユーミの順番が回ってくると、店番の娘むすめがそのように呼びかけてきた。

「ちょっとあんたねえ――！」と険悪な声をあげかけてから、ユーミは思わず息を呑のんでしまう。

　店番をしているのは、ヴィナ＝ルウと交代で町に下りてくるようになった、黒くろ髪かみの娘であった。ヴィナ＝ルウとはまったく似ていないが、たしか彼かの女じよの妹にあたる人物だ。小こ柄がらで、いくぶん幼げな面おも立だちであるが、ものすごく容姿は整っている。その娘は必死に笑え顔がおをこしらえながら、その目を真っ赤に泣きはらしていた。

「あ……あなたはいつも買いに来てくれる、宿屋の娘さんですね。こんな日にまで、ありがとうございます」

「え？　ああ、うん……」

「お一つずつでよろしいですか？　すぐに作りますので」

　そのように述べながら、娘はてきぱきと『ギバ・バーガー』を作ってくれた。

　それを受け取り、銅貨を支払ってから、ユーミは屋台の脇わきにすべり込む。

「ねえ、あんたたちこそ、どうしてこんな日にまで商売をしてるの？」

「え？」と娘は不思議そうに見返してきた。

　しかし、すぐに次のお客が銅貨を差し出してきたため、ユーミに言葉を返すことはできない。

　すると、もう片方の屋台を手伝っていた赤髪の娘がちょろちょろとこちらにやってきた。これはもうずいぶん昔から屋台を手伝っている娘で、名前はララ＝ルウだ。彼女もまた、ヴィナ＝ルウの妹であるはずだった。

「レイナ姉、あたしが代わるよ。今日は、町の人間から話を聞くのも大事な仕事でしょ？」

「うん、ありがとう。それじゃあ、ちょっとお願いね」

　レイナと呼ばれた黒髪の娘は、妹のララ＝ルウに仕事を託たくすと、屋台の裏からユーミのほうに近づいてきた。

　ルウの血族ならば、この娘の名前はレイナ＝ルウということになる。レイナ＝ルウは、まずユーミたちに向かって小さく頭を下げてきた。

「また町を騒がせてしまって申し訳ありません。でも、わたしたちに町の人間たちと敵対する気持ちはありませんので、まずはそのことを信じてください」

「あ、ああ。そんなことは、別に疑っちゃいなかったけど……でも、どうしてアスタがさらわれちまったっていうのに、あんたたちは商売を続けてるの？」

「はい。アスタの繋いでくれた縁を、ここで断ち切ってしまうわけにはいかないと考えました。アスタが戻ってくるまでは、わたしたちルウの人間が町の人々との縁を繋いでいきたいと願っています」

　アスタが戻ってくるまでは――というその言葉が、驚くほどの温かさをともなって、ユーミの胸にしみこんできた。

「そっか。それじゃああんたたちも、アスタのことをあきらめたわけじゃないんだね。あたしはてっきり――」

「アスタは必ず戻ってきます。これまでだって、アスタは何度も危地をくぐり抜けてきたのです」

　レイナ＝ルウは、強い声でそう言った。

　泣きはらしたその目にも、強い光が宿っている。どんなに幼げであっても、この娘も森辺の民であるのだ。どうやらユーミは、彼女たちの強きよう靭じんさをまだきちんと理解しきれていなかったようだった。

「商売が終わったら、わたしたちもアスタを捜す仕事に移ります。明日の商売の下ごしらえもあるので、あまり時間は取れませんが……でも、自分にできる仕事に力を尽つくしたいと思います」

「うん、わかったよ。あたしらも町中を駆けずり回ってるからさ。何としてでも、アスタを取り返してやろうね」

　するとレイナ＝ルウは、その面に輝かがやくような笑えみを浮うかべた。

「あなたがたもそのように尽じん力りよくしてくれていたのですか。森辺の民として、感謝の言葉を捧ささげさせていただきます」

「こっちこそ、ありがとうって言わせてもらいたい心境だよ」

　そのように言いながら、ユーミは手に持っていた『ギバ・バーガー』をかじってみせた。

「うん、美味うまい！　アスタの作るのと同じぐらい美味いよ」

「ありがとうございます。……でも、ぎばばーがーに関しては、もうけっこう前からルウ家の人間だけで作っていたのですよ」

「え、そうなの!?」

「はい。『ミャームー焼き』の下ごしらえにはアスタの力が必要ですので、今日はどちらの屋台でもぎばばーがーを売りに出しています」

「そうなんだ。すごいね！　これなら商売のほうは問題なしだ」

「はい。またこのような騒さわぎになってしまったのに、お客の数は減るどころか増えたぐらいに感じられます。……これもアスタが森辺の習わしをくつがえして、町の人々との絆きずなを結んでくれたおかげですね」

　ユーミの胸中にくすぶっていた激情は、それで完全に消え去ることになった。よく考えれば、森辺の民ほど愚ぐ直ちよくで純じゆん朴ぼくな人々が、同胞たるアスタを見捨てるわけがなかったのだ。ユーミはこっそり、自分の迂う闊かつさに恥はじ入ることになった。

「それじゃあ、頑張ってね！　何かわかったら、すぐ知らせに来るから！」

「はい、ありがとうございます」

　ユーミはレイナ＝ルウに手を振って、悪友とともに道を引き返すことにした。

　ずっと無言であった悪友は、『ギバ・バーガー』をかじりながら溜ため息いきをついている。

「森辺の女衆って、誰も彼も美人だよなあ。それであんな笑顔を見せつけられたら、たまんなくなっちまうよ」

「あんたねー、そういう目で森辺の民を見るんじゃないよ！」

「何だよ。ユーミだって、アスタのことをそういう目で見てんじゃねえか」

「ふっざけんな！　あたしはそんなんじゃねーっての！」

　ユーミは悪友の尻しりをおもいきり蹴り飛ばしてやった。

「とにかく、あたしたちも力になってあげるんだよ！　宿屋だけじゃなくって、悪党が潜ひそんでそうな場所を片っ端から当たってみな！」

「あいててて……そいつはもう他ほかの連中がやってるけどよ。宿場町だけでも、この広さなんだぜ？　一日や二日じゃどうにもできねえよ」

「だったら、三日でも四日でもかけるしかないでしょ！　ぐじぐじ泣き言を言うなっての！」

「泣き言なんて言ってねえだろ。俺おれだって、アスタを見捨てようなんてことはこれっぽっちも思ってねえよ」

　そのように言い捨ててから、悪友は残りの『ギバ・バーガー』を口の中に押おし込んだ。

　かつてはこの悪友も、森辺の民のことを毛け嫌ぎらいしていた。というか、アスタが宿場町で商売を始めてすぐ、ユーミはこの悪友たちとともにわざわざ嫌いやがらせに出向いたほどなのである。

　それが気づけばアスタの屋台の常連客となり、今はこうしてアスタのために町中を駆けずり回っている。これこそが、アスタが繋つないできた町の人間たちとの絆なのだった。

（絶対に、こんなことで終わらせたりはするもんか）

　ユーミがそのような思いを新たにしたとき、てくてくと道を歩いていた悪友が「あ」と声をあげた。

「たしかこの通りにも何人か向かったはずだ。俺はそいつらと合流するから、『酔いどれ通り』のほうはユーミにまかせてもいいか？」

「ああ、あそこは地元の人間じゃないと危ないからね」

『酔いどれ通り』というのは、他ならぬ《西風亭》が存在する貧民窟の、さらに一番奥まった場所にある通りのことであった。怖こわいもの知らずの悪友たちでも、あの貧民窟の奥深くに足を踏ふみ入れるには相当な覚かく悟ごが必要となってしまうのだ。

「でも、本当にユーミ一人で大だい丈じよう夫ぶなのか？　必要だったら、男手を集めるぜ？」

「そんな大勢で行ったら、余計に警けい戒かいされちまうよ。逃げ足だったらあんたたちに負けやしないから、心配はご無用さ」

「わかった。それじゃあ、また後でな」

　悪友は、小路の向こうへと走り去っていった。

『ギバ・バーガー』をたいらげたユーミも、急ぎ足で道を引き返す。『酔いどれ通り』に足を踏み入れるのは気が進まなかったが、人さらいをするような悪党を捜すならば、その場所を外すわけにもいかなかった。

　そうして元の場所まで戻ってきたユーミは、思わずぎょっとしてしまう。貧民窟へと通ずる小路に、今まさに森辺の民が踏み込もうとしているところであったのだった。

「ちょ、ちょっと待った！　あんたたち、どこに向かおうってのさ？」

　二人の森辺の民が、こちらを振り返かえる。

　一人はギバの毛皮を纏った狩人で、もう一人は森辺の装束を纏った女衆だ。男のほうは大おお柄がらで、きわめて逞たくましい身体つきをしており、女のほうは小柄で、ころころと丸っこい身体つきをしている。

「……失礼ですが、あなたは？」

「あ、あたしは《西風亭》のユーミってもんだけど、その通りには迂闊に近づかないほうがいいよ。昼間っから酔っ払ってる悪党どもの巣そう窟くつなんだから！」

「悪党の巣窟……それでは、なおさら捜索せねばなりませんね」

　いかにも恐おそろしげな大男でありながら、その声はとても落ち着いており、穏おだやかであった。

　それに、面相のほうはちっとも恐ろしげではない。その体格に見合った精せい悍かんな面立ちであるが、目もとは涼すずしげで、表情もやわらかい。何というか、どっしりとした大樹のような風格の持ち主であった。

「……森辺の狩人なんだから腕には自信があるんだろうけどさ。でも、その通りに潜んでる連中は、本当に厄やつ介かいなんだよ。あんたたちだって、町で騒ぎを起こしたくはないでしょ？」

「はい。ですが、私たちはすべての場所を捜索しなくてはならないのです。そうでなければ、城下町の者たちを納なつ得とくさせることもできないでしょうから」

「納得？　って、何の話？」

「私たちは、城下町の外にアスタはいないと証あかし立てたいのです。そののちに、城下町の内部をも捜索できるように、貴族たちと交こう渉しようするつもりでいるのです」

　そのように述べてから、森辺の狩人はふいににこりと微笑んだ。

「名乗りが遅れました。私は森辺の民、ルティム家のガズラン＝ルティムと申します。こちらは、妹のモルンです。私たちの身を案じていただき、感謝しています、《西風亭》のユーミ」

　それがユーミとガズラン＝ルティムの出会いだった。

　そしてそれが、その日のささやかな冒険の幕開けとなったのだった。




２




　ユーミは二人の森辺の民とともに、貧民窟を歩いていた。

　まだ足を踏み入いれて何歩も進んでいないので、周囲の様子にも変化はない。というか、大通りのほうでは普ふ段だん以上に衛兵たちの姿が多いので、貧民窟の住人たちも用心をして家の中に引きこもっている様子だった。

「ここはさ、宿場町でも特に貧しい人間や後ろ暗いところのある人間が集まる区域なんだよ。衛兵たちだって、一人では足を踏み込めないような場所なのさ」

「そうなのですか。見たところ、表の通りとあまり違ちがいは感じられないのですが」

「ここはまだ貧民窟の端はしっこだからね。奥に進めば進むほど、用心が必要になってくるよ」

　そのようなことを述べている内に、見覚えのある看板が見えてきた。ユーミの生家である《西風亭》の看板だ。ユーミは素す早ばやく移動して、ガズラン＝ルティムの巨体を盾たてにした。

「悪いけど、ちょっと隠れさせてね。親に見つかったら家に戻れとか言われちゃうだろうからさ」

「親が反対しているにも拘かかわらず、あなたはアスタのために尽力してくれていたのですか、ユーミ」

「あったりまえじゃん。友達ってのは、そういうもんでしょ？」

　すると、ガズラン＝ルティムは優やさしげに目を細めながら、ユーミのことを見下ろしてきた。

「はい。私にとっても、アスタはかけがえのない友です。町にも同じ気持ちでいる人間がいると知ることができて、私はとても嬉うれしく思います」

「やだな、そんな大真面目に言われると、照れくさくなっちゃうじゃん」

　ガズラン＝ルティムの陰にひそみながら、ユーミは《西風亭》の前を通過した。

　それからほどなく、道は十字に交差する。この辺りになってくると、左右に並ぶ家屋もだいぶん貧相な造りになってきていた。貧しさのために、家を修理する銅貨をひねり出すことも難しいのだろう。

「このまま通りを真っ直ぐね。この辺りはもう昨日の内に調べ尽くしたからさ」

「非常に助かります。私とモルンは、一日がかりでこの区域を捜索しようと考えていましたので」

「でも、厄やつ介かいなのはこの先にある『酔いどれ通り』って場所なんだよ。あそこには、道理の通じない輩やからが山ほどいるからさ」

　そのように答えながら、ユーミはもう一人の連れへと視線を差し向けた。

「あんた、大丈夫？　本当だったら、若い娘が足を踏み入れていい場所じゃないんだけど」

「でも、あなたも若い娘ではないですか？」

　モルン＝ルティムと紹介されたその娘は、邪じや気きのかけらもない面おも持もちで微笑んだ。

　兄とはまったく似ていない、可愛かわいらしい娘である。いささかふくよかすぎるようではあるが、痩やせ細った娘などよりはよほど魅み力りよく的てきだろう。つぶらな瞳ひとみをきらきらと輝かせており、丸っこいほっぺたがとてもやわらかそうだ。
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「わたしは十五歳さいですが、あなたは何歳なのですか、ユーミ？」

「あたし？　あたしは十六歳だけど」

「十六歳ですか。とても大人びて見えますね」

　それはまあ、宿場町で十六歳といえば、もうあまり子供扱あつかいされる年ねん齢れいでもない。そろそろ親からは婿むこを取れ婿を取れとうるさく言われ始めてもいた。

「この娘が十五歳ってことは、兄貴のあんたもそんなに年はくってないのかな？」

「私は、二十四歳となります。ルティムの本家には五人の子供がおり、私は一番の年長者で、モルンは末すえ娘むすめなのです」

「五人兄弟かあ。ルウ家もそうだったけど、森辺の民ってのは子こ沢だく山さんなんだね！」

「はい。多くの子供を生なすのは、森辺の民にとって大事な仕事でもあるのです」

　このような道端で森辺の民と世間話をしているというのが、ユーミにとってはたいそう珍しい体験であった。そもそもユーミは、森辺の狩人とまともに口をきくのも初めてなぐらいであったのである。

「そういえばさ、今日は何人ぐらいのお仲間が町に下りてきてるの？」

「およそ六十名ほどですね。男衆と女衆が一名ずつで組となり、城下町の北側にあるトゥラン領や、宿場町の南側にある農村の区域にまで足をのばしています」

　六十名もの森辺の民が町に下りてくるというのは、大ごとであった。しかもその半数が魁かい偉いなる森辺の狩人とあっては、さぞかし町の連中も肝きもを冷やすことになったことだろう。

　しかしユーミは、多少の不満を感じないでもなかった。

「でも、森辺の民ってのは何百人もいるんだよね。その中で、六十人しか下りて来られなかったの？」

「はい。アスタの捜索に力を貸したいと願い出てくれた者たちは、他にも多数いましたが、それは差し止めることになりました。現在、休息の期間にあるのはルウ家の眷けん族ぞくのみであったので、その中から幼子や老人などを除いた六十名が町に下りることになったのです」

「休息の期間？」

「はい。森辺の狩人は、年に三回ほどギバ狩がりの仕事を休む期間があるのです。ルウ家の眷族は、ちょうどその休息の期間のさなかにあったのですね」

「ふーん、そっか」

　ユーミはそこで話題を打ち切ろうかとも考えたが、やっぱり我が慢まんがきかなかった。

「ごめん、やっぱり聞かせてもらうけど、アスタよりもギバ狩りの仕事のほうが大切……ってわけじゃないんだよね？」

「はい。これを理由にギバ狩りの仕事を二の次にすると、そこを城下町の貴族たちに責められることになるのではないかと危き惧ぐしました」

「……貴族が怖いってわけでもないよね？」

「はい。そうして森辺の民を責めたてる口実を作るのが、このたびの騒ぎの目的なのではないか、という可能性を考えてのことです」

　森辺の民は、ジェノスの貴族に命じられて、ギバ狩りという過か酷こくな仕事を担になっている。その仕事をおろそかにすれば、貴族たちに責められても文句は言えない、ということなのだろう。

「何だかややこしい話だなあ。……やっぱり今回の騒ぎの犯人はジェノスの貴族たちだって考えてるの？」

「それはまだ不明です。もしかしたら、森辺の民と貴族を仲なか違たがいさせるために、何者かがこのような真似まねをしでかしたという可能性もあるでしょう」

「ああ、そういう馬ば鹿かがいてもおかしくはないか。……だけど最近はアスタたちのおかげで、町の連中も考え方を変えてきてるところだったんだよね」

　ユーミは一つ溜息をついてから、遥はるかな高みにあるガズラン＝ルティムの顔を見上げた。

「そんな矢先にこんな事件が起きて、本当に残念だよ。……またこれで、森辺の民は町の連中に怖がられちゃうかもね」

「そうかもしれません。しかし、あなたのように森辺の民を思いやってくれている人間も存在しています」

　そのように述べながら、ガズラン＝ルティムは穏やかに微笑ほほえんだ。

「今回は町の人間に『森に帰れ』と罵ば倒とうされることもありませんでしたし、それだけで、以前とはさまざまな点が違ってきているのだろうと思えます。むしろ町の人々は、貴族に対する不信感をつのらせているようにすら感じられます」

「ああ、そりゃまあね。何せ今回は、アスタが悪党どもにさらわれたって話なんだからさ。これで森辺の民を責めるようなやつがいたら、そいつのほうこそおかしいんだよ」

「……そのように言ってもらえるのは、とても心強いことです」

　ガズラン＝ルティムが静かな声でそのように応じたとき、新たな十字路が目前に迫せまってきた。

　ユーミは足を止めて、似ていない兄妹きようだいの姿を見比べる。

「この先が、悪名高い『酔いどれ通り』だよ。もういっぺん聞いておくけど、あたし一人にまかせるつもりはないんだね？」

「はい。それほどあやしげな場所であるならば、自分の目で確かく認にんしておきたいと思います」

「そっか。正直に言うと、あたしだけじゃあこの場所の隅すみ々ずみまで捜せるかどうか自信がなかったから、そんな風に言ってもらえるのはすごくありがたいんだけど……でも、くれぐれも気をつけてね？　まず間ま違ちがいなく、ここは宿場町で一番危険な場所なんだからさ」

　ガズラン＝ルティムは、無言でうなずいた。

　まったく物もの怖おじしている様子はない。確かにこの屈くつ強きような狩人であれば、『酔いどれ通り』の悪党どもをギーズの大おお鼠ねずみみたいに蹴け散ちらせるのかもしれなかった。

「それじゃあ、行こうか。油断だけはしないようにね」

　意を決し、ユーミはその通りに足を踏み入れた。

　左右に立ち並んだ木造りの家屋は、いっそうみすぼらしい様相になっている。大通りの賑わいしか知らない人間であれば、廃はい屋おくにしか見えないぐらいであろう。辺りには何だか饐すえたような異い臭しゆうが漂っており、悪い空気が沈ちん殿でんしているように感じられた。

「静かですね。……その代わりに、とてもたくさんの視線を感じますが」

「ああ。見慣れない人間が入ってきたから、みんなこっそり覗のぞき見みしてるんだろうね」

　ユーミはぶるっと身体を震わせてから、手近な家屋に近づいていった。

　その戸を叩くと、「何だい？」という険悪な声が返ってくる。

「ちょいと人を捜してるんだよ。迷めい惑わくはかけないから、話を聞かせてもらえないかなあ？」

　戸板は、閉ざされたままだった。

　が、板が腐くさってあちこちに隙すき間まが空いており、そこからぎょろりとした人間の目が覗く。

「こんな風に呼びだされるだけで、十分に迷惑だよ。何だか知らないけど、他を当たっておくれ」

　どうやらそれは、年老いた女であるようだった。茶色の瞳には、不ふ審しんと警戒の光が宿っている。

「そんなこと言わないで、話だけでも聞かせてよ。同じ町に住むよしみじゃん」

「……あんたみたいに小こ綺ぎ麗れいな格好をした娘は、それだけで余所よそ者ものだよ」

「ご挨あい拶さつだね。あたしはこの先で看板を掲げてる《西風亭》の娘だよ。ご近所って言えばご近所じゃない？」

　隙間の向こうで、老女はいぶかしげに目を細めたようだった。

「《西風亭》ね。それじゃあ、主人の名前を答えられるかい？」

「さすがに父親の名前を忘れたりはしないよ。主人の名前はサムスで、伴はん侶りよの名前はシル。ま、主人っていっても、親父おやじのサムスは母さんに婿入りした身だけどね」

　がたごとと鈍にぶい音色が響いたかと思うと、板張りの戸が開かれた。こんな腐りかけの戸板でも、しっかり閂かんぬきが掛かけられていたらしい。

「あんた、あのシルの娘なのかい。母親に似ず、別べつ嬪ぴんだね」

「ひどいこと言うなあ。ま、あたしは父親似らしいけどね」

「ふん。そのシルの娘が、いったい誰だれを捜してるって？　……それに、そっちの連中は何なのさ？」

「このお人らは、森辺の民だよ。婆ばあさんだって、森辺の民ぐらいは知ってるでしょ？」

　ガズラン＝ルティムとモルン＝ルティムは、無言のまま目礼をした。その落ち着き払った姿に、老女はまた「ふん」と鼻を鳴らす。

「こんな間近で『ギバ喰ぐい』を見たのは初めてだね。そんな連中を引き連れて、あんたは何をしようってのさ？」

「だから、人捜しだよ。大通りのほうでさらわれたアスタってお人と、そいつをさらった悪党どもを捜してるのさ。えーっと、アスタっていうのは黒い髪と黒い瞳をした、ちょいと可愛かわいい十七歳ぐらいの若衆で、悪党どもは――」

　ユーミがそこで言いよどむと、ガズラン＝ルティムが口を開いた。

「アスタをさらった無法者は、黒い肌を持つ東の民のような風ふう貌ぼうの男と、がっしりとした体格の西の民の男です。この両名は、すでに宿場町でも人さらいの罪人として手配されています」

「ふん。ここにはあちこちから集まった悪たれどもが住みついているけれど、さすがに東の民なんざを見かけたことはないね」

「正確には、東と西の間に生まれた男であるようです。名前はサンジュラで、東の民らしからぬ茶色の髪と瞳をしているそうです」

「知らないね。そんな話は、ダタスにでも聞いておくれよ」

「ダタス？　それは何者でしょうか？」

「この界かい隈わいを取り仕切ってる、悪党どもの元もと締じめさ。余所者がここいらに居着くには、まずダタスに挨拶をする必要があるんだよ」

「そうですか。ありがとうございます」

　ガズラン＝ルティムが一礼すると、それを見届けもせずに老女は戸板を叩たたき閉めてしまった。

「……ダタスという人物は、いったいどこに住まっているのでしょうね」

「ちょ、ちょっと待ってよ。そいつのところに乗り込むつもり？　『酔いどれ通り』の元締めなんて、絶対まともな人間じゃないよ？」

「しかし、こうして一件ずつ家を回るよりは、格段に話が早そうです」

　ユーミは深々と溜息をついてから、長くのばした髪をかきあげてみせた。

「わかったよ。あんたの腕うで前まえを信じるからね？　……ちょっと婆さん！　どこに行ったら、そのダタスって悪党に会えるのさ？」

「通りの真ん中にある、赤い屋根の家！」という乱暴な声が、家の奥から響ひびきわたってきた。

　その言葉を頼りに歩を進めていくと、確かに赤い屋根と呼べないこともない家屋が見えてきた。塗と料りようで家を塗るのは珍めずらしい話でもないが、ずいぶん古い時代にほどこされたものなのだろう。赤黒く変色したそのさまは、まるで大量の血をあびせかけられたかのようで、たいそう薄うす気き味みが悪かった。

　ユーミは呼吸を整えてから、その不気味な家屋の戸を叩く。

「ここはダタスってお人のねぐらかい？　ちょいと聞きたいことがあるんだけど！」

　しばらくは、何の反応もなかった。

　が、やがてその戸板はぎしぎしと不吉な音色を響かせながら開かれていった。

　その向こうから姿を現したのは、ガズラン＝ルティムをも上回る大男である。

「何だ手前らは……？　ダタスに何の用事だ……？」

「ここ最近でこの辺りに新顔が入ってきたかどうか、そいつを聞かせてほしいんだよ」

　貧民窟の流儀として、ユーミは強気で言いきってみせた。この地においては、弱気の面を見せることこそが生命いのち取とりになってしまうのである。

「あたしは《西風亭》のユーミ、こっちのお二人は森辺の民で、ガズラン＝ルティムとモルン＝ルティムさ。あんたらに迷惑をかけるつもりはないから、ちょいと話を聞かせておくれよ」

「森辺の民……？」

　大男は、物ぶつ騒そうな感じに光る目でガズラン＝ルティムをねめつけた。

　ガズラン＝ルティムだってユーミよりも頭一つ分は大きいのに、この男はそれよりもさらに頭半分は大きい。しかも、手足は丸太のように太く、腹はでっぷりとせり出だしている。身体の図太さでいえば、ガズラン＝ルティムよりも一回りはまさっているように感じられた。

　その大男が次の言葉を発する前に、帳とばりの張られた窓から陽気な声が届けられてくる。

「おい、いいから中に通せ！　森辺の民たみとやらを、俺にも見せてみろ！」

　大男は、身体をこちらに向けたまま、戸板の向こうに引っ込んでいった。

　冷ひや汗あせのにじんだ手で拳こぶしを作りつつ、ユーミは率先してその後を追う。

　入ってすぐは、通路になっていた。それもやたらと長く造られており、突つき当たりまで進むと、さらに左右に分かれている。大男は右側に進んでいたので、ユーミたちもそれを追うことになった。

　何だかおかしな造りをした家屋である。さきほどの声の主は通りに面した部屋にいるはずであるのに、その部屋の入り口はこのように入り組んだ通路の果てに設置されているのだ。こんな造りにどのような意味があるのか、あまり深くは考えたくないような気がした。

「ようこそ、お客人。森辺の民などを俺の家に招いたのは初めてのことだ」

　その部屋には、五名ばかりの男がいた。酒場のように丸い卓と椅い子すが並べられた広間だ。声をあげているのは、一番奥まった場所に陣じん取どっている男であった。

　ちんちくりんの、小男である。たぶん立っても、ユーミより小柄なぐらいだろう。手足も細いし、腕うでっ節ぷしが強いようには思えない。貧相な風貌で、髪もずいぶん薄くなりかけており、目ばかりがぎょろぎょろと輝いている。年齢は、ユーミの父親よりも上なぐらいであろうか。

「俺がこの家の主人、ダタスだ。いったいどういう用事だって？」

　もう一度名乗りをあげる必要はなさそうであったので、ユーミはさきほどの老女に聞かせたのと同じ言葉を繰り返してみせた。

「なるほど、東の民のような風貌をした悪党か。……最近、そういうのがこの近所に住みついたって噂うわさだな。べつだん、挨拶をされた覚えはねえけどよ」

「えっ！　本当に!?」

　勢い込んで、ユーミは身を乗り出した。

　ダタスやその取り巻き連中は、愉ゆ快かいそうににやにやと笑っている。

「得にもならねえ嘘なんてつかねえよ。ま、得にもならねえ真実を語る筋合いもねえけどな」

「何かお礼が必要ってこと？　大した持ち合わせはないんだけど」

「そうかい？　出し惜おしみはよくねえなあ」

　ユーミは軽く眉まゆをひそめて、モルン＝ルティムをかばうように足を踏み出した。

「よからぬことを考えてるなら、やめておいたほうが利口だよ。あたしの首くび飾かざりや腕うで飾かざりぐらいだったら、いくらでも差し出してみせるけどさ」

「そんな安物の首飾りに用事はねえよ。だったら、腕ずくで聞き出してみたらどうだ？」

　そのように述べてから、ダタスは細っこい肩かたをすくめた。

「とはいえ、俺の家を血で汚よごされるのは勘かん弁べんだ。ここは一つ、力比べの余興なんてのはどうだい？」

「力比べ？」

「祭なんかでは、男連中が力比べをするだろう？　俺なんて勝てた試ためしはねえが、こっちのこいつはけっこうな力ちから自じ慢まんでな」

　こっちのこいつというのは、もちろん最初に姿を現した大男のことだった。この大男だけは、にこりともせずにずっとガズラン＝ルティムのことをにらみつけている。

「こいつに力比べで勝つことができたら、その悪党の居場所を教えてやるよ。もしも負けたら……そうだな、腰こしにぶら下げてる刀でももらっておくか。安物の飾かざり物ものなんかよりは、よっぽど役に立ちそうだ」

「ダタス、ついでにそのギバの毛皮もいただいたらどうだい？　森辺の狩人に力比べで勝った証だ。たいそうな自慢になるだろうよ」

　取り巻きの一人がそのように述べたてると、ダタスはにんまりと微笑んだ。

「そいつはいいな。どうだい、森辺の狩人さんよ」

「かまいませんが、どのような取り決めの力比べなのでしょう？」

　ガズラン＝ルティムは、表情も変えずにそう答えていた。

　ダタスはいっそう愉快げに目め尻じりを下げる。

「こまかい取り決めはいらねえだろう。床ゆかに倒れたほうが負けってことでどうだい？」

「それなら、我々も収しゆう穫かく祭さいで行っているので問題はありません」

　ガズラン＝ルティムは腰から刀を鞘ごと引き抜ぬくと、それをモルン＝ルティムに手渡した。

「手足を使って殴なぐったり蹴ったりする行こう為いも許されるのでしょうか？　森辺の力比べにおいては、そういった行こう為いを禁じられているのですが」

「それじゃあ、興が乗らねえな。取っ組み合うだけじゃあ、面白おもしろくも何ともねえだろう？」

「私はどちらでもかまいません。面白みを求めているわけではありませんので」

　ガズラン＝ルティムは、あくまで落ち着き払っていた。

　反対に、大男のほうは顔に血の気をのぼらせている。ガズラン＝ルティムの落ち着きっぷりが鼻についたのだろう。

「よし、場所を開けろ！　勝負は一回限りだからな！　……ま、二回も勝負をしようって元気は残らねえだろうけどよ」

　ダタスの合図で、男たちが卓たくや椅子を壁かべ際ぎわに寄せていく。ダタスだけは座ったままであり、その正面に広々とした空間が作られた。

　ガズラン＝ルティムと大男が、その中央に進み出る。ユーミは思わずモルン＝ルティムの手を握にぎってしまったが、彼女はにっこりと微笑んでいた。

「心配はいりません。ガズラン兄さんは、ルウの眷族でも八名の勇者に選ばれる狩人ですから」

　ダタスはひょろひょろとした腕を頭上に差しのべると、それを勢いよく振り下ろした。

「始め！」

　大男が、ガズラン＝ルティムにつかみかかる。

　ガズラン＝ルティムの纏まとった毛皮の外がい套とうが、ふわりとなびいた。

　そして――次の瞬しゆん間かんには、大男が背中から床に叩きつけられていた。

　いったい何が起きたのかもわからない。ユーミのもとまで床の揺れる振動が伝わってきて、大男は苦く悶もんのうめき声を振ふり絞しぼった。

「大丈夫ですか？　身体が重いので、そのぶん苦しかったかもしれませんね」

　ガズラン＝ルティムが心配げに呼びかけたが、大男はうめくばかりで答えることもできなかった。よく見ると、板張りの床に身体が半分めり込んでしまっている。

「加減はしましたので、手傷などを負っていることはないでしょう。……私の勝利ということでよろしいでしょうか？」

　ガズラン＝ルティムが、ゆっくりとダタスを振り返る。

　ダタスは右みぎ腕うでを振り下ろした体勢のまま、幼子みたいにきょとんとした顔になってしまっていた。
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「ジレル婆さんのおんぼろ長屋に、東の民の悪党が住みついたって話だ」

　ダタスは、そのように教えてくれた。

　もっと難癖をつけられるのではないかと危あやぶんだが、ガズラン＝ルティムの尋じん常じようならざる力量に、すっかり度ど肝ぎもを抜かれたらしい。むしろその顔には賞賛の色が濃こいぐらいだった。

「どんな悪党なのかは知らねえが、この辺りででかい顔をするつもりがねえなら、俺には関係ねえからな。……それに、シムの連中は厄介だから、好きこのんで関かかわりたいとは思わねえよ。お前さんも、せいぜい気をつけるこった」

　親切に、彼はそのような助言までしてくれていた。

　ダタスに教えてもらった場所を探しながら、ガズラン＝ルティムがユーミに問うてくる。

「シムの人間が厄介とは、どういう意味なのでしょう？　確かにそのサンジュラという人物は、森辺の狩人にも引けを取らない力を備えているようですが」

「んー？　そいつは腕っ節じゃなくって、毒草とかの話じゃないの？　ほら、一人のシム人を始末するには十人の剣けん士しが必要とかいうじゃん」

「毒草ですか。それは確かに、厄介ですね」

「厄介だよー。町を歩いてるシム人なんかを見てると、そんな凶きよう悪あくな連中とは思えないけどさ。でも確かに、あいつらは護衛役もつけずに大陸中を駆け巡ってるって話だから、盗とう賊ぞく団だんや野の獣なんかもまったく怖くはないってことなんだろうね」

　そんな会話をしている内に、目的の場所が見えてきた。しょせんは一本の通りであるから、迷いようもないのだ。

　それは『酔いどれ通り』のほとんどどん詰まりにある、ひときわ廃屋じみた長屋であった。平屋で、六戸ばかりの住戸がひと連なりになっており、今にもぺしゃんこに潰れてしまいそうなぐらい古びている。このような場所に人間が住んでいるのかと疑わしくなるほどだ。

「でも、そのサンジュラって悪党は、《玄翁亭》の客だったんだよね？　それなら、ここに住み着いた悪党とは別人なのかなあ？」

「わかりません。あちらの宿屋で騒ぎを起こした後に逃げ込めるよう、あらかじめ手配していたのかもしれません」

　何にせよ、ここまで来たのだから、確認せずに引き返すことはできなかった。ダタスの家を訪おとずれたときと同じぐらい気持ちを引ひき締しめながら、ユーミは一番手前の戸板を叩いてみる。

　やはり、しばらくは反応がなかった。

　ユーミがもう一度手を上げかけたところで、閂の外される音色が響く。

「うるさいねえ。今はどの部屋も埋うまってるよ」

「やあ、あんたがジレル婆さんだね？　この長屋に住まわせてほしいって話じゃないんだよ」

　内心の驚おどろきを押し隠かくしつつ、ユーミはそのように答えてみせた。

　ジレルの容よう貌ぼうに驚いたわけではない。戸板が開けられるなり、むわっと異臭がたちこめてきたのである。それは何だか頭のぼうっとするような、甘ったるい香かおりであった。ユーミにはまったく馴な染じみのない香りだ。

「こいつは、シムの香こう草そうかい？　ひょっとして、最近ここに住みついたっていう東の民に分けてもらったのかな？」

　ユーミがそのように尋たずねてみると、ジレルは警戒しきった様子で眉をひそめた。

　おそろしいほど年をくった、小さな老ろう婆ばである。腰は直角に曲がっており、右手には杖つえをついている。ねばねばとした灰色の髪かみを頭のてっぺんでひっつめており、その黄色い肌はなめし革のように黒ずんでいた。

「その東のお人が、あたしらの知り合いかどうかを確かめに来たんだけどさ。今、この長屋にいるのかな？」

「……知り合いだって？　ジェノスに知り合いはいないって話のはずだったけどね」

「それじゃあ、人違いなのかな？　こう、東の民には珍しい、淡あわい色合いをした髪のお人なんだけど」

　名前は別のものを騙かたっている恐おそれがあったので、あえて告げずにおいた。

　ジレルは、ますますうろんげに眉をひそめていく。

「……何でもいいけど、面めん倒どうは御ご免めんだよ。だいたい、そっちの連中は何なのさ？」

「こっちのお人らは、森辺の民だよ。モルガの麓ふもとでギバを狩ってる、狩人の一族さ」

　ジレルはユーミを押しのけるようにして通りに出てくると、杖の先で器用に戸を閉めた。

「留守かどうかなんて、行ってみなくちゃわからないね。ついでに、明日からの家賃も取り立ててやろう」

「ありがとうね。助かるよ」

　ひょこひょこと歩く老婆を追って、ユーミたちも歩を進めた。

　案内されたのは、逆側の端にある住戸である。老婆はまた杖を振り上げて、その戸板を乱暴に小こ突づく。

「おい、お客だよ！　ついでに明日分の銅貨もいただこうか！」

　返事はない。

　ジレルはしばらく間を置いてから、枯かれ枝えだのような指を戸板にかけた。閂は掛けられていなかったようで、戸板はするすると開かれていく。

　部屋の中は、真っ暗であった。

　そしてやっぱり、異臭が漂ってくる。今度は何だか、甘ったるいのと酸すっぱいのが混ざり合って、たいそう気色の悪い香りであった。心なし、獣けもの臭くさいようにも感じられてしまう。

「おい、いないのかい!?　……駄だ目めだね。こう暗くっちゃ、何にも見えないよ」

「よければ、私が見てみましょう」

　ガズラン＝ルティムが進み出ると、ジレルは大人しく身を引いた。

　しかし、ガズラン＝ルティムも小首を傾かしげている。

「何か帳で仕切られていて、奥おくのほうは見えなくされているようです。それに……何かおかしな気配がしますね」

「おかしな気配ってどういうこったい。あたしが許すから、中にいるなら引きずり出してきておくれよ。あたしの家で野の垂たれ死じにでもされたら、いい迷惑さ」

　ガズラン＝ルティムは一つうなずくと、恐れげもなく暗がりの中に踏み込んでいった。

　それを見送っていたジレルが、「おや？」と奇き妙みような声をあげる。

「あれは何だい？　あんたらには見えるかね？」

「んー？　こう暗くっちゃ、何も見えそうにないけど」

　ユーミはモルン＝ルティムとともに、闇やみの中を覗き込んだ。

　窓にも帳が掛けられているため、夜のように真っ暗だ。慎しん重ちような足取りで奥のほうへと進んでいくガズラン＝ルティムの背中しか見て取ることはかなわない。

「やっぱり、これじゃあ暗すぎて――」

　そのように言いかけたとき、ユーミはいきなり背中を突き飛ばされた。

　前側にいたモルン＝ルティムの肩にぶつかる格好になり、二人そろって玄関口に倒れ込んでしまう。

　そして、それと同時に視界が闇に閉ざされた。戸板を、閉められてしまったのだ。

「あいてて……おい！　何をするんだよ、婆さん！」

　ユーミは慌あわてて半身を起こし、手て探さぐりで戸板に取りすがった。

　しかしどうしたことか、戸板は壁のようにびくともしない。鼻をつままれてもわからない暗黒の中で、ユーミは背筋の凍こおる思いであった。

「ちょっと！　ふざけるなって！　ここを開けてよ！」

「ユーミ、静かに……何か様子がおかしいです」

　モルン＝ルティムが、ユーミの腕をつかんでくる。

　その瞬間、奇き怪かいな鳴き声が闇を引き裂いた。

　さらに、バサバサと布をはたくような音色が重なる。それはどうやら、翼つばさのある獣が空中を飛び回る音色であるようだった。

「うひゃあ！」とユーミは頭を抱かかえ込んでしまう。

　何かが顔のすぐそばを横切っていったような気配がした。

「モルン！　頭を屈かがめていろ！　この獣は、危険だ！」

　ガズラン＝ルティムの鋭い声こわ音ねと、物を叩き壊こわす音色、それに獣の甲かん高だかい鳴き声が響いてくる。暗闇の中で、ガズラン＝ルティムが翼ある獣に応戦しているらしい。

「外に逃げろ！　この獣は、闇の中でも人間の居場所を判別できるようだ！」

「戸板を閉められてしまったの！　たぶん、外から閂のようなものを掛けられてしまったみたい！」

「わかった！　ほんの少しだけ、こらえてくれ！」

　その間も、頭上ではバサバサと獣の飛来する音色が響いていた。それほど大きくはないようだが、獣は何なん匹びきもいるらしい。ユーミは一いつ瞬しゆんにして悪夢の中に突き落とされたような心地ここちであった。

　格闘の音色も、絶えずに聞こえてきている。ユーミはモルン＝ルティムの温かい指先を探り当て、それを握りしめながら、この悪夢が一刻も早く終わるようにと西方神に祈いのった。

「モルン！　そのまま動くな！」

　ガズラン＝ルティムの声が、ふいに間近に迫せまってくる。

　そして、何か巨きよ大だいなものがユーミたちの頭上を走り抜け、それと同時に、戸板が外側に弾はじけ飛んだ。こちらに駆け寄ったガズラン＝ルティムが、ユーミたちの頭ごしに戸板を蹴り飛ばしたのだ。

　分厚い戸板は通りの向こうに吹っ飛んでいき、白々とした明かりが玄関口に差し込んできた。その光に導かれるようにして、ユーミとモルン＝ルティムは脱だつ出しゆつを果たす。

　その後から、刀を握ったガズラン＝ルティムが後ろざまに飛び出してきた。街路にへたり込んだユーミたちをかばうように立ちはだかり、ぽっかりと口を空けた暗がりのほうに刀を向けている。

「これは……蝙蝠こうもりと呼ばれる獣のようですね」

「こ、こうもり？」

「はい。森辺でも、時おり夜には現れると聞きます。人間や獣の血を吸う上に、牙きばには毒を持つという、危険な獣です」

　しかしその翼ある獣どもは、決して暗がりの中から出てこようとはしなかった。太陽の光を嫌きらう性質であるのだろうか。

「モルン、ユーミ、どこも噛まれたりはしていませんか？」

「ええ。ずっとこれを振り回していたので」

　笑え顔がおでそのように答えるモルン＝ルティムの手には、木の棒が握られていた。ユーミはまったく気づいていなかったが、彼かの女じよはそれで蝙蝠どもを撃退していたらしい。

「ユーミたちも、閉じ込められていたのですね？　犯人は、あのジレルというご老人ですか？」

「そうだった！　あの婆さんめ、どこに行きやがった!?」

　ユーミは慌てて視線を巡めぐらせたが、通りには人ひと影かげひとつなかった。ユーミたちを閉じ込めて、さっさと逃げ去ってしまったらしい。

「何故なぜ、私たちに危害を加えようと考えたのでしょうね。もともと森辺の民に恨みでも抱だいていたのでしょうか」

「そんなのは、本人に聞いてみるしかないだろうね！　とりあえず、さっきの部屋に戻もどってみようよ！」

　杖をつくほど足が悪いのだから、通りの向こうまで走って逃げたとは考えにくい。逆の端の戸の前まで戻ってみると、果たしてそこには内側から閂が掛けられていた。

「やっぱりこの中だ！　おい、婆さん！　あんな真似をするなんてひどいじゃないか！　あたしらに何の恨みがあるってのさ！」

　当然のように、返事はない。ユーミは舌打ちをして、ガズラン＝ルティムを振り返った。

「ねえ！　いいからこいつもぶっ壊しちゃってよ！」

「はあ……しかし、戸板を蹴け破やぶるというのは、あまり気持ちのいい行いではありませんね」

「気持ちがよかろうと悪かろうと、あの婆さんを放ったまま帰るわけにはいかないでしょ!?」

　ガズラン＝ルティムはいささか申し訳なさそうな面持ちになりながら、それでもおもいきり戸板を蹴り抜いた。戸板はあっけなく枠わくから外れて、玄関の内側へと倒れ込む。

　入ってすぐは土間であり、その向こうの広間は無人であった。左手の奥側にはかまどがあり、その上には小ぶりの鉄てつ鍋なべが載のせられている。かまどの火はすでに消されているが、甘ったるい香りはその鉄鍋の中身から放たれているようだった。

　そのかまどとは逆の側に視線を向けてみると、奥のほうに大きな帳が掛けられている。おそらくは、別の部屋の入り口であった。

　ガズラン＝ルティムは広間の様子を見回してから、慎重な足取りでそちらに近づいていく。ユーミとモルン＝ルティムも、屋外から誰かが近づいてくることを用心しつつ、その後を追った。

　右手を腰の刀の柄つかに掛けたガズラン＝ルティムは、左手で帳の下端をつかむ。それを一息にまくりあげると、部屋の中からは「ひいっ！」という老婆の声が聞こえてきた。

　ジレルである。

　小さな部屋の片かた隅すみで、ジレルが顔面を蒼そう白はくにしていた。

　そしてそのかたわらには、別の人間の姿もある。ぼろぎれのような長衣を纏まとって、首や腕にじゃらじゃらと飾り物をつけたその人物は――ジレルに負けないぐらい年老いた、東の民の男であった。

　髪は半分がた白くなり、それがもともとの黒髪とまざって、錆さびた鉄のような色合いになっている。黒い面には皺しわが深く、立ち上がればずいぶんな長身であるようであったが、しなびた木の棒のように痩せ細ってもいた。

「ああ、許しておくれ！　このお人はもうすっかり身体も弱りきっちまって、何の悪さもできやしないんだよう！　こんなお人を罪人として引っ立てるなんて、あんまりじゃないか！」

　ジレルはその東の民の痩そう身しんに取りすがりながら、ぽろぽろと涙なみだをこぼし始めていた。その姿を見て、ユーミはがっくりと肩を落としてしまう。

「この長屋に住みついた東の民ってのは、その爺じいさまのことだったの？　あのねえ、あたしらが捜してるのは、今でも元気に悪さをできそうな、若いシム人の悪党だったんだよ！」

「ええ？　それじゃあ、このお人を捕つかまえに来たわけじゃあないってのかい……？」

「そんな、どこの誰とも知らないようなお人を衛兵に突き出すいわれはないよ！　ったく、とんだ早とちりをしてくれたもんだねえ」

　そんなやりとりがされている中で、シムの老人は表情一つ変えずに座り込んでいた。東の民というのは、表情を動かすことを恥はじと考える一族であるのだ。

「儂わしのせいで、何やら面倒をかけた様子だな……ジレルに罪はないので、どうか許していただきたい……」

「罪がないことはないと思うけどね。一歩間違えれば、蝙蝠とかいう獣に血を吸われていたんだからさ」

「あの蝙蝠は、薬のために捕まえておいたものだ……本当に申し訳なく思う……」

「ふん。ずいぶん西の言葉が達者な爺さまだね」

　なおかつこの老人は、片目が不自由であるようだった。右の目は黒く静かな光をたたえているが、左の目は灰色に濁にごってしまっている。

「私たちは、サンジュラという罪人を捜していました。念のためにおうかがいしますが、その人物に心当たりはありませんか？　淡あわい茶色の髪と瞳をしており、東と西の混血であると名乗っていますが、外見的には東の民そのものの若い男です」

「知らぬ……儂はシムに顔向けのできぬ罪人であるので、東の民とは関係を絶っているのだ……また、西と東の混血という人間にも知り合いはおらぬ……」

「そうですか。残念です。その人物は、私の友をかどわかした、許されざる罪人なのです」

「友をかどわかされた……なるほど……」

　そのように述べながら、シムの老人は右目を閉ざした。

　灰色に濁った光のない瞳だけが、真っ直ぐにガズラン＝ルティムを見つめている。

「それはもしや……《星無き民》であるのだろうか……？」

「……今、なんと仰おつしやいましたか？」

　ガズラン＝ルティムが、ほんの少しだけ眉をひそめた。

　どんなときにも落ち着いた光をたたえていた茶色の瞳が、刃は先さきのような眼光を宿す。

「……そなたは三頭の獅し子しを守護する、《鷹たかの星》……そなたたちは、《星無き民》のもたらす光と影かげのもとに、大いなる運命の変転を迎えつつある……」

「大いなる、変転」

　その言葉を噛かみしめるように、ガズラン＝ルティムはつぶやいた。

　ユーミには、何のことやらさっぱり意味がわからない。

「《星無き民》は星を持たぬゆえ、儂にもその運命を読み解くことはかなわぬが……今はまだ変転の途と上じよう……たとえその姿を見失っても、いまだ《星無き民》はそなたたちの頭上にある……雲が晴れれば、再びその姿を見ることもかなおう……」

　そうして老人は、その痩せた肩をジレルにつかまれたまま、ぐったりと背後の壁にもたれかかった。

「儂に見えるのは、そこまでだ……これでジレルのもたらした迷惑を許してもらえれば、嬉うれしく思う……」

「わかりました。あなたの厚意には、感謝の言葉を述べさせていただきます」

　ガズラン＝ルティムは刀の柄から手を離はなし、くるりときびすを返してしまった。

　彼かれの手で持ち上げられていた帳が下ろされて、二人の老人の姿は隠されてしまう。

「戻りましょう。もうこの場所に用事はないように思います」

「ちょ、ちょっと待ってよ。さっきのうわごとみたいな言葉は何だったの？　ひょっとしたら、東の民の占せん星せい術じゆつってやつ？」

「はい。アスタは以前にも、シムの占星師から《星無き民》と呼ばれていたそうです。私には占星というものの正体がわかりませんので、気休めぐらいにしかなりはしませんが……それでも、少しだけ不安の気持ちを取り除けたように思います」

　ジレルの家を出たガズラン＝ルティムは、明るい日差しの下で、やわらかく微笑んだ。

「だけどもちろん、ただ漫まん然ぜんとアスタの帰りを待つわけにはいきません。私は私の仕事を果たしたいと思います」

「そりゃあそうだよ！　それじゃあ次は、向こうの通りだね！」

「はい」とガズラン＝ルティムはうなずいた。

　ユーミは何だか夢む魔まにたぶらかされたような心地であったが、ガズラン＝ルティムの優やさしげで力強い笑顔を見つめていると、何とか元気を振り絞ることができた。
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　その三日後の、夜――

　ユーミはガズラン＝ルティムやその他ほかの人々とともに、城門の前に押おしかけていた。

　アスタの帰りを、みんなで待ちわびているのだ。

　森辺の民も町の人間も、誰もが張り詰つめた面おも持もちをしている。本当にアスタは無事であるのか、首しゆ尾びよくこちらの手に取り戻すことができるのか――誰もがそれを危ぶみながら、懸けん命めいにアスタの無事を祈っている様子であった。

「大だい丈じよう夫ぶです。ジーダという者の言葉が真実であったなら、きっと救い出すことができるはずです」

　ユーミのそばにいたガズラン＝ルティムが、自分に言いきかせるようにそうつぶやいた。

　アスタは城下町にいる。それをさらったのはサイクレウスという貴族の娘むすめであり、アスタは無理やり料理を作らされているのだ――そんな言葉が、今日の朝になって届けられたのだという話であった。

　その話が真実であるのかどうかはわからない。しかし森辺の民は、それを真実と信じて計略を立てた。今はアスタの家族であるアイ＝ファという娘が、貴族と一いつ緒しよにサイクレウスの屋や敷しきに乗り込んでいるさなかであるのだった。

「我々は、それを城門の外で待ちかまえたいと思います。……その中に、あなたも加わっていただけませんか、ユーミ？」

　ユーミにそのような言葉を届けてきたのは、やはりガズラン＝ルティムであった。

「そりゃあもちろん、断る理由なんてどこにもないけど……でも、なんで？」

「はい。すでに城下町の外にも真実は知れ渡っていると、サイクレウスたちに知らしめたいのです。そうでなければ、すべてを有う耶や無む耶やにされてしまうかもしれませんので」

　よくわからなかったが、ユーミはその要望に応じることにした。この数日で、彼がどれほど理知的で、町の人間にも負けないぐらい頭の回る御ご仁じんであるかということは、嫌いやと言うほど思い知らされていたのである。

　ユーミと同じように声をかけられた町の人間が、その場には大勢集まっている。恐れをなした衛兵たちが周囲を取り囲んでいたが、それぐらいのことで引き返そうとする人間は一人としていなかった。

　すでにとっぷりと日は暮れている。一同の目前には白い石いし塀べいが立ちはだかっており、上のほうではいくつものかがり火がゆらゆらと燃えていた。

　跳はね橋ばしは上げられて、城門は閉ざされている。さらに石塀の外側には深い堀ほりが掘ほられていたので、その光景も遠かった。石を投げたって届く距きよ離りではないだろう。アスタはこんな頑がん強きようなる石塀の向こう側に捕とらわれてしまっていたのである。

「ユーミおねえちゃん……」

　と、小さな影がユーミのほうに近づいてきた。野菜売りの娘、ターラだ。この娘とは、アスタの屋台で何度か顔をあわせていた。

「アスタおにいちゃんは大丈夫だよね？　絶対に戻ってくるよね？」

「大丈夫だよ。こんなことで、アスタがくたばっちまうもんか」

　ユーミは地面に膝ひざをつき、力強くうなずきかけてやった。

　ターラは涙目で「うん」とうなずくと、また父親のほうに戻っていく。

「心配はご無用です。ポルアースという貴族が助力を願い出てくれたのですから、あちらも迂う闊かつな真似まねはできぬはずです」

　ユーミが身を起こすと、ガズラン＝ルティムがそのように声をかけてくれた。ただしその瞳ひとみは、真っ直ぐ城門のほうに向けられたままである。

「けっきょく貴族をこらしめるには貴族の力が必要ってこったね。あたしらだって、けっこう頑張ったのになあ」

「今もなお、あなたは力を尽つくしてくれています。正しい道を進むには、この場にいる全員の力が必要であったのです。……そもそも、我々が町を騒がせていなければ、ポルアースという貴族の心を動かすこともできなかったでしょう」

　城門のほうを向いたまま、ガズラン＝ルティムは穏やかに微笑ほほえんだ。

「森辺の民と、宿場町の人々と、城下町の貴族――それらの人間がみな同じ思いで行動を起こしたからこそ、今のこの状じよう況きようがあるのです。言ってみれば、これもアスタの築いてきた絆の証あかしなのでしょう」

「ふふん。アスタには心配をかけられた分、何か美味おいしいものを食べさせてもらわないとね」

　ユーミが強がってそのように述べかけたとき、獣の断だん末まつ魔まじみた音色が闇の中に響きわたった。

　跳ね橋が、下ろされ始めたのだ。

　ユーミは、思わず身を乗り出してしまう。

　ギギギ……と重々しい音をたてながら、跳ね橋がゆっくりと地面に近づいてくる。衛兵たちは、その場に集まった人間が不ふ穏おんな動きを見せないか、緊きん迫ぱくした面持ちで槍やりをかまえなおしたようだった。

　どすん、と地鳴りのような音が響く。

　跳ね橋が地面にまで到達したのだ。

　それと同時に、巨大な城門が開かれていく。

　怪物の口みたいな暗黒が、その向こう側にぽっかりと出現した。

　そして、その暗黒の中から一台の車がしずしずと進み出てくる。二頭のトトスに引かれた、巨大な箱形の車だ。左右には、トトスにまたがった騎兵がつき従っている。

　ごくり――と誰かが生なま唾つばを飲む気配がした。

　辺りは、水を打ったように静まりかえっている。アスタは無事であるのか、そうでないのか、誰もが息を詰めて見守っているのだ。気づけばユーミも、両りよう膝ひざががくがくと震ふるえてしまっていた。

「大丈夫です――」と、ガズラン＝ルティムが低くつぶやく。

　トトスの車は、跳ね橋を渡りきる前に動きを止めた。

　そして、その車が向きを変えて、城門のほうに戻っていくと――跳ね橋の上には、二つの黒い人影が残されていた。

　とたんに、歓かん声せいが爆ばく発はつする。

　その片方は、まぎれもなくアスタであったのだ。

　ユーミはまぶたを閉ざし、西方神に感謝の祈りを捧げた。これほど真面目に神に祈ったのは、これが初めてのことかもしれなかった。

　歓声の向こうから、また重々しい音色が響いてくる。ユーミが目を開けると、アスタたちはすでに地面を踏んでおり、跳ね橋がすみやかに引き上げられているところだった。

　アスタの周りに、大勢の人々が代わる代わる押し寄よせている。中にはアスタに抱きついて、泣き声をあげてしまっている者もいるようだった。

「……森よ、その慈じ愛あいに感謝いたします」

　ガズラン＝ルティムの声が聞こえたので振り返かえると、彼もまたまぶたを閉ざして、自分の神に祈りを捧げていた。

「さあ、ユーミ、あなたもアスタに声をかけてあげてください」

「あんたこそ、真っ先に駆けつけたかったんじゃないの？」

「私は、後でゆっくりと。……情けない話ですが、少し足が震えてしまっているのです」

「偶ぐう然ぜんだね、あたしもだよ」

　ユーミがそのように応じると、ガズラン＝ルティムはにこりと微笑んだ。

　普ふ段だんの穏やかな笑い方とは少し異なる、照れくさそうな子供みたいな笑顔だ。

「ユーミ、あなたにはお世話になりました。こうしてアスタを無事に取り戻せたので、ようやく口にすることができるのですが――」

「うん、なあに？」

「三日前、あなたやモルンと一緒にアスタを捜していたとき、私は何だか子供に返ったような心地で、少し楽しかったです」

　ユーミは、きょとんとしてしまった。

　それから、照れくさそうに笑っているガズラン＝ルティムに、自分も笑顔を返してみせる。

「偶然だね。あたしもだよ」

　そうしてユーミは、アスタのもとに駆けつけた。

　アスタは、泣き顔のような顔で笑っていた。

　そんな彼にどのような言葉をぶつけるべきか、まだ考えはまとまらないまま、ユーミも精せい一いつ杯ぱいの思いを込めて、笑いかけることにした。

　こうしてユーミたちは、アスタというかけがえのない存在をこの手に取り戻すことがかなったのだった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十一巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　予定の期日に刊行されていれば、梅雨の真っ只中でありましょうか。あとがきを書いている五月現在では寒暖の差が激しく、作者はいささかぐったりさせられております。




　それはともかくとして、第十一巻です。

　この巻では、アスタが非常事態に見舞われてしまいます。

　あとがきを先に読む御方のためにネタバレは避けたいのですが、表紙やカラー口絵、および帯の煽り文句などで、あるていどは察せられるものなのでしょうか。あとがきを書いている時点の作者には、そこのところはいまだに不明であります。




　しかしとりあえず、アスタやアイ＝ファは見慣れぬ格好をしていることでしょう。口絵などでは初登場のキャラも描かれていることでしょう。それがこちも様の筆でどのように描かれるか、作者も胸をときめかせながら心待ちにしている状態となります。




　そして今回はページ数にゆとりがありましたため、ちょっと長めの箸休めを収録することになりました。ざっと五十ページていどでありましょうか。おそらく第二巻に収録された「食前酒～狩人の道～」に次ぐ長さかと思われます。第二巻ほど本編が短いわけでもないのに、ついついめいっぱいの長さで書き下ろしてしまいました。




　何も限界いっぱいまで書き下ろしを長くする道理はどこにもないのですが、自分は短いエピソードよりも長めのエピソードのほうが書きやすい性質であるのですよね。

　それに、ウェブ版をお読み下さった上で書籍版をも手に取って下さった方々へ、せめてもの感謝の気持ちを込めているつもりでもあります。お楽しみいただければ幸いでございます。




　その書き下ろしの内容に関しては、いささか試行錯誤することになりました。

　本編とは関係のない過去エピソードなどでも良かったのですが、今回は本編のほうで非常事態が起きていたので、その舞台裏を描いてみたいなと考えた次第です。

　ですが、ウェブ版ではすでにその舞台裏のエピソードというのを一編お披露目していたのですよね。順当に刊行を重ねることができれば、十四巻か十五巻あたりに収録される内容となります。




　さてさてそれではどうしよう、と頭をひねった末に、森辺ではなく宿場町での舞台裏を描くことになりました。

　主人公は、これまで接点のなかった二人です。性格も立場もまったく異なる二人のやりとりを描くことができて、作者的にはとても新鮮で楽しかったです。




　タイトルにある『酔いどれ通り』という場所も、本編に登場する予定はありません。アスタが目にすることのない風景を、別の人間の視点で描くというのは、自分にとって番外編を書く際のひそかな楽しみであります。




『酔いどれ通り』の住人たちは、今日もアスタの知らないところで日々を過ごしているのでしょう。あるいは、何食わぬ顔でひょっこり姿を現して、アスタの屋台で料理を買っているかもしれません。そんな風に考えると、妄想がはかどります。




　という感じで。あとがきのページ数も残りわずかとなってまいりました。

　早くも第十一巻まで巻を重ねてしまった当作でありますが、引き続きおつきあいいただけたら望外の喜びでございます。




　毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一七年五月　ＥＤＡ　　
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